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こ の 報 告 書 は,日 本 自 転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一 部 で あ

る 機 械 工 業 振 興 資 金 の 補 助 を 受 け て 昭 和56年 度 に 実 施 し た

「海 外 に お け る 情 報 処 理 お よ び 情 報 処 理 産 業 の 実 態 調 査 」の

一 環 と し て と り ま と め た も の で す 。







は じ め に

当 協 会 は,わ が 国 に お け る 情 報 処 理 の 発 展 に 資 す る た め,昭 和

43年 以 来,毎 年 海 外 に 調 査 員 を 派 遣 し,ア メ リ カ お よ び ヨ 一 口

ソ バ 諸 国 に お け る 情 報 処 理 関 係 の 諸 問 題 の 実 態 を 明 ら か に し て ま

い り ま し た 。 本 年 度 調 査 は,ヨ ー ロ ッ パ 主 要 国 に お け る デ ー タ ベ

ー ス 振 興 施 策 と ア メ リ カ に お け る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 現 状

を 調 査 す る こ と と し,関 連 の 国 際 会 議 へ の 参 加 を あ わ せ,政 府 関

係 機 関,サ ー ビ ス 企 業,先 進 的 な ユ ー ザ ー な ど を 訪 問 し,そ の 動

向 を 調 査 い た し ま し た 。

こ こ に そ の 結 果 を と り ま と め,海 外 の 情 報 処 理 に 関 心 を も た れ

る 方 々 の ご 参 考 に 供 し た い と 思 い ま す 。

な お,本 調 査 実 施 に 当 っ て,ご 支 援,ご 協 力 を た ま わ っ た 調 査

訪 問 先 等 関 係 各 位 に 対 し 心 よ り 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。

昭 和57年3月
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調 査 の 概 要

1.目 的

海 外 諸 国 にお け る情 報 処 理 お よび 情 報処 理 産 業 につ き,そ の 実 態 を 調査 す る

と と もに各 国で の 発展 の背 景 と今 後 の 動 向 を把握 し,わ が 国 に お け る情 報 処 理

お よび情 報 処 理 産 業 の発 展 に資 す る こ とを 目的 とす る。

2.調 査 事 項-・;'ー

デ ー タベ ース 施策 とサ ー ビス お よび コ ン ピ ュ」 タ ・サ ー ビス の状 況

3.調 査 時 期

ヨー ロ ッパ班:昭 和56年9月12日(土)'出 発

昭 和56年9月26日(土)帰 国

ア メ リ カ 班:昭 和56年10月11日(日)出 発

昭 和56年10月25日(日)'帰 国

4.調 査 機 関

く 三 一 。 ソ.遡i>

GMD(GesellschaftF廿rMatematikundDatenverarbeitung

MbhBonn)研 究 機 関

DIMDI(DeutschesInstitut
.fttrMedizinischeDokumenta-

tionundInformation)デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス 機 関

QuantumScienceCorporation調 査 会 社

SciconConsultaneyInternationalLtd.t tコ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ

ス 機 関

ESRIN(EuropeanSpaceAgencyInformationRetrieval

Service)デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス 機 関

INRIA(lnstitutNationaldeRechercheenInformatique

-1一



etenAutomatique)研 究 機 関

MIDIST(MissionInterministerielledel'Information

ScientifiqueetTechnique)デ ー タ ベ ー ス 育 成 機 関

SICOB'81情 報 処 理 国 際 会 議 へ の 参 加

〈 ア メ リ カ 班>

INFO/81情 報 省 理 展 示 会/会 議

QuantumScienceCorp.調 査 会 社

DonnelleyMarketingSystemデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 企 業

MeadDataCentra1デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 企 業

カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学

SDCデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ 入 企 業

NissanMotorCorp。ofU.S.A.'ユ ー ザ.-

ARCOユ ー ザ ー 一'1-:

NIAC/USC－ コ ン サ ル タ ン ト機 関

UrbanDecisionSystems,Incデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 企 業

5.調 査 員

〈ヨー ロッパ班 〉

手 島 篤 二 当協会専務理事

山 鳥 雄 嗣 同技術調査部調査課長

〈アメ リカ班 〉

白 川 富 也

市 川 隆

郵政省簡易保険局 電子計算業務課課長補佐

当協会技術調査部次長
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論1. 総





一 夕ベ ー
.スが,着 々 とEURONETに 接続 され,そ の成果 が 出 始 め て お り,

この ネ ッ トワー クの 今後 が期 待 され てい る。EURONET建 設 に よ って,各

国 の テ ク ノ ロジ ー ・ギ ャ ップ の解 消,標 準 化 の促 進 な どが 達 成 され るが,幾 つ

か の特 徴 を以 下 に示 した。

*言 語 の違 い の解 決

多 言 語 シ ソー ラ ス,用 語 デ ー タ バ ンク,自 動 翻 訳 な どの プ ロジ ェ ク トの推 進 。

*参 照 シス テ ム'}

デ ー タベ ー ス の位 置 と内容 を案 内す るシ ス テ ムの作 成 と,自 動 案 内 の実 施 。

*共 通 コマ ン ド ・セ ッ ト

各 国 に また が り,異 な った ホ ス ト,デ ー タベ ース が配置 され た状 況 にお い て,

ス ム ース に アクセ ス を行 うた め の コマ ン ド ・セ ッ トの開 発。

*網 管 理 セ ンタ ー(NMC)の 機 能

自動 迂 回 を含 め た ル ーチ ングは,各 ノー ドが行 うが,NMCは 会計 のた め の

記 録 機 能,遠 隔 監 視機 能,障 害 診断,ネ ッ トワーク 計画 の た め の 必要 なデ ー タ

収 集 を 行 う。
ノ

な おEURONETは,オ ー プ ン ・ネ ッ トワーク であ るた め,デ ー タベ ー ス

の 機 密保 護 には 大 した関 心 を 持 って いな い。

EURONETは,加 入 各 国 の 国 内パ ケ ッ ト網 との接続 を実 施 しつ つ あ るが,

す でに フ ラ ンスのTRANSPACと は 接続 を終 了 して い る。 また他 の 国際 的

ネ ッ トワ一一ク,例 え ば今 回訪 問 .Uた イタ リア のESRINに お け るESANET

との 接続 も行 って い る。 さ ら に,ア メ リカ の商 業 パ ケ ッ ト網:Telenet,

Tymnetな どとの 接続 計 画 も持 ってい るが,こ の場合 自由かつ公正 な競争 であ るこ

とが前提条件 とな ってい る。現在,サ ー ビス提供 先 は,10カ 国,1700ヵ ス'トマ

ーに 達 して お り,接 続 され てい るデ 一 夕ベ「 ス の数 は2 .23と な?て い る。 ま

た,ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タは,31と な ってい るが,こ の うち ヨー ロ ッパ の共

同 母体 として4ヵ 所,政 府 お よび学 術 関 係 が15',コ マ ー シ ャル 企 業 が12と

なっている。 図1にEURONETの 構 成 図,ま た,表1に ホ ス トの うち の コマ

ー シ ャル 企 業 名 と国名 を それ ぞ れ示 した 。

一5一



一 方 ,こ の よ うな ネ ッ トワーク 化 の傾 向 は,各 国 の 法 律 の違 い に よ る国 際間

デー タ ・フ ロー(TDF)の 問 題 を 提起 して い る。 ヨー ロ ッパ諸 国で は,す で

に プ ライ ノミシ イ に関 す る法 律 は 着 々 と制 度 化 され て い るが,デ ータベ ースあ るい

は 官 庁 の デ ー タ の使 用 に関 す る もの につ い ては,ほ とん ど の国 で は まだ 設 け

られ て い な い の が 実 情 で あ る。

カ 。

竃 ㎞

o
O

oSwitchingNode

t>TerminalAccessPoint

三48kbp・1i・ ・(high・peed)
9.6kbpsline

図1.EURONET構 成 図
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一 夕ベ ー
.7kが,着 々とEURONETに 接続 され,そ の成 果 が 出 始 め て お り,

こ のネ ッ トワー ク の今 後 が期 待 され てい る。EURONET建 設 に よ って,各

国 の テ ク ノ ロ ジー ・ギ ャ ップ の解 消,標 準 化 の促 進 な どが 達 成 され るが,幾 つ

か の 特 徴 を 以 下 に示 した。

*言 語 の 違 い の解 決

多 言 語 シ ソー ラス,用 語 デ ー タノミンク,自 動 翻訳 な どの プ ロジ ェク トの推 進 。

*参 照 シ ス テ ム

デ ー タ ベ ー ス の位 置 と内容 を案 内 す るシ ス テ ムの作 成 と,自 動 案 内 の実 施 。

*共 通 コマ ン ド ・セ ッ ト

各 国 に また が り,異 な った ホ ス ト,デ ー タベ ースが 配置 さ
.れた 状 況 にお い て,

ス ム ー ス に アクセ ス を行 うた め の コマ ン ド ・セ ッ トの開 発。

*網 管 理 セ ンタ ー(NMC)の 機 能

自動 迂 回 を含 め たル ーチ ングは,各 ノー ドが 行 うが,NMCは 会 計 のた め の

記 録 機 能,遠 隔 監視 機 能,障 害 診 断,ネ ッ トワー ク計 画 の た め の必 要 な デ ータ

収 集 を行 う。

な おEURO'NETは,オ ー プ ン ・ネ ッ トワー ク であ るため,デ ー タベ ー ス

の機 密 保 護 には 大 した 関 心 を持 って い ない 。

EURONETは,加 入各 国 の 国 内パ ケ ッ ト網 との 接続 を実 施 しつ つ あ るが,

す で に フ ラ ンス のTRANSPACと は 接 続 を終 了 して い る。 また 他 の 国 際 的

ネ ッ トワー ク,例 えば 今 回 訪 問 し た イ タ リアのESRINに お け るESANET

と の接 続 も行 ってい る。 さ らに,ア メ リカの 商業 パ ケ ッ ト網:Telenet,

Tymnetな ど との接続 計 画 も持 っ て い るが,こ の場合 自由かつ公正 な競争 であ るこ

とが前提条件 となっている。現在,サ ー ビス提 供先 は,10カ 国,1700ヵ ス トマ

ー に達 して お り,接 続 され てい る デ ー タベ ー ス の数 は223と な って い る。 ま

た,ホ ス ト ・コン ピ ュー タ は,31と な って い るが,こ の うち ヨー ロ ッパ の 共

同 母体 と して4ヵ 所,政 府 お よび学 術 関 係 が15,コ ーマー シ ャル 企 業 が12と

な っている。 図1にEURONETの 構 成 図,ま た,表1に ホ ス トの うち の コマ

ー シ ャル企 業 名 と国 名 を そ れ ぞ れ示 した 。
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一 方 ,こ の よ うな ネ ッ トワー ク化 の傾 向 は,各 国 の法 律 の違 い に よ る国 際 間

デ ータ ・フ ロー(TDF)の 問 題 を提起 して い る。 ヨー ロ ッパ 諸 国 では,す で

に プ ライ バ シ ィ に関 す る法 律 は 着 々 と制 度 化 され て い るが,デ ータベースあ るい

は 官 庁 の デ ご タ の 使 用 に関す る もの につ い ては,ほ とん どの国 では まだ設 け

られ てい な い の が実 情 で あ る。

ち 。

竃 ㎞
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図1.EURONET構 成 図
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表1.コ マ ー シ ャ ル ・ベ ー ス に よ る ホ ス ト

BOC(UK)

CIGL(BELGIUM)

CISI(FRANCE)

CITERE(FRANCE)

DATACENTRALEN(DENMARK)

DATASTAR(SWITZERLAND)

FINSBURY(UK)

GCAM(FRANCE)

PERGAMON-INFOLINE(UK/FRANCE)

SPIDEL(FRANCE)

SATZRECHENZENTRUM(GERMANY)

TELESYSTEMES(FRANCE)

ヨ ー ロ ッ パ で は,デ ー タ ベ ー ス と デ ー タ バ ン ク を 使 い 分 け,デ ー タ ベ ー ス は,

い わ ゆ る 文 献 検 索 型 の も の を 指 し,デ ー タ バ ン ク を 数 値 デ ー タ 型 の も の を 指 す

こ と が 多 い 。 こ れ は,ヨ ー一 回 ッパ 科 学 情 報 普 及 セ ン タ ー 協 会,EUSIDIC

(EuropeanAssociationofScientifieInformationDissemina-

tionCenters)が,こ の よ う に 定 義 し て い る 所 か ら き て い る 。

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス は,通 常,イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・サ ー ビ ス と か イ ン ク

ワ イ ア リ ・サ ー ビ ス を 実 施 す る イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ プ ロ バ イ ダ ー と,大 規 模

な 汎 用 デ ー タ ベ ー ス と か 小 型 の 特 殊 デ ー タ ベ ー ス を サ ー ビ ス す る コ ン ピ ュ ー タ

・サ ー ビ ス 会 社 の2種 類 に わ け る こ と が で き る
。 例 え ば,イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・

サ ー ビ ス と し て は,イ ギ リ ス 鉄 道 に よ る 予 約 シ ス テ ム,西 ドイ ツ のQUELLE

に よ る メ ー ル ・オ ー ダ ー ・ サ ー ビ ス な ど が あ る ○ ま た,イ ン ク ワ イ ア リ ・サ ー

ビ ス と し て は,イ ギ リ ス のDATASTR 、EAMに よ るFINANCIALサ

ー ビ ス と か
,オ ラ ン ダ のVNUに よ る パ ブ リ ッ シ ン グ ・サ ー ビ ス な ど が あ る 。

ま だ 最 近 は,多 く の 国 の グ ル ー プ が,VIDEOTEXと かTELETEXT

サ ー ビ ス の 開 始 を 始 め て お り,代 表 的 な も の と し て 表2に 示 す よ うな も の が あ

る 。
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表2デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス を開 始 した新 しい グル ー プ

LESECHOS

BUTTERWORTHS

THOMSONGROUP

KLEWER

MATRA/HACHETTE

YELLOWPAGES

VNU--DPI

SANOMA

KNIGHTRIDDER

BBC-DATA

QUELLE

BRITISHRAIL

フ フ ン ス

イ ギ リ ス

カ ナ ダ

オ ラ ン タ

フ ラ ン ス

イ タ リ ー

オ ラ ン タ

フ ィ ン ラ ン ド

ア メ リ カ

イ ギ リ ス

西 ド イ ツ

イ ギ リ ス

ヨー ロ ッパ に おけ るデ ー タベ ー ス の発 展 とそ の背 景 を 見 る場 合,や は り他 の

産 業,特 に情 報 産業 に おい て抜 き出 て い る主 要3国,つ ま りフ ラ ンス,西 ドイ

ツ,イ ギ リス の それ を考 察す る必要 が あ ろ う。

これ らの 国 々では,前 に も述 べ た よ うに,デ ー タベ ー ス に 関 し て政 府 が 強 力

な ノミック ア ップを行 って い るが,中 で も,フ ラ ンス とイ ギ リス で は,両 国 の経

済 振 興 を基 本 とす る もの で あ り,西 ドイ ツは,よ りよい環 境,よ りよい社 会 の

た め の科 学 技 術 の発展 と,そ の た め の情 報 活 動 が標 榜 され る。 情 報 活動 に対 す

る政 策,財 政 援 助 を円 滑 に 行 うた め,こ れ ら諸 国 で は,西 ドイ ツに おけ るGID,

フ ランス に お け るMIDIST,イ ギ リスに おけ るBritishLibraryと い っ

た 機 関 を設 立 す る こ ととな っ た。

デー タベ ー スの 開発 の運 用 に 関す る財 政 面 につ い ては,各 国 とも政 府 の援 助

を得 て い るが,運 用面 に つ い て は,ユ ー ザ ー の負担 と してい る所 が多 い 。

フラン ス では,情 報 活 動 の 特 殊 な 面 も含 め て,政 府 の 強 力 な 援 助 を必 要 と

して い るが,ユ ー ザ ーの ニ ーズ を充 分 に満 足 させ るた め には,情 報 提 供 サ ー ビ

ス 機 関 の間 の健 全 な競 争 が 必要 で あ る として い る。 従 って,情 報 サ ー ビスは 専
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実 上 財政 的 に独 立 せ ねぱ な らず,こ の サ ー ビスの維 持,運 営 コス トは ユ ーザ ー

が 負担 し な けれ ば な らな い として い る。

西 ドイ ツ で は,情 報 活 動 は 州 単位 で はな く,連 邦単 位 い わ ゆ る国家 的 規 模

で 行 うべ きだ と して お り,既 存 の 需要 を 満 たす た め にす で に 開 始 され て い る個

々の 専 門情 報 シ ステ ムは,関 係 す る専 門 分 野を 所 轄 す る大 臣 が融 資権 限 を 持 っ

て い る。 産 業 界 にお け る情 報 需 要 を 満 た すサ ー ビス は産 業 界 か らの援 助 に よ っ

て まか な われ な け れ ば な ら ない が,ユ ー ザ ー は サ ー ビス ・コ ス ト と一 般 経 費

の一 部 は 負担 しな け れ ばな らな い。

イギ リス で は',独 立 した 非 営利 機 関 が多 くの情 報 サ ー ビス を提 供 して お り,

そ の運 用 につ い て は政 府 の援 助 を受 け て いな い。 公共 分 野 に 対す るサ ー ビスの

定 ま った融 資政 策 は取 られ て い な い が,BritishLibraryの 研究 開 発 部 門を

通 じて の シ ス テ ム開発 に対 す る援 助 は行 われ て い る。 将 来,こ れ ら のサ ー ビス

機 関 は 財 政 的 に独立 す る こ とが望 ま しい として い る。

主要3国 のデータベ ース政策とその背景

フラ ン ス

1959年,フ ラ ンス の科 学 技 術 研 究総 務 庁(DGRST)内 にComit6d'

6tude<Documentation>と 称 す る特 別 委 員 会 が設 置 され た。 本 委 員 会 で

は,フ ラ ンス 国 内 にお け る科 学 技 術 情 報 流通 の改 善 のた め の 方法,手 段 を 見つ

け る こ とを 主 旨 とし,作 業 の一 つ と して は近 代 的 情報 処 理 技 術 に よ って科 学 技

術 文献 を 処理 す る,新 しい大 規 模 中枢 機 関設 立 の 有 効性 を検 討す る こ とで あ っ

た。 そ して,最 終 提案 と しては,協 力,振 興,調 整機 能 を 有 す る機 関 を 中心 と

し た 非 集 中 化 ネ ッ トワー ク を確 立 す る こ と と した 。 しか し,こ の 当時 の 社 会経

済 の ひ っ迫 に よ り,こ の委 員 会 の提 案 プ ロ グ ラムは 実行 の ア クシ ョンが と られ

な い ま まに終 る こ とに な ったが,本 委 員 会 では,極 めて 大 担 に それ まで の フ ラ

ンス に お け る情 報 活動 の 見 直 し作 業 が 行 わ れ,特 にCNRS活 動 に対 す る 徹 底

的 な 評価 分析 が な され た こ とに注 目され た。
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そ の後,本 委 員 会 での 成 果 を基 に,1971年 ～1975年 の第6次 経 済 社 会 発

展5ヵ 年 計 画 が策 定 され た が,こ の た め に各 界 の情報,ド キ ュメ ンテ ー シ ョン

関係 の代 表 者 か ら構 成 され る科 学 技 術 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン国家委 員 会

(CNDST)が5ヵ 年 計 画 を検 討 す る 目的 で 組織 され,本 委 員 会は 「科 学 技

術 情 報 の 全 国 ネ ッ トワー ク 」構 想 を提 出 した 。 こ の構 想 を基 に5カ 年 計画 の 親

組 織 で あ る研 究委 員 会(CR),お よび,DGRSTに 付 設 され てい る科 学 技 術

研 究諮 問 委 員 会(CCRST)の 認 証 を得 て,実 行 計 画 の 策 定 段階 に入 った 。

そ の 後,CRで はCNDSTの 協 力 を得 て,1970年 に経 済 活 動 に益す る全

国 ネ ッ トワー ク構 想 を科 学 技 術研 究 閣 僚会 議(CIRST)に 上 程 し,認 可 さ

れ る こ とに な った の で あ るが,こ の 構 想 を実 行 に移 す た め に1971年 にDGRST

内 に 国立 科 学 技 術 情報 局(BNIST)設 立 作 業 グル ー プが 組 織 され た 。 こ こ

で 強 調 され た 点は,協 力,調 整機 能 の強 化で あ り,さ らに これ まで大 小 お り混

ぜ て 存 在 して い た200以 上 の各 種 情 報機 関 の情 報 活 動 の水 平 的,垂 直的 な性 格

を生 か しな が らネ ッ トワー キ ング して い くこ とで あ った 。 か くして,1973年,

フ ラ ンス に お け る経済 社 会発 展 政 策 の 一 環 と して情 報 政 策 の徹 底 が重 要 視 され,

こ こに情 報 政 策,情 報 協 力 の 推進 機 関 と してBNISTが 誕 生 した の で あ る。

BNISTは,も と もと産 業 省 の下 に設 置 され た の で あ るが,そ の後 さ らに多

くの 省 庁 の 協 力 を 必要 とす る所 か ら,首 相 直 結 の機 関 と して,1979年 に 新 た

にMIDISTと して,発 足 す る こ と とな った が,そ の 目的 お よび事 業 活動 は,

か つ て のBNISTを ベ ー ス に発 展的 拡 張 を成 し遂 げ た と言 え る。

一 方 ,首 都 パ リに集 中す る情 報 文 化 を 地 方へ も平 均 的 に分 散 化 し,ブ ラ ンス

全 体 と して の社 会 経 済 の 発 展 を期 した 情 報 計 画 を 推 進 す るた め,情 報 科 学 研 究

委 員 会 で は1970年 にCYCLADESコ ンピュータ ・ネ ッ トワー クを 企 画研 究 プ

ログ ラ ムの1つ と して取 り上 げ た。 この プ ロ グ ラムは,1971年 情 報 代 表 部 に

よ り応 用 研 究 開 発 が 正式 認 可 され,情 報 処 理 自動 化研 究所IRIAが,そ の実

験 担 当機 関 として 当 て られ た。CYCLADESは ・パ ケ ッ ト交 換 方 式 を取 って お

り,IRIAで は,PTT(フ ラ ンス郵 政 省)を は じめCNRお よび そ の他 各

種情 報 サ ー ビス機 関 の協 力を 得 て,こ の ネ ッ トワー ク完 成 に努 力 し,1974年
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末 にはCNRSフ ァイ ル の導 入 実験 に成 功 した。 その 他 パ ケ ッ ト交換 方 式 を取

って い るネ ッ トワーク にはRCP(ReseaudeCommutationparPaquets)

が あ るが,フ ラ ン スPTTで は,こ のCYCLADESとRCPの 成果 を基 に,商

用パ ケ ッ ト交 換 網TRANSPACを 建 設 し,1978年 末 に は サ ー ビス を開 始 し

た。 このTRANSPACは,CCITTのX25イ ンタ ー フ ェイス を実 現 す る

世 界 初 の パ ケ ッ ト交 換 網 で あ り,こ の技 術 は そ の ま まEURONETに 採 用 され

てい る。 ネ ッ トワー ク の規 模 は 当 初 か ら12交 換 局,30マ ルチプ レクサ 局 で サ

ー ビス し,1980年 には 小 容 量 の交 換 機 を 開発 し,約100局 が設 置 され た。

こ の よ うにTRANSPACは,デ ータ通 信 の新 しい 荷 い 手 にふ さわ しい よ う,

早 期 に 全 国 的 に一 律 な サ ー ビスが実 現 で き る よ う努 力 が つ づ け られ てい る。 ま

たEURONETの オ ー プ ンと共 にTRANSPACは 直 ち に接 続 され,す で に2～

3,000の ユ ーザ ー が こ の ネ ッ トワー クに接 続 され てい る。今後は さら に,ユ ー

ザ ー数 が増 加す る と共 に地 方 における利 用 も次 第 に 多 くな って くるだろ う。 な お,

IRIAは,そ の後 組 織 改 正 が あ り,今 日では 後 述 す る よ うに,INRIAと

称 され て い る。

西 ドイ ツ

西 ドイ ツの情 報 ・ドキ ュメ ンテ ー シ ・ン政 策 は,1971年5月 に連 邦 内務 省

よ り発表 され た情 報 バ ン ク ・シス テ ム(IBS)と1973年 に実行計画 として

発 表 され た情 報 ドキ ュメ ンテ ーシ ョン計 画,IUD(Informationund

Dokumentation)計 画 が そ の柱 とな ってい る。1967年12月,西 ドイ ツ政

府 は 国会 決 議 に基 づ い て,行 政機 構 の 中でEDPの 効 果 的 活 用 に つい て政 府 が

行 った 措置 につ き報 告 す る よ うに 求 め た。 そ の要 請 に よ り提 出 され た最 初 の報

告 では,国 家 の政 策 実 施 の運 営 を計 る上 で 必要 な情 報 を 必 要 な時 に得 るた め に,

政 府 に と って基 本 的 情 報 を計 画 的 に蓄 積 す る こ との重 要 性 を説 い て お り,こ の

た め デ ー タ バ ンク網 を 設 立す る こ と,集 中的 ドキ ュメ ンテーシ ョン化を行 うこと

に よ り,国 民経 済 全 般 に 高 い利 用 効 率 を生 む よ う計 る こ とな どが提 起 され た 。

こ うした事 情 を も とに,西 ドイ ツ連 邦政 府 で は,国 会 決 議 に従 って,1970年
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4月 に内 閣 直属 の ワー キ ン グ ・グル ー プ を編成 し て西 ドイ ツ情 報バ ンク ・シ ス

テ ム計 画 を提 案 す る よ う諮 問 した。 そ の結果,1971年5月,「 西 ドイ ツ にお

け る作 業 分担 型 一般 情 報 バ ン ク ・シ ス テ ムの企 画 と設 置 の た め の提 案 」とい う

副題 を つ け た情 報 バ ンク ・シ ステ ム(IBS)を 発 表 す る に至 った 。IBSに

は 誰 で も入手 可 能 な 開 放 性 の情 報 だ け で な く,個 人や 機 関 も法 的 に保護 され ね

ば な らな い プ ライバ シ ー や 機 密 保 護 に属す る よ うな情 報 も含 まれ るが,こ の 中

で も特 に科 学技 術 情 報 活 動 に対 す る示 唆 がか な りの ウエ イ トを 占め て い る。

一 方 ,IBS計 画 とし て,「1974年 ～1977年 の間 にお け る西 ドイツで の

情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン を推 進 す る連 邦 施策IUD(Informationund

Dokmentation)」 が1973年 に発 表 され た。IUD計 画 は,近 代 化社 会 の

知 識 の増 加な らび に情 報 ニ ー ズ の増 大 に マ シチ し た科 学 技 術 情 報 サ ー ビス業 務

の 編成 を うなが し,サ ポ ー トす る こ とを基 本方 針 と してい る。 また西 ドイ ツ に

お け る科 学,経 済,技 術,政 治,社 会 の諸 問題 を解 決 す るた め に,世 界 中 に存

在 す る知 識 な らび に事 実 を 活 用 す る と と もに,重 複 作 業 や 誤 っ た投 資 が 回避 さ

れ る よ うに,種 々 の専 門 課題 領 域 か らあ らゆ る種 類 の情 報 に対 して,よ り効果

的 に ア クセ ス で きる こ と を 目的 と してい る。

この た めIUDで は,① 科 学 技 術 情 報 組 織 を編 成 が え した り,ま た新 規 に 組

織 化す るこ とに よ って,こ れ まで 合理 的 に分 散 して い た ドキ ュメ ンテ ー シ ョン

機 関,中 央専 門 図 書 館翻 訳機 関 な どを表3に 示 した よ うに16の 大 規 模な 広 域

専 門 情報 シ ステ ム に ま とめ て い き,系 統 的 に効 率 の よい 単 一 構 成 に発 展 させ る

こ と,② 関連 す る基 盤 フ ァイ ル を 幅 広 いベ ー スの上 に立 って 改 善 す る こ とに ょ

り,効 率 の よい 国立情 報 組 織 を 設 置 し,国 際的 プ ロジ ェク ト,特 に 国際 的情 報

シ ス テ ムに お け る実 施 効果 を 上 げ るた め科 学 的,技 術 的,人 間 的,組 織 的 に,

また そ の他 の一 般 原 則 を 設 定 す る こ とを 具 体 的 に実 施 す る計 画 を立 て た。

IUD計 画実 施 のた め に1974年 ～1977年 の 間に総 額4.5億 ドイ ツマルク

(約450億 円)の 助 成 を 行 った。 この大 規 模 な プ ロジ ェク ト実 施 に は,当 初

IDWが 当 った が,そ の後IDWを 含 め た代 表 的な 情 報 機 関 を 統 合 す る政 府 出

資 の 非営 利 の特 殊 法 人,GIDが1978年1月1日 に設 立 され るに至 った。な
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お,こ の 母 体 と な っ た 機 関 は 以 下 に 示 す5機 関 で あ る 。

①IDW(lnstitutfilrDokumentationswesen)

情 報 科 学 研 究 所

②ZMD(ZentralstelleffirMachinelleDokumentation)

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 機 械 化 研 究 所

③ZDOK(DokumentationszentrumflirInformationswissenschaften)

情 報 科 学 ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン'セ ン タ ー

④SFS(StudiengrupPefilrSystemforschung)

情 報 シ ス テ ム 経 営 研 究 所

⑤IFN(lnstitutfti'rNichtnumerik)

非 数 字 資 料 コ ン ピ ュ ー タ 化 研 究 所

情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョンGID(GesellschaftfilrInformation

undDokumentationmbH)の 設 立

GIDは,西 ドイ ツに お け る全 国 的 な情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン ・シ ス テ ム

の 中核 を作 る こ とで,連 邦 政 府 の研 究技 術 省 に よっ て企 画 され たIUDプ ログ

ラ ムの推 進 母体 と して1978・ 年1月1日 に設立 された政 府 出資 に よる非 営 利 団

体 で あ る。 現 在 す で に運 用 され てい る各専 門分 野 の情報 セ ン ター には,特 定 の

情 報 セ ンター,情 報提 供 を 専 業 とす る機 関,特 定 の 目的 を持 つ図 書 館 な どが あ

るが,GIDの 目的 は これ を表3の よ うに16の 専 門情 報 セ ン ター に整 理 し,

横 断的 に管轄 せ ん とす る もの で あ る。 これ らの専 門情報 セ ン ター の 中 には,す

で に独 自のサ ブ ネ ッ トワー ク を持 って コ ンピ ュー タに よ るオ ン ライ ンあ るい は

オ フ ライ ンの 情 報 検 索 サ ー ビス を行 ってい る と ころ もあ るが,GIDでODIN

ネ ッ トワー ク に よ りこれ を 統 合 し,さ ら にEURONETと の網 間 接 続 を計 画 し

て い る。

ODIN(OnlineDocumentInformationNetwork)は,16の 専

門情 報 セ ンタ ー と4つ のセ ンタ ーの総 合 した 情報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン ・ネ ッ

トワー クであ り,将 来 は45ヵ 所 に大 型 コ ン ピ ュー タを設 置 して西 ドイ ツ内 の
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全 国的 デー タ バ ン ク網 と して完 成 し よ うと して い る。

ま たGIDの 年 間 予 算 は,1979年 には 約13億 円で あ っ たが,1981年

に は21億 円 に達 して い る。 現 在 の要 員数 は 約250名 で あ る。

表3専 門情報セ ンターの内容 と主管庁

L

2.土 地 と林 学 の情 報 シス テ ムの 育成

3.化 学 技術 情報 シス テ ム

4.

5.

6.

7.交 通 に関 す る技 術情 報 シス テ ム

8.

9.消 費材 に関 す る情 報 シ ステ ム

10.経 済 に関 す る情 報 シス テ ム

11.法 律 に関 す る技 術 情 報 シス テ ム

12.教 育 に関 す る情 報 シス テ ム

13.社 会科 学 に関す る情 報 シス テ ム

14.a精 神 科学 に関 す る専 用 情報 シス テ ム

15.外 国 文化 に関 す る情 報 シ ステ ム

16.

公衆 衛 生,医 学,生 物 学,ス ポー ツに関 す る情 報 シ ステ ム…… …青 年 家庭保 健 省

エ ネル ギ ー,物 理 学,数 学 関係 の技 術情 報 シス テ ム

食糧農林省

研究技術省

研究技術省

冶金学,材 料学,金 属合成及び分解学に関する技術情報システム・・経済省

原料の精製及び地学に関する技術情報システム

空間利用,建 築学,都 市計画に関する情報システム

経済省

交通省

国土利用 ・建設
都市計画省

経済省

経済省

法務省

教育学術省

研究技術省

電子工学,製 鉄学,機 械工学に関する技術情報システム

研究技術省

外務省
経済協力省

経済省

特別の用途に供す る情報 シ ステム

。特許 に関す る情報施設

。研究情報セ ンター

。環境に関す る情報 システ ム

。技術制御装置 に関す る情報施設(規 格 等)
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1978年 に設 立 さ れ たGIDは,着 々 と事 業 活動 を実 施 に移 し,わ が 国 に

もそ の分室 が 設 立 され て い る。 また,西 ドイ ツ に所在 す る多 くの デ ー タ ベ ー ス

は,今 回訪 問 したDIMDIも 含 め て,EURONETへ の接 続 され て い る。

イ ギ リス

イ ギ リス にお け る戦 後 の政 策 は 一 貫 して経 済 的 困難 との戦 い で あ った 。 工 業

力,輸 出 力の 増 強 の ため の国 内措置,国 防 ・自 由主義経 済 圏 防衛 のた め の 国 際

協 力,ス エ ズ 問題 に始 ま る 中近 東 不安 を め ぐる交 通,石 油 問 題,欧 州内 経 済 不

均 衡 に対 す る ポ ン ド防 衛 問 題 な どの 中 で,イ ギ リス の苦悩 は現 在 も続 い て い る

と言 え る。

一 方 ,イ ギ リス の情報 政 策 は そ の 中 の極 め て重 要 な位 置 に あ った が,そ れ は,

保 守党 か ら労 働党 へ,労 働 党 か ら保 守 党 へ と政 権 が交替 して も,変 る こ とは な

か っ た。

1961年,米 国 にお い て はWeinberg報 告 と呼ば れ る,大 統領 科 学 諮 問 委

員 会 の報 告 書t'Science,GovernmentandInformation"が 発 表 され,

そ の結果 とし て多 くの情 報 行 政 機 構 の 整備 が行 わ れ る と共 に,情 報 分析 セ ンタ

ー の必要 性 が 主 張 され
,各 官 庁 シス テ ムの 中 に多 くの情 報 分 析 セ ンタ ー が設 置

され た。 こ の考 えは,イ ギ リス の技 術 省 に おい て も取 り入 れ られ,高 熱 処 理,

エ ル ゴノ ミ ックス,企 業 分析,結 晶 学 ,プ ラズ マ物 理 学 な どの 分野 につ き,特

別 情 報 セ ンタ ー(SpecialInformationCentre)を 設 け た。 また,こ れ

を 助 成す るた め に,科 学 技 術 情 報 局OSTI(OfficeofScientific

andTechnicalInformation)が1965年 に技 術 庁 の 中 に設 け られ た が,

同局 は 以 下 に示 す 目的 を 持 って い た。

・主な イ ギ リス にお け るシ ス テ ムの 機械 化(特 に ,INSPECとBritish

NationalBibliography)

・コン ピュー タ を用 い た 文 献 情報 シ ス テ ムの実 験(こ れ に は ,オ ンライ ン ・サ

ー ビス ・ネ ッ トワー ク の技 術 的 ,経 済 的観 点,実 施 上 の 問題 点 の 分析 が 含 め

られ る)。
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・学 術 デ ー タ の 編 集(ICSU/CODATA計 画へ の協 力)

・図書 館作 業 の 自動 化 そ の他 の問 題 の シ ス テマ テ ィ ック な検 討

・ユ ーザ ーの要 求 や利 用実 態 の調 査

・大学 に おけ る情報 サ ー ビス ・シ ス テ ム開発 の助 成

・情 報 科 学 にお け る基礎 研 究

一 方 ,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クは,イ ギ リス に とっ て も極 め て関心 の高

い 問 題 で あ り,特 に米 国 に お い てす で に評 価 を得 てい るTYMNET,TE㎜,

CYBERNETな どの通 信 衛 星 を介 して のイ ギ リス へ の乗 り入 れ に つい て は,

イ ギ リス郵政 省 も利 用 で きる ものは 利 用 し よ うとい う態 度 を とって い る。

イ ギ リス では,1974年 か ら実 験 用 パ ケ ッ ト交 換 網EPSS(Experimental.

PaeketSwitchedService)の 建 設 を始 め,1975年 か ら76年 には 種 々

の 試験 を行 った 後,1977年4月 か ら大学 お よび 国 家 機 関 を 対 象 に実 験サ ー ビ

ス を 開 始 してい る。 この ネ ッ トワー クは ロン ドン,マ ンチ ェス タ,グ ラス ゴー

に ノーtド局 を設 置 し,そ の間 を48kb/sの 回線で接 続 し て い る。 この実験 で の

経 験 を 基 に現 在商 用サ ー ビス網 を計 画 中 であ るカ㍉ この 計 画 では,イ ンター フ

ェイ ス と してCCITTX25を 採 用 す る とし てい る。イ ギ リス の郵 電 公社 で は,

メ ー カ ー(GEC,Plessy,STC)と 協 力 してSystemX・ と名 付 け た デ ィ

ジタル 電 気 通 信 ネ ッ トワー クの研 究開 発 も進 め てい る。

国 際 ネ ッ トワー ク として は,IPSS(InternationalPacketSwitch-

ingService)を 計 画 して お り,こ のサ ー ビス に よ って イ ギ リス国 内 のユ ー

ザ ーを 米 国 お よび 世 界各 国 のネ ッ トワー ク に ア クセ ス す る こ とが で き る。本 サ

ー ビスの 開 始 に先 だ っ て ,1977年2月 か らDBA(TrialDatabase

AccessandRemoteComputingService)と 称 し てTymnet,Telenet

と接続 して 試 行 サ ー ビス を行 って お り,試 行 期 間 には200ユ ーザーが 参 加 し,

2,500コ ール/週 の コ ール 数 に達 した。EURONETへ の イ ギ リス 国 内か らの

接 続 は,そ の ノ ー ド局 の1つ が ロ ン ドンに設 置 され るの に 対 して,PSTNあ

るい は 専 用線 を介 して 可 能 とな って い る。

一 方 ,イ ギ リス にお け る科 学 技 術 情報 活 動 は,以 下 に示 す よ うな項 目か ら統
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合 機 関 の 組 織が 要請 され る よ うに な ったが,そ の結果BritishLibraryの

設 立 とな った。

・イギ リス政 府 の情 報 問 題 に対す る 強い 関心 と ,ロ イ ヤ ル ・ソサ イエ テ ィを始

め とす る学 界 か らの 情 報活 動へ の支 援

・OSTIの 設 立 以 後 ,研 究,分 析 活 動 が活 発 に な り,特 に図 書 館 の 自動 化,

ライ ブラ リ ・モ デ ル,ラ イ ブ ラ リ ・ネ ッ トワー ク,情 報 活 動 の コス ト ・パ ー

フ ォマ ン ス分 析,検 索 シ ス テ ム の開 発等 の 論 文 が数 多 く発 表 され る よ うにな

った。

・文 献 情 報 処 理 の た め に 必要 な 技 術 が す でに 開発 され て お り
,種 々の機 能 の 統

合 にそ れ らの使 用 が可 能 で あ る。

・統 合 組 織 の設 立 につ い て
,イ ギ リス 内 の情報 専 門 家,情 報 活 動 関 係 者,図 書

館 員 の コ ンセ ンサ ス を得 るた め の 相互 に意見 の 交 流 や協 力 が で きる土 壌 が で

きて い た。

(1)BritishLibraryの 設 立

1963年,大 英 博 物 館 図書 館 の建物 の老 朽 化 が 問題 に な り,そ の拡 張 問

題 も含 め て イ ギ リス 全体 の 図書 館 組織 のあ り方 を 検 討 す る こ と とな った。

そ の後,1968年 に教 育科 学 相 は この 問題 を検 討 す る委 員 会 を設 け たが,

委 員 会 で は,大 学,研 究所,図 書 館 の意 見 を広 く聞 き,こ れ らを基 に1969

年 に その 成果 を ま とめ た。 この 成果 の 報告 は,イ ギ リス 議会 に提 出 され,

1976年 に上 院 下 院 と もこれ を 了承 した が,政 府 で は これ に基 づ きBritish

Library設 立 の マ ス タ ー ・プ ラ ンの作 成 に か か った 。設立には 技 術 的 問題

と立法 化 の問 題 が あ った。

技 術的 問 題 は,

・人 文 科 学 系 のBritishMuseumLibraryと 技 術 系 のScienceRefer -

enceLibraryの 目録 を 統 一 す る こ と。

・自然 科学 系 のNationalLendingLibraryと 人 文 科 系 のNational

CentralLibraryの 目録 を統 合 す る こ と。

・BritishLibraryと して受 け入 れ る全 資料 につ い て 統 一 した 目録 規 則
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を 適 用 す るた め のBritishNationalBibliographyの 内部 統一 を

計 る。

これ らを コ ン ピ ュ ー タの 利 用 と,各 種 の ソフ トウ ェアの 開発 に よ って解

決 す べ く,1970年 よ り委 員 会 が 設 立 され,1971年,rBritish

Libraryに お け る デ ータ処 理 の範 囲 」と題 す る報 告書 を ま とめた 。これが

BritishLibrary設 立 の 技術 的 指 針 とな った。

も う一 方 の立 法 化 の 問題 は,1972年 にTheBritishLibraryAet

が公 布 され,翌1973年7月 設 立 の運 び とな った。 これ に続 き,1974年

4月,OSTIがBritishLibraryの 中に研 究 開 発 部 門 と して移 された。

しか し,OSTIに は 省庁 間 の協 力や調 整,UNISIST,OECD,EEC

な どの 国際 協 力 の 仕 事 が あ った ため,OSTIの 実務 部 門 のみ をBritish

Libraryに 移 し,教 育科 学 省 に それ らの省 庁 内 調 整 や,国 際問題 に関 す る

責 任 を残 し,そ れ ら を援 助 す る組織 として科 学 技 術 情 報 省 庁 間調 整 委 員 会

(ICCSTI)を 設 けた 。

した が って,1974年 以 後 の イギ リス にお け る情 報 活動 は,British

Libraryを 中 心 に動 い てい る と言 え る。
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2 各 論

1.GMD

調 査 先

所 在 地

調査期 日

面 接 者

Gesellsch'aftFilfMathematikundDatenverar-

beitungMbhBonn

GMD,Postfach1240,SchlobBirlinghoven,

D-5205St.Augustinl

Te1:02241-14-1

Telex:889469gmdd,

昭 和56年9月14日(月) ,

Dip.F.Winkelhage,GMD取 締 役

Dr.E.Raubold,通 信 研 究 所 所 長

Dr。Drochholz,デ ー タ ベ ー ス 担 当 者

Prof.Kricketburg,標 準 化 担 当

Mr.Winkelhage

Mr.V.Sydow

Mr.Welke

概 況

GMD(GesellschiftfUrMathematikundDatenverarbeitung

Mbh)は,そ の 名 の 示 す通 り,数 学 ・デ ー タ処 理 を 目的 とした 協会 と して,連

邦政 府 お よび 州政 府 の 援 助 の基 に1968年4月 に設 立 され た非営 利 機 関 である。

基 金 は,連 邦政 府 が90%,州 政府 が10%で あ るが,事 業 予算 は,ほ とん ど

政 府 か らの コ ン トラ ク ト ・ベ ー ス に よって い る。 しか し,同 協会 が 持 つ コ ン ピ

ュー タ ・セ ンタ ー に よ る公 共 部 門へ のデ ー タ処 理 サ ー ビスに よる売 上 もか な り

の 額 に 上 ってい る。GMDの 組 織構 成 は,図1に 示 す よ うに,数 多 くの研 究所 ,

関 連 部 門,セ ン タ ーな どか らな ってお り,そ れ を 統 轄 す る理 事 会,そ の上 の監
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査 会,さ ら に全体 の事 業 に つ い て 協 議 す る ため の,連 邦 政 府 お よび,州 政 府 の

メ ンノミー代 表 か らな る会 員 協 議 会 か ら成 ってい る。

科学技術協議会

WTR

(下 部 組 織)

コ ン ピュ ータ ●セ ン タ ー

(120〔32〕)

情 報 科 学 学 院

(IK)(35〔24〕)

図書 および ドキュメンテーショ'

(20〔2〕)

():従 業 員 数

〔 〕:そ の うち の専 門 ス タ ッフ

協

理 事 会

Prof.Dr.N.Szyperski

(研 究 開発 研究 所)

1

情 報 シ ス テ ム 開 発(.ISF)

(18〔15〕)

1
コ ミニ ュ ケ ー シ ョ ン技 術

(34〔24〕)

1
ソ フ トウ ェ ア 技 術(IST)

(30〔25〕)

1
法 律 お よ び デ ー タ 処 理(IDR)

(29〔24〕)

1
情 報 システムお よび グラフィック処 理(IIG)

(65〔46〕)

1
数 学(IMA)

(21〔18〕)

1
プランニングお よび意 思 決 定 システム(IPES)

(23〔19〕)

1
コンピュータお よび プログラム 構 造(IRP)

(14〔13〕)

デ ー タ 保 護 セ ン タ ー

規 格 統一,互 換 性 に

関 す るセ ンタ ー

(特 別部 門)

情 報 科 学

(AIW)

プロジェク ト・マネジメント

(APM)

要 員 お よび財 政

(AI)

中央 執 行 部

(AII)

図1.GMD組 織 図
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現 在 の従 業 員数 は 約600名 で あ る・が,こ の うち研 究 開 発 研 究 所 が234

名,下 部 組 織 が175名 とな って い る。 図1に は,そ れ ぞれ の 部 門 の従 業 員数

お よび,そ の うち に 占め る専 門 スタ ッフ数 も示 した。GMDで は,こ うした組

織 構 成 に よって,各 種 プ ・ジ ェク トの実 施 を 行 って い るが,こ れ は,1980年

に 全 面 的 に事 業活 動 を見 直 す こ とに よって,新 し く再 編成 され た もの で あ る。

1980年 以 降,将 来 の計 画 も含 め て,マ ン ・パ ワーお よび年 間 予 算 規 模 を プ ロ

ジ ェク ト毎 にそ れ ぞれ 表1お よび表2に 示 した。 な お,こ の表 には,1979年

の 状 況 を示 して ない が,念 の た め組 織 改 正前 の マ ンパ ワーは,264人,ま た

年 間 予 算 は,3千7百8万 ドイ ツ ・マル ク であ った 。

各 プ ロジ ェ ク トでは,以 下 の研 究 開 発 が 実 施 され て い る。

1)シ ステ ム研 究

情 報 技 術 に お け る数学,方 法 論,構 造,法 律,組 織 な どの面 か ら ア プ ロー チ。

表1 事 業 にお け る マ ンパ ワー(年 当 り)

事i業 内 容 1980 1981 1982 1983 1984 計

1.シ ス テ ム 研 究 15.8 20.8 24.6 26.6 26.6 114.4

2.ソ フ ト ウ ェ ア ・ プ ロ ダ ク ト技 術 24.7 34.4 37.3 35.2 35.2 166.8

3.テ キ ス ト通 信 31.6 3仕0 3&5 41.8 41.8 189.7

遭 難 弊 跨 理システム吐 助 21.2 329 328 320 320 150.9

5.公 共 事 業 用 プ ラ ニ ング ●モ デ ル 20.2 20.6 22.5 225 225 10&3

6.プ ロ グ ラ ム 外 プ ロ ジ ェ ク ト 62.9 357 19.8 190 19.0 1564

7.科 学 技 術 サ ー ビス 71.9 900 94.2 94.1 94.2 444.4

&GMD研 究所 関係 36.4 46.5 44.7 43.2 43.1 213.9

マ ン パ ワ ー 計 2847 316.9 314.4 314.4 314.4 1,544.8
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表2事 業 予 算(単 位:百 万 ドイツ ・マル ク)

事 業 内 容 1980 1981 1982 1983 1984 計

1.シ ス テ ム 研 究 2.43 3.21 3.77 4.05 4.05 17.51

2.ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト技 術 3.39 5.21 5.55 5.36 5.36 24.87

3.テ キ ス ト通 信 5.73 5.66 5.83 6.24 6.24 29.70

遭 難 弊 鵠 理システムのための
3.65 5.74 5.27 5.17 5.17 25.00

5公 共 事 業 用 プ ラ ニ ン グ ・モ デル 3.25 3.53 3.80 3.75 3.75 18.08

6.プ ロ グ ラ ム 外 プ ロ ジ ェ ク ト 9.83 6.40 4.37 4.27 4.27 29.14

7.科 学 技 術 サ ー ビス 11.96 15.12 1559 15.58 1559 73.84

8.GMD研 究所 関 係 5.05 6.52 6.41 6.22 6.20 30.40

年 間 予 算 計 45.29 51.39 5α59 50.64 50.63 248.54

また,情 報 技 術 とそ の ア プ リケ ー シ ョンの概 念 の 構 築 につ い ての研 究

2)ソ フ トウ ェ ア ・プ,ロダ ク ト技 術

公共 機 関 に お け る ソフ トウ ェアの 作 成 を 含む,デ ー タ処 理 プ ロジ ェク トの推 進

と,科 学 的,実 践 的 分析 の実 施 。 コ ン ピ ュ ータ に よる ソフ トウ ェア生産 シ ス テ ム

の構 想,作 成,手 続 の 開発 。

3)テ キ ス ト通 信

人 的,組 織 的,法 的 な制 約 の 下 で の,新 しい 通 信 技 術 の 開発 と効果 的利 用 。 こ

の た め のGMD内 で のパ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェク トを推 進。

4)情 報 技 術 支 援 管 理 シ ス テ ムの た め の 選 択 モデ ル

公 共 機 関 にお け る作業 手順,整 理,業 務 形 態 の た め の情 報 技術 に よる問題 解決

モデ ル の開 発 。 分 散 処 理,信 頼 性 の 向上,組 織 構 成 な ど新 しい 局 面 につ い て の 考

慮 。

5)公 共 事業 用 プ ラ ニ ン グ ・モ デル

立 法 措 置,規 制 が 直接 もし くは 間 接 的 に,市 民や 社 会 集 団,ま た,実 際 に行 わ

れ て い る管 理 に 及 ぼ す経 済 的社 会 的 影 響 の 分 析 お よび シ ミュ レー シ ョン に よ る予
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測。

この 他,こ う した特 定 プ ログ ラム外 のプ ロジ ェク トの推 進 とか,要 求 され る

科 学 技 術 に関 す るサ ー ビス,専 門研 究 所 に おけ る研 究開 発 の実 施 が 行 われ てい

る。

詳 論

今 回 のGMD訪 問 に 際 し ては,GMD自 身 の活 動 は もち論 で あ るが, 、デ ー タ:

ベ ー ス構 築 と効果 的利 用,特 に通信 回線 利 用 に関 す る西 ドイ,ツの 考 え方 につ い

て詳 し く説 明 を 受 け た。GMDで は,ダ ー ム ス タ ッ トに通 信 に 関 す る特 別 研

究 所 を設立 して お り,約200名 の ス タ ッフが 西.ド イ ツ の 通 信 回 線 の あ り方

標 準 化 な どの研 究 に取 り組 み,結 果 を政 府 に勧 告 して い る。 今 回 は,ダ ー ム ス

タ ッ トか ら,同 研 究所 所 長 がわ ざわ ざ早 朝 バ ー リ ン ホ ー ヘ ン の研 究 所 ま で 出

張 し て来 て 説 明 を 行 って くれた。 以 下 は そ の要 旨 を ま とめ た もの で あ る。

まず,ダ ー ム スタ ッ トの研 究 所 で は,現 在,以 下 の3つ の測 面 か ら主 に研 究

を行 って お り,特 に標 準 化 に関 して 力 を入 れて い る との こ とで あ った。

1)通 信 プ ロ トコル と して は,X25を 全 面 的 に採 用 .(西 ドイ ツ の標 準 に も

な って い る。)

2)タ ー ミナ ル とデ ー タ ベ ー ス間 の プ ロ トコル と して,X28,X29を 積

極 的 に利 用 して 行 く,SiemensとUnivacに お い て,EURONETの デ

ー タベ ー ス 間 の 共通 言 語 の開 発 を行 った。

3)デ ー タ ベ ー スに 関 し,利 用 し易 く品質 の 良 い ものを 利 用者 に提 供 す る よ

う計 る。

ま た デ ー タ ベ ー ス に つ い ては,彼 自身の考 え方 として,米 国 のLockheed

やSDCの ヨー ロ ッパ へ の 進 出 につ い て は,歓 迎 こそす れ,反 対 は しな い との

こ とで あ った 。 しか し,西 ドイ ツ にお け る高 い通 信 回線 利 用料 金 と,厳 しい 回

線 利 用制 度 に よ って,ア メ リカ の こ うした安価 な デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス にい

か に対 拠 して い くか は今 後 の課題 で あ ろ う。
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西 ドイ ツ に おけ る デ ー タ通 信 と標 準 化

1)デ ー タ伝 送 の 現状

最近 の 通 信 技術 の進歩 と標 準 化 に よ って,パ ケ ッ ト交 換 の経 済 性 と新 しい可

能 性 が注 目され る よ うにな り,西 ドイ ツ郵 電 省 では1977年 か らノ78年 に か け

て,ユ ーザ ーお よび メ ー カ ー を ま じえ て委 員会 を作 り,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス

につ い て検 討 を重 ね て き た。 ノ78年 春,同 委 員会 に よ りパ ケ ッ ト交 換 網 の必要

性 が答 申 され,こ れ に 基 づ き諸 準 備 が 進 め られ た。'・

さら に,将 来 計 画 と して,こ の パ ケ ッ ト交 換 と既 にサ ー ビスを 開 始 してい る

回線 交換 とを 統合 して,デ ー タ とテキ ス トをひ とつ の網 で交 換 し,伝 送 し よ う

とす るIDN(IntegratedDataNetwork)計 画 を 持 って い る。

西 ドイ ツ には デ ー タ伝 送 の た め に,交 換 サ ー ビス と して テ レ ックス網,電 話

網,Datex網,専 用 サ ー ビス として 専 用線 とDirectrfifが あるが,上 記 の

IDN計 画 の核 とな る もの はDatex網 で あ る。

Datex網

西 ドイ ツで は,'67年 に従 来 の テ レ ックス 網 を高速 化(50～200bps)し

てDatex網 を作 った が,'75年 に このDatex網 をデ ジ タル 化 しg.回 線 交換

サ ー ビスを 開始 した。 そ の 後300bps(非 同期),2,400,4,800,9,600bps

(同 期)と 逐 次伝 導 速 度 の 高 速 化 を 進 め て きた。

目 下 こ のDatex網 ど テ レ ッ ク ス網 を統 合 す るた め,EDSを 導入 しつつあ

るが,現 在,EDSの 交 換 局 は12で,ノ81年 まで に,7局 を追 加 して,全 国

ネ ッ トにす る計 画 を た て た。

Datexの 料 金は 電 話 網 を 利 用 し た場 合 に 比 較 して,昼 間は20%,夜 間 は

40～80%割 安 とな って い る。 な お,Datex網 とテ レ ック ス 網 は,統 合 され

て もユ ーザ ーからみた場合,両 者の利 用 形 態 は 区別 され て お り,料 金 も2本 建 に

な って い る。

従来 のDatex網 は 回 線 交 換 サ ー ビス で あ るが,こ の 網 を利 用 して パ ケ ッ ト

交換 サ ー ビス を行 な うこ とが 上 記 の委 員会 で 答 申 され,現 在,ユ ーザ ー,メ ー

カー と共 同 で開発 を急 い でい る。
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西 ドイ ツ では,前 に も述 べ た よ うに,デ ータ ・パ ケ ッ ト交換 網 に接 続 され る

デ ータ 端末 設 備(DTE)はX25イ ンタ フ ェイ スの定 め る条 件 に適 合 し なけ

れ ば な らな い こ とに な っ てい る。 従 来 の手 続 とイ ンタ フ ェイ ス を利 用 し てい る

普 通 のDTEは,パ ケ ッ ト ・ア ッセ ン ブ リ/デ ィス ア ッセ ン ブ リ設 備(PAD)

を 経 由 して,標 準 の フ ォー ムで パ ケ ッ ト交 換 網 に アクセ ス で きる よ うにな る。

ttPAD"と 略 称 され て い る この設備 は
,伝 送速度 や一定 の手続 き に適 合 させ る機

能 を 持 ってお り,X25イ ンタ フ ェイ ス に合 致 したパ ケ ッ ト方 式 のDTEと 通

信 が で きる。

パ ケ ッ ト方 式 の ス テ イ シ ョン,ま た は デ ー タ処 理 シ ステ ム を持 つ 加 入 者 は,

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 に よ って情 報 を交 換 す る こ とが 可 能 とな る。 キ ャ ラク 、

タ 方 式 の デ ー タ ・ス テ イ シ ョ ンもPADを 介 して デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に ア

ク セ ス で きる。 伝 送方 式 は デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の プ ロ トコル に よ って決 定'

され る。

デ ータ ・パ ケ ッ ト交換 サ ー ビスは 次 の よ うな 特 殊機 能 を 持 って い る。

一 デ ー タ伝 送 の分 野 で標 準 化 され た プ ロ トコル に よる加 入 者 ス テ イ シ ョン内

の 相互 接続 の拡 張

一 国 際 的 な規 格 に合 致 した網 に よ りス ピー ド交 換 を行 う50bps～48 ,000bps

の伝送 速 度

－PADを 介 して接続 され る コール 用 の追 加 の伝送 速 度 と手続 きの 変換

網 の 中に お い て機 密 保護 機 能 を もつ 伝 送手 段

－X25イ ンタ フ ェイス を 使 って マル チ 回線 ア クセ スす るた め の 加 入 回線 の

多重 利 用

一 デ ー タ処 理 シ ス テ ム ・ポー ト(デ ー タ入 出 力 口)の 節 約

一 イ ンプ ッ ト/ア ウ トプ ッ ト手 続 きの互 換性 を もった コン ピ ュー タ

ー 他 の公 衆 交換 網 との接 続 の 可能 性

一 網 の提 供 者 お よびユ ーザ ニに よ り設 備 を適 正 に利 用 す る こ とに よ っ て生 れ

る経 済 的 効 用

他 の公 衆 網 か ら(も し可 能 な らば他 の公 衆 網 へ)ア クセ スす る こ と,お よ び
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非 パ ケ ッ ト方 式 の 端 末 を 含 む デ ー タ ・ パ ケ ッ ト交 換 網 の メ イ ン ・ス テ イ シ ョ ン

へ 接 続 す る こ と に よ っ て,提 供 さ れ る サ ー ビ ス が"付 加"す る こ と が で き る 。

外 国 の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網,例 え ばTranspac(フ ラ ンス),PSS(イ ギ

リ ス),Telenet(ア メ リ カ),Tymnet(ア メ リカ),Datapac(カ ナ ダ),

あ る い はEuronetの ご と き 国 際 的 な デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 と の 接 続 も 着 々

と 行 わ れ て い る 。

図2は 公 衆 デ ー タ 通 信 パ ケ ッ ト交 換 網 と そ の 他 公 衆 網 と の 相 互 接 続 を 示 し た

も の で あ る 。

DTE デー タ ・パケ ッ ト交換網 その 他の公衆網DTE

に接 続され る メイ ン・ステイ シ・ ン

白

目

キャラ クタ

方式デー タ

パケッ ト

方式 ステ

_一 工 磨

公衆デー タ・バケッ ト

換

國
。_一 ヘ ー_/!

ダー テック

ス網

他国のデ

ケッ ト交

換網

菖

目

PAD=パ ケ ッ ト・アセ ンブ リ/デ ィスアセ ンブ リ設備

図2公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 とそ の他 の 公 衆 網 との相 互 接続

2)標 準 化

標 準 化 に関 して は,現 在 基 本 的 に次 の2つ の 国 際機 構 が 活 動 して い る。

一 標 準 化の た め の 国 際機 構(ISO)

一 国 際電 信 電 話 諮 問 委 員 会(CCITT')

(国 際通 信 ユ ニオ ンの技 術 委 員 会(ITV))

ISOとCCITTは 双方 の合 意 の下 に,必 要 とさ れ る標 準 を 設定 す る こ と
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を決 定 し た。 通 信 設 備 の機 能 は,先 づCCITTに よって 審査 され る。 イ ンタ

フ ェイ ス の標 準 化 で は,2つ の機 構 が 共 働 で作 業 す る。 ハ イ ・レベ ル の プ ロ

トコル は 最 初 にISOが 担 当 す る。

オー プ ン ・シ ス テ ムの標 準 化 に関 す る問題 を処 理 す るISOの 小 委 員 会

(TC97/SC)が,1977年 の初 め に 設置 され た。標 準 化 の ため の ドイ ツ

研 究 所(DIN)の 通 信委 員 会(N1/AA16)も,こ の分野 で活 動 して い

る。'

1978年2月 にISOで は,7層 か らなる アー キ テ クチ ャのモ デ ル の原 案

(OSI)を 発 表 した が,西 ドイ ツ では これ に適 合 させ る よ う標 準 化 を進 め て

い る。 しか しな が ら,通 常,任 意 の エ ン ドρユーザー間の相互接 続 は プ ロ トコル

階 層 を正 確 に は っ き り区 分す る こ と に よ って のみ 可 能 で あ る といわ れ て い る。

図3はISOに 準 じて 西 ドイ ツが現 在行 って い る標 準 プ ロ トコル の開 発状 況 で

あ る。

階層 レベ ル は,お 互 に(別 々のハードウェアan(1/orソ フ トウェア機 能 につ い て)

独 自に設 計 され て い な けれ ば な らな い 。 また,デ ー タ ・リンク の端末 点 で合 致

す る プ ロ トコル ・レベ ル の イ'ンタ フ ェイ スは 正 確 な標 準 と一 致 してい な けれ ば

な らな い。 ふ た つ の連続 した プ ロ トコル ・レベ ル 間 の機 能 上 の プ ロセ スは ,こ

の標 準 に よっ て カバ ー され てい て も,定 め られ た規 制 には 従 うこ とにな る
。

内部 構 成(ア ッセ ン ブラ ー/COBOL/… …)と は無 関係 に,例 え ば,ア

プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムはい か な る端末 デバ イス(無 線 デ ィスプ レイ装置/

プ リンタ/… …)と も接続 が 可能 で な けれ ば な らな い。

この必 要 条件 は,た とえ種 々の タ イ プ の端 末 デ バ イ スが ,異 な る リン ク ・ア

ク セ ス手 続 き(キ ャラク タ ・オ リエ ンテ ッ ドで も ビ ッ ト ・オ リエ ンテ ッ ドで も)

を利 用 し よ う と も,充 足 され な けれ ば な らな い。

レベ ル/レ イ ヤ ー の階 層 に よ って特 徴 づ け られ てい る この ア ーキ テ ク チ ャの

モ デル は,し ば しば"シ ェル(貝 が ら)モ デ ル"と 呼 ば れ てい る。 それ は 個 々

の プ ロ トル コ ・レベ ル が お互 に二 重 に焼 きつ け られ た数 多 くの球 形 のシ ェル と

考 え られ て い るか らで あ る。
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「「

X.25で 定め

られた範囲

L

(ア プ リケ ー シ ョン ・ レベ ル)

プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル

(プ レゼ ン テ ー シ ョ ン ・レベ ル)

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル

(セ ッシ ョ ン ・ レベ ル)

セ ッ シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル

(ト ラ ン ス ポ ー ト ・ レベ ル)

エ ン ド ・ツ ー ・エ ン ド ・コン トロール→

(ト ラ ン ス ポ ー ト ・コ ン'ト ロ ー ル)

レベ ル(ネ ・トワー ・凶 ・)

HDLC

レ/ベ ノレ

X.21

7

6

5

送

能

伝

機

.⊥

"オ ー プ ン ・ シ ス テ ム"と し てISOの ア ー キ テ ク チ ュ ア の モ デ ル を 前 提 に し

た デ ー タ ・ プ ロ ト コ ル の 階 層 の 概 略 図

(O内:ISOのOSI(OpenSystemInterconnection))

図3西 ドイ ツ に お け る標 準 プ ロ トコル の 開発

デ ー.タ ・パ ケ ッ ト交換 網 のDTE/DCEイ ンタ フ ェイ ス関係 の伝 送 機 能 に

関 して,オ ー プ ン ・シス テ ムの た め の 一般 的 な アー キ テ クチ ャ の モ デ ル1～

3の フ ァク シ ョナル ・レイ ヤ ー(レ ベ ル)に 対 し,明 細 書 はCCITT勧 告X

25と い う形 で適 用 され て い る。

また,つ ぎの よ うな 問題 が勧 告X25で 処 理 され る。

レベ ル1はDTE/DCEイ ンタ フ ェイ ス を介 し て,通 信網 とつ なが るD

TEの 物 理 的 な接 続 を 規制 す る。X25の 中に 含 まれ る関 連 の 明細 書 は,

新 しい デ ータ網 の た め にCCITT勧 告X21と 同 じ もので あ る。・西 ドイ

ソで は,X21の イ ンタ フ ェイ スは1981年 か ら採 用 した。

レベ ル2は デ ー タ ・サ ー キ ソ トの端 末 設 備 と.DTE間 の デ ー タ交 換 の ため

のHDLICリ ンク ・ア クセ ス 手 続 きを定 め て い る。 この 手続 きはISOに
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よ って 定 め られ た。X25が1976年 に採 択 され た 時 に,最 終 のHDLC

標 準 がISOに よ って定 め られ ていな か った の で,レ ベ ル2に 対す るX25

の明 細書 は,当 初,ISOに よって行 な わ れ た作 業 の 事 前 の 成 果 をベ ー ス

に して作 られ た。X25の 中 で最 初 に行 な わ れ た この 合 意 は,LAPA

(リ ンク ・ア クセ ス ・プ ロセ デ ュアAヴ ァー ジ ョン,も し くは た だ単 に

LAP)と 名 付 け られ て い る。1977年 の 中頃 にLAPAはLAPBに

書 き替 え られ た。LAPBは 関 連 の標 準 と互 換性 が あ り,Isqの 同意 の も

とにつ け た 且DCLヴ ァー ジ ョンで あ る。CCITTは,現 存 の もの と建

設 中の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 は,先 づLAPAヴ ァー ジ ョンで オペ レー

トし,最 終 的 に特 に 新 しい 企画 が関係 し てい る と ころ ではLAPBブ ァー

ジ ョンで 専 ら利 用 す る こ とを決 定 した。

一 西 ドイ ツの 公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 はLAPBヴ ァー ジ ョンで オ ペ

'レ ー トす る こ と と して い る。 同 じDTEを 使 って ポイ ン ト ・ツー ・ポ イ ン

ト間 の接 続 に 採 用 され て い るHDLCリ ンク の手 続 きは,世 界 的 に適 用 さ

れ る もの が あ るが,こ れ に対 す る標 準化 は1979年 の 初 め にDINに よ っ

て 行 われ た 。

一－X25の 中 の レベ ル3は パ ケ ッ ト ・レベ ル のオ ペ レー シ ョンを 規 制 す

る。 そ の限 りで,こ の勧 告は ヴ ァー チ ュァル ・コー ル とパ ーマ ネ ン ト ・ヴ

ァー チ ュアル ・サ ー キ ッ トのみ を処 理 す る もの であ る。

X25の 勧 告 に 合 致 しな いDTEは,PADを 介 す る こ と に よ って デ ー タ ・

パ ケ ッ ト交 換 網 と アク セ ス で き る。 デ ー タ伝送 で は発 信 のDTEと 着 信 のX25

の メイ ン ・ス テ イ シ ョンは一 定 の規 制 を 守 らな け れば な らな い 。 な お,X28

は110～300bpsで オ ペ レー トされ る非 同期 の デ ー タ ・ス テ イ シ ョン用 とし

て,PADに 対 す るデ ー タ伝 送 を規 制 す る。

3)最 後 に

DBPが デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス を導 入す る こ とに よって,デ ー タ通

信 の ア プ リケ ーシ ョンに 新 しい 分野 が 開 け,異 な るタ イ プのDTE間 に今 日存

在 す る非 接続 性 の 幾 つ か が 除 去 され る。
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一
これ らの 目的 を 達 成 す るた め に,DBPは デ ータ ・パ ケ ッ ト交 換 網 を介 して

提 供 され る基 本 的 な サ ー ビス と付 加的 な サ ー ビスを提 供 す る予 定 で あ る。 これ

らの付 加サ ー ビスはPADに よ って導 入 され る。

計 画 され て い る基 本 的 な サ ー ビスは,CCITT勧 告X25に 述 べ られ て い

る最 初 の3つ の 伝 送 プ ロ トコル ・レベ ル を含 んで い る。 そ の プ ロ トコル ・レベ

ル は,こ のサ ー ・ビス を 国 際 間 で 接続 す るた め のベ ー ス にな る。 前述 の勧 告 は,

パ ケ ッ ト方 式 のDTEの た め に出 され た もの で あ る。

.X25イ ンタ フ ェイ ス を 持 た な い非 パ ケ ッ ト方 式 のDTEの 接続 のた め に,

CCITTはX28とX29の 勧 告 を 出 してい る。 そ の勧 告 に よ って,あ る タ

イ プの キ ャラ ク タ方 式 のDTEは パ ケ ッ ト方 式 のDTEと 相 互 通 信が 可 能 に な

る。 勧告X25に 詳 細 に述 べ られ て い るサ ー ビスは,そ の網 がサー ビスを開始 す

る時 に,ベ ー シ ックな サ ー ビス と して提 供 され る予 定 で あ る。 付 加 サ ー ビスは

CCITT勧 告 のX28とX29に 適 合 した もの とな る。 勧 告X3と 合 致 した

PAD設 備 が,適 合 の た め に使 用 され る であ ろ う。 さ ら に進 ん だ 適 合機 能 を い

か に導 入す るか の方 法 と,そ れ らを いつ 導入 す るか の計 画 は,需 要 のい か ん に

か か って い る。

一 方 ,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の導入 に よ って,新 しい 可 能性 が 開 け

て くる。 こ のた め,新 しい イ ン タ フ ェイ ス とプ ロ トコル が検 討 され ねば な らな

い 。 これ らの イ ン タ フ ェイ スや プ ロ トコル は,網 に 接続 され るDTEに ふ さわ

しい ハ ー ドウ ェアや ソ フ トウ ェアの モ ジ ュール を必 要 とす る。

図4は 新 しい 可 能性 の あ る構 成 図 を示 した もので あ る。 単 独 の 加 入回 線 を介

し て,マ ル チ ・ア クセ ス の で き る可能 性 につい て,特 に注 意 を 払 う必要 が あ る。

こ こ では,接 続 され る通 信 設 備 で は,も ち論,コ ン ピ ュー タ のイ ンプ ッ トも プ

ログ ラ ムの モ ジ ュー ル に よ って 置 きか え る こ とが で き る。 そ の モ ジ ュール は,

い くつ か の論 理 的 な デ ー タ の流 れ を,ひ とつ の物 理 的 な 流れ に組 み 立 てた り,

ひ とつ の物 理 的 な デ ー タ の流 れ を い くつ か の論 理 的 な 流 れ に分 解 した りす る。

外 国 の公 衆 ネ ッ ト網(そ の 国 にデ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 が存 在 す る時 には い

つ で も),デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 を介 して,相 互 接続 が 可能 にな る こ とは い

うま で もな い。
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2DIMDl

調 査 先:.DeutschesInstitutfUrMedizinischeDokumentation

undInformation

所 在 地:DIMDI,Weisshausstr.27,Postfach420580,D-5000

Koln41

Te1:221-442081to83Telex:8881364

調 査 期 日:昭 和56年9月14日(月)

面 接 者:Mr.Paul,情 報 処 理 担 当 マ ネ ー ジ ャ ー ・

概 況'

.DIMDIは,IUD計 画 の 一一環 と し て,1969年 に 西 ドイ ツ 厚 生 省 の 付 属 機

関 として設立 された・ オ ンライ ンに よる会話 型の医撤 献検索のサー 『スを行

うこ とを主 目的 と し,サ ー ビス提 供 先 は,国 内,EC諸 国 の大学 図書 館,大 病

院,研 究 機 関;薬 品 会 社 と極 め て多 岐 に わ た ってい る。EURONETの サ ー ビス

開 始 と共 に,EC圏 にお け る同機 関 の重 要 性 は,ま す ます高 ま って い る。

図1に 示 す よ うな組 織 体制 が 整 った の は1980年 にな ってか らで あ るが,

も と も と医 療分 野 にお け る研 究 活 動 に お い ては,世 界の リー ダ ーシ ップ を と っ

てい る同 国 の こ の 分 野 へ の意 気 込 み が うかが え る。

ハ ー ドウ ェアは,政 府 機 関 とい うこ と もあ って,も っぱ ら国産 品愛 用 で あ り,

ホ ス ト ・コン ピ ュー タ と しては,Siemensの モ デルH/760(5Mbyte)を

採用 して い る。

また,オ ンラ イ ンに よ るデ ー タベ ー スへ の アクセ ス のため,104の デ ィス

ク ・ドライ ブを備 え,OSと しては,タ イムシェア リング・システム用 のSiemens

BS2000を ベ ー ス と して い る。 この シ ス テ ムに よ って,60～80の ユ ーザ ー

が 同時 にサ ー ビス を享 受 で き る。 な お 利 用 で き る 時 間 帯 は,午 前7時30分
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厚 生 省(BMJFG)

↓ {

Ψ
BGA

新薬 登 録 ・毒 性 試験

DIMDI

ドイ ツ医 学 情 報 ドキュメント・サービス・センター

1 1

総 務 部 EDP部
デ ー タ ベ ー ス用

インデックス,検 索,訓 練 部

・{.r'

.

シ ス テ ム分 析

プ ロ グ ラ ミ ン グ

デ ー タ ベ ー ス ・処 理

訓 練

EDP

オペレーション

テ レコ ミ ュニケ ー シ ョ ン

グル ー プ

}

サ ー ビス ・グル ープ

(イ ンプ ット,ア ウ トプ ット)

図1DIMDIの 組織 図

か ら午後6時30分 ま で で あ るC

DIMDIは,政 府 機 関 であ る こ と もあ って,利 用 に関 す る料 金 は,極 め て安

価 で あ る上,利 用 回数 と か,利 用 した デ ー タベ ー スの種 類 な どに よ る料 金 の相

違 は ほ とん どな い。 また,非 営 利 ベ ー ス で,常 に デー タ ベ ー ス の拡 張 を計 画 し

て お り,EC圏 内の メ ンバ ー諸 国 間 の 情 報流通 を改 善 して い くζ とに対 す る努

力が見 られ る。 した が って,訓 練 な ど も含 め た 多 くのサ ー ビスが;ドイツ 国 内 に

止 まらず,多 くの メ ンバ ー諸 国 に対 して行 われ てい る。 』

専 門家 に よ る訓 練 は ドイ ツ語 と英語 の両 方 で ドイ ツ国 内 だ け で な く海 外 で も

実 施 され て い る。

コー スは,1日 か ら3日 間 の 検 索 言 語の 説 明 と,最 高3日 間 の各 デ ー タベ ー

ス につ い て の詳細 説 明 が 行 わ れ る。
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デ ー タ ベ ー ス と 検 索 シ ス テ ム に 関 す る マ ニ ュ ア ル は,EURONET/DIANE

の 標 準 に 従 っ て,オ ン ラ イ ン ・ユ ー ザ ー は 無 料 で 利 用 で き る こ と に な っ て い る 。

ま たEC圏 だ け で な く,国 際 的 に,パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・ネ ッ ト ワ ー

ク を 通 じ てDIMDIネ ッ トペ ァ ク セ ス が 開 始 さ れ て お り,現 時 点 で の 状 況 は,

図2に 示 す と お り で あ る。'

(
DIMD

＼こノ

カナタ

℃DNnDatapac

＼
＼

1981.6＼ ＼

/1981
・6/

ギ リシ ャ/
/

畑㊦
1981.121

/

//

///
///1981.7/12

/

1981/82

TelsatnSF"

＼1982
＼

＼ スカンジナビア

RETD

nE"

図2各 国 の パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て のDIMDIへ

の ア ク セ ス
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前 に も述 べ た よ うに,多 くの 分 野 でDIMDIの デー タベ ー スが 利 用 され て い

るが,現 在,薬 学 会 社 関 係が35%,大 学 関 係が35%,残 りが公 共 と か 一 般

とな っ て い る。 利 用 に際 しての 安 全 対 策 は,数 段階 に分 け ての パ ス ワー ドに よ

って い るが,機 密 を要 す る情報 は 大 して 必要 と しな い こ と か ら そ れ ほ ど重 要

視は して い ない よ うで あ る。 む し ろ問題 は,ヨ ー ロ ッパ 各国 に ょ って タ ー.ミナ

ルが 異 な る こ と とか,エ ラー を生 じた 場 合 に正 しい情報 を得 る こ とが で きな か

った 理 由を 明 らか に で きな い こ とな どであ る。

詳 論

バ ーーー ド ウ エ ア 構 成 は ,ホ ス ト.・ コ ン ピ ュ ・一一タ と し てSiemens/モ デ ル ク ・

760を2台 設 置 し て い る 。 ま た タ ー ミ ナ ル と し て は,ラ イ ン ・モ ー ド か,

Siemensと 互 換 性 の あ る ペ ー.ジ ・モ ー ド の タ ー ミ ナ ル が 各 種 の 伝 送 ス ピ ー ド

を 持 つ 回 線 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 現 在 利 用 で き る 伝 送 ス ピ ー,ド と,ネ ッ ト

ワ ー ク と の 関 係 は,以 下 に 示 す と お り で あ る 。 ..

50bps… … 国 際 テ レ ッ ク ス ・ネ ッ ト(ラ イ ン ・モ ー.ドth)

110

300

120.0/75

1200

2400

4800

9600

bps

bps

bps

bps

bps

bps

bps

・・… …EURONET/DIANE(ラ イ ン ・モ ー ド)

… ・…DATEX-L(部 分 的 に ラ イ ン ・モ ー ド)

・… …DATEX-P(ラ イ ン ・モー ドとペ ー ジ ・モ ー ド)

… …DIMDIネ ッ ト(ラ イ ン ・モ ー ド と

ペ ー ジ ・モ ー ド)

寸

タ ー ミ ナ ル の タ イ プ は,使 用 さ れ る ダ イ ヤ ロ グ/ラ イ ン(ラ イ ン ・モ 「 ドか

ペ ー ジ ・モv・一合ド),お よ び デ ー タ ・ ト ラ ン ス ミ ッ・シ ョ ンJ・ネ ッ トワ ー ク(DIMDI

NETも し く はEURONET)に よ っ て 利 用 者 が 選 ぶ こ と に な る 。

1)ラ イ ン ・モ ー ド用 タ ー ミ ナ ル:

こ の タ ー ミ ナ ル は,DIMDINET(300bps)も し く は,EURO
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NET(110-1200/75bps)へ め ア ク セ ス に 利 用 さ れ る 。 殆 ん ど の

TELETYPEと 互 換 性 を 持 つ タ ー ミ ナ ル(TTY)と 以 下 の 機 能 を 持 つ ビ デ

オ も し くは,プ リ ン タ ー ・タ ー ミ ナ ル が 利 用 で き る 。

必 要 と さ れ る キ ー ・ラ ァ ン ク シ ョ ン:1

改 行(CR):メ ッ セ ー ジ の 終 了

ラ イ ン ・ フ ィ ーー ド'(LF)

エ ス ケL・一プ(ESC):プ ロ グ ラ ム ・イ'ン タ ー ラ プ ト用

ブ レ イ ク:接 続 の 終 了 用

ア ン ダ ー ・ ラ イ ン:イ ン プ ッ ト修 正 用

CNTRL十X:.キ ャ ン セ ル(DIMDINET)

ア ク セ ス ・パ ラ メ ー タ:

DIMDINETEURONET

タ イ ミ ン グ の 方 法 非 同 期1

ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・コ ー ドASCII-7ビ ッ ト(CCITT－ トh5)

1

モ デ ム ・ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・モ ー ド デ ュー プ レ ック ス

ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・ス ピL・・一ード300bp8110-120Q/75bps

ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・モ ー ド キ ャ ラ ク タ ・モ ー ド

エ ン ド ・オ ブ ・メ ッ セ ー ジ ・キ ャ ラ ク タCRCR

パ リ テ ィ 同 じ

ス ト ッ プ ・ ビ ッ ト11

TTYタ ー ミ ナ ル(DIMDINETを 用 い て テ ス ト済 み)

HazetlineMODULARONE

HewlettPackard2645

EUROTECHEDT414

TexasInstruments745

Conrac480/25
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2)ペ ー ジ ・モ ー ド用 タ ー ミ ナ ル:

こ の タ ー ミ ナ ル は,DIMDINETを 介 し て,高 速 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン

(1200 .bps～4800bps)で ア ク セ ス す る た め に利 用 され る。 あ ら ゆ る

Siemensビ デ オ ・ タrミ ナ ル ∫(壬 デ ル8150,8152,8160,8161.)

と・ こ れ に 互 換 性 の あ る タ ー ミ ナ ル が 接 続 可 能 で あ る 。

検 索 シ ス テ ム1

各 種 の デ ー タ ベ ー ス に 対 す る 検 索 は,DIMDIが 開 発 し た 独 自 の 検 索 シ ス テ

ムGRIPS(GeneralRelationbased'InformationProcessingSystem)

を 用 い て 行 う こ と が で き る 。 こ のGRIPSは,以 下 に 示 す 特 徴 を 持 っ て い る 。

。EURONET/DIANE用 の 共 通 言 語CCL(CommonCommandLanguage)

と の 完 全 な 協 調

・ 各 種 の 用 語 の 前 後 の 省 略(フ ロ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム)に よ る 短 縮 化 と 内 部

の マ ス キ ン グ の 利 用

。 オ リ ジ ナ ル 言 語 に よ る タ イ トル は 直 接 検 索 が 可 能

。場 合 に ょ っ て は,シ ソ ー ラ ス が デ ィ ス プ レ イ と 検 索 の 目 的 の た め に オ ン ラ

イ ン ・フ ァ イ ル に 統 合 さ れ る 。

。 フ リー ・テ キ ス ト機 能 が 簡 単 に 利 用 で き る 。

。あ る 種 の デ ー タ ベ ー ス に 対 す る 前 も っ て 行 わ れ る 前 段 階 検 索

。 あ る デ ー タ ベ ー ス か ら,他 の デ ー タ ベ ー ス へ の 検 索 の 移 行(ク ・ ス フ ァ イ ル

検 索)

。 オ ン ラ イ ン ・メ イ ル ボ ッ ク ス 機 能

Oデ ー タ の セ キ ュ リ テ ィ

料金 体 系

オ ンライ ン ・ユ ー ザ ー に 対 して 行 わ れ るサ ー ビス の料 金 体 系 は 以 下 の と お

りで あ る。 た だ し,四 半 期毎 に最 低100マ ル クの 利 用 が ユ ー ザ ー に義 務 付 け
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表1DIMDIが サ ー ビ ス を 行 っ て い る デ ー タ ベ ー ス

デ ー タ ベ ー ス 名 作 成 日 件 数 計
アヲストラクト

(%)
最終更新

BIOSISPREV 01.70-12.75 1,376,860 0% 25-FEB-80

01.76-12.77 490,152 0% 04-FEB-80

ヲ←苦01.78-09台81 1,052,016 0% 18-AUG-81

BIOSISPI部7AB 01.70-12.75 1,376,860 0% 24-SEP-80

Ol.76-12.77 490,152 42% 24-SEP-80'

茸01・78二 〇9・81 1,0 ,52,016 57% 18-AUG-81

CAB
.・!～NI叫L,

う←う←Ol ,.72-07.81 616,635 70～6
>

22-AUG-81

CANCERLIT 、 ,ヲ←う←01.63-08.8.1 270,370
ト

100% 02-SEP-81

CANCERPROJ →←苦01.74-06.81 .17,800 ,100 % 17-AUGr81

CHEMLINE 苦 →←01.76-07.81 500,555 0% 01-AUG-81

'〕' ,

CLINPROT x今 ←04.77-07.81 2,611 100% 24-AUG-81

DIRSLEARN D-01.75-12.77 1,205 82% 30-MAR-78
.

EMBASE 01.74-12,779 828,585 58% 16-OCT-80
■ ・ 苦今cO1.78-07・81 885,757 61% 07-AUG-81

FSTA ×う←01.69-09.81 208,866 99% 01-SEP-81

HEALTH 壬→←01.75-09:81 182,476 22% 24-AUG-81

、

ISI/BIOMED × う←01.79-07.81 657,758 0%: 02_SEP-81
¶

ISI/MULTISCI う←苦oi.79-07.81 769,876 0% 25-AUG-81

MEDLARS-1 普 茶01.64-12.65 307,354 0% 01-MAY-78

MEDLARS-2 01.66-12.75 2,067,087 2% 25-FEB-80

01.76-12.77 543,921 40% 17-MAR-80

x苦01・78-09.81 955,341 41% 18-AUG-81

PSYCINFO →ぐ→ぐ01・67-07・81 356,429 77% 07-SEP-81

RTECS う←×01.78-06.81 47,217 0% 08-JUL-81

,っ つ く
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っ づ き

デ ー タ ベ ー ス 名 作 成 日 件 数 計

"

アブストラクト

(%)
最終更新

SCISEARCH G-01.74-12.74 428,319 0% JAN!982
G-01.75-12.75 455,395 0% JAN1982

G-01.76-12.76 430,889 0% DEC1981

G-01.77-12.77 518,110 0% DEC1981

G-01.78-12.78 536,543 0% DEC1981

SOCIALSCI 01.73-12.78 630,721 0% 05-JUN-81

×・芹01.79-07.81 316,441 0% 01-SEP-81

TOXLINE 苦×01.77-07.81 515,721 89% 31[AUGア81

TOXBACK65 G-01.40-12.65 388.000・ 0% SEP!198 .1
TOXBACK74 G-01.66-12.74 276,000 0% SEP1981

　 　

(直 接DIMDIが 責 任 を持 って い な いが,利 用 で き るデ ー タベ ー ス)

AGREP → 苦01.75-03.79 20,403 0% 12-DEC-79

ASFA 一一ト01 .78-12.80 67,043 100% 31-MAR-81

AGRIS 一 十 〇1 .75-12.80
'

582,424 1% 31-MAR-81

AGRICOLA 1-totalfile AUT1981・

CAB-PLANTS 一 十 〇1 .73-12.80 584,113 86% 15-MAY-81

PHYTOMED 1-01.78-05.80 50,000 0% AUT1981

普

D

)注(

G

I

T

十

会 話 形 式 に ょ る オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス

指定 日のみ オ ンライ ンで利 用 で き るデー タ ベ ー ス

訓 練 を 目的 と した デ ー タベ ース

(デ モ ンス トレー シ ョン用,更 新行 わ ず)

作 成 フ ェーズ にお け るデ ー タベ ース ・セ グメ ン ト

将 来 実 施 され るデ ー タベ ー ス ・セ グメ ン ト

テス ト'mデ ー タベ ー ス

ZADIと の契 約 に よ って更 新 可

ZADIと の 契 約 に よ って再 リー スが 可
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ら れ て い る 。 し た が っ て 利 用 し な く と も 支 払 わ ね ば な ら な い 。

。接 続 時 間 当 り の 相 互 検 索3gマ ル ク

。 月 間 セ グ メ ン ト当 り の オ フ ラ イ ン 検 索 ・O.5〃

・月 間 セ グ メ ン ト 当 り のSDI・3.7〃

・オ フ ラ イ ン に よ る 各 サ イ テ イ ン ヨ ン の プ リ ン ト0.1〃

デ ー タ ベ ー ス の 種 類 に よ っ て は,さ ら に ラ イ セ ン ス の 料 金 が デ ー タ ベ ー ス の

プ ロ デ ュ ー サ ー の 規 約 に 基 づ い て 支 払 わ れ ね ば な`ら な い 。 例 え ば,BIOSIS

PREVIEWS,CABABSTRACTS,CHEMLINE,EMBASE,FSTA, .

ISI/BIOMEDSEAR'CH,'PSYCInfo,SOCIALSCISEARCH,

SCISEARCH,TOXLINE/TOXBACKな ど で あ る6

現 在 利 用 で き る デ ー タ ベ ー ス と各 デ ー タ ベ ー ろ の フ ァ イ ル 件 数,更 新 状 況i

を 表1に 示 し た 。 ・ま た,図3に はDIMDIKの オ ン ラ イ ン ・・ ア ク セ ス を,図

4に はEURONETを 介 し て のDIMDIデ ー タ ベ ー ス の7ク セ ス の 状 況 を,ま'

た,,図5に はDIMDINETを 介 し て のDIMDIデ ー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス 方

法 を そ れ ぞ れ 示 し た 。 .一,
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3カ ン タ ム ・サ イ エ ン ス 社

調 査 先:

所 在 地:

調 査期間:

面 接 者:

QuantumScienceCorporation

16CharlesllStreet,LondonSWlY4QU

Te1:01-839-5347

昭 和56年9月16日(水)

Dr.W.H.Hoyle,副 社 長

Dr.H.Wby,副 社 長

Mr.G.Taylor,シ ニ ア ・ コ ン サ ル タ ン ト

カ ン タム 社 に よ る特 別 セ ミナ ー

ヨー ロ ッパ 視察 に 当 っては,各 国 お よび個 々 の企業 を訪 問す る こ とは 当 然必

要 で あ るが,短 期 間 に 多 くの 国 とか 機 関 を網 羅 す るこ とが 困難 で あ るた め,代

表 的 な調 査 コ ンサ ル タ ン ト会 社 に よ る概 況説 明 を受け る こ とは 極 め て 重 要 で あ

る。 今 回 の ヨー ロ ッパ に お け る特 別 セ ミナ ーは,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビスを テ

ー マ と して カ ンタ ム ・サ イエ ンス 社 に よ っ て 行 わ れ た 。同 社 は,ア メ リカ に本

社 を持つ代表的 な調査会社 であ る。もち 論,ヨ ー ロ ッパ独 自の調 査 会 社 も存 在 して

い るが,実 積 とか 調 査範 囲 か らい って も,ま た ヨ ー ロ ッパ 政 府 関 係 等 に よる

受 託調 査 の 実積 か らみ て も,ア メ リカ系 調 査 会 社 が 高 く評 価 され て い る。 した

が って,す で に この分 野 で 多 大 の 実 積 を 持 つ 同社 を,今 回の 調 査 先 と して 選 ん

だ 。

カ ン タ ム ・サ イ エ ン ス 社 は,ニ ュ ー ヨ ー ク に 本 社 が あ り,こ こ ロ ン ド ン に ヨ

ー ロ ッ パ に 関 す る 調 査 の 代 表 部,つ ま り 支 店 を 置 き,そ の 他 日 本 も 含 め て 幾 つ

か の 国 に 出 先 機 関 を 持 っ て い る 。 ヨ ー ロ ッ パ に は,ヨ ー ロ ッパ に 所 在 す る コ ン

ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 機 関 の 協 会 で あ るECSA(EuropeanComputingServices

Association)が あ り,各 種 の 調 査 活 動 を 実 施 し て い る が,カ ン タ ム 社 で は,
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毎 年 同 協 会 に ょ る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス の マ ー ケ ッ ト調 査 を 受 託 し て お り,

こ の 意 味 に お い て も,ヨ ー ロ ソ バ に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 の 実 態

と動 向 に つ い て は 明 か る い 。 ま た,ヨ ー ロ ッパ 各 国 政 府 の 共 同 出 資 に ょ る テ レ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 調 査 を 手 が け た こ と も あ り,同 社 の 実 積 は ヨ ー ロ ッパ 内 で

も 高 く 評 価 さ れ て い る 。 受 託 調 査 の 他 同 社 で は,「 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 」,

「 コ ン ピ ュ ー タ 関 連 装 置 」,「 オ フ ィ ス ・テ ク ノ ロ ジ ー 」な ど の テ ー マ に よ る

限 定 さ れ た 顧 客 に 対 す る マ ル チ ク ラ イ ア ン ト調 査 も 実 施 し て お り,当 協 会 も か

つ て,同 調 査 の ク ラ イ ア ン ト と な っ た こ と が あ る 。

ヨ ー ロ ッ パ に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 の 動 向

1)コ ン ピ ュ ー タ 関 連 装 置 の 動 向

コ ン ビ 三 ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 に つ い て の 詳 細 を 語 る 前 に,ヨ ー ロ ッ パ に お

け る 今 後 の ハ ー ド ウ エ ア に つ い て 概 括 し て み る 必 要 が あ ろ う 。 図1は,各 種

ハ ー ド ウ エ ア 機 器 に つ い て1985年 ま で の 年 間 成 長 率 と,1985年 に お け

る 出 荷 状 況 を 予 測 し た も の で あ る 。 こ の う ち,① プ ロ グ ラ マ ブ ル ・マ ル チ ス

テ ー シ ョ ンVDUは,ユ ー ザ ーー一が プ ロ グ ラ ム で き る タ ー ミ ナ ル の こ と で あ っ て,

価 格 は,現 在 の 所8千 ドル 位 で あ る 。 例 え ばFerrantiPT-7,Harris

8170,8180,IBM8100,ICL7502-10/15な ど が あ る 。 ② 電 子

タ イ プ ラ イ タ の 主 な メ ー カ ー と し て は,Facit,Olivetti,Olympia,

IBM,Triumph-Adlerな ど が あ る 。

小 型 ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム に つ い て は,現 在2千 ドル 位 の も の か ら,上 は20

万 ドル 位 ま で 極 め て バ ラ エ テ ィ に 富 ん で お り,カ ン タ ム 社 で は,一 応 こ れ ら

を4つ の レ ベ ル に 分 け,こ の う ち,③1～2は,2千 ド ル か ら2万5千 ドル

位 ま で の も の で,モ デ ル と し て は,ApPle皿,CII-HBQuestar/M,

BurroughsL9000,IBM5120,NCR8130,01ivettiBCS2030

な ど が 主 な 機 種 と し て い る 。 ま た,④3～4は,2万5千 ドル か ら20万 ド

ル ま で で,BurroughsB90,B800,Siemens6,620,6.640,ICL
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ME29/35,2903,IBMSystem32,34,38/3,8140等 ま で の

ク ラ ス を 指 し て い る 。 一 方,⑦ 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ に つ い て は,一 応4千 ドル

ク ラ ス か ら,12万 ドル 以 上 ま で を6ク ラ ス に 分 け て お り,こ の うち1～3

は,4千 ドル か ら4万5千 ドル ま で で,ICL2956,2956/10,Siemens

7.551,Honeywe1L/CII-HBDPS8/46ク ラ ス ま で を 指 し て い る 。

同 図 を 見 て も 分 か る よ う に,汎 用 シ ス テ ム に 比 較 す る と 小 型 ビ ジ ネ ス ・シ ス

テ ム の 伸 び が 著 し く,特 に オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン を 指 向 す る オ フ ィ ス

機 器 は 急 激 に 成 長 す る も の と 見 ら れ て い る 。

の98斗8019(

30252015

率

-o

長成

5

輔

顎
脚

隅
噸

1.プ ログ ラマ ブル ・マ ル チ ス テー シ 』 ンVDU 1.38 %i髪 ・51
2電 子 タ イ プ ライ タ 1.11 笏 ・4・
3.小i型 ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム(1～2) 3.28 灘1・ ・
4.小 型 ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム(3～4) 5.46 笏1・ ・
5.デ ィ ス プ レ イ ・テ キ ス ト ・エ デ ィ タ 1.25 笏1・ ・

6EPABX'(<100ラ イ ン) 1.94 %1・1
7.汎 用 シ ス テ ム(1～3) 9134 %14・

図1ヨ ー ロ ッパ に お け る コ ン ピ ュ ー タ 機 器 の 発 展 動 向

2)コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業

ヨ ー ロ ッ パ に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 は,1980年 の81.8'億

ドル か ら,年 間 平 均14%の 成 長 を 遂 げ,1985年 に は157億 ドル の マ ー

ケ ッ トに 達 す る だ ろ う。 図2を 見 て も 分 か る よ う に,特 に リモL-.一ト ・コ ン ピ ュ

ー テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス と,ソ フ ト ウ エ ア ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス の う ち,ソ フ

ト ウ エ ア ・プ ロ ダ ク トの 分 野 で の 伸 び が 著 し い 。 ソ フ トウ エ ア ・プ ロ ダ ク ト

は,ユ ー ザ ー 自 身 の マ シ ン に 合 っ た プ ロ グ ラ ム を 購 入 も し く は リー ス す る こ
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と で,プ ロ ダ ク トは ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ と シ ス テ ム ・パ ッ ケ ー ジ

の2種 類 に 分 類 す る こ と が で き る 。 な お こ の う ち,ヨ ー ロ ッ パ で は 約3分

の1が シ ス テ ム ・パ ッ ケ ー ジ,3分 の2が ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ と

な っ て い る 。 一 方 ソ フ ト ウ エ ア ・ サ ー ビ ス は,ユ ー ザ ー の コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム に 対 す る 専 門 サ ー ビ ス の こ と で あ っ て,シ ス テ ム 分 析,デ ザ イ ン と

エ ン ジ ニ ア リ ン グ,プ ロ グ ラ ム 開 発,コ ー デ ィ ン グ,デ バ ッ ギ ン グ な ど を 含

む 。

世 界 的 傾 向 と し て,バ ッ チ ・サ ー ビ ス の 伸 び は,リ.モ ー,卜 ・ コ ン ピ ュ ー テ

ィ ン グ ・サ ー ビ ス に 比 較 す る と 極 め て 低 ぐ,.ヨ ー ・ロ ・ッ パ に お け る 平 均 年 間

成 長 率 は,・'リ モ ー ト ・ コ ン ビ1ユ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス の15.4%に 対 し て

4.2%に 過 ぎ な い 。 第3者 〆 ン テ ナ ン ス は, .ア メ ・リ カ と か ヨ ー ロ ッ パ で 見 ら

れ る 特 徴 あ る サ ー ビ ス で あ る が,マ ー ケ ッ トに 占 め る 割 合 は 小 さ い も の の ♪

年 間12.6%の 成 長 を み て も 将 来 が 期 待 さ れ るサ ー ビ ス で あ る 。.:

第3者 メンテナ ンス

1%

ソフ トウェア ・

プロダク ト11%

リモー ト・
コンピューティング

22%

第3者 メンテtン ス

1%

ソフ トウェア

プロダク ト

15%

ソフ トウエ ア ・サ ービス

40%

リモ　ト　

巧 ヒー ア杉

23%

1980年 計:81.8億 ド、レ11985年 言†:1'57億 ドル

図2ヨ ー ロ ッ づ お け る コ ン ビ 、ユ 一 夕 ・ サ ー ビ ス 産 業 の 動 向

ヨ ー ロ ソバ に お け る マ ー ケ ッ トを ア メ リカ と 比 較 す る と,1980年 に は ア

メ リ カ で の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 が109億 ドル と な っ て お り,年 間
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平 均14.3%の 成 長 で,1985年 に は213億 ドル に 達 す る だ ろ う。 つ ま り,

ヨ ー ロ ッパ 全 体 の マ ー ケ ッ ト よ り大 き く,年 間 成 長 率 も 高 い の が 実 情 で あ る 。

特 に 第3者 メ ン テ ナ ン ス ・サ ー ビ ス は,20%以 上 の 年 間 平 均 成 長 率 を 見 せ

て い る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス に お け る タ ー ン ・ キ ー ・サ ー ビ ス は,最 近 急 激

に 成 長 し て き た サ ー ビ ス で 注 目 す る 必 要 が あ る 。 こ の サ ー ビ ス は,比

較 的 規 模 の 小 さ い 企 業 が,シ ス テ ム ・ デ ザ イ ン,シ ス テ ム 構 成,ハ ー

ド ウ エ ア の 準 備 ま で を 全 て 行 う サ ー ビ ス で,フ ァ シ リ テ ィ ・ マ ネ ジ

'メ ン ト ・ サ ー ビ ス よ り ,よ り 広 義 の 意 味 で と ら え ら れ る 。 し か し,ベ

ン ダ ー 自体 は メ ー カ ー を 持 つ で も な く,多 く の ソ フ ト ウ エ ア 要 員 を 抱 え

て い る わ け で も な い 。 む し ろ ブ ロ ー カ ー 的 役 目 を 果 す わ け で あ る 。 こ

う し た ベ ン ダ ー を ア メ リカ で は シ ス テ ム ・ ハ ウ ス と 呼 称 し て い る が,ユ ー

ザ ー は,自 社 の シ ス テ ム 設 計 を シ ス テ ム ・ハ ウ ス に よ る タ ー ン ・キ ー ・

サ ー ビ ス に 依 存 す る ケ ー ス が,最 近 で は し ば し ば 見 ら れ る 。 し た が っ て,メ

ン テ ナ ン ス ・サ ー ビ ス も 第3者 サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー で な く,タ ー ン ・キ ー ・

サ ー ビ ス の 一 環 と し て 包 含 す る 傾 向 が 見 ら れ る 。

リ モ ー ト ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス に は,リ モ ー ト ・バ ッ チ,会 話

型 お よ び イ ン ク ワ イ ア リの3種 類 の サ ー ビ ス が 考 え ら れ る が,こ の う ち で も

特 に リ モ ー ト ・バ ッチ ・サ ー ビ ス の 占 め る 割 合 が 高 い 。 リ モ ー ト ・ コ ン ピ ュ

ー テ ィ ン グ ・サ ー ・ビ ス 全 体 の 売 上 げ は
,1985年 に は30.4億 ド ル に 達 し,

そ の う ち リ モ ー ト ・バ ッ チ が 占 め る 割 合 は,図3に も示 し た よ う に 約60%

と な る だ ろ う。

ヨ ー ロ ッパ 主 要 国 に お け る コ ン ピ ュL-一夕 ・サ ー ビス ・マ ー ケ ッ トの,1980

年 か ら 今 後5年 に 掛 け て の 状 況 は 図4に 示 す と お り で あ る 。 フ ラ ン ス は,
ト

現 在 で も コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス の分 野 では 他 国 を相 当 引 き離 して い るが,

こ うした 傾 向 は今 後 も続 き1985年 に は も っ と顕 著 にな ろ う。これ は,政

府 の強 力な 支 援 に も よ るが,ソ フ トウエ ア分 野 にお け る大手 企 業 の企 業 努 力

も見 逃 が す こ とが で きない 。 ち な み に,ヨ ー ロ ッパ の主要 ベ ンダー の1980
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イン ク ワイ ア リ

5.8%

会 話 型 リモ ー トバ ッチ

3Z8%

61.4%

イ ンク ワイ ア リ

6.8%

会 話 型

34.3%

チ㍉レーモリ

%985

1980年 計:14 .7億 ドル

1985年 計:30.4億 ドル

図3リ モ ー ト ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス の 動 向
o

(単 位:万 ドル')

2000100000100020003000

1923

II' IllI

フ1ラ ン ス

イ ギ リ ス

西 ドイ ツ

イ タ リ ア

オ ラ ン ダ

ス ウ ェ ー デ ン

3 ' '
■

1433 ' ' 2734

1264'ぶ 黙 ‖2229

936' '1965

577ぶ ' 1133

637 ぶ ぶ 744

4000

3982

1980年:コ ンピ ュータ ・サー ビス1985年:コ ン ピュー タ ・サ ー ビス

計:81.8億 ドル 計:157億 ドル

〆 ・ンピ・一テ・ング ・サー ビ・ □ … ウ・ア ・サ・一 ・・サー ビ・

図4ヨ ー ロ ッパ 主 要 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・マ ー ケ ッ ト
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年 売上 ラ ンク トップ10を 表1に み て も明 らか な よ うに,フ ラ ンス企 業 は,

実 に6社 を 占め て い る。 次 に成 長 が 期待 され るのは イ ギ リス で あ っ て,特

に アプ リケー シ ョン ・ソ フ トウエ アの分 野 では アメ リカ も一 目を置 い て い る。

西 ドイ ツは,ソ フ トウエ ア ・サ ー ビスの質 は 高 い もの の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン分 野 に おけ る料 金 とか 規 制 の 問題 が あ って,オ ン ライ ン ・サ ー ビスに お い

ては 大 した 期 待が 持 て な い。 オ ラ ンダは,間 もな く大規 模 な デ ー タ処 理 セ ン

ター を 建設 しょ うと して お り今 後 が 期 待 さ れ る。 ス ウ ェー デ ンを含 め,ス カ

ンジ ナ ビア諸 国 で は,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビスは も うほ とん ど飽 和 状 態 であ

っ て 今 後 は さ して 大 き な 伸 び が 見 られ な い だ ろ う。

コ ンピ ュー タ ごサ ー ビス ・ベ ン ダーは,独 立 系企 業 が 最 も大 きな シ ェ アを

占め てい るが,そ れ で も39%と50%以 下 で あ る。DATEMAと かMBB

スビ]
況

サ

状
・
合

タ

競
一

の

ユ
ト

ピ

ツ

ン

ケ

コ

ーマ

5図

に政 府 の 強 力 な バ ッ ク ア ップ に ょ って,

い。 他 の国 で は,西 ドイ ツに おけ る支 援 策 もか な り高 く,年 間約15億 マル

クの政 府 援 助 の うち デ ー タ 処 理 ア プ リケー シ ョ ンが36%,業 界 に おけ る

研 究 開発 の 育成 が35%,教 育訓 練 が17%と な って い る。 しか し,西 ドイ

ソで は輸 出振 興 に 対す る政 府 援 助は 行 って い な い。 一 方,政 府 事業 に関 す る

な ど の 業 界 グ ル ー プ が22%,SG2,

SPADAB,CIG/GTSな ど の 銀 行

関 係 が14%,IBM,CDC,NCRな

ど の コ ン ピ ュ 一軸タ 機 器 メ ー カ ー が14

%,そ の 他11%が 政 府 関 係 と な っ て

い る 。 図5に,ヨ ー ロ ッ パ に お け る コ

ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス の 競 合 状 況 を 示

し た 。

表1に は,ヨ ー ロ ッパ に お け る ト ッ

プ13の コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス ・ベ

ン ダ ー を 示 し た が,層 前 に も 述 べ た よ う

フ ラ ン ス が 占 め る 割 合 は 極 め て 高
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入 札 の公 開 に つ い ては,制 限 を設 け て い る所 が 多 く,こ うした状 況 も含 め て

各 国政 府 の 支 援状 況 を表2に 示 した。

表1ヨ ー ロ ッ パ に お け る 代 表 的 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー

売上(単 位:百 万 ドル)
一

フ ンク
"

ベ ン タ ー

C£.S.S.Sご 合 計

1 IB'MRCS(US.) 185-185

2・ GSI(F) 16119180

3 CISI(F) 11850168

4 SG2(F) 6478142

5 C/G/S(F) 12126138

6 GEISCO(US.) 120-120
.

7 ICLC.S.苦 苦(UK.) 3584119

8 THOMSON(F) 一1171'17

9 SEMA-METRA(F) 1195106

10 BOC(UK.) 355287

11 SLIGOS(F) 681886

12 DATEMA(SWE) 582179

13 DATEV(FR.G.) 77-77

C.S.

S.S.S.

今←-x－

極 め て 小

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

ソ フ ト ウ エ ア ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス

メ イ ン フ レ ー ム ・メ ー カ ー に よ る ソ フ ト ウ エ ア ・プ ロ ダ ク トお よ び

サ ー ビ ス を 除 く

教 育 訓 練 を 除 く

か つ て の ア メ リカ 企業 の ハ ー ドウエ ア分野 に お け る市 場 席 巻 の2の 轍 を踏

ま な い よ う,各 国 政 府 は コン ピ ュータ ・サ ー ビス産業 につ い て か な りの神

経 を使 って お り,こ うした状 況 が如 実 に うか が え る。
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表2コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業 界 に 対 す る政 府 の支 援 状 況

輸 出支 援 ソ フ ト ウ エ ア 開 発 教 育 ・訓 練 政府事業入札

ベ ル ギ ー 制限あ り

一"

ア ン マ ー ク ◇ ● ● 〃

フ ィ ン ラ ン ド 崇 〃

フ ラ ン ス ◎ ● 阜 ◆ ● ● 〃

西 ドイ ツ ● ■ ● ● 制限な し

イ タ リ ア ÷ 〃

オ ラ ンダ ● 〃

ノ ル ウ ェ イ ● 〃

ス ペ イ ン ● 制限あ り

ス ウ ェ ー デ ン ● 〃

ス イ ス 制限な し

イ ギ リ ス 肇 ● ● ● ● ● 〃

肇:ソ フ ト ウ エ ア 開 発 に 対 す る 消 極 的 支 援

書"':コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー に 対 す る 積 極 的 支 援
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4.SCICON

調 査 先:

所 在 地:

調査期 日:

面 接 者:

SciconConsultaneyInternationalLtd.

SandersonHouse,49-57BernersStreet,

LondonWIP4AQ

Te1:01-580-5599

Telex:24293

昭 和56年9月17日(木)

Mr.H.A.Julion'Vear社 長

Mr.p.A.Pearson,ナ ベ レ ー シ ョ ン 担 当 重 役

Mr.J.J.Howes

Mr.C.Baker

概 況

SCICONは,か っ てScientificControlSystems社 の 略 称 と し て

呼 称 さ れ て い た も の を1979年2月 に 名 称 変 更 を 行 い,正 式 名 と し て

SCICONと 名 付 け た も の で あ る。ScientificControlSystems社 は,

1960年 当 時 ア メ リ カ の 大 手 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス 会 社 と し て 活 躍

し て い た,ワ シ ン トン に 所 在 す るCEIR社 の 子 会 社 と し て 発 足 し た も の で あ る 。

そ の 後,ScientificControlSystems社 の 大 手 顧 客 で あ っ た 英 国 石 油

(BP)が 同 社 の 株 の 過 半 数 を 取 得 す る に 至 っ た 結 果,開 設 数 年 後 に は 完 全

な 親 会 社 と な っ た 。

し た が っ て,現 在 のSCICON社 は,BPの100%子 会 社 と し て1964年

に 設 立 さ'れ た こ と に な る 。 な お 組 織 的 に は,特 株 会 社 の 下 にSCICON

ConsultancyInternational,SCICONComputerService,SCS

GMBH,SCI,SCICON中 東 が あ っ て,図1に 示 す 構 成 と な っ て い る 。 現 在
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の全 従 業 員数 は2千 名,年 間 売上 は6千 万 ボ ン ドに達 して い る。

BritishPetroreum

SCICONHoldings

1 1 1

②SCICONComputer

Serviee

(ミ ル トン.キ ー ンズ)

①SCICONConsultan¢y

Intemationa1

(ロ ン ドン)

③
SCSGMBH

(西 ドイ ツ)

④

SCI

(ア メ リカ)

(200人) (700人)(550人)(400人)

⑤SCICONMiddleEast

(甲 東.リ ア ド)

(150人)

全 従業 員数:約2千 名

年 間 売 上:6千 万 ボ ン ド

図1SCICON社 の組 織 図

イ ギ リ ス 国 内 に 、は,ロ ン ド ン に ①SCICONConsultancyInter-

nationa1が あ っ て,こ こ が 全 組 織 の 統 轄 を 行 う と 共 に,実 際 の コ ン サ ル タ

ン ・ト,シ ス テ ム 開 発 な ど を 実 施 し て い る 。 ま た,ミ ル ト ン ・ キ ー ノ ズ に あ る ・

②SCICONComputerServiceは,① の 本 部 に 対 す る シ ス テ ム 部 門 の バ

ッ ク ア ッ プ を 行 い,さ ら に 同 部 門 が 備 え て い る ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て,イ ギ リ

ス 全 土 に 対 す る ナ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を 実 施 し て い る 。 し た が っ て ・ こ の サ ー

ビ ス 部 門 に は,後 述 す る よ う に 各 種 の ハ ー ド ウ ェ ア が 設 置 さ れ,約200名 の

従 業 員 が サ ー ビ ス に 従 事 し て い る 。
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③SCSGMBHは,12年 前 にハ ン ブル グ に設立 した ドイ ツ 市 場 でサ ー ビ

ス を実 施 す る た め の機 関 で あ っ て,現 在550名 の従 業 員 が 働 い てい る。ハ ー

ドウ ェ ア ・メ ー カー に直 結 し ないサ ー ビス会社 とし ては,現 在 西 ドイY・第1位 ・

の規 模 となっ て お り,年 間約1500万 ボ ン ドの売上 を 得 て い る。 主 と し'て シ

ズ テ ム ・・デ ザイ ン と コ ン サ ル タ ン トを 業 務 と して お り',こ の た め 小 人 数 で

は あ るが、 西 ド.イツ内 の エ ッソ ン,ミ ュンヘ ン,フ ラ ンクフ ル ト,シ ュタ ッ ト

ガル トな どに 出先 機 関 を持 っ て い る。

④SCICSystemsControlIn・ ・c.)はiス タ¥フ ォー ド大 学 の卒 業 生 が

1968年 に設 立 した会社 を,1981年 の始 め に アメ リカ にお け る足 場 を固 め る

た め にSCICONが 買 い取 っ た もの であ る。 アメ リカの カル7ォ ル ニ ア州 パ ラ

アル トにあっ て,現 在 の従 業 員数 は 約400名 となっ て い る。 主 業 務 は,シ ス テ

ム ・デ ザ イ ン と コンサ ル タ ン トであ っ て,特 に先 進 的 大 規 模 シス テ ムの 開発 に

取 り組 ん でい る のが特 徴 であ る。

⑤SCICONMiddleEastは,中 近東 リア ドにあ っ て,サ ウ ジ ア ラ ビア

を 中心 に活動 を 行 っ て い る。 ガル フ石 油 な ど,西 欧系 の企 業 も数 多 く進 出 して

い る が,企 業 体 系,組 織,内 容 な どは,ヨ ー ロッパ,ア メ リカ とは 非常 に異 な

っ て い る こ と もあ っ て,コ ンサ ル タ ン トを中 心 と したサ ー ビス が要 求 され てい

る。 また,政 府 関係 に対 す るター ン ・キー ・サー ビス も契約 の形 で実施 して お り,

す で に開設 以 来4千 万 ポ ン ドの売 り上 げ を得 て い る。最 近 の伸 び は特 に著 し く,

将 来 さら に企 業規 模 を拡 張 す る計 画 を持 っ てい る。

こ の他 に もSCICONで は,親 会 社 の バ ック ア ップ に よる豊 富 な資 金 力 に

もの を言 わせ て 着 々 と 吸 収 合 併 を 行 っ てお り,フ ラ ンス に も進 出 を始 めて い

る。 わが 国 に も最 近,パ ー トナ ー探 しの た め に社 長 以 下 数 名 の重 役陣 が 来 日 し

てい る。

SCICONは,そ の ス ロー ガ ン に"BringingComputerstoLife"

とか か げ て い るが,年 間 平 均20%の 成長 率 を見 て も マ ー ケ ッ ト拡 大 の た め1

に積 極 的 な戦 略 を とっ て い るの が うか が え る。 しか し,親 会 社 が英 国石 油 とい
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うこ と もあ っ て,全 体 的 に ゆ と りが あ る の も事 実 で あ る。

詳 論

SCICONは,も と も と1つ の 組 織 と し て ミル トン ・キ ー ン ズ で 事 業 活

動 を行 って い た が・ 事 業 規 模 の拡 大 と ク ライ ア ン トに 対 す る き 目 の細 か いサ

ー ビ ス を 実 施 す る た め 図2に 示 し た よ う な 組 織 構 成 と な っ た 。 し た が っ て,事

業 計 画,コ ン サ ル タ ン ト,意 思 決 定 等 は,ロ ン ド ン に 本 部 を 置 くSCICON

ConsultancyInternationalが 受 け 持 っ て お り,か っ て の ミ ル ト ン ・キ ー

ン ズ に は,SICONComputerServiceと し て コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

部 門 が 配 置 さ れ て い る 。 こ こ に は,超 大 型 か ら ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ ま で の 多 数 の

コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ れ て お り,ま た マ ン チ エ ス タ 「,バ ー ミ ン ガ ム,ブ リ

ス ドル,'ロ ー ボ ロ ー,ロ ン ド ン な ど の 各 都 市 と 結 ぶ コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー

ク を 構 築 し て い る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク に は ケ ン ブ リ ッ ジCADの ス タ ー

ネ ッ ト ワ ー ク な ど と の 網 間 接 続 も 行 っ て い る 。 し た が っ て,SCICONの 行 う

サ ー ビ ス は イ ギ リ ス 全 土 に わ た っ て い る と 言 え よ う。

1)ハ ー ド ウ エ ア 装 置x

ハ ー ド ヴ ェ ア は,時 代 と 共 に 導 入 機 種 が 相 当 変 化 し て お り,・ 設 立 当 初 の

(1960～66年)のIBM7090/94,そ の 後IBM1401,CDC3200(1965

～1968) ,UNIVAC1108(1968～1970年 後 半)か ら現 在 のUNIVAC

1100,IBM,DECな ど に 至 る 変 遷 を 遂 げ て い る 。 現 在 の 機 器 構 成 を 図2に

示 し た 。
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フ ロン ト・エ ン ド ・コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム

PDP

UNIVACUNIVAC

1100/611100/62

(762KW)く ックアッ(1.5MW)

(デ ュ アル

DEC

VAX11/780

(L5Mbytes)

(VMS)

(2号 機導入予定)

図2機 器 構 成

UNIVACは ・ もと も とアメ リカ製 で あ るこ とか ら,同 セ ンタ ー で は イ ギ リ

ス の電 力,つ ま り60Htzか ら50Htzへ の変 換 を行 う必 要 と ,安 定 した電 力 の

供 給 を行 うた め の大 が か りな装 置 を備 え てい る上,セ キ ュ リテ ィに関 しては,

極 めて 細 か い神 経 を 配 って い る。 例 えば:

*災 害 対 策

災 害 対 策 のた めCO2floodシ ス テ ムを導入 し,幾 つ か の ゾーンに分 け て 自

動 モ ニ タ リン グを行 っ て い る。

*セ キ ュ リテ ィ

各 室 へ の入 室 に対 しては優 先 順位 を 付 け た カ ー ドに よ る セ キ ュ リティ を行 っ

てい る。 また,マ ス タ ー ・フ ァ イルは,別 の場 所 に設置 され た ファ イル室 に

格 納 され て い る。
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ミ ル ト ン ・ キ ー ン ズ に あ る コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー で は,こ う し た ハ ー ド ウ

ェ ア 構 成 の も と に ユ ー ザ ー に 対 す る サ ー ビ ス'を 行 っ て い る が,ル ー チ ン 的 な

デ ー タ 処 理 サ ー ビス は 余 り 行 っ て い な い 。

2)コ ン サ ル タ ン ト ・サ ー ビ ス
ど

ロ ン ド ンVaあ るSCICONC。n,ultan。yで は,当 初 コ ン サ ル タ ン ト業 務 の

み を 行 っ て い た が,最 近 で は シ ス テ ム 開 発,つ ま り ソ フ ト ウ ェ ア と か ・ 場 合

に よ っ て ハ ー ド ウ ェ ア の 開 発 な ど も 行 っ て い る 。 現 在 行 っ て い る サ ー ビス の 構

成 は 図3に 示 す と お り で あ る 。

SCICONConsaltanCYInternationa1

防 衛

45%

エネ ル ギ ー

24%

商 ・工 業

31%

コンサル タ ン ト事 業

シス テム機 器

製 品

図3事 業活動 の概要

また,コ ン サ ル タ ン ト業務 の一 環 と して,中 東 プ ロジ ェク トに対 す る責任 を

持 っ て お り,例 え ば ク エ ー トの 石 油 会 社 の た め の シ ス テ ム開 発 とか ・ ア ラ ビ

ア語 用 の タ ー ミナル の 開 発 な ど を行 っ て い る。
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コンサ ル タ ン ト業 務 の うち,例 え ば 防衛分 野 と し て16年 前 よ り対 潜 ミサ

イル 開発 に係 る シ ミュ レー シ ョンを行 い,政 府 に対 す る測 面 か らの援 助 を行 っ

た 。 特 に,数 値 モデル の 作成 と,ス ケ ジュー リング,シ ミ ュ レー シ ョン のた め

に特 別 の ミニ コ ン を ベ ー ス と した オン ラ イ ン ・シス テ ムを作 成 したが,こ う

した ことは通 常 の メ ーカ ーで はほ とん ど不 可 能 で あ る。

石 油産 業 とか ハ イ ド ロ ・カ ー ボ イ業 界 な どに おい て は,常 に先 進 技 術 とか シ

ス テム の開 発 に迫 られ て い る。 コ ン ピュー タは,こ うした ニーズ を満 た す有 効

な ツー ル で あ る。 同社 で は,過 去20年 にわた っ て エ ネル ギ ー分 野 に お け る コ

ンサ ル タ ン ト事 業 を実 施 して き た。

一 万・ 商業 お よ び工 業 分 野 で の競 合 は・ 今 日極 め て厳 しい状 況 にあ る9製 造

業 や流 通 業 に おけ る プ ロセ ス ・コン トロー ル,イ ンダ ス ト リアル ・オ ー トメ ー

シ ョン な ど,SCICONで は こ う し た 分 野 に 多 くの 実 績 を持 っ てい る。

3)シ ス テム開 発

現 在SCICONが 行 っ てい るサ ー ビス の うち,シ ス テ ム 開 発 と か ソ フ トウ

エ ア ・パ ッケ ー ジ の作成 ,つ ま りサ ー ビス ・ビュー ロー 的 な 業 務 は 以 下 の よ

うに分類 で き る。

*マ ネ ー ジ メン ト科学20%

*ア プ リケー シ ョン工 学13%

*事 務 用 シス テム30%

*BP用 シス テ ム開発 ・20%

*デ ータ ・シス テ ム12%

*特 別 プ ロジェ ク ト5%

計100%

最 近 開 発 した シス テ ムの主 な もの につ い て以 下 に示 した。

*POLIS(ParliamentaryOnLineInformationSystem)

国 会 の議事 録,各 種 資料,規 約,公 文 書等 に関 す る オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー

ス ・シス テ ムで あ っ て,イ ギ リス の国会 との契 約 に基 づ い て 開 発 し成 功 を
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収 めた。

*SCIDAC

産 業 オー トメー シ ョン用 デ ー タ収集 お よび工程 管 理 シ ス テ ムで あ って・ 多重

マ イ ク ロア ーキ テ クチ ャを 使用 した ユ ニー クな も の で あ る。 デ ジ タ ル お よ

び アナ ログ両 方 に よ る デ ー タ収集,柔 軟 性 の あ る制 御 機 能,デ ィス プ レイ に

よ る レポー ト作 成,警 告 機 能 な どを備 え てい る。 最 近,あ る製 場工 場 に この

シ ス テ ムが導 入 され た。

*MINIFEED

最 小の コス トで栄 養 条 件 を満 た し,利 用可能 な材料 で飼料 を生産す るシス

テ ム。 デ ー タ ・フ ァイル には対 話 型 で応答 で き,栄 養 士 の専 門 知 識 が な くて

も利 用 できるシステムであ る。多 くの動物用飼料製造企業 に よって利用 されてい る。・

*VANPLAN

会 話型 の経 路 指定 用 ス ケ ジ ュー リン グ ・シス テ ム で あ っ て ミニ コ ン ピュー タ

を ベ ー ス と して い る。 受 注 処 理 な ど,他 のデ ー タ 管 理 シス テム との イ ンタ ー

フェ イス も可 能 で,車 両 の利 用効 率 を上 げ る な どの だ め に利 用 され て い る。

*MSIIB"

DECコ ン ピュ ータ を ベ ース と した メ ッセ ー ジ の 蓄 積 交 換 シス テ ムであ っ

て,テ レック ス とか,他 の メ ッセ ー ジ交換 セ ンタ ー への 接続 が可能 で あ る。

強 力 な 監視 機能 と高 度 な メ ッセ ー ジ ・チ ェッ クお よ び コ ー ド変 換 機 能 を 備

えた 総 合 的 な メ ッセ ー ジ記 憶 シ ス テ ムで あ る。 最 近,ア イス ラ ン ドPTTに

導 入 さ れた。

*HOSTInterfaceSystem(XN11)

DECの ミニ コ ンを ベ ー ス とした シス テ ム で,IBMハ ー ドを エ ミュ レー ト

し,DECの 装 置 を近 接 ・遠 隔 にか か わ らずIBM装 置 に接続 で き る よ うに

した も の であ る。 能 率 的 で経 済 的 な通 信 シス テ ムを提 供 す る もの でSCICON

とAEREHarwe11の 共 同 開 発 に よ る もの であ る。

一60一



*HOTELManagementSystem

マ イ ク ロ ・コン ピュー タ をベ ース と した シス テ ムで,一 般 会計,財 務 計算,

在 庫 管 理,予 約 ・宿 泊 客勘 定 書 作成,料 理原 価 計 算 な どが 行 え る。

*INFOMAN(InformationManagementProducts)

PDP11の 単一 また は 多重構 成 に よっ て作成 され た イ ン フォメ.一 シ ョン ・

マネ ー ジ メ ン ト ・シス テ ムであ る。 ユ ー ザー ・イ ンタ ー フ ェ イス用 会 話 シス

テム と して のCSと か 柔軟 性 のあ るデ ー タベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シス テ

ム と して のDMSな どがあ る。

この他,す で に 開発 さ れ利 用 さ れ て い る シ ス テ ム とか,パ ッケ ー ジ と して

以 下 に示 す もの が あ る。

① エ ン ジ ニ ア リング

o海 底 油 田 開 発 に関 す るエ ン ジ ニア リング

MARcs,sTRuDL,NPLWAvE,AsAs(最 近 開発 され た金 属 疲労 に

関 す るパ ッケ ー ジ)

o化 学 エ ン ジ ニ ア リング

熱 力学,生 産 工 程,流 体 の流 れ に関 す る問 題,熱 交換 関 係 等 の パ ッケー ジ,

CONCEPT,HTFS,STEM

o高 速 道 路 お よび運 送

道路 建 設 デ ザ イ ン に関 す るパ ッケ ー ジ,BIPS,HOPS,MOSS,

運 送計 画 用 パ ッケ ー ジ:ENVPLAN

o土 木工 学

橋 梁 デ ザ イ ン,土 捜 力学,構 造 分析 等 の 土 木 工学 に関 す るパ ッケ ー ジ:

ICES,GENESYS

② 数 学 関 係 プ ログ ラ ミン グ

o混 合

食 品 の加 工,混 合 の最 適化 に関 す る数 学 モデ ル を使用 した ア プ リケー シ ョ

ン
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O配 送 お よび 運送

線型計 画 法 に基 づ い た最 適 輸送 計 画 用 ソ フ トウ ェ ア:PATHFINDER

o投 資計 画

財務 投 資 の最 適 化技 術 に関 す る アプ リケー シ ョン,例 えば 株 式 投 資 明 細,

証 券 の書 換,委 節 に よる キ ャ ッシ ュの 必 要性 等

o生 産 計画

線 型 計画 法 等 を用 い た機 械 の最 適 使用 計 画 な ど生 産計 画 に関 す る アプ リケ

ー シ ョ ン

③ 統 計

oマ ーケ ッ ト分 析

生 産 品 の有効 なマ ー ケ ッ ト戦 略 に関 す る アプ リケ ー シ ョン,例 え ば マー ケ

ッ ト調 査,生 産 体 制 の整 備,価 格戦 略,配 送 等 ・

o予 測

需 要予 測,マ ー ケ ッ ト予 測 な ど,企 業 に とっ て直 接生 産 計 画 に関連 す る も

の.

o実 験 分 析

実 験 に基 づ くデ ー タ が生 産 計 画 等 に 使用 さ れ る もの,例 えば サ ン プ リン グ

技 術 な ど。

o財 務 分 析

この 分 野 の統 計 は,主 と して 株価 の動 向 等 に使用 され る もの。

④ 商 用 デ ー タ処 理

O給 与 計 算

多国 籍 企 業 であ っ て,各 種 の通 貨 で 給与 が支 払 わ れ る もの

o株 式 明細 に関 す るマ ネ ー ジ メ ン ト

イ ギ リス 国 内 お よび 海 外 の 証 券 に関 す る情 報 。 例 えば そ の時 点 での株 価 の

動 き,投 資計 画,掘 り出 し物 の株 等

o病 院 の 会 計 事務 とか料 金 計 算
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o財 務 コン トロール

地 方官 庁 にお け る給 与 計算,貸 越勘 定,

予 算 評 価 。

出費に関す る分析,勤 務 時間分析,
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5iESRINt

調 査 先:

所 在 地:

調査期 日:

面 接 者:

EuropeanSpaceAgencyInformationRetrieval

Servlce

ESRIN,ViaGalileoGalilei,CP641-00044

FRASCATI

Te1:69422401

Telex:610637ESRINI

昭 和56年9月18日(金)

Mr.M.FSaksida,IRS担 当 責 任 者

Dr.G.A.Proca,ナ ン ラ イ ン サ ー ビ ス 担 当 責 任 者

Mr.MUlhouser

Mr.Bodini

概 況

ESRIN(EuropeanSpaceResearchInstitute)は,1966年

ESA(TheEuropeanSpaceAgency:本 部 パ リ)に 所 属 す る 国 際 機

構 と し て ・一 マ 郊 外 に設 立 さ れ た 。ESAは,か っ てESROお よ びELDOに よっ

て 行 わ れ て い た ヨ ー ロ ッ パ に お け る 広 汎 な 宇 宙 活 動 を1つ の 団 体 と し て ま と め

1975年5月 に 新 た'に 設 立 さ れ た も の で あ る 。ESAに 所 属 す る 機 関 と し て は,

ESTECとESOCが あ る が,ESRINは 主 と し て 情 報 検 索 サ ー ビ ス,IRS

(InformationRetrievalSystem)と 地 上 ネ ソ ト プ ロ グ ラ ム 局EPO

(EarthnetProgramOffie)の 役 割 を 果 し て い る 。 今 回 は,こ の う ち 特

にIRSの 活 動 に つ い て 詳 細 な 説 明 を 受 け た の で,IRSを 中 心 に 話 を 進 め る

こ と に す る 。 い ず れ に し ろ,イ タ リ ア の 悪 い 回 線 事 情 の 中 でESRINの 行 な.

っ て い る 活 動 は 極 め て ユ ニ ー ク で あ り,そ の 成 果 は 着 々 と 上 っ て い る よ う で
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あ る。 過去 の実 績 につ い ℃ 図1,2に 示 した。
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図2ESA外 か らのユ ー ザー に ,

よる問 い合 わ せ時 間

この図 を見 て も明 らか な よ うに,過 去5年 間 にESA-IRSの オ ン ライ ン

・フ ァイル の 参 照 数 は,475万 か ら1千7百 万 に上 昇 し,ま た問 い 合 わせ時 間

数 は 最 近3年 間 に 倍 増 してい る。 した が っ て,ESA-IRSの 問 い合 わせ 時

間 当 りの コス トは,予 算 が そ れ程変 動 して い な い こ ともあ っ て図3に み る よ う

に急 速 に減 少 してい る。

IRSの 目的 は著書 目録,

100`デ ー タ または 助 言 の形 式

90

・・889284で 敏 速 か つ と と の っ た

707、 情 報 をESAの 組織 内 の

60み な らず ,他 の分 野 で働

50%48
い て い る科 学者,技 術 者40

管理 者 及 び計 画 立案 者 に
12)75767778798081

も提 供 す る こ とで あ る。

図3問 い 合 わせ 時 間 当 りの コス ト
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こ の た めIRSは,そ れ 自 身 の 通 信 網(ESANET)を 有 し て い る 。 こ の ネ

ッ ト ワ ー ク は 延1万Kinva及 び 図4に 示 す よ う に 多 く の 西 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に お よ

ん で い る 。

こ れ ら の 回 線 は 一 般 に は9,600bps(2400bps×4ch)で あ る。.

(但 し ス ベ ィ ン,モ ロ ッ コ 向 け ば2,400bps)各 ノ ー ド(Nationa!

ControlCenterと 称 す る)に はFEPが2台 お か れ,1台 が メ イ ン 他 の

1台 は バ ッ ク ア ッ プ 用 で あ る。 ま た,コ ン セ ン ト レ ー タ が あ っ て 公 衆 網 と 接 続

さ れ て い る 。

回 線 は ポ ー リ ン グ/セ レ ク テ ィ ン グ の 形 で メ イ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ が 制 御 し て

い る 。 ま た,よ り広 い 範 囲 か ら の ア ク セ ス を 可 能 と す る た めEURONET・

TRANSPAC(フ ラ ン ス)TYMSHARE(ア メ リ カ)TYMNET

(ア メ リ カ)CNUCE(イ タ リー)DATEX(ド イ ツ)な ど 他 の ネ ッ ト ワ

ー ク と も 接 続 さ れ て い る
。

＼
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1)シ ス テ ム 構 成

① ハ ー ド ウ ェ ア

シ ス テ ム はITELのAdvancedSystem5(3MB)2台 に よ る デ

ュ プ レ ッ ク ス 構 成 で あ る 。

外 部 メ モ リの 主 な も の は 固 定DISK300MB×28(メ モ レ ッ ク ス

製)カ ー ト リ ッ ジDISK200MB×24MT(IBM製)等

IOの 主 な も の は,タ イ プ ラ イ タ(IBM製)CRT(ITEL製)LP

(IBM製)等

FEP(メ モ レ ッ ク ス 製)は 専 用 線,ダ イ ヤ ル 回 線 の い ず れ を も サ ポ ー

トで き る 。

一 方 タ ー ミ ナ ル は
,以 下 に 示 す と お り で あ る 。r

{Dダ イ ヤ ル ア ク セ ス 用10～30char/secタ ー ミ ナ ル

承 認 済 の テ レ タ イ プ 互 換 形 タ ー ミ ナ ル は,ど の 形 式 の も の で も 音 響

カ プ ラ か モ デ ム の い ず れ か を 用 い て 使 用 す る こ と が で き る 。

利 用 者 は,タ ー ミ ナ ル を 通 常 の 電 気 的 出 力 に 簡 単 に 接 続 し コ ン ピ ュ

ー タ の 電 話 番 号 を ダ イ ヤ ル す る
。10～30char/secの 範 囲 で 選 定 し

た 速 度 に よ り通 信 す る 。CRT付 装 置 も 利 用 で き プ リ ン タ も 併 置 で き る 。

{iDESANET接 続 ダ イ ヤ ル ア ク セ ス 用120char/secタ ー ミ ナ ル

IRSコ ン ピ ュ ー タ に は120char/secのCRTま た は ハ ー ド コ ピ

ー ・タ ー ミ ナ ル で も ア ク セ ス で き る。 入 力 速 度 は75bps,出 力 速 度 は

1.200bpsで あ る 。

(iiDFrascatiへ 専 用 線 で ア ク セ ス す る240char/secタ ー ミ ナ ル

こ の タ ー ミ ナ ル は,専 用 タ ー ミ ナ ル ま た は 常 時 接 続 さ れ て い る タ ー ミ

ナ ル で あ る。 こ う し た タ ー ミ ナ ル は 専 用 線 を 用 い240char/secの 伝

送 速 度 で 動 作 す る 。 低 中 速 の プ リ ン タ を つ け る こ と も で き る 。

現 在,ヨ ー ・ ッ パ 全 体 で30台(モ ・ ッ コ の1台 を 含 む)の タ ー ミ ナ

ル がIRSコ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ て い る 。
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こ うした タ ー ミナルは,ダ イ アル ・ア ツブ,ポ イ ン ト ・ソー ・ポ イ ン

ト用 と してTEL42お よびダ イ ア ル ア ン プ用 と し てDEC1980な

どが あ る。

② ソフ トウ ェ ア(ESA-QUEST)

ESA-QUESTは,か っ て のRECONパ ッケ ー ジに代 るべ くIR

Sが 独 自 に開 発 した ソフ トウ ェ アで あ る。

ESA-QUESTの 機 能 は 次 の通 りで あ る。

・大 規 模 デ ー タ フ ァイル の入 力及 び 維持

・数 百 万 あ事 実検 索 への オン ライ ン ・アク セス

・各 種検 索 言 語 の 支 持

・最 新 の知 識 のオ ン ライ ン入 力

・ ドキ ュメ ン トの オ ン ライ ン ・オー ダー

・顧 客 自身 の ター ミナル か らの ,個 人 フ ァイル へ の 入 力 のた め の オ ンラ イ

ン ・デ ー タ入 力

・ヨー ロ ッパ諸 国 にお け る リモ ー ト ・プ リン テ ィン グ の支 援

・多 くの通 信 プ ロ トコル の支 援

・顧 客 の会計 業 務

2)ナ ン ラ イ ンサ ー ビス

稼 動 時 間 は,8:00～18:30(イ タ リア時 間)月 ～金 で あ る。

① 文 献 デ ータ ベ ー スへ の アクセ ス

文 献 デ ー タ ベ ー スへ の アク セスは ・ 通信 回 線 を経 てIRSコ ン ピュー グ

に顧 客 の タ ー ミナル を接続 す る こ とに よっ て行 うこ とが で きる。

顧 客 の要 求 を記 述 す る簡単 な命 令 お よ び 条 項 を 入 力 し た 後,コ ン ピュ

ー タ は そ れ に 関 す る参 照 の リス トを検 索 す る。 満 足 す べ き リス トを得 れ

ば,そ れ を ユ ーザ ー の ター ミナル で直 ち に デ ィス プ レ イ させ る か あ る い'

は オ フ ライ ン ・プ リン トで郵 送 を依 頼 す る ことが で き る。 参 照 は新 聞論 説,

会議 の議事 録,技 術 士 の レポ ー ト,書 籍 または 世界 中 の ソース か らの論 文'
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に関 連 して い る。1つ の参 照 には タ イ トル,'著 者 名 お よ び 所属 団 体,書

誌 的 情 報,入 手 可 能 性 の詳 細,要 約,キ ー ワー ド・ 分類 コー ド・ が含 まれ

る。 デ ー タ ベー スの 内 容 お よび範 囲 の詳 細 につ い て後 述 す る。'

② 事 実デ ー タ バ ンクへ の アク セス"

文 献 デ ー タ バ ンク の検 索 に お い て ドキ ュ メ ン ト参 照 が 得 ら れ・ さ らに

追 加 の関連 情 報 を得 よ うとす る場 合,そ の ドキ ュ メ ン、トの オー ダー を新 た

に 行 う必 要 があ る。 事 実 デ ー タバ ンク に おいて は,必 要 と され る情 報 一事

実 一 は ユ ー ザ ー の タ ー ミナル か ら検 索 で きーる。

例 え ば,ESA電 子 部 品 デ ー タ バ ンクを 使用 す る と部 品 パ ラ メ ー タ の

完 全 な リス トの 他 に,メ ー カ ー お よ び その欧 州 代 理 店 の フル ネ ー ム・ 宛

名,電 話 番 号 お よび テ レックス番 号 も得 る ことが で き る。

デ ー タ バ ンク の 内容 お よび 範 囲は後 述 す る。

③ 原 ドキ ュ メ ン トめ ナ ン ライツ ・オ ー ダー

文 献検 索 にお い て 必要 とす る 関連 ドキ ュ メ ン トが明 確 に な れば,マ イク

ロフィ ル ム かハ ー ド コ ピー か を指 定 す る単一 命 令 をIRSコ ン ピ ュー タ

に送 る こ とに よっ て,直 ち に ナ ー ダー す る こ とが で き る。IRSは,そ の

ナ ー ダー を当該 供 給 業 者 に転 送 し,そ の 業 者 は 所 要 の ドキ ュ・メ ン トを

ユ ーザ ー に 送 る こ と に な る。 このサ ー ビス はNASA,NTIS,EN

ERGY'LIN'E,E`NVIROLINE,PA'SCALの 各 デ ー タベ ー

ス につ い て入手 で き る。

④'ナ ン ライ ン に よる最新 知 識 の プ ロフ ィル

ユ ー ザ ーは,'検 索 プ ロ フ ィ ル の 省 略 をNAsA,PAScAL,cH

EMABS,N・TISの デ ー タ ベ ー スの 各 ア ッ プデ イ ト'におい てIRSに

よ り 自動 的 に実行 す る こ とが で き る。 これ に よ る新 しいサ イ テー シ ョンは

郵 送 され る。

IRSで は どのフ ァイル につ い て もユー ザ ー 目 身 の 「最 新 知 識 サ ー ビス」

を 作 成 す る こ と が で き る 。 ユ ー ザ ー は,所 要 フ ァ イ ル の各 ア ッ プ デ
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イ トの後 に タ ー ミ ナ ル か ら省 略 され た検 索 プ ロフィル を実行 す るだけ で

よい。

この プ ロ フィル 省 略技 術 は 以 下の 特 徴 を持 っ て い る。

・非 常 に 多数 の参 照 を含 む 複 雑 な検 索 の分 割

・頻 繁 か つ 異 な る 目的 で同 一 の ドキ ュメ ン トを探 索 した い場 合 の時 間 お よ

び コス トの節減 。

3)オ フラ イ ン ・サ ー ビス 、

① 標 準 タ イ トル

広 汎 な科 学 上 の分野 に おい て新 しい 情報 を受 け る には,数 多 くのNAS

』A
フ ァイル に現 れ る最 新 の参 照 に毎 月 整 合 され'た131の 標 準 タイ トル の

うち,必 要 とす るもの を購 読 す る こ とが で きる。 印刷 物 は ユ ーザ ー に郵 送

され る。 この ユ ニー ク なサ ー ビス は特 に欧 州 で は安価 で あ る。

②'最 新 の知 識 の プ ロフイ ル

ユー ザ ー の分 野 に お け る最 新 の状 況 に つ い て現 在 の更 新 され た情 報 が

得 られ る よ うに,IRSは 数 多 くのNASAフ ァイル に現 れ る最 新 の参 照

に対 し毎 月 整 合 され た,ユ ー ザ ー の需 要 に合 せ た プ ロフイル を作 る ことが

で きる。 印刷 物 は ユ ー ザ ー に郵 送 さ れ る。

③ES'Aお よびNASAリ ポ ー ト提 供

NASAフ ァイル お よびESA刊 行 物 めSTARレ ポー トの大部分は,E

SA(宛 名 省 略)か らマ イ■'ロ'フイ ル ム また は ハLド コ ピー と して直 接 入

手 で き る。

4)特 別 サ ニ ビス

①'TEL42パ ッケ ー ジ

ドキ ュメ ン テー シ ョン ・セ ン ター の 需 要 に答 え るた め にIRSは 高 速 タ

]ミ ナル用 パ ッケ 」 ジを 開 発 した。TEL42は,高 速 プ リンター を付 設

した最 新 技 術 のVDUタ ー ミナル に基 づ い て2400ビ ッ ト/秒 で作 動 し,

専 用 線 ま たは ダ イ ヤル 式電 話 回 線 に よ りIRSコ ン ピュー タ に接続 で き る。

一71一



ペ ー ジモ ー ドの操 作,高 速 ロー カル ・プ リンテ ィング,最 終 サ ー チ(週 末 を

除 き次 の ログ オ ン まで常 に保 持 され る),パ ス ワー ドの 保護,オ ン ライ ン

デ ー タ入 力,な どはTELの 利 点 で あ る。 さ ら にTEL42は,テ レ タ

イ プ との両 立 性 の モ ー ドにお い て ダイ ヤル ア ップ ・アクセスのために,低 速

(300ビ ッ ト/秒)に おい て も使 用 で き る。

② オ ン ライ ンデ ー タ入 力(ODE)

TEL42パ ッケ ー ジの使 用 に よ り,入 力 す べ き情 報 の標 準 的 レイ ア ウ

トに単 に 「マ ス ク」 を定 義 す る こ とに よ り,ユ ー ザ ー 自身の デ ー タ フ ァイ

ル を オ ン ライ ンで作 るこ とが で き る。 ユ ー ザ ーは,次 に マ入 クを再 呼 出 し

し,書 誌 的 参 照,宛 名,本 の 動 き,図 書 館 に よ る新 し い 本 の 購 入 を

タ イ プイ ンす れば よい。 この よ うにIRSは 図 書 館 の作業 を遅 れ る ことな

く コ ン ピ ュ ー タ 化 す る 。 どん な記 録 も再 呼 出 し更新 お よび 交換 され る。

どん なODEフ ァイル も 自動 的 に反 転 さ れ,後 に標準ESA-QUEST

命 令 を 用 い て質 問 され る。 ・

③ 個 人 フ ァイ ル

IRSは,要 求 によ り個 人 デ ー タベ ー ス また は デ ー タバ ンクを 入 力 し維 持

す る。 フ ァイ ル 仕様 は依 頼 人 の正 確 な需 要 に答 え る よ うに限定 され てい る。

これ らの フ ァイル へ の アク セ ス は,権 限 あるパス ワ三 ドのみ に限定 され る。

別 の選 択 枝 とし て,IRSは ヨー ロッパ ・ レベ ル での フ ァイル の販 売 お よ

・び 促 進 にお い て新 し い ナー ナ ーを援 助 し うる。

④ コンサ ル タ ン ト^

IRSは,オ ン ライ ン情報 シ ス テ ムの 部 門 にお い て の11年 の経 験 の お

か げ で,専 門 家 を ど ん な 会 社 ま た は 団 体 に も派遣 で き る。IRSが な し

.得 る こ と と して,ア ラ ブ系,と ヨー ロッパ 系 との両 言 語 に よ る デ ー タ 取 得

お よび検 索 を可 能 に す る2ア ル フ ァベ ッ トEURABタ ー ミナル を 開発 中

で あ る。'～
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5)サ ポ ー ト ・サー ビス

① 訓 練 セ ミナ ー

IRSス タ ッ フは,各 国 の国 内 セ ン ター 用 の訓 練 プ ログ ラ ムの ほか に,

メ ンバ ー 国 に お い て訓 練 セ ミナー を定 期 的 に行 っ て い る。 企業 内 での 直接

指 導 も可 能 で あ る。 通 常 訓 練 の期 間 は,半 日～2日 と なっ て い る。

② ユー ザ ー ・マ ニ ュアル

各 デ ー タベ ー ス にお い て の アク セス,ハ ー ドウ ェ ア,検 索命 令,検 索 戦

略,そ の他詳細な情報 を提 供 す る広 汎 なユ ー ザ ー ・マ ニ ュ アル はIRSま た

は各 国 の 国 内 セ ン タ ー か ら入手 で きる。

③ ニュー ス お よび見 解

シス テ ムの 改善,次 の訓 練 セ ミナ ー お よび主 な 計 画 中 の 事業 を知 らせ る

た め の月2回 の 二=L'一 ス ・ レタ ーの郵 送 を受 け る こ とが で き る。

オ ンライ ン 文 献デ ー タ ベ ー ス

ABI/INFORM

管 理 者 お よ び 意 志 決 定 者 に と っ て 重 要 な ビ ジ ネ ス 情 報 に オ ン ラ イ ン で

ア ク セ ス す る こ と を 可 能 に し,ユ ー ザ ー が 全 て の マ ネ ー ジ メ ン ト分 野 で慣

行,政 策 お よび コンセ プ トに集 中 で き る よ うにす る。 効 果 的 事 業 活 動 におけ る

理論,試 験 され た 万法,思 想 お よび経 験 が要 約 され,オ ン ライ ン で入手 で き る。

(1971年 か ら今 日ま で。)

ACOMPLINE

欧 州 で作 ら れた この フ ァイ ル には,都 市 問 題 に関 係 した 技 師,.科 学者 また は

社 会 学者 に よ り必 要 とさ れ る全 て の ドキ ゴ メ ン テー シ、ヨンが 含 ま れて い る。 人

口,住 宅,社 会 計 画 お よびサ ー ビス,産 業 開発,交 通 工 学 ○ 運 輸,'経 済,地 方

行 政 な どの様 相 が網羅 され てい る。(1973年 か ら今 日 まで)

AGRIS

AGRISは,100以 上の 国 内AGRISセ ンタ ー に よ り入 力 が供 給 さ れ る
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非 集 中国 際 文 献 シス テ ムで あ る。 文 献入 力の種 類 には,新 聞 論 説,会 議 の議 事

録,専 攻 論 文,論 文,特 許,地 図,技 術 規 格,フ イ ル ム,コ ゾ ピ ュ ー タ

・メデ ィア な どが 含 まれ る。農 業 に関 係 した広 汎 な題 材 には,歴 史 とか 地理,

教 育,経 済1田 園 開 発,"田 園 社会 学,1マ ー ケ ッテ ィン グ,プ ラ ン ト生 産,土 壌

科 学,植 物保 護,林 業,畜 産,動 物 医薬,水 耕技 術,漁 労,建 物 とか機 械,天

然 資源,水 資 源,灌 概,食 品 科 学,食 品 加 工,家 政学,栄 養 学,汚 染,数 学

及 び統計 学,文 書 化 が あ る。AGRISはDIDEX実 験 の枠 内 で アクセ ス で

き,ア グセ スは 特別 の協 定 を条 件 とす る。(1975年 か ら現在 まで)

ALUMINIUM

世 界 アル ミ ニウ ム ・ア ブス トラク トに対応 して この フ ァイ ル は(採 鉱 を除 く)

鉱 石処 理 か ら最 終 使 用,例 えば 輸 送,建 築 な ど まで の世 界 の アル ミニウ ム技 術

文 献 を網羅 す る。 アル ミニ ウ ム産 業,鉱 石,ア ル ミナ,製 造,抽 出,融 解,鋳

造,金 属 加工,製 造,仕 上 げ,物 理 的 お よび機 械 的冶 金,性 質 お よび 試験,品

質 管 理 とか 試験,最 終 用 途 な どの章 が あ る。(19'68年 か ら現在 まで)'

AQUALINE・

英 国 水研 究 セ ンタ ー に よ り作 られた もの で,水,廃 水 お よび 水 環境 につ い て

の 世 界 の科 学 的,技 術 的 な刊 行 物 か ら の関連 文 献 の抜 粋 か ら成 る 。 約400の

雑 誌 と会議 議 事 録,本,政 府 刊 行 物 が チ ェ ック され る。 主 な題 目は 水資 源,水

質,水 お よび廃 棄 物 の モ ニ タ ー とか 分 析,水 処 理 お よび供 給,水 の 使用,下 水,

産 業 廃棄 水,汚 染 の効 果 で あ る。(1974年 か ら現 在 まで)

BIOSISl.

BIOSISデ ≒ タ ベ ー ス は,生 物 学 ア ブス トラク トお よびBA/RRMの

内 容 を含 み,伝 統 的領 域 の生 物 学,例 えば 動物 学,訓 練 領 域,研 究 医薬 並 び に

関 連 す る分 野 な どを網 羅 す る。参 照 は世 界 中 の書 籍,レ ポ ー ト,雑 誌 論 説,会

議 録 な どを 出所 と し,全 生 物 に関 した そ の識 別,生 命 プ ロセ ス,環 境 お よび 応

用 な ど。(1973年 か ら現 在 まで)
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BNF金 属'

英 国 非鉄 金 属技術セ ンター によって,欧 州 にお い て作 られ た この フ ァイルは,〉

冶金 業 者,技 師,技 術 者 お よび 材 料 工 学 者 が必要 とす る情報 を 提 供 す る。400

の定 期刊 行 物 が チェ ック され る。 選 択 さ れた英 国 の特 許,統 計 お よび 政府 刊 行

物,書 籍,技 術 お よび会 議 レポ ー ト,業 界文 献,仕 様 が含 まれ る。押 出 し,圧

延,溶 融 鋳造,金 属仕 上 げ,腐 食,抽 出,経 済 お よび マ ー ケ テ ィ ング,環 境,

工 程 制御,分 析 お よび 試験,冶 金学 な どの題 材 があ る。(196f年 か ら現在 ま

で)一 ・

CAB

連 合王 国 農 業 庁 に よ り発行 されf9雑 誌 約30誌 の全 記 録 を含 む。 建築,協 同

組 合,教 育,工 学,汚 染,免 疫 学,法 制,市 場 開 発,微 生 物 学,ペ ス ト制 御,

田 園計 画,エ ネ ル ギ ー資 源,分 類 学,水 管理 を含 む全農 業 科 学 に亘 る。 定期 刊

行 物8500誌,本,議 事 録,レ ポ ー トが チ ェ ソク され る。(1972/73年 か

ら現在 ま で)

CHEMABS

「化学 要 約 サ ー ビス」CAサ ーチ ・テープのIRSオ ンラ イ ン計 装 であ る。 要

約 が含 まれ な い こと を除 い て,印 刷 された 「化 学 要 約誌 」 と同様 の情 報 を含 む。

完 全 な プ ァイル はCAS登 録 ナ ンバ ーお よび分 子 式 を含 む 。 生 化 学,有 機 化 学,

高 分 子化 学,物 理学 お よび 分 析化 学,応 用 化 学,化 学 工 業 を含 む。(1969年

(第70冊)か ら現 在 まで)`

COMPENDEX

3500以 上 の ソー ス か らの技 術 文献 一業 界 誌,技 術 的 団 体 の刊 行 物,会 議 ま

た は シン ポ ジ ウ ムか らの論 文 及 び書 籍 の 内容 の 索 引 の機 械 語 に よ る翻 訳 。土 木

一 環境 一地 質 一生 物 工 学
,機 械 一 自動 車 一原 子 カ ー航空 宇 宙工 学,'電 気 一電 子

一制 御工 学 ,化 学 一農 業 一 食 品工学,産 業 技術 一管 理 一 数 学 一物 理 学 一計器,

を網 羅 す る。(1969年 か ら現 在 まで)
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会 議 議事 録 索 引

世界 中 の科 学技 術上 の 会 議 にお い て示 された 最 新 の国 際 的 な 研究 に よる発見

お よび 論文 を網 羅 す る。 検 索 可 能 なデ ー タの多 くは他 の刊 行 物 よ りも1年 以 上

早 い 。 各 々 の 参 照 は,論 文 の タ イ トル,藩 老 名,宛 名(も しあれ ば),会

議 の タイ トル,月 日,場 所,ス ポ ンサ ー お よび発 行 され るか または 発行 予 定 の

会 議刊 行 物 に関 す るデ ー タ を含 む。 プ レプ リン ト,リ プ リン ト,要 約 書,入 手

日,コ ス トお よび オー ダ ー 情報 が含 まれ る(1973年 か ら現 在 まで) 、

EDF-DOC

フラ ンス 電 気 庁 に よ り作 られ たEDF-DOCは,内 部 報 告 お よび 会 議議 事

録 を 含む 種 々の ソ ース か ら の記 録 を含 む 訓 練 フ ァイ ル であ る。

主 な 題材 は,エ ネル ギ ー資 源,電 力 発生,送 配 電 ・電 気 の民 生 お よび産業 上

の応 用,環 境 お よび汚 染,原 子 カ プラ ン ト・ 電 気機 械 ・ コン ピュー タ ●シス テ

ムお よび応用,応 用 数 学 で あ る。(1972年 か ら現 在 ま で)

ENERGYLINE

エネ ル ギ ー全 般 に関 す る雑 誌 論 説,書 籍,会 議,展 望 お よび レポ ー トを含 む 。

題 材 領 域 に は,エ ネ ル ギ ー経 済 学,資 源 お よび埋 蔵 資 源 ・ 太 陽 エ ネル ギー・ 電

力 発生,変 換,送 電 お よび 蓄積,原 子 力 お よび熱 的原 子 力 発電,燃 料 処理,輸

送 と格 納,消 費 と保 存,非 常用 ソー ス,政 策 と計画 上 の問 題 点 が含 まれ る。

(1971年 か ら現在 まで)

ENVIROLINE.

定 期刊 行 物,書 籍,レ ポー ト,会 議 録,特 許,講 演 を 含 む 世界 の最 も著 名 な

環境 問 題 の刊 行 物2000の 参照 を含 む。 題 材 領 域 には,空 気,鉱 物,野 生動 物

資 源,運 輸,環 境設 計 と政 策,汚 染,食 品 お よび 健 康 が含 まれ る。(1971年

か ら現在 まで)

フ ラ ンス の事 情

フ ラ ンス の 新 聞,日 刊 紙 で はル モ ン ド,ル マ タ ン ドパ リ・ ブイ ガ ロ・ コマ ニ

テ,週 刊 紙 で はル ヌー ベ ル ・ナ ブ ・ゼル バ トウール とル ポ ア ン,月 刊紙 では ル
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モ ン ド ・デ イ ブ ロマ チク に掲 載 され た論 説 へ の参 照 を含 む 。選 択 され た論文 は

政 治,経 済,社 会,文 化,宗 教 に属 す る(1978年 か ら現 在 ま で)

FSTA

「食 品科 学 お よび技術 要 約 」 。 微生 物 学,衛 生 学,包 装,添 加 物,毒 物,経

済,規 格,法 制,処 理,農 業,生 化学 お よび漁 労 を含 む 食 品科 学 の全 分 野 を網

羅 す る。70以 上 の 国 か らの雑 誌 約1350誌,20カ 国か らの特 許,書 籍,報

告 お よび規 格 が チ ェック され る。(1969年 か ら現在 まで)

INIS

INISは 現 在 の と ころ62のINISナ シ ョナル ・セ ンターお よび13の 国

際 団 体 が参 加 し てい る非 集 中国 際文 献 シ ス テ ム であ る。 文献入力 の種類は,通 常

文 献,例 えば,雑 誌 論説,書 籍,会 議録 と非 通 常 文献,例 えば特 許,論 文 な ど

普 通 の商業 ル ー トか ら入手 で きない もの を包 含 す る。 原 子 力 平 和利 用 に関 す る

広 い 題 材 領 域 には,物 理,化 学,材 料 お よび 地 球科 学,生 命科 学,同 位 体,同

位 体 お よび放 射応 用,工 学 お よび技 術,経 済学,原 子 力法,原 子 力 ドキ ュ メ ン

テ ー シ ョン,安 全 対 策 お よび検 査,数 学 的 方法 お よび コンピュータ'コ ー ドがあ

る。INISはDIDEX実 験 の枠 内 にお い て ア クセス で き.ア ク セス には特

別 の協 約 が条 件 とされ る。(1975年 か ら現在 まで)

INSPEC

INSPECデ ー タ ベ ース は,物 理 学,電 気 工 学,電 子 工 学,コ ン ピュー タ

の科 学 お よび 制 御工 学 に おけ る世 界 の刊 行 され た文 献 か らの参 照 を含 む。 雑 誌

約2000誌,書 籍,会 議 録,レ ポ ー トお よび特 許 が 定期 的 にチ ェ ック され て い

る。(1971年 か ら現 在 ま で)

INSPEC情 報

訓 練,教 育 お よび展示 を 目的 と した低 アク セ ス料 金 で利 用 で きるINSPE

Cデ ー タベ ー ス のサ ブセ ッ ト。 情報科 学 及 び ドキ ュメ ンテ ー シ ョン に関 す る参

照 を主 に含 む 。
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INSPEC訓 練

ユ ー ザ ー訓 練 のた め の低 アク セ ス料 金 で利 用 で き るINSPECデ ー タベ ー

ス の サ ブセ ッ ト。

IRRD

OECD道 路 研 究 プ ログ ラ ムの枠 内 で作 られた 国 際 道 路 研 究 ドキ ュメ ン テ

]シ ョン ・フ ァイル:道 路 研 究共 同体 に とっ て興 味 の あ る,現 在 実 行 中 の研 究

プ ロジ ェク トお よび コン ピュー タ ・プ ログ ラ ムを公 示 し.世 界 中 の公 刊 され た

文 献 を集 め る。 題 材 領 域 には,経 済 学 お よび マ ネ ー ジ メ ン ト,道 路 お よび関連

構 造 の設 計,材 料,土 壌 お よび 岩 石 の 力学.排 水路,舗 装,橋 お よび トンネ ル

の構 造,保 守,交 流 お よび 運 輸,自 動 車.事 故 の研 究 が含 まれ る。(1972年

か ら現 在 ま で)

ISMEC

広 い 範 囲 の機 械工 学 誌 お よび参 照 文 献 か ら選 択 さ れた 情報 を 提供 す る。 主 な

題 材 領域 は,コ ン トロー ル お よび生 産,測 定 と制 御.機 械 学,材 料 装 置,生 産

万 法,道 具 と機 器,エ ネ ル ギ ー と電 力、 輸 送 と荷 役,機 械 工 学 と天 然 資 源,科

学 と産 業 にお け る機械 工 学,機 械 工 学 の他 の応 用 に 及 ん で い る 。(1973年

か ら現 在 まで)

METADEX

応 用 と理論 冶 金学,並 び に物 理 学 と化 学 の関連 部 門 に おけ る雑 誌,会 議 お よ

び シ ン ポ ジ ウ ム を 広 く カ バ ー す る 。 金 属 お よ び 合 金 の 性 質,こ れ ら の 性

質 に影 響 を与 え る プ ロセ ス を取扱 う。 性 質 に影 響 し ない工学 上 の様 相 は除 外 さ

れ てい る。(1969年 か ら現在 まで)

NASA

「科 学 及 び技 術 上 の航 空 宇 宙 レポ ー ト」(STAR)の 未刊 行 の(レ ポー ト

の)文 献,な らび に 「国際 航 空 宇 宙要 約」(IAA)の 公 開 され た 文 献(雑 誌,

書 籍,会 議)に 対 応 す る。 航 空 工 学.宇 宙 飛行,化 学 お よび材 料,工 学,地 球

科 学,生 命 科 学,数 学 お よび コ ン ピュー タ科 学,物 理 学,社 会 科 学,宇 宙科
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学 。 ア クセ ス は特 別 の協 定 に したが う。(1962年 か ら現 在 まで)

NTIS

この フ ァイル は.政 府報 告 の公 表 に基 づ い て 米 国 政 府 に よ り公 衆 に リ リー

ズ された 情報 を 公表 す る。 この公表 は広 い 題材 領域 にそ って行 わ れ る。 報告 文

献 専用 ファイル 。(1964年 か ら現 在 まで)

OCEANIC

雑 誌,会 議 録,業 界 出版 物,書 籍 お よび研究 進 展 報 告 を 含 む 約2500の タ イ

トル をチ ェ ック す る。 海 洋 生 物 学 お よび 生 物 海洋 学,物 理 的 か つ 化学 的 海洋 学,

気 象学,地 質 学,地 球 物 理 学 お よび地 球化 学,海 洋 汚染,海 洋 資源,船 舶 お よ

び 海運 業,遠 隔 検 出 お よび他 の様 相,例 えば 工学 お よび材 料,政 府 お よび法 律,

機 器 お よび 万法 。(1964年 か ら現在 まで)

ODE

TEL42・'パ ッケ ー ジ を用 い た個 人 ファイル の開 設 に留意 して,オ ン ライ ン

・デ ー タ入 力の た め に取 っ て お か れ る フ ァイ ル。:・ ÷ .

PARKINGFILE・;

ログ オ ン後 にユ ーザ ー が連 結 され得 る不履 行 フ ァイル 。'・ ・

PASCAL"tt・,,

'フ ラ
ンスの要約雑誌記述刊行物 に対 応 し,続 き もの,論 文,報 告,特 許 お よび

会 議 録 を含 む。 地 球科 学,物 理学,コ ン ピュ」タ科 学,電 気 工 学,電 子 工 学,

物 理 化 学,燃 料.エ ネル ギ ー,冶 金 学,機 械 お よび土 木工 学,運 輸,汚 染,生

物 医学 の 各分 野 を カバ ー す る。(1973年 か ら現在 ま で)t・,IJ

PASCAL訓 練t・tt,:

ユ ーザ ー一の 訓練 のた あ の低 アクセ ス料 金 で利 用 で きるPASCALデ ー タベ

ー ス のサ ブセ ッ ト。

PNI

薬 品 ニ ュー ス 索 引。 薬 学,化 粧 品 お よび 医学 の主 要 刊 行 物 に掲 載 され た論 説

へ の参 照 を含 む 。PNIは 製 品 情 報,例 えば 新製 品 の公示.新 薬 の認 可,実 施
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契 約,会 社 情 報,例 え ば 販 売 お よび収 入,株 式 市 場 の状 況,政 府 情報.例 えば

規 制,判 例 な どを カバ ー す る。(1974年 か ら現 在 まで)

POLLUTION

雑 誌,会 議 録,論 文,政 府報 告,書 籍 お よび研 究 進 展 報告 を 含 む1次 ソー ス

約2500が チ ェソクされる。特別の網羅領域は,大 気 汚 染,海 洋 汚 染,上 水汚染下水 お

よび 廃 水 処理,団 体 廃 棄物,土 壌 汚 染,殺 虫剤 お よび 化学 汚 染 物 質,騒 音汚 染,

放 射,環 境作 用 で あ る。(1970年 か ら現在 まで)

RAPRA

ゴムお よび プ ラス チ ック工 業 に関心 を もつ 人 々の需 要 に応 え る学 術 的・ 技 術

的経 済 的 な情 報 を含 む 。 チ ェ ック され る ドキ ュメ ン トには,定 期 刊 行 物.会 議

録,ブ レプ リン ト,書 籍,業 界文 献 お よび技 術 研 究 報 告 が あ る'・題 材 領 域 には・

合 成 お よび重 合,天 然 ゴ ム栽 培,原 材 料 お よび単 量 体 ・ 配 合組 成 物・ 処 理 技 術 ・

機 械 お よび試 験 機 器,経 済 お よび 商 業 情報,ポ リマ ー応 用,性 質 お よび 試験,

毒 物,環 境 お よび産 業 公 害,特 許 が含 まれ る。(1974年 か ら現 在 まで)

WTI

世 界翻 訳 索 引。 国 際翻 訳 セ ンタ`一,EC委 員会 お よび 科学 研 究 セ ンタ ー-vaよ

り集 め られ た翻 訳 公示 を集 め る。 東 欧 お よび ア ジ アの言 語 か ら西 欧 言 語 へ の全

て の科 学 技 術 部 門 の文 献 の翻 訳 を公 表 す る。 西 欧 語 か ら フ ラ ンス語 への 翻訳 も

公表 さ れ る(1978年 か ら現 在 まで)

オ ンラ イ ン事 実 デ ータバ ン ク

ELECOMPS

電 子 部 品 用 デ ー タ バ ン ク で あ っ て,部 品 に 関 す る 記 録 を 含 み サ ー

チ 可能 な数 値 お よび機 能 特 性 を備 えて い る。 現在 の カ テ ゴ リー には,抵 抗,ス

イ ッチ,継 電 器,コ ンデ ン サ ー.コ ネ ク ター,ダ イ ナー ド.ト ラ ン ジス タ,S

CR,オ プ トエ レク トロ ニク ス,マ イ ク ロプ ロセ ッサ な どを 含 む デ ジ タ ル お

よび リニ アIC.メ モ リお よび 界 面装 置 が含 まれ る。

、
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ELSPECS

欧 州 に お け る 明 細 書 デ ー タ バ ン ク で あ る 。国 内 官 庁 に よ り発 行 され

た電 子 関 係 明細 書 を 含 む。 現 在 では 英 国規 格協 会 のBS9000シ リーズ が入 手

可 能 で あ る。ESASCCお よびCECC明 細 書 が追 加 され る。

LEDA

宇 宙 に あ るLANDSAT1お よび2の 各 衛 星 によっ て遠 隔 か ら感 知 され,

イ タ リアの フ シ ノに あ る地 上局 で取 得 され た光 景 お よび影 像 の識 別 に必要 な基

本 情報 を 含 む。

SPACECOMPS

この デ ー タバ ンクは 宇 宙船舶 用 部 品 にっ い ての 情報 を提 供 し,プ ロジ ェク ト

・パ ー ツ ・ リス ト,資 格 を持 っ て い るか ま た は 好 ま し い パ ー ツ リス ト,メ ー

カ ー,CECC認 可 パ ー ツ,構 造 分 析 報告,品 質検 査,メ ー カ ー試 験 報告,放

射 線 感 度 報告 の よ うな 種 々 の 情 報 ソ ース が 得 られ る。
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6.lNRlA

調 査 先:

所'在 地:

調査期 日:

面 接 者:

InstitutNationaldeReehercheenInformatique

etenAutomatique

DomainedeVolueeau-Rocquencourt,B・P・105

-78150LeChesnay

Te1:9549020

Telex:697033F

昭 和56年9月22日(火)

M.MRobin,国 際 担 当 責 任 者

M.GGardarin,SIRIUS担 当 責 任 者

概 況

INRIA(InstitutNationaldeRechercheenInformatique

etenAutomatiquel)は,か っ てIRIA(lnstitutdeRecherche

enInformatiqueetenAutomatique)と 称 して い た もの を 発展 的 に

機 構 改 正 を行 っ た もの で,IRIAが 行 っ て い た活 動 は ほ と ん どそ の ま ま 継

続 さ れ てい る。 む しろINRIAと す る こ とに よ っ て国 家 的 な重 要性 を加 味 さ

せ る と共 に,パ リに集 中 す る 科 学,文 化 を で き る だ け 地 方 に 分 散 させ よ う

とす る政 策 が 見 られ る。 正 式 には,1979年12月27日 に産 業 大 臣 の も と で

公 的 機 関 と して認 可 され た も の であ る。 そ の目的 とす る と ころ は,情 報科 学 と

オ ー トメ ー シ ョンの 分野 に おい て,公 共 機 関 だ け で な く産 業 界 と も密 接 な 連

絡 を取 りつ つ これ ら の協 力 の基 に,先 進 的 シス テ ムの開 発 と実験 を行 う こと と

して い る。

こ うした 目的 を遂行 す るた め に.INRIAは 以 下 の4項 目 に対 す る任務

を負 っ て い る。
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1.基 礎 と応 用 に関 す る研 究

2.公 共機 関,産 業 界 との協 力の基 で の シス テ ム開 発 と実験 の実 施

3.科 学 分 野 に お け る国 際交 流

4.国 内全 般 に わ た る教 育 訓 練 の 実 施,情 報 の 提 供,ノ ウ ハ ウ の伝 達 と成

果 の普及

現 在 のINRIAに お け る要 員 数 は380人 で あ る が,そ の うち の190人

は研 究 者 お よび 技術 者 で あ る。 ま た 研 究 予 算 は,政 府 補 助 金 が1.2億 フ ラ

ンで,そ の うち0.5億 フ ラ ンが人 件費,残 り0.7億 フ ラ ンが 運 営費 とな っ てい

る。 そ の 他 わ ず か(5～6百 万 フラ ン)で は あ るが,産 業 界 への委 託 費 が あ

る。 図1にINRI.Aの 構 成 図 を示 した。

情報技法

自動 化 と

そ れ に関 する

プロジェク

情 報 に関 す る

プロジェク ト

図11NRIAの 構 成 図
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前 に も述 べ た よ うに,1980年 初 頭 の 行政 当局 に よ る 「研 究 活 動 の 地 方 へ

の分 散 」 とい う政 策 に基 づ い て,INRIAも,か って のIRIAの 時 代 と異

な っ て 以 下 の3地 区 に分 散 させ る こと とな った。'

1)ロ ッケ ン コー ト市:現 在 の所 在 地

2)ソ フィア ・ア ンチ ポ リ市

(大 規 模 コン ピュー タ ・セ ン タ ー と研 究 所 の設 立 を計 画)

3)レ ン ヌ市:情 報科 学 研究 所(IRISA)内 部 にINRIAの 研 究 部 門 を

設置

INRIAの 研究 活動 は,プ ロジェ ク トを 中心 に行 われ るが,こ れ らの大 部

分 は 今後 設 立 され る ソ フィ ア研 究 所 の機 能 に応 じて計 画 さ れて い る。 特 に テ レ

マ テ ィック スは,分 散地区 のコ ミュニケ ー シ ョンか らみ て も極 め て 重 要 な ファク

タ で あ る。

各 プ ロジェ ク トは,INRIAの 役 員 会 と政 府 の勧 告 を 基 に プ ロ ジ ェ ク ト

委 員 会 を設 置 す る こと に よ って.検 討 され,監 理 され る。 これ らの プ ロジェ ク

トは,以 下 に示 す7っ の テ ニ マ に分 類 され るが,テ ー マ はINRIAの 目的

とす る 「壁 の ない研 究 室 」 との考 え か ら,全 て発展,開 放 的 で あ り,1つ の プ

ロジェ ク トが 時 に は2つ の テ ー マ に また が る こ と も あ る 。 し か し テ ー マ の

定 義 は,概 念 を 明 らか にす るだ け でな く研 究 所 の 計 画 作 成 に とっ て も重 要 な

もの で あ る。

ア ーマ

1.論 理 解 析(モ デ リ ン グ 手 法)

2.シ ス テ ム の 自 動 化

3.デ ー タ 処 理,映 像 処 理,ロ ボ ッ ト

4.ア ル ゴ リズ ム お よ び プ ロ グ ラ ミ ン グ

5.言 語 お よ び 仕 様(ADA)

6.情 報 シ ス テ ム(分 散 処 理)

7.マ ン ・ マ シ ン ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
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これ らの テー マを構 成 す る プ ロジェ ク トは,INRIAの プ ロジ ェ ク ト委 員

会 と関 係 官庁 等 との相 談 に よ つ 選 択 さ れ 検 討 さ れ る が,い ず れ に し ろ以 下

の3つ の基 本 方 針 に基 づ い てい る。

*プ ロジェ ク トは 独創 的 な 考 え に基 づ い てい る こと

*国 の産業 政策 に添 っ て い る こ と

*国 際的 観 点 に立 つ もの で あ る こ と

現 在,INRIAが 行 っ て い る活 動 の うち,研 修 と か 訓 練 を 含 め た 民 間 お

よび 公 共 機 関 へのサ ー ビス は非 常 に重 要 な役割 を持 っ てい る。 特 に 情報 活動 に

つ い ては,研 究 者 への科 学 情報 の提 供,蔵 書 の一 般 への 開放,外 部 使用 者 へ の

文 献 の紹 介 な どに 力を 入 れ て い る。 また,プ ロジ ェク トは,最 近 の ト ピック ス

で あ る マ イ ク ロ プ ロセ ッサ,VLSI,テ レイ ン フ ォマ テ ィ ック,ビ デ オ テ

ック ス,大 規 模 デ ー タベ ース な どを 中心 に選 ば れ てい る。

現 在 行 わ れて い る主 なパ イ ロッ ト・プ ロジェク トは,以 下 の とお りで あ る が

こ の うちCYCLADESは す で に完 了 し て お り,TRANSPACと し

て そ の成 果 が フラ ンスPTTの 下 で実 施 に移 され て い る。

CYCLADES

SIRIUS

SURF

KAYAK

SOL

NADIR

RHIN

●

●

●

●

■

●

●

●

■

●

●

●

●

●

ネ ッ ト ワ ー ク(パ ケ ッ ト交 換)

デ ー タ ベ ー ス(分 散 型)

セ キ ュ リ テ イ

ナ フ ィ ス ● オ ー ト メ ー シ'ヨ.ン

論 理 ベ ー ス/ソ フ ト ウ ェ ア(PASCAL)

衛 星 通 信

ロ ー カ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク/プ ロ ト コ ル

今 回 は,私 共 の 調 査 テ ー マ が デ ー タ ベ ー ス と い う こ と も あ っ て,こ の う ちS

IRIUSを 中 心 にINRIAの プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 詳 細 説 明 を 受 けTe。
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詳 論(デ ー タベ ース ・プ ロ ジ ェク ト:SlRlUS)

この プ ロジ ェク ト(SIRIUS)は,1976年 か ら始 め ら れ5カ 年 計 画

と して1981年 まで に約3千 万 フ ランが投 じ ら れ た。 研 究 にたず さわ った の

は 約80人 で あ る が,こ の た め に 各 大 学 の 研 究 所,メ ー カ ー(Intentechn

ique,CII-HB),ソ フ トウ エ ア ・ハ ウス,国 鉄,ル ノー一,官 庁 な どに よっ て

様 々 な協 力 を 得 た。 つ ま りSIRIUSプ ロ ジ ェ ク トは ・ 先 進 的研 究 分 野 に

お け る共 同 研 究 に よる刺激 を もた ら し,効 果 的 シス テ ムの経 験 を得 る と共 に全

国 的規 模 で実 施 に移 す こ とが で き る とい っ た観 点 か ら選 ば れた わ け であ る。 な

お,こ の プ ロジ ェク トの 目的 とす る ところ は

*分 散 形 デ ー タベ ース ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シス テ ムの コンセ プ ト,方 法 論,技

術 の定 義,作 成 お よび 実験

*共 同研 究 に よ る刺激 と調 整

*関 係 者 間 の交 流 の促 進

*ノ ウ ハ ウ の トラ ン ス フ ァ

*国 際 的共 同 活 動 お よび 標 準 化 の 推進

とな っ て い る。

研 究 対 象 は,デ ー タ ベ ー ス の モ デ ル,言 語,ア ー キ テ ク チ ャ・ プ ロ トコル・

一 貫 性 .プ ラ イバ シ ィ,統 合 性.信 頼 性,デ ー タ管 理.プ ロセ ス管 理,リ ソー

ス割 付 な どで あ っ て,す で に幾 つ か の テ ー マ につ い ては 研 究 お よ び 実 験 が 完

了 して い る。

(1)FRERES

こ の シ ス テ ムは,1973年 か ら78年 にか け てINRIAが 実 施 しTc

ネ ッ トワー クCYCLADESを ベ ー ス と し て行 わ れた もの で・現 在 稼

動 中 で あ る。CYCLADES内 に分散 す る異 質 フ ァ イ ル を 外 部 言 語,

内 部 言語(中 間 言 語,デ ータ ・アクセ ス),機 種 間 の相 互 接続 な どの観 点 か

ら接 続 す るシ ス テ ム で あ る。
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(2)POLYPHEME

この シス テ ムは,一 般 の コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク 内 の異 質 なDBM

S間 で の共 同作 業 を可能 にす る もので グル ノ ーブル 大 学 とCII-HBが

担 当 し,1977年 か ら78年 末 にか け て実 施 され た もの であ る。

今 回 は,特 にSIRIUSの 最 後 の 大 規 模 研 究 と し て 行 わ れ たSABREに

つ い て の 説 明 を 受 け た の で,こ こ に そ の 概 要 を 示 す 。

(3)SABRE

SABRE(旦ystemesd,△ccさsらde81iasesdedonn6es

Relationnelles)は,リ レ ー シ ョ ナ ル ・ モ デ ル が 使 用 で き,既 存 の

リ レ ー シ ョ ナ ル ・ シ ス テ ム に 比 較 し て 応 答 時 間 を10倍 以 上 短 縮 で き る マ

ル チ プ ロ セ ッ サ ・デ ー タ ベ ー ス ・マ シ ン の こ と で あ る 。

ま た こ の プ ロ ジ ェ ク ト で は,当 然,既 存 の 非 リ レ ー シ ョ ナ ル ● シ ス テ

ム(IMS,CODASYL,SOCRATE等)と,少 な く と も 同 程 度

の パ ー フ オ マ ン ス を 保 ち な が ら 互 換 性 を 持 つ こ と が 要 求 さ れ て い る 。

SABREで は.多 数 の 専 用 プ ロ セ ッ サ か ら の 要 求 を 処 理 す る た め の パ ・

ラ レル 機 能 の 向 上,バ ブ ル ・ メ モ リやVLSIを 用 し た ハ ー ドの 最 適 性,

リ レ ー シ ョ ナ ル ・デ ー タ ベ ー ス ・ テ キ ス トの 格 納,新 し く考 案 さ れ た フ ィ

ル タ ー 機 能 な ど が 基 本 方 針 と し て 検 討 さ れ アこ。 以 下 にSABREの 持 つ 幾

つ か の 特 徴 に つ い て 述 べ る 。

.1)パ ラ レル 処 理.tt..

SABREは.マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ か ら な る デ 「 タte・一 ス ・マ シ ン で あ

る こ とは 前 に も 述 べ た が,こ れ ら の 諸 機 能 は 各 種 プ ロ セ ッ サ 間 に 分 散

さ れ る 。 各 プ ・ セ ッ サ は 専 用 メ モ リ を 持 ち 、,負 荷 の 共 有,相 互 の バ ッ ク

ア ッ プ な ど も 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て.ン リ ク チ ス トに 応 じ た パ ラ レ

ル 処 理 機 能 はSABREの 重 要 な 機 能 とな って い る。 、
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2)入 出 力 機 構 の 改 善 ・

一 般 的 な デ ー タ ベ ー ス ・ マ ネ ー ヅ メ ン ・ト ・ シ ス テ ム の 最 大 の 問 題 は 入 出

力L時 間 で あ る。SABREで は.こ う し た オ ー・7〈一 ヘ ッ ド を 減 少 さ せ る た

め 次 の 機 能 を 付 加 し て い る 。'一 一1'.1-・

*デ ー タ 処 理 の 中 間 結 果 お よ び,最 終 結 果 を 保 持 で き る キ ャ ッ シ ュ メ モ リ

(百 万 バ イ ト程 度)の 採 用,'ヒ 、れ は デ ィ・ズ ク に 拡 張 す る こ と も で き る 。

*転 送 中 の デ ー タ 処 理 の た め の フ ィ ル タ の 使 用,フ ィ ル タ は,図2に

示 し た よ う な 形 で デ ィ ス ク と主 メ モ リ の 間 に 介 在 す る ハ ー ド で あ っ て,デ

ィ ス ク が1回 転 す れ ば フ ィ ル タ さ れ た デ ー タ が バ ッ フ ァ に 存 在 し,そ

の 後 メ イ ン メ モ リ に 転 送 さ れ る こ と に な る 。 フ ィ ル タ 機 能 に よ っ て フ

ーロ ン ト ・エ ン ド処 理 が 行 え る と 共 に,信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な

っ たo

-

/

o

チ

ャ
ネ

ル

図2SABREに おけ る フィル タ処 理

さ らに フ ィル タ の利 用 に よっ て.入 出力 時 の オー バー ヘ ッ ドが大 幅 に減

少 させ る ことが 可 能 とな った 。

3)検 索加 速

大型 フ ァイル の ス キ ャン に必要 と され る入 出 力数 を で き るだ け抑 え る7こ

め に,検 索 加 速 機 が 開 発 さ れ てい る。 この加 速 機 は・ トラ ック へ の アク セ

ス ・パ ス を コン トロー ル す る が,こ れ らの うち主 な タ イ プは

*多 属 性 クラ ス タ リン グを 可 能 とす る多次 元検 索 ツ リー
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*ク ラ ソシ ックなハ ッシ ュ機 能 と索 引 テー ブル

*前 もって評価 された情報 を記 憶 す る異 なら た関係 式 間 の リン ク ・テー ブ

ノレ.一 ∨

アク セ ス ・パス記 憶用 デ ー タ(テ 一 方 レ,ソ 与)は,デ ータ ベ ース か

ら分 離 され,ア クセス ・パス ・フ ァイ ル に記 憶 され る。 この結 果,フ ィル

タ リング が単 純化 され る ご とに な るご'

4)デ ータベ ー スの完 全 性

デ ー タベ ー スの完 全 性 を遂行 す るた め に・SAB
.REで は 各種 の対 策 が

講 じ られ てい るが,ま ず 第1は 不 正 確 な 更 新 で あ る 。 こ の た め,あ らか

じめ定 めた事 項 を確 認 す る必要 が あ る。 また.SABREの 持 つ パ ラ レル

処 理 機 能 は,一 万 では 処理 の 不一 致 に よる予盾 を もた らす こ とがあ る。 し

た が っ て,ト ラ ンザ ク シ ョンの同 時遂 行 には配 慮 が必 要 とな る。 ハ ー ドウ

ェアは,少 な くと も2台 が同 じ機 能 を遂 行 す る ことが で きる た め,お 互 い

が バ ック ア ッ プを行 うこ と に よっ て 故 障 時 に 対 応 す る こ と が で きる。

5)デ ータ の安 全性

SABREで は,不 正 に よ る アク セス か らデー タ を保 護 す る機 能 を持 っ

てい る。 タ ス クの定 義 を行 う機 能 と オ ペ レー シ ョン'コ ン ト ロ ー ラ が

こ の役 目 を果 してい る。

SABREの アー キ テク チ ャ

SABREの 機 能 アー キ テク チ ャは,各 層 と層 間 イ ンタ ー フェイ ス か ら図3

の よ うな形 で構 成 され る。 層 は5っ か ら な り,各 々が 以 下 に 示 す よ うな 機

能 を 果 して い る。
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分 散 ア 一 夕 ベ ー ス

ロ ー カ ル'ア 一 夕 ベ ー ス

図3機 能 アー キ テク チ ャ

1)分 散 型 デ ー タ ベ ー ス

こ の 層 は ナ プ シ ョ ン で あ っ てSABREの 統 合 を 行 う。

2〕Lロ]カ ル ・ ビ'ユ ー

こ の 層 も ナ プ シ ョ ン で あ る が,外 部 ス キ ー マ や セ キ ュ リ テ ィ ・ コ ン ト ロ

ー ル の 定 義 と 処 理 を 行 う。 外 部 の リ ク エ ス ト を デ ィ ス ク で 実 施 す る た め1

つ も し く は 数 個 の 内 部 リ ク エ ス トに 翻 訳 を 行 う 。 こ の 場 合 の 外 部 リ ク エ ス

トは,外 部 ス キ ー マ で 定 義 さ れ た 仮 想 リ レ ー シ ョ ン を 取 り扱 う もの で あ る 。

3)ロ ー カ ル ・デ ー タ ベ ー ス

こ の 層 は 基 本 的 な も の で あ っ て,デ ー タ ベ ー ス と ・ 一 カ ル ・ス キ ー マ を

コ ン ト ロ ー ル し 必 要 な ソ ー ル を 提 供 す る 。

4)関 係 式

ア ク セ ス 経 路 を コ ン ト ロ ー ル し た り,ク ラ ス タ リ ン グ が 実 施 さ れ る 層 で あ

る。 ま た,多 次 元 検 策 の ツ リー が 作 成 さ れ 利 用 さ れ る 所 で も あ る 。
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5)分 割

幾つ かの 層 で フ ィル タ リング をパ ラ レル に行 い.パ ラ レル 接続 や 分割用 の

基本 的 ツー ル を提 供 す る。 この層 では キ ャ ッ シ ュ'メ モ リの コン トロー ル

も行 う。

以 上 述 べ て き た よ う にSABREの 設 計 では.効 果 的 な デ ー タベ ース ・コ

ン トロール を行 うた め に 幾 つ か の マ イ ク ・ プ ロセ ッサ を用 い てい る。 また,

この プ ロジ ェ ク トは,パ ラ レル処 理,フ ィル タ リング.リ レー シ ョナル ・デ ー

タベ ース にお け る多 次元 ク ラスタ リング な どの新 しい概 念 につ い て研 究 を行 っ

て い る。 各 プ ロセ ッサ での ブ 回グ ラ ムは,PASCALを 用 い パ ラ レル 処 理

を行 うた め拡 張 型PASCALを 開 発 して い る こ とな ど もユ ニ ーク な測 面 を持

っ て い る。 エ ミュ レー シ ョン につい ては,1982年 初 め に は完 了 す る見 込 み と

の こ とであ っ た。 この プ ロジ ェク トは,今 後 のデ ー タベ ース ・マネ ー ジ メ ン ト

の新 しい 試 み が含 まれ て い る こ と もあ っ て 多 くの示 唆 を提 供 して い る。
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7.MIDIST

調 査 先:

所 在 地:

調 査期 日:

面 接 者:

MissionInterministerielledellInformation

ScientifiqueetTechnique

280,bdSaint-Germain,75007Paris

Tel:550-34-40

昭 和56年9月22日(火)

Mdm.Morin,MIDIST事 務 局 責 任 者

Mr.Shangpau1,ソ フ ト ウ ェ ア 担 当 責 任 者

概 況

MIDIST(MissionInterministeriellede1`lnformation

ScientifiqueetTechnique)は,1973年 に設 立 され たBNIST

(BureauNationalde1!InformationScientifiqueetTechnique)

が 発 展 的 に 改 称 さ れ,新 た に1979年9月 にフ ラ ン ス 首 相 直 轄 の 機 関 と し

て設 立 され た もの で あ る。 も と も と フ ラ ン ス で は,自 国 の 情 報 産 業 の 育成 と・

首都 パ リに集 中 す る情 報 文化 の 地 方へ の平 均 的 分 散 を 目的 と して,政 府が 強 力

にその 推 進 を行 って きた が,こ の 一 環 と して情 報政 策 の 立 案,調 整,推 進機 関

の設 立 が望 まれて いた。 しか し,多 くの 国 で 見 られ る よ う に,政 府 機 関 で は

横 割機 能の 欠 如が しば しば 指 摘 され て お り,フ ラ ンス で も この た め の 解決 策 を

講 じる こ とが 急務 に な って い た 。 こ うした情 勢 か ら フ ラ ン ス で は,産 業 研 究

省,大 蔵省,外 務 省,文 部 省大 学 庁,国 防 省の5省 庁 の 協 力の下 に,省 閥 か ら

超越 し て機 能 す る 機 関 と し てBNISTが 設立 され た わ け であ る。BNISTは,

各省 庁 の 協 力は 得 る もの の産 業 省 の 外 部機 関 と して設 立 され たが た め,ど うし

て も省 閥 的 色彩 が ぬ ぐい 切 れ な か った。 したが って,首 相 の 指 示 に基 づ き首 相

直轄の機関 とす ると共 に,さ らに多 くの省つ ま り,農 林 省,厚 生 省,都 電 省,環 境
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庁 な ど に呼 び 掛 け る こ とに よ って,新 た にMIDISTと 名 称 を変 更 した わ け で

あ る。 しか し,MIDISTの 活 動 お よび 目的 は,BNISTで 行 わ れ て い た もの

と変 わ る もの で は な く,そ れ をベ ー ス と して 拡 大 され た もの と見 る こ とが で き

る。 そ の 目的 とす る と ころは,以 下 に要 約 す る こ とが で き る。

苦国 家的 な 次 元か ら,科 学 お よび技 術 情 報 にっ い て の方 向付 け を行 う。

x首 相 直 轄 の 組織 として,関 係 省庁 間の 協調 が 円滑 に行 え る よ う相 互調 整 を 図

る。

×科 学 お よび 技 術 情報 に関 す る新 しい研 究 課 題 の発 掘,開 発 お よ び 新 し い 情

報 化 社 会 建 設 のため の ニー ズ の把 握 と育成 を 行 う。

壬上 記に 基 く研 究,調 査 に ょ って得 た成 果 を 実 用化 に移 す た め,各 種 研 究 機 関,

団体 等 に 資金 援 助 を行 う。

MIDISTの 年 間予 算 は,1981年 には5千4百 万 フ ラ ン,1982年 に は

7千 万 フ ラ ンを予 定 して い る が,こ れ はBNIST時 代 の1977年 の 千3百

万 フ ラ ンか ら比 較 す ると急 激 に 増加 してい る。 現 在,事 務 局 員は,各 省 庁 か ら

1名 ず つ 派 遣 され た約15名 と,ミ ッシ ェル事 務 局長 お よ び そ の 他 の 事 務 局

員 か ら構成 され て い る。

ベ ンダ ー を刺 激 し需 要 者 を 啓 蒙 す る 目 的 を 持 った各 種 の プ ロジ ェク トが,

前 述 の 基 本 方 針 に 添 って 打 ち 出され てお り,す で に多 くの成 果 を上 げ て い る。

例 えば,INRIAで 開発 したCYCLADESネ ッ トワー クは,そ の 成 果 が 郵 政

省 に提 供 され,TRANSPACネ ッ トワー クのベ ー ス とな った が,今 度 は この ネ

ッ トワー ク を通 じて の オ ンラ イ ン ・デ ー タサ ー ビスの ニ ーズ が 高 ま った,こ れ

に応 じて,MIDISTで は,TelesystemS.A社 が 管理 す る科学 技術 情 報 デ

ータ ベ ー スQUESTELの サ ー ビス の 実施 を行 ってい る。QUESTELサ ー

ビス ・セ ンタ ー は,CII-HBの 大 型 コ ン ピュー タ,IRIS80を 設 置 して お

り,約1千 万 件 の文 献検 索 サ ー ビス を1979年 後 半か ら実 施 して い る。

また,デ ー タベ ー スお よび デ ー タバ ンク協会 が,MIDISTの 全 面 的 バ ック
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ア ップ に ょ って1979年 に 設 立 さ れ た 。 各 種 の デ ー タベ ース に つ い ては,

テ ー マ毎 に 研 究機 関,民 間企 業,団 体等 か らプ ロポ ーズ を 提 出 させ,審 査 委 員

会 で の検 討 を基 に開 発 の た め の 補 助 金 を 提 供 して い る。 補 助率 は,お お む ね

50%で あ るが 商 業 ベ ー ス で 利 益 が 出 た場 合 は,長 期 にわ た って返 済 す る仕

組 にな って い る。

また,中 小 企業 向け の技 術 情 報 シ ス テ ム の 開 発,各 種 定 期 刊行 物,文 献等

の発 行,ド キ ュ メ ンテ ー シ ョ ン関 係 の 専 門 家 の 養成,セ ミナ ー とか シ ンポ ジ ウ

ムの 開催,EURONET,UNESCO,ISO,OECDな どの 各種 国 際機 関 に対

す る協 力 な ど も行 って い る。

最 近 の フ ラ ンス に おけ る政 策は,首 都 パ リに集 中す る情 報 とか文 化 の地 方 分

散 に重 点 が置 か れ て い るが,MIDISTの 役 目は こ うし た 意 味 に お い て も重

要 で あ る。 しか し,フ ラ ンス に見 られ る政 策 決定 の 速 さ に比例 す る よ うな変 わ

り身 の速 さ,つ ま り政 策 の変 更 が こ う し た デ ー タ ベ ー ス 分 野 に いつ 起 こ らな

い と も限 らな い 不安 さは 残 る。 い ず れ に しろ,政 府 省 庁 が 一 丸 と な っ て 省 閥

に とらわ れ ず デ ー タベ ー ス育成 に取 り組 ん で い るのは,わ が国 として も見 習 う

べ き であ ろ う。

詳 論 く デ ー タベ ー ス育 成 策>

MIDISTが 行 って い るデ ー タベ ー ス の 開発 は,関 係 機 関の 協 力を 得 て 着 々

とそ の 成 果 が 得 られ つ つ あ るが,現 在 まで に行 われ た デ ータベ ー ス関 連 プ ロジ

ェク トの主 な ものは,以 下 に示 す とお りで あ る。

。QUESTEL(科 学 技 術 関 係 の 大 規 模文 献 検 索 サ ー ビス)

。DARC(化 学 情 報 デ ー タベ ー ス)

・CISI(特 許 関 係,OECD関 係,工 業 生 産 物 関 係,原 子 力関 係,海 外 市 場

関 係 の 情 報 を 持 ち,QUESTELよ りは小 規 模 の デ ー タベ ー ス)

。SPI(化 学 関係 連 合 体 の 子会 社 の形 で 運営,政 府 の補 助 な し,大 きさ は1

ギ ガ バ イ ト程 度 でQUESTELの 約10分 の1)

・ARIAN(建 築業 界の 生 産 情 報,建 築 規制 関係 の情 報,IBM370/158を
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使 用)

。INSERM(毒 物 学 に関 す る情 報,Univacの コ ン ピ ュー タ を使 用)

。MISTRAL(自 動 文 書 検 索関 係 の情 報,オ ンライ ン検 索)

。SIDEAL(石 油 関 係 の 情 報)

・TITUSE(繊 維 関係 の 情 報・ オ ン ライ ン検 索 と 自動 翻訳 サ ー ビスを 提供

10万 件以 上 の文 献)

。CANCERNET(癌 関 係 の情 報,オ ンラ イ ン検 索,Telesystem社 の コ ン

ピ ュー タ利 用,120万 件 以上 の参 考 文 献,Euronetと 接 続)

。Teledoc(通 信 関 係 の 情 報,52 ,000種 の文 献,Transpacを 利 用 して オ

ン ライ ン ・サ ー ビス)

。FRANCIS(人 文 科学 関 係 の 情 報,45万 種 の 参考 文 献)

。BOTTIN(25万 社 の企 業 デ ー タ情 報,36 ,000の 市 町 村情 報,有 名 人 の

紳 士 録 情 報 の 提 供)

この うち,代 表 的 なQUESTELとDARCに つ い て説 明 を受 け た ので,以 下

に そ の概 略 を述べ る こ とに す る。

QUESTEL:

QUESTELは,概 況 で も述 べ た よ うにTelesystemS.Aが 管理 して い

る デ ー タベ ー ス で,現 在10ギ ガバ イ トの 情報(約1千 万 件 の ドキ ュメ ン ト

に 相 当)を 保 有 して い る。 しか し 当初 は,ソ フ ト上 の 問 題 も あ っ て 実 用

化 には2年 を要 した。.現 在qll-HBのIRIS80が 使 用 され て い るが,間

もな くIBMも 利 用 す る 予 定 と な っ て い る 。 ソ フ トウ エ ア に 関 し て 各 種

の改 良が 加 え られ た が,特 に信 頼性 の 向上,入 力業 務 の 効 率化,デ ー タの 圧

縮 と解 除,DARCとMISTRAL間 の接 続,マ イ ク ロ フ ィル ム と か ビ デ オ

・デ ィス ク機 能 な どが そ の主 な もの で あ る。

な おQUESTELに は,フ ラ ンス政 府 がMIDISTを 通 じて全 面的 財 政

援助 を行 った。
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DARC

パ リ第`7大 学(工 学 部)は,有 機 化 学,化 学 構 造,物 理;電 子 工 学 等 を 専

門 と し て い る が,こ の 中 に 自 動 情 報 資 料 セ ン タ ー,CIDA(Centred'Infor-

matiqueetDocumentationAutomatiq'tie)で ば,;化 学 構 造 物tを 主 体

と し た デ ー タ ベ ー スDARC(D6scription,Acquisi'on,Re'tr'i'evti1,

Conseption)・PLURIDATAシ ス テ ム を 開 発 し た 。 な お:シ ス テ ム 開 発

に 要 し だ 費 用 は,全 てMIDISTの デ ー タ バ ン ク 開 発 補 助 金 が 当 て ら'れ た 。

こ の デ ー タ ベ ー ス に 含 ま れ る ア イ テ ム は:

(1)原 子 力 関 係'8,000件

(2)結 晶 関 係15,000件

(3)化 学 化 合 物 関 係25,000件

と な っ て い る 。

DARCシ ス テ ム で 特 に 注 目 を 引 く の は,化 学 構 造 物 の3次 元 表 示(濃 淡 に

よ り 遠 近 を 表 わ す)と そ の 構 造 を 回 転 さ せ る こ と に よ り,ど の 角 度 か ら で も

見 ら れ る よ う デ ザ イ ン さ れ て い る こ と で あ る 。 シ ス テ ム は ま た,TRANSPAC

ネ ッ ト ワ ー ク お よ びEURONETと 接 続 さ れ て い る 。

DARCシ ス テ ム の 開 発 は,パ リ第7大 学 の デ ュ ボ ア 教 授 の 下 で 数 人 の 研 究

者 に よ っ て1965年 に 開 始 さ れ た 。 こ の 研 究 開 発 の 中 に は 化 学 構 造 物 の ス ペ

ク トル 分 析,独 特 の コ ー ド化 手 法,デ ィ ス プ レ イ へ の ア ウ ト プ ッ ト ・シ ス テ

ム,シ ス テ ム 全 体 の 融 通 性,た と え ぽ 化 学 構 造 を デ ィ ス プ レ イ 上 に 自 由 に 画

き,そ れ に 似 た 化 学 構 造 式 の 検 索 等 を 含 む な ど大 規 模 な プ ロ ジ ェ ク ト とな っ た 。

シ ス テ ム 構 成 は,PDP11/35を 中 心 に88メ ガ バ イ ト の デ ィ ス ク ・パ ッ

ク,カ ー ト リ ッ ジ ・ テ ー プ,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ,ハ ー ド ・ コ ピ ー

用 機 器,図 形 処 理 用 の ポ テ ン シ ャ ル ・メ ー タ ー 等 か ら 成 っ て い る 。

そ の他,MIDISTを 通 じて 現在 進 行 中 の デー タ ベ ー ス 開発 状 況 は,以 下

に示 す とお りで あ る。

1980年 に行 わ れ た プ ロジ ェク トの うち,2種 類 の デー タバ ンク につ い ては,

実 験 プ ロ ジ ェク トの結 果 が 良好,か つ仕 様 に適 合 してい た の で,MIDISTお
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よ び 産 業 省(DIT)か ら の 財 政 援 助 を 受 け る こ と に な っ た 。

、・、ttコ ム ピ エ ー7ニ ュ 技 術 大 学 に ょ る 酵 素 技 術 に 関 す る バ ン ク(DITに よ り

財 政 援 助)。

・ リ ヨ ンll大 学 に ょ る リ ヨ ζ ニ シ.-vム
,ベ リ 一 一 グ ル/一 ブ ル 三 角 地 域 に 関

す る地 方 経済 バ ン ク。

ま`た,現 在 開発 中の もの は 次の とお りで あ る。 一,.

・ 塑 性 材料 研 究 セ ンタ ー(CEMP)に よ って行 わ れ る塑 性 材 料 の組 成 お よ

び 性 質 に 関す るバ ンク。 前 項 の もの と同 じ く,ζ の プpジxク トに もDIT

に よ る財政 援 助が 用 意 され る。

・ グル ノー ブル 原子 力研 究 セ ン ター(CENG)に よ る原 子 力 お よび放 射 能

デ ー タ バ ンク。 実 験 段 階は 成 功 の うち に 終 了 し,CEAま た は 軍 需 省 に ょ

り補 助 財政 援助 が 与 え られ る。

・ 大 学 医 療 セ ンタ ー(CI
,TI2)に よ る高 血 圧 バ ンク。

・ 中 央学 校 に よ る金 属 の 水 素 に よ る脆 弱化 に関す るバ ンク。 実験 作 業 は

終 了 し,当 該 産 業 界 の参 加 を条 件 と レてDITに よ る 補 助的 財jlkee助 が

企 画 され てい る。

・ 経済 社 会 開 発研 究 協会 に よ る技 術 情 報バ ンク。 この 実行 可 能 性 に っ い て

の 研 究 にはMIDISTと 環境 生 活 庁 とに ょる共 同財政 援 助が 与 え られ た。

・ ナ ンシ ー岩 石 学研 究 セ ンター の地 質 化 学 バ ンク。 情 報 の数 お よび提 案 さ

れ た処 理 の多様 さ とに ょ りこ の 種 の も の で は 欧 州 で 最 大 に な った 。

・ ソ ール ーズ 獣 医学 校 の動物 医 薬 に関 す る デー タバ ンク。

・ ア ンチ ー プ農業 経 済 研 究 所 に よ る土 壌 外 栽培 お よび地 盤 に関 す るデ ー タ

ノミンク。

・ オル レア ン農業 経 済研 究 所 に よる林 業 人 口に関 す るデ ー タバ ンク
。

・ 熱 帯 林業 技 術 セ ンタ ーに ょ る熱帯 植 林 に 関 す る デー タ バ ンク
。

また,い くつ か の プ ロジ ェク トは,種 々の 理 由か ら,所 定 の期 間 内 に完 成 で

きな か った が,こ れ らにつ い て は 財 政 援 助 は な い もの の プ ロジ ェク トの 延 長
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は 認 め られ てい る。

・ オル セ ー技 術 大 学 に よ る液 晶バ ンク。 この作 業 は1年 間 の延 長 が 認 め ら

れ た。

・ ナ ン シー 岩 石 学研 究 セ ンタ ー に よ る地 質 化 学 デー タバ ンク。 この プ ロジ

ェク トは1981年 末 まで続 け られ る。

・ 生 物 医学 分 析 研 究 所 長 の 協 同組 合 に ょ る医 療 生物 学 の バ ンク。 この 作 業

は1981年 末 に終 了 す るは ず で あ る。 欧 州 の各 国の 幅 広 い 支 援 を 得 る た

』め に
,EC委 員会 に よる財政 援 助 が この プ ・ジ ェク トに与 え られ て い る。

・CHUサ ル ペ トリエ ール に よ る特発 性 血小 板 減 少性 紫 斑 病 に関 す るバ ン

'ク 。 こ・の プ ロジ ェク.トは1981年 末 まで の延 長 が 認 め られ た。

・ パ ス ツー ル研 究 所 に よ る免 疫修 正 グ リコペ プチ ドに 関す るデ ー タバ ンク。

延 長 は1981年 末 まで。

・ 歴 史 学 研 究 セ ン ター に よ る歴史 上 の 民 勢調 査 に関 す るデ ー タバ ンク。 延

長1981年 末 まで。

・GRECO(連 系 化 され た研 究 の統 合)に よ る産 業 生産 性 に関 す るデータ

バ ン ク。 産 業 生産 性 の セ ク ター には1980年 に 多数 の 平行作業が発 生 した

の で,新 しい 視 野 か ら この セ ク ター を位 置 決 め す る た め に実 験 作 業 を1

カ年 延 長 す る こ とに な った 。

1980年4月 にMIDISTに よ りな され た 「デ ー タバ ンク 」提 案 呼 び かけ に

した が って,1980年11月27日 に 省 内選 択 委 員 会 が発 足 した 。

受 領 され た130の 提 案 の うち,19件 は 最 終 的 に 承 認 さ れMIDISTの 援

助 を受 け る こ とに な った 。

これ らは,医 学,農 業,天 然 資源,輸 送 機器,経 済 お よび 社 会 科学,発 展 途

上国,物 質 お よび 材料 の物 理 的お よび化 学 的 性 質,人 文 科学 の各 分野 に 及 んで

い る。

承 認 さ れ た19の プ ロ ジ ェク トの ほか に,選 択 委 員 会は 興 味 の あ る提 案 の リ

ス トを作 成 した。 これ ら に つ いて は,関 係 省 庁 との 協調 に ょ り産業 省 と情 報 処
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理 局,CEDOCARな どに よ って財 政 援 助が 行 わ れ るが,こ こでは,MIDIST

に よ って財 政 援 助 が 行 わ れ る プ ロジ ェク トに つ いて 紹 介 した。

医 学 お よび 保 健

1.獣 医学 上 の 中毒 学 に関 す る国 家 情 報 セ ンタ ー(CNITV)

同 セ ンタ ー に よ り取 扱 わ れ る野 生 動物 お よび 家書 の 中毒 の特 殊 症例 に基

づ い た獣 医学 上 の 中 毒学 の デ ー タバ ンク 実験 プ ロジ ェク ト。

2.サ ン ・ア ン トワー ヌ医学 グル ー プ。

保 健 分 野 の 評価 に 関す る事例 デ ー タバ ン ク ・プ ロジ ェク ト。

3.新 妊 娠 薬 に つ い て のパ リ地 域研 究 グル ー プ。t・

パ リ地 域 に お け る妊 娠 ク リニ ックの デー タバ ンク設 立 。

4.生 物 医 学 工業 の ロー ヌ ・アル プ ス地 域 セ ン ター。

生物 医 学技 術 の 経済 ・技 術 デ ー タバ ン クの 要 件分 析,デ ー タ ソ ー ス展 望

お よび 実 現 可 能 性 の 分析 。

農業

5.ア ビニオ ン生物 ・気 象学 ス テ ーシ ・ン(農 業 経済 研 究 局,INRA)。

STEFCE(環 境 に おけ る化 学 的要 因 の研 究 の ため の技 術 的 サ ー ビス)

に よ り提 供 され る毎 日の 農業 気 象 学上 の 資料 に 関 す るデ ー タバ ンク。

6.農 業 相(行 政 お よび 財政 監 督 局 に よ る展 望 お よ・び 統 計 研 究 のた め の セ ン

トラル ・サ ー ビス)。

農 業 生 産,農 業 人 口お よびそ の 収入 につ い て の 実験 デ ー・タバ ンクの 開 設

(各 農 業 地 域,(県 》,開 発 地 域 お よび フ ラ ンス首都 圏 に つい て の総 合 的

デ ー タが.与 え られ る)。

7.経 済 お よび 社 会 開 発 の研 究 グル ・一ーープ(SEDES)。 農業 セ クタ ー(複 数)

に対 す る デ ー タバ ンク 開設 のた めの 実験 研 究 。

天 然 資 源

8.地 質 お よび 鉱 物 研 究 局(BRGM)

この局 では フランスの水 資源 デ ー タバ ンク の設 立 を企 画 して い る。
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下 部 構造 一運 輸

9.建 設 お よび 公 共事 業 の た め の 技 術 機 関。

設 計建 設 お よび 公 共 事 業 プ ロジ ェク トの デ ー タバ ンクの 開設 。 建 設 業 お

よび 公 共事 業 セ ク タ ー と供 給 者 に ょ り直i接使 用 され得 るデ ー タ。

10.フ ラ ンス 商業 情 報 会 社

フ ラ ンスの 港 か ら の 出 荷 に つ い て の デー タ バ ン ク。

11.建 設 設 計 の ため の デ ー タ バ ン ク。

経 済 学 お よび 社 会 学

12.ロ ー ヌ ・アル プス地 域 の 地 方 情 報 シス テ ム。 地 域 社会 レベ ル にお け る行

政 上 の 規制 に関 す る デ ー タバ ンク(地 方行 政 庁 の 被 雇 傭 者 の行 政 上 の状 態

に関 す る実験 プ ロジ ェク ト)。

13.魚 介 類 販 売 開発 資金 。 水揚 げ 点 にお け る漁 獲物 の販 売 に 関 す るデ ー タバ

ン ク。

14.経 済情 報 お よび 予 測 局(BIPE)。 産 業 市 場 に 関す るデ ータ バ ンクの開

設 につ い て の実験 プ ロジ ェク ト。

15.パ リ商工 会 議 所。 会 社 に関 す るデ ータ バ ンク開 設。

開発 途上 国

16.綿 花 お よび 外 国 産 織 物 に 関す る研 究 機 関。

マ イ ク ・コ ン ピ ュー タ に よ り提供 される綿花 プラン トの発生 資源 に関す る デ

ー タ バ ンク。

物 質 お よび 材 料 の物 理 的 お よび 化 学 的 性 質

17.フ ラ ンス色 彩研 究 セ ンタ ー ーパ リ博物 館 の物 理 学研 究 所,色 彩 デー タ バ

ンク開設 。

18.エ イ ・マ ル セ イ ユ大 学 の モ ジ ュール 化 学 お よび 石 油 化 学研 究所,芳 香 族

産 物 のヘ テ ロサ イ ク ル の識 別 に 関 す るデ ー タバ ンク開 設 。

人 文 科学

19.フ ラ ンス大 学,CATARTデ ー タバ ンク 開設(美 術 品販 売 カ タ ログ)。
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<デ ー タベ ー ス/デ ー タ バ ンク ・プ ロデ ューサ 協会>

MIDISTで は,1979年 に デ ー タベ ース/デ ータ バ ンク ・プ ロデ ュー サ

協会設 立 のた め に 財政 援助 を行 った。

苦 目的

① フ ラ ンス の デ ー タベ ー ス/デ ータ バ ン クの 国 内的,国 際 的発 展 を促 進 す

る。

一 研 究 会 の主 催

一 国 内/国 際会 議 の主 催

一 専 門 誌 ,一 般 誌 を通 じ ての 普 及 ・広 報 活 動

② デ ー タベ ー ス/デ ー タバ ンク ・プ ロデ ュー サ間 の 相 互 の 協 調,活 動 の

調 整 を 図 る。

一 研 究 会 の ス ケ ジ ュー リング

ー デ 一夕ベ ー ス/デ ー タバ ンクの もた らす 公益 の調 査;ネ ッ トワー ク の

問題 の研 究,法 的/技 術 的 問 題 の研 究

一 技 術 的 な 援 助

③ プ ロデ ュー サ が 直 面 し て い る共 通 の 問題(情 報 配 布 上 の 問題,利 用 上

の 問題等)を 検 討 す る。

一 研 究や 経 験 の 交 換

一 ソ フ トウエ ア 開発 ,料 金 規定,契 約 方法 等 につ い て の検 討

会 員 には 多 くの 企 業 が 名 を連 らね て い るが,そ の他 以 下 の 賛 助会 員 も含

まれ て い る。

。 紙 パ ル プ産 業 技 術研 究 セ ンター

。CIMI住 宅 ・不動 産 情 報 セ ンタ ー(FNAIM)

。GRAPHYOR(プ ラズ マ物 理研 究 所)

。GERDAT(農 業 開 発研 究所)

oINRIA

。 フ ラ ンス外 務 省
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× 事 業 活動

1980年 に は 目立 った業 種 は な か った が,協 会 お よ び そ の メ ン バ ー を 紹

介 す る小 冊子 と,プ ロデ ューサ ー,協 会 の会 員 な らび に彼 らの デ ー タベ ー ス

お よび デー タ バ ン クの リス トを 作成 した。

促 進 活動 と して は,フ ラ ンス の メ ー カー を 国 際 的 な 競 争 にお い て 有利 にす

る処置,例 えば ヨー ロ ッパ 情 報 産 業 協会 の 設 立 な どの 処置 が挙 げ られ よ う。

一 方 技 術 上 の 活 動 と し て は ,主 にサ ー ビス ・セ ンター とプ ロデ ュー サ ー間

の 問題 解 決 と,プ ロデ ュー サ ー とサ ー ビス業 者 との間 の 調 和 の あ る発 展 を 図

るため 「サ ー ビス業 者 」委 員 会が 設 立 された 。

協 会 の会 員 に対 す る情 報 提 供 と しては,各 種 の テ ー マ に つ いて 各会 員 の 意

見 を 集 め 「情 報 ノ ー ト 」が 作 成 され てい る。

この 情 報 ノー トには,ヨ ー ロ ッパ 情 報産 業 協 会 の 開 設,日 本へ の使 節 団の

派 遣,科 学技 術 情報 に 関 す る フラ ンスの 協 力,大 学 に対 す る処置,そ の他 が

発 表 され た。

しか し,協 会 の 会 員 は,政 府 または 政 府 との 共 同 に よ り作 成 され た レポー

トを 受 け』る こ と もで き る。MIDIST,協 会,ARIST(地 域 科 学技 術 情 報

局)の それ ぞれ の 代 表 者か ら成 る研 究 使 節 団の 派 遣 に よ る 「日本 に関 す る特

別 の 情 報 」と題 す る レポ ー トが 最 近 発表 され た 。

今 後 の 活 動 と しては,訓 練 活動 が あ り,1981年 の プログラ ムで実 行 され

る こ とにな って い る。
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8.SlCOB国 際 情 報 処 理 会 議

開 催 地:CNITParislaD6fense

調 査 期 日:・ 昭 和56年9、 月23日(金)～24日(土)

SlCOB}

第32回 目を迎 えたSICOB国 際会 議 が,例 年 どお りパ リ,にお い て9月23・

日から10月2日 に かけ て 多 くの 参 加 者 を 得 て 開 催 され た。 全 日程 を 参 加 する

こ とは で きなか った が,年 々大規 模 にな る ヨー ロ ッ.パ、に おけ る情 報 処 理分 野 の

最 大 規 模 の会 議 と して非 常 に 印 象的 で あ った。 今 回 の 会 議 参 加 者 は 延36万

人 に達 し,西 ヨー ロ ッパ 諸 国 だ け でな く,ア メ.リカ,東 ヨー ロ ッパ,中 近 東,

ア フ リカ,ア ジ ア諸 国 な どか ら も多 く,が参 加 した 。 会 議は,プ ロ グ ラム ・セ ッ

シ ョン と展示 会 に分 け て 同 じ会 場 で行 わ れ た。

セ ッシ ョン:

セ ッシ ョンでは,62の セ ッシ ョ ンと4日 間 に わ た る昼 食 時 の デ ィス カ

ッシ ョンが 行 わ れ た が,議 論 され た 主 な トピ ックスは,以 下 の とお りで あ る。

苦技 術 開発

芥新 シス テ ム とネ ッ トワー ク構 造 にお け る情 報 マ ネ ジ メ ン トお よ び 組 織 化

技 術

苦 シス テ ム ・デザ イ ン とオペ レーシ ョンにおける 情 報 の機 密 性 とセ キ ュ リテ ィ

苦 ソ フ トウエ ア技術 に お け る技 術 革 新 の イ ンパ ク ト

苦セ キ ュ リテ ィに係 る費用

×デ ータ処 理 の 雇用 に与 え る影 響

苦 デ ータ 処理 訓 練

苦銀行,産 業 界,デ ー タベ ー ス,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン,人 事 管 理 な

どに 関す る ア プ リケ ー シ ョン

×デ ー タ処 理 の生産 性
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セ ッ シ ョ ン に は,ユ ー ザ ー,専 門 家,技 術 者,法 律 家,教 師 と か 学 生 な ど

多 く が 参 加 し た 。

展 示 会:

展 示 会 は,デ ー タ 処 理 機 器,テ レ マ テ ィ ッ ク,通 信 関 係,オ フ ィ ス ・デ ザ

イ ン,メ イ ル 処 理,コ ン ト ロ ー ル 機 器,ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ ー な ど の オ フ ィ

ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン 機 器 な ど,極 め て 多 岐 に わ た り,88,500m2va3,552

の 製 品 が 展 示 さ れ た 。

そ の 他,バ イ ヤ ー の た め だ け のOEM機 器 の 展 示,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

と か パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ の 展 示 も行 わ れ,広 い 会 場 の1階 か ら4階 ま

で 各 種 製 品 で うず ま っ た と い う 感 が あ っ た 。

展 示 国 は,西 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 だ け で な く,ア メ リ カ,日 本,東 ヨ ー ロ ッパ

な ど28カ 国 に お よ ん だ が,中 で も オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン 機 器 に 対 し

て は 多 く の 注 目 を 浴 び た 。 ア メ リ カ のXEROXが,フ ラ ン ス の 出 先 を 通 じ て

展 示 し た ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン,"ス タ ー"に は,特 に 多 く の 人 だ か りが し

て お り,目 を 引 い た 。 以 下 に"ス タ ー"の 概 要 を 述 べ る 。

(ス タ ー)ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

稔ψス タ ー"は
,コ ン ピ ュ ー タ,テ キ ス ト ・エ デ ィ テ ィ ン グ ・シ ス テ ム,

グ ラ フ ィ ッ ク ・シ ス テ ム,ワ ー ド ・ プ ロ セ ン シ ン グ ・シ ス テ ム,電 子 メ イ

ル 機 能 を 備 え た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー ミ ナ ル を 組 み 合 わ せ た ,マ ル チ

フ ァ ン ク シ ョ ン ・ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で あ る が,ビ ジ ネ ス ・ グ ラ フ ィ ッ ク

ス が 処 理 で き る と い う こ と が 大 き な 特 徴 と な っ て い る 。

"ス タ ー"ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の 構 造

ス タ ー ・ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン は,高 分 解 機 能(1イ ン チ 当 た り72ド ッ

ト)を 備 え た 画 像 ス ク リ ー ン の デ ィ ス プ レ イ と,4つ の フ ァ ン ク シ ョ ン ・

キ ー を 含 む キ ー ボ ー ド お よ び 右 側 に あ る"マ ウ ス"か ら 構 成 さ れ て い る 。

"マ ウ ス"は
,掌 に す っ ぽ り 入 る 位 の 大 き さ で,底 に あ る 小 さ な 球 状 の

車 に よ っ て 自 由 自 在 に 動 き,形 と か 動 き な ど を 見 る と 言 葉 通 り あ た か も ネ
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ズ ミの よ うで あ る。 こ の 賦マ ウス"は ,デ ィスプ レ イ 上 に写 し 出 さ れ る

図形 とか文 章 の位 置 指定,移 動 等 を行 う役 目を持 って い る。 い わ ゆ るカ ー

ソル とま った く同 じ働 き をす る。 したが って,カ ー ソル を移 動 させ るた め

には,マ ウ ス を机 の上 で 動 かせ ば よいわ け で あ る。

な お,マ ウ ス の移 動 とカ ー ソル の 移動 は1対2の 割合 にな ってい る。

●ア イス ブ レイ

デ ィス プ レイは,高 分 解能 図 形 デ ィス プ レイ(ソ ニ ーの シ リーズ35ワ

ー ド ・プ ロセ ッサ と同 程度)で あ って
,ビ ッ ト・マ ッ ピン グ方式 を採 用 し

て い るた め,英 数 字だ け でな く ド ッ トの い か な る組 み 合 わせ も表 示 で き

る。 した が って,活 字 につ い ては 大 きさ とか太 さ に制 限 がな く,字 体 もイ

タ リ ック,添 字,眉 宇 な どの組 み 合わ せ も行 うこ とが で きる。 また,化 学

記号 や 特 殊 な数 学 記号 の よ うな 標 準 キ ー ボ ー ドにな い よ うな記 号 も,拡 張

キ ャラ ク タ ー ・セ ッ トを用 い る こ とに よ って 作成 で き る。

・キ ー ボ ー ドお よび ・マ ウス"

キ ー ボ ー ドは,前 に も述 べ た'マ ウス"と 併用 され るの で,ユ ーザ ーが

必 要 とす る機 能 を十 分 に カバ ー で き る非 常 に 少い コマ ン ド ・キ ー構 成 とな

って い る。 キ ー ボ ー ドの左 側 には,4種 類 の 画像 作成 用 の コマ ン ド ・キ ー

が あ って,こ れ らは,画 像 の 削除,複 写,移 動,ド キ ュメ ン トの種 類 の 指

定 な どに用 い られ る。 この コマ ン ド ・キ ー を用 い れ ば,さ らに ドキ ュメ ン

トを プ リンタ ーや 他 の ワー クス テー シ ョンに電 子 メ イル の メ ッセ ー ジ と し

て送 信 した り,テ キ ス ト編集 を行 うこ と もで き る。

また キ ー ボ ー ドの 上 部 に は,字 体 の 大 き さ,太 さ,添 字,肩 文 字 な ど

を 指定 す るた め の キ ー とか,ス ク リー ン上 の 図形 画 像 の サ イズ の 調整 を行

うため の キ ー な どが備 え られ てい る。 そ の ほ か,他 の 特殊 な 活 字 た とえ ば

外 国 語 な どの キ ー ボ ー ドと変 更 した り,レ コー ド処 理 中 の フ ィール ド移 動

を行 うた め の キ ーな ど備 え られ てい る。
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・フ.ロセ ッサ ーお よび メモ リ

プ ロセ ッサ ーは,ゼ ロ ック ス独 自の設 計 にな る16ビ ッ ト ・プ ロセ ッサ

ー がベ ー ス とな って い るが ,こ れ は 現 在非 常 に普 及度 の高 い イ ンテル製

8086,16ビ ッ ト ・プ ロセ ッサ ーの6倍 もの 処 理 速度 を持 つ もの であ る。

メモ リの 容 量ぱ192Kバ イ トで,そ の うち4分 の1は デ ィス プ レイ の リ

フ レ ッシ ュに用 い られ,残 りは プ ロ グラ ムの 記 憶や,作 業 用 の 記 憶装 置 と

して使 用 され る。

グ ラ フ ィ ックス 処 理

"ス ター"シ ス テ ムは ,テ キ ス ト編 集や フ ォー マ ッテ ィン グに関 して も

高 度 な機 能 を備 え て お り,柔 軟 で扱 い や す い もの とな って い る。 文 章 の挿

入,削 除,移 動 な どの通 常機 能 に加 え て,可 変 行 間調 査,自 動 ハ イ フ ォ ン

処 理,半 端 な行 とか単 語 の 処 理,見 出 し,脚 注,コ ラムな どの 調 整 な どを

行 うこ と もで き る。

また,テ キ ス トに 図形,多 項 方程 式 な どを組 み 入 れ た り,そ れ を所 定 の

ペ ー ジ に合 わせ るた め に,図 形 の縮 少 とか 拡大 を容 易 に行 うこ とが で き る。

ま た,活 字 の 大 きさ の選 択 や ペ ー ジ設 定 の よ うに タ イ プ セ ッ テ ィ ン グ機

・能 が すべ て 自動化 さ れ て い るた め ,た とえ}ま小 見 出 し として24ポ イ ン ト

の タ イプ の活 字 を使 用 す れ ば 自動 的 に 行 間 を 調 整 し て くれ る。

英 単 語 の ス ペル の チ ェ ックは 今 日不 可 欠 の 要 素 と な りつ つ あ るが,こ

の"ス ターvに は,3万 語 の単 語 使 用 頻 度 の高 さ に対応 す る アル ゴ リズ ム

を組 み 込 ん で い るた め,十 分 な チ ェ ック機 能 を備 え てい る とい え る。 さら

に ユ ーザ ーは,標 準 的 な辞 書 にな い単 語 や名 称 を追 加 で き るが,今 後は 工

学,科 学,医 療 な ど特殊 な 分 野 の用 語 に つい て もさ ら に新 た なパ ッケー ジ

と して用 意 され る こ とに な っ てい る。

一 方 図 形 作 成 に つ い て は,き わ め て柔 軟性 の あ る機 能 を備 え て お り,

ユ ーザ ーが希 望 す る図形 を ス ク リー ン上 に 作 図す る こ とが で き る。 た とえ

ば,線 は ベ ク トル と して 記 憶 さ れ,容 易 に移 動,変 更 で き る し,ま た線 を
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描 くに は 両 端 の点 の位 置 さ え指 定 す れ ば よい。 線 の 太 さや形(直 線,点 線,

破 線 等)は 自由に変 えられ,ま た 直 線 とか 曲線 へ の変 更 も容 易 であ る。 正 方

形,長 方形,三 角形,円,楕 円 形,フ ローチ ャー トな どで用 い られ る各 種

図形 や 矢 印 な どの さ ま ざ まな 図形 が フ ァイル され て お り,随 時 呼 び 出 す こ

とが で き る。"

また,ユ ー ザ ーが 自分 の望 む 形 状 を ライ ブラ リー に 記憶 させ る こ と もで

き る○ これ らの図 形 が ス ク.リエー ン状 に映 し出 され る と,そ の調 節,㌦変 更 は

マ ウス を用 い てカ ー ソル を移 動 させ るだけ で行 うことが で き る
。

一 方!・..twグ ラ フ と1か棒 グ ラ ス,円 グ ラフな どを 自動 的 に作 成 す る こ とが

'で き るの もこ の シ ス ナ ム'の 大 き な 特 徴 で あ る
。 しか し,・た どえ ば線 グ ラ

.フ か ら棒 グ ラ フに,あ るいは 円 グ ラ フ に 自動的 に変 換 す る こ とは,・ 今 の と

こ ろで きず・ この た め には 再 度 デ ータ を入 力す る必要 が あ る。 しか し,近

い 将来 に は,こ れ らの 自動 変 換 を行 った り,あ るい は,図 に濃 淡 を つ けた

りす る こ と も可 能 に な る として い る。 また,企 業 の 商標 とか マ ー ク な どの

特殊 図形 の処理 とか概 定図形の 自動再生 もで きるよ う研究が進め られて

い る。

"ス タ ー"の 特 徴

"ス ター"は ,あ らゆ る点 で ビジネ ス 分野 の専 門家 が 利用 で き る よ う設

計 さ れ て お り,従 来 の コー ドとか コマ ン ドをベ ー ス と した タ ー ミナル とは

ま っ た く異 っ た 形 態 を 持 っ て い る 。 つ ま り,ユ ー ザ ー と の イ ン タ ー フ ェ ー

ス にお い て,"イ コ ン(図 像)"と 称 す る 「絵文 字 」 を利用 して い る点 で

あ る。

・ パ イ ・ ン ・は 頑 ・.の ジ ・ ブ を シ ン ポ ・レ図 で 翻 し た も の で
,図1

に 示 し た よ う に,基 本 的 な も の と し て は イ ン ・ バ ス ケ ッ ト ,ア ウ ト ・バ

ス ケ ッ ト,電 子 フ ァ イ ル,プ リ ン タ ー ,レ コ ー ドな ど が あ る 。"イ コ ン"

は,デ ィ ス プ レ イ の ス ク リ ー ン 上 の 右 隅 に 写 し 出 さ れ,選 択 を 行 う に は ,

"マ ウ ス"を 動 か す こ と に よ
っ て カ ー ソ ル で 指 定 す れ ば よ い 。
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これ らの イ コ ンを指 定 す るこ とに よ って,言 葉通 りの そ れ ぞれ の持 つ機

能 を遂行 す る こ とが で き るが,マ 曾ス タ ー"の 持 つ 大 きな 特 徴 で あ る電 子 メ

イ ル を 例 に 以 下 に 示 す 。

・電 子 メ イ ル

電 子 メ イ ル は,Ethernet

に 接 続 す る こ と に よ っ て 他 の

ttス タ ー"の ユ ー ザ ー
,860r

ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ ー な ど の

間 で 行 う こ と が で き る。 メ ッ

セ ー ジ や ドキ ュ メ ン トを 電 子

的 に メ イ リ ン グ す る 場 合,ま

ず 受 信 メ イ ル は,デ ィ ス プ レ

イ の ス ク リ ー ン 上 に 村 イ ン ・

バ ス ケ ッ ト"イ コ ン と し て 表

示 さ れ る 。

一 方
,送 信 メ イ ル は,'ア

ウ ト ・バ ス ケ ッ ト"イ コ ン か

ら 送 信 で き る が,ど の よ うな

ド キ ュ メ ン ト ・ フ ォ ル ダ ー と

か レ コ ー ド ・フ ァ イ ル で も ネ

ッ ト ワ ー ク 上 の ¶ ス タ ー"ユ

ー ザ ー に 送 信 で き る
。 フ ァ イ

ル に つ い て は,通 常 私 達 が 紙

を 使 用 し て い る の と ま っ た く

同 じ 考 え で,こ れ を 電 子 に 置

き 換 え た も の で あ る 。 た と え

ば,"イ コ ン"の 基 本 図 形 で

「
ドキ ュ メ ン ト

[『]
フ ァイ ル ・

ド ロワ ー

フ オル ダー

レ コー ド ・

フ ァ イ ル

デ ィ レ ク ト リー

－ lN

1
イ ン ・バ ス ケ ッ ト

'、

口
!短 ≡ 巳ら

【

タ ー ミナ ル ・

エ ミ ュ レ ー タ

]

匡口
口

ア ウ ト ・

バ ス ケ ッ ト

プ リ ン タ ー

言1
カ ルキ ュレ一 夕

図1ttス タ ー"の ¶ イ コ ン"の 例
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あ る フ ァ イ ル ・ ド ロ ワ ー が フ ァ イ ル ・ フ ォ ル ダ ー を 組 み 込 み,こ の フ ォ

ル ダ ー が 個 々 の ド キ ュ メ ン トを 収 め て い る 。 し た が っ て,フ ァ イ ル さ れ た

ドキ ュ メ ン トを 探 す 場 合 は,フ ァ イ ル ・ ド ロ ワ ー ・イ コ ン を 選 択 し,「 オ ー

プ ン 」の ボ タ ン を 押 す と,ま ず 内 部 の フ ァ イ ル ・ フ ォ ル ダ ー の 索 引 が 表 示

さ れ る 。 こ の 索 引 に よ っ て,個 別 ドキ ュ メ ン トを デ ィ ス プ レ イ す れ ば よ い

の で あ る 。
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資料 欧 州 のデ ー タベ ー ス ・サ ー ビス 関連 企 業(機 関)一 覧

Euronetの ホ ス ト機 関 と 提 供 デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レ ク ト リ

機 関 名 ホ ス ト ・サ ー ビ ス

ARDICi(:EDA
A∬06汕 ・npaurlaRe`hercheetteDiveloPpementen

Inf・nnatiqtte(]himique'

住 所

ARDIC・CIDA

25,rueJussieu

75005PARIS,

FRANCE.

Phone:(+33)17071165

Telex:

活 動 分 野

Chemistry,esp・bi・11y

spect「oscopy

Structureandsubstructure

SearchSystem

「

－InteractiveDARC

software

-Graphicaland

Alphanumerical

interactivestructuraland

substructuralsearching

-Interactivesearching

ondatarelatedto

chemicalcompoundsin'

thefieldsofspectroscopy

(NMR,MASSsp㏄tra)

andcrystallography:

chemicalshift,sp㏄trum,

molecularweight,unit

cellparameters,density,

etc....

-Interactivesearching

forbibliography.

-GraphicDisplay:

-20chemicaldiqgram

displays

-30structuraldisplays

fromcoordinates

提供 デ ー タベ ー ス

業務時間(現 地時間)

FromMondaytoFriday:

0900-1800

exceptonThursdayfrom

O900-1200

PLURIDATAisasetof

threechemicaldatabanks

inthefieldof

spectroscopy:

NMRDATABANK:

DARCcodedChemical

structures;unambiguously

assignedchemicalshifts

ofNMRspectra,

experimentalconditions

andbibliographic

referencesindexedfrom

themostwell-known

publicationssince1971.

MASSspectraDATA

BANK:DARCcoded

Chemicalstructures;

Mass-intensitypairsfor

eachpeakofcomplete

lowresolutionspectrum,

origin・fthespectra,

experimentalconditions;

fromNIH/EPAbylease

fromNBSandfrom

CLNG(Centred'Etudes

Nucl6airesdeGrenoble

-France
.)andLCOP

(LaboratoiredeChimieO

rganiquePhysique-

Paris,France).

CRYSTALLOGRAPHIC

DATABANKlDARC

codedChemicai

structure;crystallographic

data,bibliographicsources

andnomenclaturefrom

theCambridgeUniversity

ChemicalLaboratory-

UK.
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機 関 名

BLAESE

8γ ゴ'i∫hLibraワ!IU'oma"d〃 ゾbrmationSEn/ice

住 所

BlaiseMarketing

7,Rathbonestreet,

LONDONWIP2AL

UNITEDKINGDOM

Phone(+44)16361544

Ext:242and284

Telex:21462』

活 動 分野

Withnearly7million

recordsavailableBLAISE

providesanon-line

retrievalsystemanda

libcraryhousekeeping

servicewithfacilitiesfor

handlingbibliographic

data、amendmentand

creationofrecordsand

off・linecatalogue

producti・n

forprintedandmicroform

catalogues.

業務時間(現 地時間)

MondaytoThursday:
0900_1700
Frday:0900-1630

ホ ス ト ・サ ー ビ.ス

Monographand
audiovisualcoverageln
allsubjectareas,including
fiction.
Specialistjournalcoverage
ofmedicine,toxicology
andrelateddisciplines.

提 供 デ ー タベ ー ス

AVMARC:Over5000
recordsforaudio-visual
materialinallSUbjeCt
areasforuseineducation.

CANCERLINEconsists

of:

_CANCERLIT:

InternatiOnalCOIIeCtiOn

OfCanCerliteratUre

includingbooks,reports,

dissertationsandmeeting

abstractspublishedfro皿

1963todate.Possibility

OffreetextSearChing.

-CANCERPROJ:

Descriptionofcancer

researchprojectsin

progresscontributedby

scientistsintheUSAand

over500thercountries.

Eachrecordhasan

Englishsummary.

Searchingisbyfreetext

orbyusingthecontrolled

v㏄abularyqftheSSIE

thesaurus.

-CLINPROT:

Summariesofclinical

inVeStigatiOnSOfneWanti-

canceragentsand

treatmentmodaMties

whicharecontributed

byUSandnon・US

scientists.Freetext

searchingonsignificant

wordsintitles,abstracts

andassignedindexterms

isposslbleandcontrolled

termsearching.

CHEMLINElDictionary

ofchemicalsubstances

withCASregistrynumbers

onTOXLINE.

Searchableonpreferred

ChemiCalname,SynOnymS,

mOleCUIarfOrmUlae,ring

information,MeSH,

Wiswesserlinenotation

andotherelements.
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ロ ぐ
LCMARC:booksand

serlalscataloguedbyUS

LibraryofCongressfrom

1968...

Consis鱈:ohwomeSl.

rLCRgtrospectivelg68-

73

、■.LCCurrentfrom1974

0nwards

MEDLINE:,・ ㌧,

Documentationonentire ㌃
fieldofhuman,dental

andveterinarymedicine,

bothclinicaland.

experimentaL

Cu「 「ent自e:fromlg77

0nwards.',

Backfilesarrangedin ,

fourportionsbackto,1966.

Searchingisfacilitedby

acontrolledindexingl

structureutilisingMedical

S両ectHeading(MeSH).

MeSH:Thesaurus;drawn

upandcontinuously-

revisedbymed輌calexperts-

usedforindexingand

searchingMEDLINE

andSDILINE.,

RTECS:Toxicitydata

forapproximately36000

substances、Itincludes

thresholdlimitvalues,

recommendedstandards

inairandaquatictoxicity

levels.Itissearchedon-

1ineusingfreetextor

pre-specifiedabbreviations.

SDILINE:Coverscurrent

monthofMEDLINE.

Usedforcurrent

awarenCSS

TOXLINE:International

documentationon

toxic・lo .gypOllutants,

pesticides,pharmacology,

andteratology.Composed

ofllscparatesubfiles,

itcoversmaterialback

tothe1940's;theolder

materiaいssearchedon

TOXBACK.Usedin

conjunctlonwith

CHEMLINE,



TOXBACK=Backfiles

ofTOXLINE.

.

UKMARC:Books.and

firsteditionsofserials

receivedbytheBritish

LibraryunderLegal

Deposit.

()onsistsof2files:
-UKRetrospective1950-

73
-UKCurrentfrom1974

0nwards.

.
'

PlannedDataBases

BEI=BritishEducation
Index_British
educationaljournals

CONFERENCE

PROCEEDINGS

INDEX:

IndextoConference

proceedingsreceivedby
BritishLibraryLending

Division'

ISDS:International

SerialsDataScrvice

.

RBUPC:Registerof

ResearchinBritish

Universities,Polytechnics

andColleges;description

ofresearchprojectsm

physical,biologicaland
SOCialSCienCeS,
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機 関 名 ホ.ス ト ・サ ー ビ ス

CATED

Centred'A∬ 鍵ぷ'4η6'TEchnigue"deDocumen'α'元0η

住 所

ITBTP-CATED:
9,RueLaP6rouse
75784PARISCEDEX
16FRANCE
Phone:(+33)17208800
Telex:FEDEBAT611975

－ARIANErunsonan

IBM370/158曲h.a

m・i・ ・t・・ag・C・paei・y・6f・:.

4500Kb,;〆 ・ シ

ー'16diskdrivesmode1

3330-11(800Mb)"

-8diskdrivesm6del'

3330-11(100Mb)

-8tapedrives(800-」600-

6250BPI)

-2networkcontrolunits;

1inesBSC-START-STOP

-ARIANEsoftware

requires200Kbcoreonly.

提 供 デ ー タベ ース

.㌣

活 動 分 野

－ARIANEdatabank

_UTI-Servicesoffer

accessforcontractorsand

buildingpractitionersto

atechnicalcalculation

bankofsoftwaresforcivil

englneenng・

Theaimistosupply

contractors,designoffices

andbuildingpractitioners

withdatamanagement

toolsandtechniquesthat

arerelevantandupto

date.

業務時間(現 地時間)

FromMondaytoFriday

O830-1230

1330-1800
■

'

ARIANE:ARIANEdata

bankhasbeen

computerizedsince1972:

itcollectSallinformation

requiredbythebuilding

professionals(i.e.

engineers,workSforemen,

archit㏄ts_)andcovers

thefolloWingfields:・

-Buildingtechnology

andtools:

constructiontechniques

(concrete,wood,metal),

thermalinsulation,

acoustics,waterproofing

equipment,materials,_

-Technicalregulations

concerningbuilding:

allthetextsinforce

coveringtheartof

buildinginFrance.

-BuildingProducts:

10500manufacturers,

100000trademarks,

3200familiesofprOducts・

'
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機 関 名

鋤㎞㎜㎜

'

G
励

蹴
返

㌫㎜
直

㎝
㎜

D
吻

φ
&

勧π伽ω加伽

住 所
提 供 デ ー タベ ース

CentroEle"ronicodi

DocumentazioneGiuridica、.

dellaCorteSupremadi

Cassazione

PalazzodiGiustizia

ViaUlpiano8

00193ROMA

ITALIA.

Phone(+39)66568851

(+39)66542517

Telex

活 動 分 野

Law:1egislation,

jurisprudenceandlegal

literatureinltalyand

f・reignc・untries(f・r

legalliterature) .

業務時間(現 地時間)

0830←1400

1530・1930

exceptWednesday,

SaturdayandSunday.

lF

AVAILABLEDATA

BASES

ALBO:registerofItalian
barristersandsolicitors

BID:Bibliographyon

dataprocessingandlaw・

CEE:fileofjurisprudence

containingallthe
"massime"(digestS)of

pmnoun㏄men匂oftheEEC,
sCourtofJusti㏄

since1954.

CIVILE:civilcase-1aw

filecontainingthe
"massime"(digestS)・f

d㏄isionsoftheRome

Supreme(burtsin㏄

January,1961

ホ ス ト ・サ ー ビス

Purposeofthecentreis

toprovidemagistrates,

laWyersandothersinthe

legalfieldwithallthe

infOrmatiOnneCeSSaryfOr

theknowledgeand

apPlicationofthelaw・

Itcollaborateswithall

areasofjurisdiction,

Italianandforeignpublic

bodies,aSwellas

internationalorganisations

interestedintheproblem
.s

ofpr㏄essingjuridical

data.

CONSTA:fileof

administrative ロ　

jurispruden㏄contalnlng

the"massime"(digests)

fromsentencesofthe

Italian(buncilofState

andregional

administrativecourts.

CORTEC:fileof　
jurisprudenceofthe
Italian(1)urtofAuditors
since1907.

COSTIT:fileofdecisions

byItalianConstitutional
エ 　 り 　

Courtfromltsinstltutlon

(1956).

DOTTR:summariesof

legaldoctrinefromthe

legaldocumentation

instituteoftheCNR,

Florence.
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LAVORO:general

agreementsonwagesand

conditions .inhaly・

LEXR:Italianlegislation:
層㎎ionaL

LEXS:ItaliaPlegislation:

nationa1.

MERITOicase・1awof"

haliantribunals.

PENALE:case・lawof

criminalsectionofthe

RomeSupremeCourtof

Appeal・

REBI:bibliographicfile,

onItaly,ofRome

SupremeCourtof4LPPeal・

REBIS:bibliographic 　
file,onothercountr1臼,

oftheRomeSuprerne

CourtofAppeal・

RIV:filecontainingdata

relativetosentences'of

Italianconstitutionaland

Sup陀meCour"andof

EECCourtofJustice,

notedinjuridical

PeriOdicalssince1965・.

TITLEX:titlesofItalian

d㏄r㏄sinfor㏄fpom

1860totoday.

TIT1:0therItalian

decrees1860-1939.

TIT2=otherItalian

decrees1939totOday・

TRIBUT:case-lawof

theItalianCentral

Commisionontaxes



・

機 関 名

CentriEtettroniciReteconne∬IValutazioneElaborazionel)ati

住 所
提 供 デ ー タベ ー ス

CERVEDSPA二

CorsoStatiUniti14

35100PADOVA.

ITALIA

Phone(+39)49760733

Teiex430433

活 動 分 野

Businessandcommercial

information

'業務時 間(現 地 時 間)

IBIS:Informationabout

theproductiveand・

distributiveorganization

of130countries.Data

regarding160.000

companies,including

numberofemployees,

foundatibnyear,actlvltles

(producer,distributor,

imp・rter,exp・rter,etc), び　
prOductsforeachactlvlty・

ITIS:Fileofcommercial・'

dataabout90countries'

(GeneralEc・n・mic

Survey,statisticaldata,

developmentplans,

contracts,lmpOrtat!on

pr㏄edures,c・mmercial

channels,etc.)

SDOI:・

-lnternationalsupPly/

dcmandFile,infotmation

concerning .goodsand

serVlces.'

-Tenders,

-Agencyrequests,

distributiopProducts, ロ
technologies,join卜venture,

etc.

.

LDistributi6nchannels.

14

SIBB:OfficialactSifor
jointstockcompanies,
litlitedandunlimited,
in'ltaly'(index)'

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

CERVEDisthebody

createdbytheChambcrs

ofCommerceto

implementtheinformation

pr㏄essingnetworkfor

themanagementofthe

nati・nalregiSter・f
ロ コ ロ

compamesoperatlngm

theItalianRepublic,and

ofothernationaland

internationalmarket

informationsystems;its

alm!stoglveenterpnses

betterinformationservices

abOutthecnvironment

inwhichtheyoperate.

SANI:RegisterofItalian
industrial,commercial,
artisana1,agricultural
companies(September
78:1.000.000;December
79:2.000.000)

SANP,Nationaldefaulters

fileinltaly.Inf・rmati・n

aboutpeopieand

companles;contalns

currentandhistorical

datafor5yearsforcredit

checkingbybanksand

finanCialinStitUtiOnS.

SDOE:Information

concerningItalianimport/

expOrtcompanles,e・9・

registryandinformation

onproductsimported/

exported,andspecific

activityonthel/E

products←placeoforigin/

destinationofproducts,

etc.
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機 関 名 提 供 デ ー タベ ース

CJ.G.L.

Centred'lnf・rmatique(]e'ne'raledeLigge

住 所

C.LG.L、

AvenuedePlnformatique,9

4430-ALLEUR

BELGIQUE

Phone:(+32)41633990

Telex:

EPIC:Databank
び 　 　　

contalnlng』 ・

-thephysicaland

chemicalcharacterlstlcs

・fs・me500c・mP・unds,

mostlyorganic

-programpackagesfor

calculatingMquid-vapour

equilibriumsaswellas

chemicalequilibrium▲n

thegasphase.Thedata

bankisproducedand

updatedregularlyby

LASSC(Laboratoire

d,analyseetdesynthese

dessystさmcsとhimiques)

-Universit6deLiさge-

ProfesseurB.Ka|itventzeff.

活 動 分 野

－ComputingServices

-Programproductsand

CUStOmerSOftWareinall

flelds

_Privatedata

communicationnetwork

andremoteaccess

-Distributedmini-

computlng

-Computingmanagement

_On-linedatabank

servlces

業務時間(現 地時間)

24h.,7daysperweek

ホ ス ト1・ サ ー ビ ス

－Makingavailableon-

1inedatabanksforon-

linescarch

-.()fflineprintingof

results
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機 関 名 「 提 供 デー タベ ース '

(加nsorzio抗"剛 ηψ〃ぷゴ'α7ゴoLoηψαπわ ♪'γ～「E'αboηロξon'

/lu'07η α'ゴ`α

ALICE:Catalogueof

booksintheItalian'

languageon`allsubjectS・

Tlan皿edDataBases
P

、

住 所

ADIGE:Dataand ふ
bibliographicinformation

ongeology

()onsorzio
InterUniVerSitariO
Lombardoper
l'ElabOrazioneAutomatica
ViaR.Sanzio4
20090SEGRATE

(MILANO)I
TALIA
Phone(+39)22132541
TelexCILEAM310330

GEODIM:Geological

informationinItaly

活 動 分 野

_()n-1ineSerViCeSfOr

universitiesandresearch
　 エ
1nstltutes

-Developmentof

packagesofgeneralる
mterest

業務時間(現 地時間)

Monday:1500-2400

Tuesday・Friday:0700-

2400

Saturday:0700・1300

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

－lntrOductoryclassesto

dataprocessingand

seminarsforspecialists

_COnSUItatiOnSerViCe

forusers

_Constructionand

updatingofgeneraland

apPlicationsoftware

-CooperationWith

researchinstitutesfor

databankproduction
の

pr()Jects
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機 関 名

(コSI

(=romPagnieＬrnt〃nationatedeSenノ ゴ6∬enInfom!atique

住 所
」 、i'

CompagnieInternationale,

deServicesen.'

Informatique,Fourniture

dedonn6es-On-line

informationservice

35,bOulevardBrune-

75680PARISCEDEX

14,FRANCE

Phone:CISI(PARIS)

(+33)15392510
Mainbranchoffices

SIAltd(LONDON)

(+44)17304544SIAl
td(ROTrERDAM)

(+31)lO378866・
LKS(FRANKFURT)

(+49).6119748531
CIGL(LIEGE)

(+32)41633990

Telex:260710F

活 動 分 野

CISIisadata-processing

companyabletooffer

softwareandsupPOrtin

scientific,technical,

commercial,and

managementfields.Its

on-1ineinformation

servicesmainlyconcern:

」maCrOeCOnOm]CS

-general
,financial,and

technicalinformationon

firmsandtheirproducts

o∬ered.

業務時間(現 地時間)

MondaytoFridayO900
-2400 、

Saturday:0900-1600

ホ ス ト ・サ ー ビス

Databanksaremainly

factual.Inadditionto

retrievalcapabilities

availableonIBMand

CDCmachinesconnected

toEuronet,CISIon-line

InformationServiceoffers

arangeofotherfacilities:

_O∬lineandlaser

prlntlng,
-Variousplottingforms

onscreen,typewriterand

提供 デ ー タベ ース

AVAILABLEDATA

BASES

CISI-BRUIT:Results

OfacoustictestSofnoise

tranSm1SSIOnOrgenerat10n

frombuildingmaterials

andcomponents:material

characteristics,noise

measurements.

CISI-ELECNUC:

Characteristicsofnuclear

POwerstationsworld-Wide:id

entificationcontractors,

electricityproduction,

technicaland

technologicalinformat輌on・.

plotters,'
_Librariesofprograins

especiallyinstatlstlcs・

foTecasting,model晦9・ …

_Privatefiles,

-Specificprogrammmg

inAPL,FORTRAN...

Education,suppOrtand

consultingmaybe コ
providedinvanous

languages・

CISI-IAI:OECD

industrialactivity

indicators

CISI-MEDIAM:

Informationonreadership"

habitsoftheFrench

medicalprofession,

relatingtoprincipal

relevantpr・fessi・nal

media.

1960:2000monthlyand
'

quarterlyseriesonN

ationalPrOduct.

.lndustrialprOduction,

retailsales,earningS,

prices,balanceof

payments,externalSrade・

CISLMEDIAP:

Readershipdataforthe・

Frenchpopulationof・

principaldailyandweekly

journals,andaudience

dataforradioandTV

inF「ance.

CISI-PI:Principal

economicindicatorsfor

OECDcountriesslnce

CISI-TRANSINOVE:

Availablepatentsor

tCchniquesindexedby

productandecon6mic

sectqrWh《 …retheycanbe

eXplo{t'Cd:summaryand

authorc(トordinateS.

SIC:INSEEshortterm

economicindicators.,、

PlannedDataBases

CFCE-OFCE.:French

¢・mpanies.andexternal

trade/t

CISI-SCE:OECD

externaltradestatistics

■'r

,
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機 関 名 提 供 デ ー タベ ース

cco1;Jurisprudenceof
CourdeCassationin
Francefrom1970

α π'red'lnゾbnna'ゴ0ηTE加PSRie～Eμ π吻 CLAClTownlegislation、.

inFrance

住 所
レ

CITERE-SG2

64,RueduRanelagh'

75016PARIS

FRANCE
}

Phone(+33)15245222
Ext298and302
Telex610271

活 動 分 野

Databanksanddata
basesinthefieldsof:
-Frenchlaw(especially

jurisprudence)
_Taxation
_Economicsandfinance

L

業務時間(現 地時間)

coNc:Jurisprudence
ofConseilConstitutionnel
inFrancefrom1958

GRAP:datafrom'

eCOnOmlCmagazmeS

JAo1:Jurisprudenceof

Tribunaldesconflits,

(ンmseild'Etatand

Tribunauxadministratifs

inFrancefrom1970・

LFO1=Fiscallegislation

inFrance

0900-1900

LSO1:workandwages

legislationinFrance

LURI:urbanismahd

buildinglegislationin

France

SOFA:Commercial`

legiSlatiOninFranCe

PlannedDataBases

i..、..、1、:1∴ 、三:.、:.
シ ト

・,1tt:'tS」 ・,.`

、
h

÷'‥

了、

.
・.

」

「

.

▼
・.

`
、

.

」

、

Databasesinlaw,finance

andeconomics....

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

On-lineaccesstodata

basesbysoftwares

STAIRSandTLS
.

へ

・

、

,

唱

'

.

..

'

φ
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機 関 名 提供 デ ー タベ ース

CentredeTraitementdel7nformation

住 所

r. 』.、

タ`tt

1・ 冶

MinisteredesAffaires

Economiques:Centrede、

Traitementde

l,lnformation

RueJ.A.deMot,30.

1040BRUXELLES

BELGIQUE

Phone(十32)22336737

Telex23509

1

歎

息

タ

CREDOC(BJUS):

abstractsofjuridica!1.

articlespublishedin'

Belgianjuridical

PeriOdicalsandofselected

jurisprudence,directly

transmittedtoCREDOC

byBelgiancourtsand

tribunals、

INIS:Nuclearsciences

andt㏄hnology,including

high-energyphysics;

chemistry;aspectsrelated

tobiology,health,safety.

andenvironment:Peaceful

apPlicationsengineering

andtechnology;other

aspectsincluding

economiCS,law』

¶

.

.

●

.、

活 動 分 野

Economicfo祀ca8ts,

mariagementandcontroい

0`econon頂icta3ks

'

.

業務時間(現 地時間)

0900-1700

ホ ス ト ・サ ー ビ.ス

Inthescopeofitsactivity

(コ 「Ihasdevelopedan

information元 町ieval

servi㏄whichisoffered

tocontractors.

Thisservi㏄consiStSof 　
on・lineretrospective

informationretrievaland

SDIonbibliographic

databases.
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機 関 名 提 供デ ー タベ ース

DATA(ENTRALEIY

(DC)

、

「

`

住 所

1/SDATACENTRALEN.

Retortvej6-8

2500VALBY

DANMARK

Phone(十45)1468122

Telex27122

AGREP:Permanent

invent・ryOfagriCUtUral

researchprojectSin:thel

Community

ALIS:AutomatedLibrary

InformationSyStemof

theTechnologicalLibrary

ofDenmark
. )

Pla皿edDataBa§es

　 ピ ハ

ISEM:International,

S・ciety・fEc・1・ 艀car"

MOdelling:databaseqn,

ecologicalmOdelling・ 、

活 動 分 野
、r

－ 〇n-llneaccesstodata

basesintheenvironmental

field.

-Servicebureau
,systems

development,consultancy,

deliveryofturnkey

distributedsystems.

'.

、

業務時間(現 地時間)

0900・1700

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

－Usertraining.

_Usermanual.

-Mailingofretrieval

documents.

_AssistanceWithuseof

thesystem・
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機 関 名

D皿)1
Dentsches加'ゴ 伍'ノ 訪γmeddeinis`んDokum'ntationund

In .formation
『e

andSDItoGermanand

foreignusers.DIMDI

hasdevelopeditsown

databasemanagement

andretrievalsoftware

(GRIPS)forline-and

page-modeoperatiop・

TheC()mmonCommand

LanguageforEuronet

DIANEislOOgo

住 所

DIMDI,Weisshaus$tr.27,.

Postfach420580, .・,

D・5000KOLN41.

BUNDESREPUBLIK.

DEUTSCHLAND

Phone:(+49)221442081

to83

Telex:8881364

活 動 分 野

DIMDIcoversall

biornedicalfieldS,e.g.

human,veterinaryand

dentalmedicine,

biochemistry,biophysics,

psychologyand・

psychiatrics,

pharmacology,drugs.

業務時間(現 地時間)

FromMondaytoFriday
O700-1830

提 供 デ ー タベ ース

BIOSISPREVIEWS:

Allaspectsofbio-sciences,

inparticularbiology・

Implementationof

abstractssin㏄1976.

CANCERLIT:

InternatiOnalCOIIeCtiOn

・ofcancerliterature,・

includingbookS,reports,

dissertationsandm㏄ting

abstracts..、,

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

DIMDIisthenational

informationand

documentationcentrefor

biosciences,sponsoredby

theFederalGovernment,

andoperatingonacost-

r㏄overybasis.Itprovides

SerViCeS-e.9.On-lineaCCeSS,

retrospectivesearches,

CANCERPROJ:.,

Descripti・nsofcanCer・

researchpr・jects 、in

progresscontributedby

scientistsintheUSA-and

over520thercountries 、,

EMBASE/EXCERPTA

MEDICA:WorldWide

biomedicalsciences

literature;includingdrugS

andchemicalcompOundS. ,

FSTA:Intemational『

coverageofallaspects.

offoodsciencesand-

processing;including

legislationand

management・

'`

MEDLARS:

Documentationonentire

fieldofhuman,dental.・

andveterinarymedicine,

bothclinicaland

experimental;worldwide

coverage.MEDLARSto

dateavailableon-line.

Backfileto1966,searches

initiatedon-lineand

automaticallyprocessed

offline.

Backfile64/65searchable

on'line.

・

♪

一122一



MeSH:Medicalsubject
hcadings=controlled
vocabularyfor
MEDLARSand
SDILINEwithGerman
translation.

PSYCINFO:World,s

literatureonbehavioural

issuesconcerninghumans

andanimals,as

individualsandgroups.

SCISEARCH=

InternatiOnalCOverage

OfallnatUralSCienCeS

andtechniques.

SOCIALSCISEARCH:

Internationalcoverage

onsocialandbehavioural

sciences,andnatural,

physicalandbiomedical
SCIences.tt

SDILINE:currentmonth

ava輌lablconMEDLARS

on-linesegmentaspart

・fregular・n-lineservice

andupdating.

SDIprofilesmaintenance

on-line、AutomaticSDI

processingofflir)e・.

ノVote:Descriptionfilesbf

originallanguagearticle

titlesavailableforinverted

freetextsearchingon

MEDLARS,FSTA,

SDILINE,EMBASE、

OnSCISEARCHand

SOCIALSCISEARCH,

citedauthorsandcited

journalsaredirectly

searchable.Upperand

lowercasepresentation

isavailableon

MEDLARS,FSTA,

EMBASE,SCISEARCH,

SOCIALSCICEARCH.

CLINPROT:Clinical

prot㏄ols:investigations

Ofanti-CanCeragentS.

HEALTH:Health

plarpningand
administration.

IDISFILES/SOCIAL

MEDICINE:Socialand

industrialmedicineandケ
publichealth.

IPAi.International

PharmaceuticalsAbstracts.

LIT'KRAN:Hospital コ の
management,OrganlSatlOn

and㏄onomics.

NAR:NutritionAbstracts

andReview.

、RTECS:Registryof

ToxicEffectsofchemica1

.substances .

SUSIS:SpOmsandSpOrt

Sciences.

TOXBACK:Backfiles

ofTOXLINE.

.TOXLINE
=

Documentationon
toXicologyandrelated
subjectS.

.

、

4

PlamedDataBases

ARZ-DB:Drugsand

activeingrcdientsdata

bank.

CABABSTRACTS/

ANIMAL:Animaland

veterinarysciencesand

nutrltlon.

CHEMLINE,Dictionary
ofchemicalsubstances
withCASRcgistry
numbersofTOXLINE,
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機 関 名 提 供 デ ー タベ ース

E(HO

Eur・PeanC・mmis∫i・nH・stOrganleati・n

所

AGREP二Permanent

inventory・fAgricultural

ResearchPr()jectsinthe

EuropeanComm皿ity・

住

Eur・peanC・mmissi・n

HostOrganization

Commissiondes

Communaut白

Europeennes

DGXIII,BatimentJean

Monnet

BP1907,

LUXEMBOURG

GRAND・DUCHE

Phone:(+352)43011
Ext:2923

Telex:2752EURDOCLU

活 動 分 野

－Referralterminology

(multilingual)
-Inventories

EABS=Euroabstracts:

studyreportsand

publicationofresultsof
researchfinancedbythe

CEC,theEuropeanCoal

andSteel&}mmunity,

andEuratom.

EURODICAUTOM:

CECmultilingual

terminologydatabank.

PlannedDataBases

ENDOC:Environmental

centresintheEuropean

Community.

ENREP:Current
environmentresearch
projectsintheEuropeanC
ommunity.

EUSIDICFILE:

Inventoryofdatabases'

andbanksavailablein

Europe・

業務時間(現 地時間)

Mondヒ}ytoFriday:

0900-'1800

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

Communltydatabases

suchasinvento「iesof

researchpr('jects
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機 関 名 提 供 デ ー タベ ース

田や
PATENTREGISTER:

Europeanpublished

patehtapPlicationsand

patents・

∠Eμmρ'αηPatentSOffice

住 所

鵠oranPatenGαfice・

PB5818
Patentlaan2,
2280HvRUswlJK(zH)
NEDERLAND

Phonc(十31)70906789

telex3165111B.NL

活動 分 野

.

Int'ernatiOnalOrganiZatiOn

forthegrantingof

European・PatentS .

accordingtothe

conventionofMunich

(5!10!73):noveltysearch,

examlnation,OPPOSItlon・

andappeals.

業務時間(現 地時間)

0900-1600

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

Registerofpublished

PatentapPlicationsand

grantedpatentsaccording

totheEuropeanPatent

(〕onvention.
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機 関 名

ERGODATA

提供 デ ー タベ ース

－ERGODATA;

Internationaldatabase

onbiometryand

ergonomy

Laboratoirt・d,An'ん ψ'ogie"4,E`o'09ゴ ρh畝aine

住 所

Laboratoire

d'Anthropologieet

d,EcologieHumaine

Universit6Ren6Descartes

(PARISV)

45,RuedesSaints・peres

75270PARISCEDEXo6

FRANCE

Phone(+33)12603720

Ext4015

Telex

活 動 分 野

「

Ergonomy,human

biometrics,

anthropomet「ics,

biom㏄hanics

業務時間(現 地時間)

_LabOratoire

d,Anthropologieet

・d'Ecologiehumaine:0900

_1800

_()nlineSerVICeSVla

Euronet:24hrs,7days

perweek,exceptMonday

O300-0800

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

－Abiometricsdatabase

(individualand

intemational)

-Anergonomydata

base,withbibliographic

references,synthesiscards

andcasestudies.

_Atridimensionalsystem

ofdisplayingergonomlc

problems
-Ateamofsp㏄ialists
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機 関 名

ESA・1RS

Europ'α ηSPa`'Aξency1}1ゾ ∂nnationR"n'eva～Servi`'

.TRANSPACand

EURONET,ESA-IRS

isatypicalhostforthose

lookingfortheWideSt

choiceofscicntificdata

basesavailablefromone.

singleEuropeancompute「

、centre.,

、

住 所 提 供 デ ー タベ ース

ALUMINUM:

Documentationon:

aluminiumindustry;ores,

alumina,production,

eXtraCtiOn;melting;

casting,foundry,

metalworking,fabrication,

finishing;physicaland

mechanicalproperties;

englneerlngPropertles

andtests;qualitycontrol

andtests;enduses.

、

ESAInformation.

RetrievalService,

ESRIN

ViaGalileoGalilei

CP64.・

1-OOO44FRASCATI

(ROMA)
ITALIA

Phone:(+39)69422401

Telex:610637ESRINI

活 動 分 野

づ
Multidisciplinaryon-line

information

AQUALINE:allaspects

ofwaterresearch

engmee「lng・

BIOSISPREVIEWS;

allaspectsofbio-sciences・

業務時間(現 地時間)

(CentralEuropeanTime)
0800-1830

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

ESA・IRSistheon-line

informationserviceof

theEuropeanSpace

Agency(ESA).Launched

in1969astheSpace

DocumentationService,

ESA-IRShasgained

somellvearsof

experienceinthefieldof

on-lineac(;eSSto

information.ESA-IRS

offerssome15mil]ion

On.linereferenCeSinall

fieldsofscienceand

technology.Connected

toseveral

te}eCOmmUniCatiOnS

networkssuchas

TYMSHARE,TYMNET,

DATEX,ESANET,

CABABSTRACTS:

Commonwealth

AgriculturalBureaux:

worldwidescientificand

technicalliteratureon

agriculturalsciencesand

relatedsuヒ)jects.Available

19730nwards.

CHEMABS

(CASEARCH);pureand
apPliedchemistry

includingthesaurus・

COMPENDEX:

ComputerizedEngineering

Index:allbranchesof

engineering.Available

from19690nwards.'

ELECOMPS:factual

dataonelectronic

compOnents:physical

andoperational

characteristics,names

andaddrcssesofsuppliers.

ELSPECS:specifications

andapProvalsfornational

agenciesBSI,CCT!GFW,

etc.
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ENERGYLINE:

d㏄umentatlononenergy

andenergy-related
'

subjects,includingenergy

eCOnOm1CS,reSOUrCeS,

fuels,consumpti・nand

environmentalimpact.

Availablefrom1971

0nwards.

ENVIROLINE:all

aspectsrelevantt・

enVirOnmentaliSSUeS,

includingtechnology,

Planning,law,economlcs,

geology,biology,

chemistry.Availablefrom

19710nwards.

EUROFILE:inventory

ofdatabasesanddata,

banksavailableinEurope.

FRANCE-ACTUALITE:

abstractsofarticlesfrom

FrenchPress.Available

from19780nwards.

FSTA,foodsciencesand

technologyabstracts・

INSPEC:international

literatureinthefieldof'

physics,electro-technology,

computingandcontrol .

technology,mathematics.・'

Availablefrom1971

0nwards.

INSPEC

INFORMATION:a

subsetofINSPECforロコ
tralnlngPu「POses・

ISMEC=international

literatureonmechanical

engmeenng;management,

productionprocesses,

energyandp・wer,natural

resources,apPlications,
.transport

.Availablefrom

19730nwards.

LEDA:imageryacquired

byEarthnetstations,

givingdetailsontrack.
framc,date&time,etc.

Availablefrom1975

0nwards.

METADEXiinformation

onmetallurgyandrelated

areasofscienceand

technology;includes

constitution,physicsl

testingandanalysis;

propertles;treatment;

processes.Availablefrom
19690nwards.

NASA:documentation

onaeronautlCS;

astronautics;chemistry

andmaterials;

englnee「mg;geOSClenCeS;

lifesciences;mathematical

andcomputersciences;

physics;s㏄ialscience;

spacesciences;generaL

Availablefrom1962

0nwards.

NTIS:USGovernment

sponsoredresearch,

developmentand

cngineeringrepOrts.Covers

mosthardandsoft

sciences.Availablefrom

19690nwards.

㏄EANIC:allaspects

ofoceanstudies,including

marinebiology,geology,

epgineering,OffShOre,

fisheries,meteorology・

Availablefrom1964

0nwards.

PASCAL:allfieldsof

scienceandtechnology,

includingchemistry,

physics,earthsciences,
engineering,biology,

medicine,psychology,.

apPliedmathematics,

infOrmatiOnSCienCe.

Availablefrom1973

0nwards.

PHARMACEUTICAL

NEWSINDEX,

lmportantnew・

developmentsin

pharmaceutical,c・smetic

andmedicalfields..
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POLLUTION:worldwide

technicalliteratureon

POIIution,no▲se,Pesticides,

radiation,general

enVirOn.mentalqUality.

Availablefrom1970.

SPACECOMPS二

electroniccomponents

forspacecrafts.

PlannedDataBases

ABI/INFORM:business

managementand

administration.

CONFERENCEPAPERS

INDEX=scicntificand

technicalpaperspresented

atCOnferenCeS,etC.

EDF-DOC:scicntificand

technicaldatabaseof

Electricit6dcFrance.

RAPRA:technical,

commercialandresearch

aspectsofrubberand

plastics・

SATELDATA:satellite

technology;performance

andlaunchdata.

WORLD

TRANSINDEX=index

oftranslationsofscientific

andtechnicalliterature.



機 関 名

FIIN【SBURY

住 所

FinsburyComputer

ServicesLtd.,

68・74,CarterLane

LONDONEC4V5EA

UNITEDKINGDOM

Phone(+44)12369771

Telex

提 供 デ ー タベ ース

TEXTLINE:isa
Europeanbusinessdata
base.Awiderangeof
finanCial,COmmerCial
interestsarecovered
includinginformation
aboutcompames,
industries,economlcs,
Governmentandthe
EEC.Sourcesare
currentlythedailyand
weeklypressandpress
releases.Tradejournals
wouldbeaddedinthe
nearfuture.

活 動 分 野

業務時間(現 地時間)

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

FinsburyComputer

Serviceso∬ersarange

offacilitiesasahostto

databasesproviders;this

includesfulltextsearching

usingtheStatussoftware

andthewritingofeasy

tousesearchprograms

designedtomeet

particularrequirements・

Thecomputerwhichis

aDECPDP11/70has

extenslvestoragecapaclty

andcanbeaccessedat

either1200b/sor300

b/s.Marketingandselling

ofindustrialdatabases

canbeundertakenand ウ
fullserviceforusersls

available.

.
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機 関 名

FlzrE

Fachlnf・rm吻ns〃 η'㎜Tecゐ η批

1

住 所

Fachinformationszentrum

Technike.V.

()stbahnhofstr.13.・'

D・6000FRANKFURTa.M、1

BUNDESREPUBLIK

DEUTSCHLAND

Phone:(+49)6114308・239

4308-225

Telex:4189459FIZTD

活 動 分 野

－Electrotechnology

.一'M㏄hanicalengin㏄ring.
-Precisionengln㏄rlng

-Plastics,rubber,fib1℃s

-Chemicalengin㏄ring

提供 デー タベー ス

DECHEMAChemical

englneenng

DOMA:Mechanicaland

productionenglneenng

DRE:Informationon

electro,technology

DZF:Optica1,

photographic,biomed輌cal,ロ コ コ ロ

P「eclslonengmeenng・

ZDE:Electro・technical

engin㏄ring,data

processing,controlぼ の
engmeenng・

PlannedDataBases

　
DKF:Documentation

・ntransp・rtati・nvehicles

andautomobiles

DKI=Plastics,rubber,

fibres.

S

業務時間(現 地時間)

24h.7d・ 巾P・・w㏄k

withoptimumreliability

MondaytoThursday

O830-2200,FridayO830
-1500.Maintenance

workcarriedoutevery

2ndFriday1530-2200.

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

－Trainingcoursesfor

users

-Operatingm・nuai・

/
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機 関 名 提 供 デ ー タベ ース

GD

Gese/Ls`haftノ 泣アInformationundZ)okumen'a～ton

BIBLIODATA:Books

andserials・publishedin

theFederalRepublicof

Germany

住 所

GID,ScktionfUrTechhik

Herriotstrasse5

Postfach710370

D-6000FRANKFURT

amMAIN71

BUNDESREPUBLIK

DEUTSCHLAND

Phone:(+49)61166871

Telex:414351

ODIN:Guidetothedata

basesofferedbyGerman

hosts.

PlannedDataBases

BLL:D㏄umentation.on

linguistics(Gcrman)

FSTA:FoodScienceand

TechnologyAbstracts

1NFODATA:Information,

scienccandpractice

《
φ

活 動 分 野

GIDisthecentreinthe

FederalRepublicof

Germanyf・rresearch

anddevelopmentinthe

ficldofinformationand

d㏄umcntation

シ

業務時間(現 地時間)

Monday-Friday

O800・1615

'

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

SektionfUrTechnik(SfT)

oftheGIDundertakes

initscapacityashost

operatortheconstruction

andtheoperationof

databasesmainlyfor

thoseproviderswhodo

nothavetheirowndata

pr㏄esslngequlpment・

・
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機 関 名 提 供 デ ー タ ベ ー ス

INFO
CASEARCH;Pureand

app1.iedchemistry

includingthesaurus

PlannedDataBases

住 所

INFOLINE:Brettenham

House,LancasterPlace

LONDONWC2E7EN

UNITEDKINGI)OM

Phone:(+44)1・8361876

Telex;261176

BIOSISPREVIEWS:

Allaspcctso「bio-sciences

inparticularbiology・

CAREGISTRYNAME

FILE:Comprehensivc

fileofchemical

compounds.

'

`

活 動 分 野

On-lineinformation

ret「ievalforthescience

andtechnology・based

researcher

COMPENDEX,

ComputerisedEnginecring

Index:allbranchesof

englnee「lng・

INSPEC:Physics,

electronics,computing,

mathematics.

業務時間(現 地時間)

0800-1800

NPL-SGTE:

ThermOdynamics.

RINGDOC:Chemical、

medicaland,

pharmaceutical

information.

.
..

ホ.ス ト ・サ ー ビ ス

InfOlineOn・lineSerViCeS

areavailableworld-wide

subjectto'
コ 　

teleCOmmUnlCatiOnS

suitability.TheInfoline

serviceisavailablein

EuropethroughEuronet

andinUSAthroughIPSS

・

1
.
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機 関 名 ホ ス ト ・サ ー ビ ス

INfermatioηSS7stemKArtSruゐ'

住 所

Fachinformationszentrum

Energ三e,Physik,

Mathematik

7514Eggenstein-

Leopoldshafen2

BUNDESREPUBLIK

DEUTSCHLAND

Phone(十49)7247824568

Telex7826487

－Directaccessto

b輌bliographicdatabases

andalpha-numericdata

banks.

-ProcessingofSDl

profilesWithon-linequ.ery

formulation.

_On-lineorderingof

documentS(in

preparation).
-Consulting,training

andsupervisionofuse「s'

byqualifiedscientificstaff.

-Usermanualsincluding

descriptionofthecommon

commandlanguageand.

thedatabases.・

提供 デー タベ ース

活 動 分野
ロ

Sciencesandengin㏄ring,

especially:

-Energy
,nuclearresearch

andtechnology;'

-Mathematics
,computer

science,andphySics;

-Engineering
,electronics,

computerandcontro};

-Patents;

-Urban
,regionaland

nationalplanning;

buildingandconstruction;

-Metal}urgyandmetal

working.

BAUFO:Building

researchprojectS.

COMPENDEX:

Computer輌sedEngineering

Index:allbranchesof
の ロ

engm㏄nng・

EDB:EnergyInfotmation

DataBase.

1NKA・CONF:Conference、

annOUnCementSlnenergy,

nuclearscience,

aerOnaUtlCS,aStrOnaUtiCS

spaceresearch,phySics,

mathematicsand

astronomy・'

業務時間(現 地時間)

24h.7daysperweek

Withoptimumreliability

MondaytoThursday

O830-2200,FridayO830
-1500 .Maintenance

workcarriedoutevery

2ndFriday1530-2200.

INKA-DATACOMP

Datacompilationsin'

energyandphysics.

INKA-MATH:

Mathematicsandrelated

suhl㏄tsdatabase.

INKA・NUCLEAR:.

Nuclearsciencedatabase

INPADOC-IFS:Patents:

INPADOCFamilyfile

database

INPADOC-IPG:Patents:

1NPADOCPatent

Gazette.

皐
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INSPEC:International.

literatureinthefieldsof

physics,elcctro-rechnology・

computingandcontrol

technology,mathernatics.

NTISiU.S.Governmcnt

spOnsoredresea ,rch,、

developmentand
コ

engineeringrepOrts.Covers 、

mosthardandsoft`."
び 　 に　

SCIences.

INKA-PLASMA:Plasma

physicsandtechnology
database.

INKA-SPACE:

Conferencepaperson'

aerOnaUt1CS,aStrOnaUtlCS

andspaceresearch・ .,

INKA-SURVAC:Surface

andvacvumphysicsdata

base.

ORLIS:Documentitiori

onurbanandregiorial .「'

planning.、

SDIM2:Documentation.

onmetallurgyandmetals'.…'・.

1

RSWB:RegionalPOIicy,

townplanning,housing"

andconstruction.'

SDIMlDocumentation・

onferrousandnon-ferrous

metallurgyandmetals:"-

pr・Pertiesofmetals,』

processing,prOductionも

fabrication,treatments.

刊a皿edDataBa記s'・

CONFERENCEPAPERS

lNDEX:Scientificand

technicalpaperspresented

atconferences.'

ENERGYLINE:Energy

andenergy-related

subjects.－

ENSDF:Evaluated,

NuclearStructuresData'.

File,includingd㏄aydata

forallisotopes.

INKA-ASTRO'

Astronomyand

astrophysics.

♂

INKA-CORP:

Corporationsand

affiliatlonsinthefields

・fenergy,nUCIearSCienCeSj　 の
aerOnaUtlCS,aStrOnaUtlCS,'

,spaceresearch,physics,

mathematicsand

astronomy・
'

INKA-HEP:HighEnergy

Physicsdatabase.'
※

INKA-PHYS:Physics

andrelatedfieldsdata

base.
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機 関 名 提供 デ ー タベ ース

JRC
、ノ0頂'Researchα 刀'〃oftゐ'Commis∫t.0ηoftheEuroPean

Co〃lmunit～e∫ ・

所

ECDIN:Databankon

P・lluti・n'causingchcmical

substanccs.・

住

EUROCOPI:Databank

ondataprocessing

prograrnnlesinphysics,

chemistry,englneenng・ －

JointRcsearchcenterof
theCommissionofthc
EuropeanCommunities,
IspraEstablishement,
1210201SPRA.
(VARESE)ITALIA
Phone:(+39)332780131
Telex:380058EURI

380042EURI

活 動 分 野

ResearchEstablishment

innuclearSafety,new

ene「gleS,envlrOnment

andothersuヒ)jects.

業務時間(現 地時間)

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

AvailablebyJanuary
1980:testandreference
centreforhigherlevel
protocols.
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・

機 関 名

SPDEL

∫b`ψ ～♪0μrt,lnfomiatigue

'《
.

所

,.

,

提 供デ ータベ ース

住

SocietCpour

Flnformatique:

98、Bd.VictorHugo

92115CLICHY

FRANCE

Phone:(+33)17311191

Telex:610142FTELSPI

活 動 分 野

Databanksanddata

basesaimingatanswenng

practicalandconcrcte

problemsarisinginall
sectorsofbusiness.

AFEE;Waterpollutipn

andrclatedsubjccts.・t

AGREP:Permanent

Invent・ ・y・fAgricUhural ■
ResearchPr()jectsinthe

Eur・peanC・mmunity.

AGRIS:Agricultural

scienccandtechnology

worldwide、

BIIPAM:Engineering

andrelatedsuヒ)jects.

CETIM:Centre

TcchniquedesIndustries

Mccaniqucs:mechanical

Cngineering,materialS,

tests,control,

manufacturingPr㏄esses,

machinesandrelated

fieids.
'

CIS-BIT:Ccntre

International

d'lnformationsdeS6curit6

etd'hygiさnedutravail:

worksafety-andhealth

PASCAL-

METALLURGIE:

Metallurgyand

mcchanicalenginecring・

SGB:S㏄i6t6Generalde

Banque:financeand

economlCS.

業務時間(現 地時間)

0830-1800

DAFSA-RESO:Financial
relationshipsbetween
companics:financialdata
relevantto33.000
companies(Frenchand
international)

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

Originald㏄uments

speedilyaccessiblefrom

mostsuppliers・

EDF'DOC二Information

releVanttOeleCtriCal

industry,includingsources,

components,equlpment,

distribution,apPlications,

management,legal,

economic,S㏄ial

enVlronment

ヲ

KOMPASS-FRANCE:

Commercialinformation

about55.000French-

companles・

MERLING:Busincss
andmanagement(from
MERLIN-GERIN)

MERLINT:Electronics
andelectricity(from
MERLINGERIN)
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機 関 名 提 供デ ー タベ ース

..

TELESYS

QUESTEL
・

所

一

往

TELESYSTEMES-

QUESTEL'

40,RueduCherche・Midi'

75006PARIS

FRANCE

Phone:(+33)15443813

Telex:204594F
``

活 動 分 野

－Chemistryandphysics

-Medicineandbiology

-Agricultureand

agriculturalindustry
' -Scienceandtechnology

_Humanandsocial

SCIences'

_Lawandeconomics

業務時間(現 地時間)
　 イ
MondaytoFridayO800
_2200

BIPA:Banquc

ま1二=霊 、鷺1ぱe,
ゆぐ

POIiticalchro㎡icle,'

speeches,press・cuttings,

includingthefolloWing

subfiles:ACROPOL,

BIBLIOS,PAPYRUS,

ORATEUR,SALOMON.

CANCERNET:.

Internationa1,multi-

linguald㏄umentation

onCancer,medicaland

basicresearch,

biochemistry,virology,

immunology.

CBAC:Interactionof

chemicalsubstanceswith

b三〇logicalsubstances.

CBNOM:Nomenclature

onCBACfile.

ホ ス ト ・サ ー ビ ス

_Selectivedissemination
ofinformation(SDI)on
profiles
-Managementofprivate
databases
-Consultancyand
technicalassistance

CNRSLAB:Current
researchactivitiesamongst
researchunitssponsored
bytheCentreNational
deRechercheScientifique
-CNRS-inallsubjectS
offundamentalresearch:

EDF-DOC:Information

relevanttoelectrical

industry,includingsource,　
components,equlpment,

distribution,application,

management,legal,

economic,social,　
enVlronment、

IALINE:Agricultural

andfoodindustries:

t㏄hnica1,scientificand

㏄onomlcaspects・

INPI1:Patents:register
ofINPI(lnstitutNational
delaPropri6t6
1ndustrielle)

PASCAL:Allfieldsof

ミcienceandtechnology,

ipcludihgchemistry,

physics,eaHhsciences,

engineering,biology,

medicine,psychology,

apPliedmathematics,

infOrmatiOnSCienCe、

SCOLA=Trainingdata

baseonPASCAL(section

101DOC)1978・

TELEDOC:Information

ontelecommunications,

electronicsandrelated

fields.

TITUS-F:.Documentation

ontextiles(French

versibn).,

るロロ ド ロ

PhmedDataBas臼
.、

コ の ぐ
　 ぱ げ ロロ

CASEARCH:.Pureand
appliedchemistry
includingthesaurus..

FRANCIS,Current

informationinso6ialand

humansciences.

GEODE:Intematlonal

bibliographyOnearth
　

SCIences、

RESEDA:Agricultural .　
econom1CS.

URBAMETTown

Planning.'

NORIANE:Industrial

sectorstandards:French

andinternational

standards,technical

reguiations.

、
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機 関 名

THERMODATA

提供 デ ータ ベ ース

HYDROGENE

INFORMATION:data

baseonhydrogenin

minerals.

住 所

ThermodataB.U.S.
DomaineUniversitaire
BP22,
38402Saint'Martin-d'Heres
FRANCE
Phone:(+33)76427690
Telex:980145F

THERMDOC:database

onmine「al

multicomponentssystems・

THERMODATA:

ThermOdynamicvalues .

ofelements,components

andalloysinminerals

andparticularlymetals・

Pla皿edDataBases

活動分野

HYDROGENEDANS

LESMETAUX

Hydrogeninmetals

Thermodynamicsand
eSpeciallymetallurgical
thermodynamics(data
banksanddatabases).

業務時間(現 地時間)

24hrs,7daysperweek

exceptMondayO700-

1400.

ホ ス ト ・サ ー ビス

－Selectedandcritically

assesseddatabankfor

thermOdynamics,

metallurgyandmetals

pr㏄essing,apPlied

physicalchemistryand

metallurgicalengineering.

－Problem-solving

capabilitybycomputer

assistedteaminvapour

depOsitionandgas-solid

lnte「actlons,vapour

growthanddoping,multi-

compOnentchemical

equilibraandcorrosion

bygasesandvapOurs.

－ConSultingServiCe

regardingapPlications

ofdatarelatedtothese

fields.
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II.ア メ リ カ 編



二



論総1





1総 論

ア メ リ カ に お け る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 実 態

1.テ ーマ の選 定 とね らい

数年 来,デ ー タベ ー スの整 備 あ るい は デ ー タベ ース ・サ ー ビスの 育成 を め ぐ;
ξ

っ て,内 外 で 関 心 を 呼 ん で い る 。 特 に,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を め ぐ っ て は,
ベ

アメ リヵ,三 一 ピ ッパ,日 本 が各 々独特 の取 組 み を見 せ てい る点 が 注 目され る。

即 ち,情 報 先進 国 の アメ リカ で は,デ ータベ ー ス ・サ ー ビス を輸 出産 業 とし

て把 え て い る。 ヨー ロ ッパ で は,ア メ リカ の情 報 攻勢 に対 し,EURONETな

ど汎 ヨー ロ ソバ 規 模 あ デ ー タベ ー ス網 を整 備 す る一 方;各 国 が各 々 の振興 策 で

アメ リカに対応 しよ うとしてい る・ わが国の場合}ぢ 搬 に㍗ 助 に10年 ・

ヨー ロ ッパ に5年 の遅 れ と指 摘 され る中 で,こ の ところ よ うや く官民 相 方 で の'

努 力が活 発 化 してい る。 昨 年 の 「産 構 審 情 報 産業 部会 」 の 答 申 に見 られ るデ ー

タベ ース ・サ ー ビス に対 す る 力点 や,民 間 の 「デ ータベ ー ス ・サ ー ビス業 連 絡

懇談 会 」 の 活 動 な どは そ の好 例 であ る。

しか しな が ら,わ が 国 の場 合,こ とデ ー タベ ース ・サ ー ビス に関 す る限 り,

アメ リカ とは 依 然 と して かな りの隔 りが あ る。 ζの意 味 にお い て,ア メ リカの

デ ータベ ー ス ・サ ー ビス の実 情 を把 握 し,今 後 の施策 へ の 展 開な どに資 す る こ

とを本 調 査 では ね ら って い る。

2.調 査 先 の 選 定

調 査 先 の選 定 に 当 っ ては,デ ー タベ ー スの 分類 に従 って,各 々の分 野 で特 色

の あ るサ ー ビス を提供 してい る企業 を ピ ンク ア ップ した。 また,調 査 会 社 や 有
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識 者 に よる プ レゼ ンテ ー シ ョン も受 け,全 般 的 な動 向 につ い て も情 報 を入 手 し

た 。下 図は,デ ー タベ ー スの分 類 と今 回訪 問 した企 業 を対 応 させ た もの であ る。

、.
吋

〔大 分 類 〕 〔情 報 のタィブ〕 〔情報 の 内容 〕 〔今 回 訪 問 先 〕

〔文献目録・案内
(ビブリオ)〕……:蒜::忽 忽 霊 ㌫)

!琴 燃 ラ ク,、 〕… … ・S・ …mD・v・1・ ・rnen・C・ ・p…D・ ・

(努 讐 。 。 、 、〕…… …ADD…C・n,…1..

ア コ び ウ

〔諸 指標 ㌶ 磐 ㌣ ・一 ・
.・・…11・yM・ ・k… ㎎ ・・…m・

・UrbanDeeisionSystemsInc .

・NissanMotorCorp.ofUSA

〔構 造 式,地 図,
設 計 図 ・ 写 購 〕… ・・llU・b・nD・ ・・…nS・ ・・…1・ ・.

、⑧

㍑ 白"・

訪問先 としては以上

の外,次 の もの も選

定 した

9QtiantumScienceCorp・(デ ー タ ベ ー5・ サ ー

ビ ス の 全 般 的 動 向 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン)

・NASAIndustrialApplicationCenter

(コ ン サ ル テ ィ ン グ)

・Dr .H二Borko,UCLA(文 献 デrタ ベ ー ス に 関

す る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン)'.
∫

・INFO'811(コ ン ピ ュ ー タ 産 業 全 般 の 動 向)

図:デ ー タ ベ ー ス の 分 類 と 訪 問 先
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3.ア メ'リカ の デ ー タベ ース ・サ ー ビス の動 向

アメ リカ の デ ー タベ ース ・サ ー ビス の市 場 規 模 は,オ ン ライ ンに よる もの に

限 定 して も,1980年 で 約10億 ドル に 達 した とみ られ てい る。1975年 には1

億5000万 ドル 以 下 と言 わ れ てい た か ら,こ の5年 で実 に10倍 近 い伸 びを 見 せ、

た こ と にな る。 各調 査 会 社 の予 測 では,1985年 には35億 ドル に達 す ると さえ

言 わ れ て い る。

アメ リカ でデ ータベ ー ス ・サ ー ビス が発 展 した1要因 と しては,通 常3つ の側

面か ら指 摘 が な され てい る。 ① 全 般 的 要 因② デ ー タベ ー ス構 築面 の 要 因③ デ ー

タベ ース 流 通 面 の要 因 で あ る。

(1)全 般 的 要 因 としては,

・ 「情 報 」 に対 す る価 値 の確 立

・ 「デ ー タ保 護 法」 な どデー タ の保 護 や プ ラ イバ シ ィに対 す る意 識 の高 揚

・ 「イ ンフ ォメ ーシ ョン ・サ イ エ ンテ ィス ト」 の育成 な ど,大 学 教 育等 に お

け る活 動

・企 業,業 界 団体,学 会,国 家 機 関 な どに よ る積極 的 取組 み
.

な どが指 摘 され てい る。

情 報 の価 値 に 関 して は,今 回 訪 問 したAtlanticRichfielqCorp.(ARCO)

のM.ス ワニガ ン女 史が 次 の よ うな 指 摘 を して い る。 「我 々の仕 事 は 情 報 を 提供

す る こ と。 しか し,こ の情報 には 具 体 的値 段 を つ け るのは 難 しい。 そ れは 価 値

が な い とい うこ とで はな い。 逆 に,情 報 を無 く しては,企 業 の競 争 力維 持 は 不

可 能 な 時 代 に な って い る」

(2)構 築 面 で は,以 下 の要 因 が あ げ られ る。

・政 府 保 有 デ ー タの 磁気 テ ープ に よる民 間 デ ータベ ース ・サ ー ビス 業者 へ の

提供

・科 学 財 団(NSF)等 に よる助 成

・国 家 プ ロジ ェク ト参 画 に よ る技 術 修 得

特 に,政 府 デ ー タの 磁気 テ ー プベ ー ス で の提 供 は,ア メ リカ の データベ ース ・
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プ ロ デ ュー サ に と っ て は,大 い に役 立 って い る。 例 え ば・今 回訪問 したUrban

DecisionSystems社 で は,商 務 省 の 人 口 セ ンサ ス を購 入 し,こ れ を ベ ー ス に

し た マ ーケ テ ィン グ情報 を 売 りも の に し てい るが,「 デ ータ は誰 で も平 等 に安

ぐ入手 で き る。 これ を ど う生 かす か が ビジ ネ スだ 」 と指 摘 し てい る。

(3)流 通 面 の 要 因 は以 下 の とお り

・通 信 分 野 の 自由競 争方 針 に よる付 加 価 値 サ ー ビス(VAN)の 出現

・ネ ジ トワー ク ・サ ー ビス企 業 の発 展 お よ び海 外 進 出

・デ ー タベ ー ス・・プ ロデ ューサ お よび ネ ッ トワー ク業者(デ ィス トリビ ュー

タ)に よる分 業態 勢 の確 立

・ブ ロー カ ー(デ ィー ラー)な どの検 索 サ ー ビス あ る いは コ ンサ ル テ ィング

・サ ー ビ スの 台頭

ナメ リヵゐデータベース流通機構 の確立は,他 の国々の追随を許 さない。 ヨー ロ ッパ で

はEuRoNET・DIANE'{と 称 す る デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス網 に よ って,よ う

や く追 撃 を開 始 した が,ア メ リカ で は 全米 規 模,国 際規 模 のNIS(ネ ットワ ー

ク ・サ ー ビス業 者,あ るい はRCS:リ モ=ド ・コ ン ピ ューテ ィン グ ・サ ー ビス

業 者)が 目 白押 しで,こ れ ら企 業 が競 争 しなが らデ ー タベ ース の提供 に しの ぎ

を 削6`(い る。'即ち,あ るひ とつ の デ ータベ ー ス を複数 のNISが 提 供 し てい

る訳 で,そ こ には 当然,付 加 価 値 に よ る競 争 とい う原 理 が 出 て くる。 デ 一夕ベ

ー:一ス6プ ロデ ューザ(作 成 機 関)に と って も,こ れ ら既 存 の 流通 業 者 を利 用 で

き る こ とは,効 率 の上 で も,リ ス クの 点 で も有利 にな ってい る。

例 え ば,今 回訪 問 したSystemDevelopmentCorp.(S㏄)な どはLockheedと

共 に,文 献 デ ー タベ ー ス の典 型 的 デ ィス ド リビ ュー タにな っ てい る。
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論2. 各

各



ン

、



2各 論

11NFOl81(InformationManagementExposition

&Conference)

期 日:1981年10月12日 ～10月15日

場 所:ニ ュ ー ヨ ー ク ・ コ ロ シ ア ム

、 lNFOの 経 緯 とlNFO,81の 特 色

INFOの 正 式 名 称 は,InformationManagementExposition&Conference,

そ の 名 の 通 り,「 情 報 の 管 理 」 を 基 調 に し た 展 示 会 と 会 議 で あ る 。 ス タ ー トは

1974年 で,毎 年 秋 に 開 催 さ れ る 。 し た が っ て,今 回 のINFO,81は8回 目 を

迎 え る 。

INFO発 足 の き っ か け は,世 界 最 大 規 模 の コ ン ピ ュー タ 会 議NCC(National

ComputerConference)に あ る。NCCは か つ て,SJCC(SpringJointComputer

Cohference)お よ びFJCC(Fal1JointComputerConference)と 称 し て .,

毎 年 春 秋2回 開 か れ て い た 。 こ れ が1973年 に 統 一 さ れ,毎 年5～6月 に1回

の 開 催 に 変 更 さ れ た 。 こ の た め,秋 季 に 大 規 模 な コ ン ピ ュ ー タ 会 議 を 開 き,

FJCCの 穴 を 埋 め よ う と い う の が 当 初 の ね ら い で あ っ た 。

同 時 に,NCCが コ ン ピ ュ ー タ の 技 術 動 向 全 般 を と り あ げ,広 範 囲 な ト ピ ッ

ク ス を カ バ ー す る の に 対 抗 し,INFOは 「情 報 資 源 の 管 理 」 を 基 調 に,企 業 の

マ ネ ジ ャ な ど を 対 象 に ユ ー ザ ・オ リエ ン テ ッ ドな 色 彩 を 前 面 に 出 す と い う特 色

を か か げ た 。

特 に 最 近 のINFOは,ユ ー ザ の 間 で 目 下 話 題 と な っ て い るOA(オ フ ィ ス ・

オ ー トメ ー シ ョ ン)を メ イ ン ・テ ー マ に 採 用 し て お り,INFOと い え ばOAの
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動 向 を探 る最 良 の場 とい うイ メ ー ジが 確 立 された 。

さ て,今 年 のINFOは,展 示 企 業 数 お よび参 加 者 共 に過 去8年 で最 高 を記録

した。 また,今 年 の 統一 テー マ は,「 情報 システムの反応性 の向上("Increasing

theResponsivenessofInformationSystems")」OAで あ れ,OIS(オ フ ィ

ス情 報 シス テ ム)で あ れ,未 来 の オフ ィス で あれ,表 現 は と もか く,エ ン ド ・

ユ ーザ(人 間)の ニー ズ に即 した オ フ ィス機器 あ るい は ソ フ トウエ アの 開発 に

適進 ず る コン ピュ ー タ産 業 界 の 動 向 を うま く捕 え た テ ー マ で あ る。 もち ろん,

シス テ ムに対 す るユ ーザ 側 の要求 に も合 致 してい る。

INFO会 場で耳 に した も うひ とつ の キー ワー ドに,IRM(情 報 リソース管 理,

"I
nformationResourceManagement")と い う言 葉 もあ った 。 す で に,デ ー

タベ ー ス 関連 な どで 定 着 してい る用 語 で あ るが,1974年 のINFO発 足 時 に

は,情 報 管理 とい う言 葉 自体 えた い の知 れ ない もの とい う反 応 が 強 か った。 し

か七,INFOが 回を重 ね る に従 い,情 報 管理 あ るい は 情 報 資 源(リ ソー ス)の

管理 を根 底 に,具 体 的 な イ メ ージ と して① オ フ ィス ごオ ー ト.メー シ ョン,② デ

ー タベ ース ,③ 関 連 ソ フ トウェ ア ・パ ッケ ー ジが 浮 上 して きた。

表1'は81年INFOの セ ッシ ョン ・テ ーマ を ま とめ た も のだ が,論 議 の 中心 は

い ず れ も上 記3部 門 に集 中 してお り,同 時 にINFOの 性格 を 明確 に反 映 して い

る。 これ ら の分 野は,コ ン ピュー タ 産業 界 お よび ユ ーザ 双 方 が現 在 最 も関心 を

払 っ てい る と ころ で もあ る。 これ は 展 示 出品企 業 が265社,参 加 者(登 録者)

が31,000人(前 回22,000人)と,レ コr-一ドを打 ち立 てた こ と に も示 され て い

る 。
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表1.INFO,81セ ッ シ ョ ン ・ テ ー マ

No,
一

セ ッ シ ョン ・アー マ セ ッシ ョ ン数

1 InformationManagement 7

2 FinancialSystems 5

3 MarketingSystems 4

4 Of臼ceAutomation
Advances 10

27
Fundamentals 17

5 DecisionSupPortSystems 7

6 DataBase 8

7 EDPManagem舗
Manageria1 7

12
Technical 5

8 PrepackagedSoftware 6

9 SmallBusinessSystems 7

10 L。wαficeA。t。m。ti。n 1

11 Manufact頭ng
IndustryOriented

Sessions

'

4

1012 Banking 3

13 Insurance 3

蕊'

鍵 哨

騒 ・遠

「D.J.マ ッ サ ロ 氏 」

rlNFO'81会 議 セ ・ シ ・ ン 風 景 」

基 調 講 演'

今 回 の 基 調 講 …演 者 は,Xerox副 社 長 兼 オ フ ィ ス ・プ ロ ダ ク ツ 部 門 責 任 者 の ド

ナ ル ドJ.マ ッサ ロ 氏,同 氏 の 講 演 テ ー マ は,「80年 代 の オ フ ィ ス の 挑 戦CThe

ChallengeoftheOfficeofthe,80s")」

ま さ に,INFO'81の 幕 を 切 っ て 落 す ス ピ ー チ に ぴ っ た り の テ ー マ で あ り,

会 場 は 満 員 と な っ た 。 同 氏 は 米 国 企 業 の 数 年 来 の 最 大 課 題 と な っ て い る 「オ フ
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'
イス の生 産性 向上 」 を基 調 に,既 存 お よび未 来 の テ ク ノ ロジーを駆使 した総合 自,

動 化 オ フ、イス ・シ ス テ ム の可 能 性 を指 摘 した。

同氏 に よれ ば,生 産 性 向上 を実現 す る には,情 報 管理 の 多様 な ニ ーズ に対 処

す るた めの シ ス テ ム ・アプ ロー チ が不 可 欠 にな る。 具 体 的 には,自 動 化情 報 ス

トレー ジ,パ ー ソナル ・フ ァイ ル検 索,中 央 デ ータベ ー スの アクセ ス,外 部 デ

ー タベ ー スの ア クセ ス,ロ ーカ ル ・ネ ッ トワー クな どの コ ンセ プ トを重 視 す べ

きだ と述 べ た。

さ ら に同 氏 は,す で に技 術 が 存 在 し てい る に もかか わ らず,現 状 は そ の適 切

な 応 用 や適 用 がな い 点 を 指摘 す る と と もに,生 産 性 向上 へ の取 り組 み には,失

敗 に至 る可 能 性 も大 き く,80年 代 にふ さわ しい 挑 戦 テ ー マだ と述 べ た。

一 基調講演(要 旨)一

80年 代 の オフ ィス の挑 戦

DonaldJ.Massaro

President,OfficeProductDivision

XeroxCorporation

人 々が今,切 実 に求 め て い るのは,彼 ら のイ ン フ ォメ ーシ ョン ・マネ ジメ ン

ト課 題 のす べ て を解 決 し て くれ る製 品 で あ る。 つ ま り,「 ブ ラ ック ・ボ ックス」

な らぬ 「エ ブ リシ ング ・ボ ック ス」 な の で あ る。 そ の理 由は 明 白で あ る。 す な

わ ち,オ フ ィス生 産性 を 向上 させ る こ と に よ って,企 業 を そ の末 端 に至 る まで

活 性 化 させ よ うとい うわ け で あ る。 良 い情 報 管理 シ ス テ ムが生 産 性 を 向上 させ

る こ とは 自明 の こ とだか ら であ る。 しか し,こ のオ フ ィスの 生産 性 とい うのは,

ユ ニ ー クな機 会 とな り得 る と同 時 に,失 敗 の可 能 性 をは らんだ 挑 戦課 題 で もあ

る。

情 報 管 理 テ ク ノ ロジ ーを発 展 させ て きた過 程 の 中 で,現 行 装置 の先 代 マシ ン

は,企 業 の事務 分 野 でか な り利 用 され る よ うに な った が,そ れ に して もオ フ ィ

ス 関 係 者 の20%程 度 が 関与 した だ け の状 態 であ った 。 も しわれ わ れ が 真 の生 産
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性 向 上 を達 成 し よ う とす る な ら,専 門職 員(プ ロフ ェ ッシ ョナル)や 企 業 幹

部 が 情報 処理 装 置 を受 容 し利 用 す る状 態 を創 り出 さね ば な らな い。 とい うの も

この グル ー プが オ フ ィス人 件 費 の80%あ ま り占め てい るか ら であ る。

わ れ われ には失 敗 す る余 裕 な どない。 最 近 の調 査 に よれ ば,も し専門 家層 や

経 営 幹部 が情 報処 理装 置 を 活用 す る な ら,そ の生 産 性 は 約15%も 向 上 す る とい

う結 果 が 出てい る。 こ の こ とは,彼 ら にデ ー タベ ー ス とそ れ に ア クセ スす る手

段 を与 え るだ け で,オ フ ィスの 生産 性 がい ち じる し く上 昇 す る こ とを意味 して

い る。 こ の よ うに顕 著 な効 果 を あげ られ る単 独 の要 素 は 他 に見 出せ ない だ ろ う。

しか し,生 産 性 の 向上 の た め に貴 方 が必 要 と され てい る ものが,従 業 員 の技

能 を 補 完す る情 報 処 理装 置 で あ る とい う前提 で一 致 を 見 て も,コ ス ト面 から逡

巡 され る方 もお られ る で あ ろ う。 しか し,投 入 しな け れ ば な らな い費 用ば か り

に注 意 を集 中 せず,ど の よ うな資 本 回収 が 可能 とな るか に眼 を 向 け るべ きであ

ろ う。 この見返 りの 評価 の 方法 と して,一 般 的 には,価 格 と機 能 の 比較 あ るい

は価格 とパ フ ォーマ ン ス の比 較 な どが あ る。

他 方,少 々評 価 が む ず か し くな るが,専 門職,管 理 者,経 営 者 に よ り多 くの

考 え る時 間 を生 み 出す 費 用 の算 定 も一 つ のや り方 で あ る。 創 造 性 を発 揮 し,よ

り適切 な 意 思 決定 を行 な うた め の時 間 を重 視 した ア プ ローチ で あ る。

だ が繰 返 し言 う よ うで あ るが,最 重 要課 題は 一 般 の 人 々に,情 報処 理 装 置 が

親 しみ の あ るも の で あ る と同時 に,そ れが 彼 らの技 能 を 補 完 向上 させ 生産 性 を

高 め得 るマ シ ンで あ る こ とを認 識 して もら うこ とで あ る。 イ ン フ ォメ ーシ ョン

.マ ネ ジ メ ン ト ・ツ ール を理解 し,そ して実 用 して も ら うこ とこ そ,わ れ わ れ

業 界 の 死活 に関 わ る こ とな ので あ る。 もは や失 敗 は許 され ない ・(巻 末 資料1

参 照)

展 示

展 示 会 場 は コ ロシ アム の1～3階 を 占め,卓 上 型 の マ イ コンか らメ イ ンフ レ

ーム ,さ ら には ソ フ トウ ェ アや 出版 物 な ど,INFO史 上 最 大 の規模 とな った。
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(表2参 照)

ゲ ー トを 入 っ て つ き 当 り の1階 会 場 に は,Rapidata,Comshare,Cincom

Systemsな どの ネ ソ ト ワ ー ク 業 者 や ソ フ ト・ウ ェ ア 会 社 が ブ ー ス を 出 し て い た 。

中 で も 関 心 を 呼 ん で い た の は,ISSCO社 の コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ・ク ス の

デ モ ン ス ト レ ー ジ ョ ソ 。 ま た,テ レ ビ を 端 末 と す る 家 庭/企 業 向 け デ ー.タ ベ ー

ス ・サ9ビ ス,い わ ゆ る ビ デ オ テ ッ ク ス の リー ダ ・一ー一格 で あ るPreste1の ブ ー ス

も 人 気 を 集 め て い た 。"こ の フ ロ ア の 目 玉 は,一 言 で い え ば コ ン ピ ュ ー タ ・ グ ラ.

フ ィ ッ'ク ス に つ き る 。 ネ ッ ト ワ ー ・ク ・サ ー ビ ス 会 社 のComshareやRapidata

旺}

〔
　

≡
、♪

…

蹴
「INFO'81展 示場 入 口」

「INFO'81展 示 会 風景 」
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も,ビ ジ ネ ス ・グ ラ フ ィ ッ ク ス 関 連 の 装 置 や ソ フ トの 説 明 に 力 を 入 れ て い た 。

特 に,ビ ジ ネ ス ・.グラ フ ィ ッ ク ス ・ソ フ ト界 の リー ダ と い う 旗 印 を か か げ た

ISSCO(IntegratedSoftwareSystems℃orp.)は,鮮 や か な カ ラ ー グ ラ フ

ィ ッ ク ス で 人 目 を ひ い て い た 。 マ ー シ ャ ル.・ マ ク ル ー ハ ン の"「 電 子 イ メ ー ジ が

新 た な 神 と な る 」 と い う予 言 の 正 当 性 を 暗 示 す る よ う な フ ロ ア で も あ つ た 。

ISSC・ のマニ 〔 〃 鞘 都 興 ・ま・』
,.INF・'81tZcは 、≡ ・、一 夕'

グラフ ・・クス関連鑓 φ 力・]カ の大手 別 品 した・ 同邸 よ一る≒・ これ

らメ ー カは数 年 来,オ フ ィス ・オ 「一トメ ーシ ョソを想定 した 八 二 ド,.ソ フ トの

研 究 開発 に力 を入 れ て い る。 また普 及 と効 率 化 に も真 剣 に取 り組 ん でお り,た

とえば カ ラ ー ・プ ロ ッタの価 格 は,15年 前 の4万 ドル 強 か ら4,000ド ル に下 降

して い る。 さ ら に,最 新 の低 コス ト装 置 は,旧 式 のプ ロ ッタが2～4種 のチ ャ

ー トを作成 す る時 間 で ,10～20種 の チ ャー トを生 み 出せ るほ どの 向上 を見せ て

い る 。 ∵

コ ン ピ ュ ー タ ・ グ ラ フ ィ ソ ク ス を 制 す る 者 が オ フ ィ ス を 制 す る 一 と い う 同

氏 の 指 摘 も そ う大 げ さ な 表 現 に は 聞 え な い ム ー ド が 今 回 のINFOに は あ っ た 。

さ て,エ ス カ レ ー タ で2階 展 示 会 場 に 上 る と,「 サ ン セ ッ ト大 通 り の 夜 景 」

と 表 現 し た 業 界 紙 も あ っ た ほ ど き ら び や か な 光 景 が 展 開 し て い た 。 こ こ は い わ

ば メ イ ン 会 場 と も い う べ き 所 で,IBM,Nixdorf,Exxon,HewlettPackard,

Xerox,AT&T,Wangな ど,今 を 時 め くオ フ ィ ス 市 場 の 雄 が ブ ー ス を 連 ね て い た 。

2階 フ ロ ア に は,デ ー タ 処 理,ワ ー ド処 理,マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス,ス ト

レ ー ジ,デ ー タ 通 信,情 報 検 索,周 辺 端 末 機,磁 気 媒 体,電 子 郵 便,複 写 装 置,

電 話 シ ス テ ム な ど,OAを 構 成 す る各 種 の 装 置 が 目 白 押 し に 並 ん で い た 。 ま た,

各 社 と も,デ モ お よ び 説 明 要 員 に は か な り の ス タ ッ フ を さ い て い る 点 も 注 目 さ

れ た 。

2階 正 面 入 口 か ら 見 て 右 側 に は,コ ン ピ ュ ー タ 関 連 の 出 版 業 者 の コ ー ナ ー が

あ り,こ こ も 人 気 を 集 め て い た 。Fortune,IRM,TheOfficeMagazine,

ComputerBusinessNewsな ど の 新 聞 雑 誌 社 やDataproやAuerbachの 調
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表2 INFO
'81

出品企業お よび主要 ビジネス

(7月28日 現 在 の 出品登 録 企 業 のみ)
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MWF=i"'」 占boetS
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ρ力栖仔"
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Coロtsh四 ℃ ・ComPt」 惚■翼 ●swchCo⑤,田 方
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㎞
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㎡

査 レ ポー トの 出版社 が, こ の種の会 議 ・展示 にかな りの力を入れてい る点 が興

味 深 か った。

3階 会場 は, 他 の会場 の よ うな 華 や か さ もな い し, ス ペ ー ス もか な り狭 くな

つ て い る
。 こ こ は ソ フ トウエ アの展 示 場 で あ り, 出品 され てい るの は デ モ 用 の

機 器 群 で は な く, 大 半 が ドキ ュメ ン テ ー シ ョ ン な の で, スペ ー ス的 には これ で

十分 と 思 わ れた 。 ・Informatics
,SystemsManagement Inc・,GraphicCommuni－

cationslnc., Compucorpな ど が ブ ー ス を 並 べ て い た が, ア プ リ ケ ー シ ョ ン と

し て は, ① マ ネ ー ジ メ ン ト, ② ワ ー ド
■ プ ロ セ ッ シ ン グ, ③ グ ラ フ ィ ッ ク ス が

特 に多 か った。
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2・Quantumsciencecorpora .tion

調 査 先:

所 在 地:

;

調査期 日:

面 接 者:

QuantumScienceICo .rpora,tiCn

lll4AvenueoftheAr;}ericas

NewYork,N.Y.10036

'

(212)997-0070

1981年10月15日

Dr.MirekJ.Stevenson,Chairman
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概 要

Q・ ・ht・mS…nd・C・ ・b.(QSC .)は,・9,・.1年 畷 立 さ れ た'・ ン ピ ・ 一 夕 産

業 の 調 査 会 社 で あ る 。 ニ ュ ー ヨ ー ク の 本 社 に60名,ロ ン ド ン の オ フ ィ ス に25名

の ス タ.ッフ を持 ち,特 に コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス分 野 の調 査 では定 評 が あ る。

QSCが 提 供 し てい る サ ー ビスは 大 き く3つ あ り,第1はMAPTEKと 称 す

る年 間ベ ー ス の調 査,第2は 特定 な テ ー-17を 設 定 したマ ル チ ・ク ライ ア ン ト方

式 の 調 査 ・第3・ 好 会 社Quan・ ・mC・n・ultant・1… に よ る 経 営'ン サ ル タ ン

ト業 務 で あ る 。

・今 回
t.・QSCに お い て は,ア メ リ カ の コ ン ビ=一 夕.?.サ 〒 ビ ス 産 業 の 全 般 的

輌 と特 に デ ー,ベ ー ス ・サ ー ビ ス 噛 し て プ レ ゼ ン テ ー シ ・ ン を 受 け た ・

詳 論

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 の 動 向

1980年 の ア メ リ カ ・ ン ピ 。 一 夕 ・サ ゴ ス 産 業es,総 額109億 ド・レの 規 模

に 達 し た 。 サ ー ビ ス の 内 訳 と し て は,大 き く① 計 算 サ ニ ビ ス ② ソ フ ト ウ ェ ア ・
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サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス ③ エ ク イ ッ プ メ ン ト ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス に 分 類 さ れ る 。

こ の う ち,計 算 サ ー.ビス は ① バ ッチ ②NIS('タ イ ム シ ェ ア リ ン グ,リ モ ー ト

・バ ッ チ)③ 統 合 シ ス テ ム ズ/サ ー ビ ス に 細 分 さ れ る 。.統 合 シ ス テ ム ズ/サ ー

ビ ス と い う の は,い わ ゆ る ミ ニ コ ン や プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ ワ ー ク ス テ.一 シ ョ ン を

ベ ー ス に プ ア プ リケ ー シ ョ ン を 加 味 し て 売 り 込 む も の,ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ポ ー

ト ・サ ー ビ ス に は?④ ゾ フ トウ ェ ア ・サ ー ビ ス(請 負 プ ロ.グ ラ ミ ン グ)◎ ア プ

リケ ー シ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ツ(パ ッ ケ ー ジ)◎ シ ス テ ム ズ ・ソ フ

ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ツ(パ ッ ケ ー ジ)の3種 が あ る 。 エ ク イ ッ プ メ ン ト ・サ ポ

ー ト ・サ ー ビ ス は
,い わ ゆ る ハ ー ド ウ ェ ア の 保 守 サ ー ビ ス で あ る 。

こ れ ら 各 サ ー ビ ス の1980年 の 市 場 規 模 お よ び1985年 予 測 を .図示 す る と,

図1の よ う に な る 。

1980年(対 総 売上 高比 率)

%7560453015
0 0

1985年(対 総 売 上高 比率)

15304560 75%
| |lll lll lI

S/S

4%

NIS

342%

'
ハ ッチ

27.6%
計算 サ ー ビス

7ノ・ッチ

17%

NIS

37%

IS/S

54%

'

SSP

98%

ASP

&6%

SS

14.5傷

ソフ トウェア ・

サ ポー ト・サー ビス

SS

127%

'ASP

132%

SSP

l22%

1.9%

1980年 給 売上 高 一109億 ドル

」

25%

1985年 給 売 上二高 一213億 ドノレ

,F

～
シ

.

エ クイ ップメ ン ト・

サ ポー ト・サ ービス

略 語:

NIS-NETWORKINFORMATIONSERVICES`

IS./S-INTEGRATEDSYSTEMS/SERVICES

SSP-SYSTEMSSOFTWAREPRODUCTS

ASP-APPLICATIONSSOFTWAREPRODUCTS

SS-SOFTWARESERVICES

図1ア メ リカ の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 市 場(19SO-1985)
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(1)計 算 サ ー ビ ス 分 野

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 市 場 の う ち,最 大 の 分 野 を 形 成 し て い る の は 計 算

サ ー ビ ス で,1980年 で71億 ドル(全 体 の65.2%)に 達 す る 。 こ れ を さ ら

に,サ ー ビ ス の 種 別 で 細 分 化 す る と,NISが52.4%(37億 ドル),バ ッ

チ ・サ ー ビ ス が42.4%(30億 ドル),統 合 シ ス テ ム ズ/サ ー ビ ス が5.2%

(4億 ド ル)と な る 。 ま た,こ れ ら 各 サ ー ビ ス の う ち,合 計32.3%相 当 は フ

ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト(FM')'・ 〈 一 ス の 契 約 に よ る も の で あ る 。

1985年 の 予 測 で は,計 算 サ ー ビ ス 分 野 の 市 場 規 模 が127億 ドル(全 体 の

59.4%)に 達 す る 。 内 訳 で は,バ ッ チ ・サ ー ビス が80年 の42.4%か ら28.6

%へ と 大 幅 に 後 退 す る 一 方,NISが52.4%か ら62.2%,統 合 シ ス テ ム ズ

/サ ー ビ ス が5.2%か ら9.2%へ と 各 々 拡 大 す る(図2)。 特 に,NISの 躍

進 に は,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 発 展 が 一 役 買 う も の と期 待 さ れ て い る 。

IS/S5.2%

1980年 一71億 ドル

フ ァ シ リテ ィ ・

マネ ジ メ ン ト

32.3%

1985年 一127億 ドル

フ ァ シ リテ ィ ◆

マネ ジメ ン ト

30.3%

図2計 算 サ ー ビス市 場 の分 析(80～85年)

(2)ソ フ トウ ェ ア ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス

ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス 市 場 は, 1980年 と5年 後 の85年 に
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は か な り の 変 化 を 見 せ る と 予 測 さ れ て い る 。80年 の 同 市 場 規 模 は36億 ドル

(全 体 の33%)だ が,85年 に は81億 ドル(同38%)と な り, .サ ー ビ ス 市

場 全 体 に 占 め る 位 置 づ け が 大 き く な る 。 ま た,内 訳 で は,80年 現 在 最 も大 き い

の は,ソ フ ト ウtア ・サ ー ビ ス(請 負 ベ ー ス の プ ロ グ ラ ム 開 発)で44%を 占

め,ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の26%,シ ス テ ム ズ ・ ソ フ ト ・パ ッ ケ

ー ジ の30%を 引 離 し て い る
。 こ れ が85年 に は,ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ

ー ジ が 最 大 の 部 門 と な っ て34 .6%(売 上 高28億 ドル)を 占 め る よ う に な る

と 見 込 ま れ る 。 逆 に,ソ フ ト ウ ェ ア ・サeビ ス は33.3%へ と 後 退 す る(売

上 高27億 ドル)。 こ れ を 図 示 す る と,図3,お よ.び 図4の よ う に な る 。

1980年 一全体に占める比率(傷)1985年 一全体 に占める比率Cf)

・5040302010001020304050
` ll ` `

44.1%

ソ フ トウ ェ ア ・

サ ー ビ ス 3a3%

2〔ト3%

ア プ リ ケ ー シ.ン.

ソ7ト ウ ェ ア 34.6傷

296φ
システムズ ・

ソフ トウェア 321%

1980年 売上高36億 ドル1985年 売上高81億 ドル

図3ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス 市 場 の 分 析(80年 ～85年)

手 間平均伸び率(1980～85年)

4.5%

図4ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス の 部 門 別 伸 び 率

一155一



(3)大 手20社

ア メ リ カ に お い て は,独 立 系 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 会 社 の 発 展 が 著 し

く,し か も,各 々 が 企 業 規 模,売 上 高 に お い て 世 界 を リ ー ドす る 大 手 企 業 に

な っ て い る 。 表1は 総 売 上 高 に よ る 大 手20社 の ラ ン キ ン グ 。1位 は 吸 収 合 併

の 歴 史 を 繰 り 返 し て き た こ と で 知 ら れ1るAutomaticDataProcessing

(ADP)社 。 こ れ に フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト で 有 名 な,Electronic

DataSystems(EDS),さ ら に は タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス の リー ダ

ー 格
,GeneralElectricInformationServiceCd.(GEISCO)や

Tymshareが 続 い て い る 。

な お,表 中 第5位 のSystemsDevelopmentCorp.(SDC)は,Burroughs

に 吸 収 さ れ た 。

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス産業 の動 向

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス につ い ては,現 在 多様 な 定 義 や 分類 が行 なわ れ て お

り,実 態 の把 握 が 困難 な分 野 にな って い る。 しか し,オ γ ライ ンで提 供 され て

い るデ ータ ベ ース 市場 に つい ては,各 調査 会社 と も詳 細 な分 析 を行 な ってい る。

カ ンタ ム社 に よれ ば,1980年 の オ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス市場 規

模 は8億60'0万 ドル 。これ が1985年 には18億 ドル と倍 増以 上 にな る と予 測

され る。 特 に,ア メ リカ にお い て は,オ ンラ'イ・ン ・デ ー タベ ース のデ ィス ト リ

ビ ュー タ と して,ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス業 者(NI'S)が 活 躍 して い る ところ

か ら・ デ 一 夕ベ ーズ ザ ビ、麺 対 す る需要 増 大 はNIS業 者 の 発 展 に も大 き

く貢 献 す る こ と,にな ろ う'。

オ ンラ イ ン ・デ ー タベ ース 市場 の規 模 を,デ ー タベ ース の 内容 に従 って 見 る

と,経 済 ・財 務 デ ー タが ず ば 扱 げ て 大 きい。 ち なみ に,1980年 では 市 場全 体

の6L6%(4億9600万 ドル)を 占有 し てい る。.1985年 には,他 の デ ータベ

ー ス の急 激 な 伸 び に よ って ,全 体 に 占め る比 率 は45.3%と 減 少 す る が,そ れ で

も市場 は8億1500万 ドル と倍 近 い ものに な る と見 込 まれ る(図5参 照)・
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表1ア メ リ カ の 大 手20コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 会 社

1980年 1980年 79～80

ラ ン ク,

'も'r

・ 企 業 者 』
売'上'高

計 算サービス

売 上 高
売 上 高 提 供 サ ー ビ ス ※

▼

、 (百万 ドル) (百万 ドル) 伸 び 率

1 AUTOMATICDATAPROCESSING 4'55 455 23.3 NIS,BATCH,IS/S,SS,SP,M,FM

2 ELECTRONICDATASYSTEMSCORP. 375 353 36.6 NIS,BATCH,IS/S,SS,SP,FM

3 GENERALgELEC.INF.SERv.Co. 300 300 27.0 NIS,IS/S,SS,SP,FM

4 TYMSHAREINCORPORATED' 236 168 22.1 NIS,IS/S,FM

5 SYSTEMSDEVELOPMENTCORP. 168 168 2.4 NIS,BATCH,SS,FM

6 COMPUTERSCIENCESCORP. 453 122 32.1 NIS,BATCH,IS/S,SS,FM

7
'MdDONNE 'LL'DOUGLASAUTO

.CO. 184 121 18.5 NIS,BATCH,IS/S,SS,SP,FM

8 UNITEDCOMPUTINGSYSTEMS 115 115 19.8 NIS,BATC凡SS

9 REYNOLDS&REYNOLDS 210 95 16.1 NIS,BATCH,IS/S

10 NATIONALCSS,'INC. 121 95 28.7 NIS,BATCH,IS/S,SS,SP,FM

11 SHAREDMEDICALSYSTEMSCORP. 107 77 28.9 NIS,IS/S

12 BRADFORDNATIONALCORP. 140 76 16.7 NIS,IS/S,SS,SP,FM

r3 UNIVERSITYCOMPUTINGCORP. 118 72『 35.6 NIS,IS/S,SS,SP

14 COMSHARE,INC. 78 70 47.2 NIS,IS/S,SP,SP,SS,M

15 FTRSTDATARESOURCESINC. 62 62 47.2 NIS,IS/S,SP,SS,M

16 SUNINFORMATIONSERVICESCO. 96 61 35.2 NIS,IS/S,SS,SP,FM

1.7 INTERACTIVEDATACORP. 70 60 40.0 NIS

18 NATIONALDATACORP. 60 60 22.4 NI・S,IS/S,SS
.

19 PLANNINGRESEARCHCORP. 28亘 57 7.3 NIS,FM

20 MANUFACTURINGDATASYSTEMS 55 55 31.0 NIS
1

ペ

エ 〔

、 A

※1.NIS－ 会 話 型,リ モ ー ト ・バ ソチ,イ ン ク ワ ィ ア リ ィ5.SP－ ソ フ ト ・プ ロ ダ ク ソ(ア プ リケ ー シ ョ ン&シ ス テ ム ズ)

2BATCI{ .二g－ カ ル,リ モ ー ト ・デ ー タ 収 集6必M－ ハ ー ド ・メ ン テ 〉 ン ス
こ・∵^"〉^'・<Yみ'・ 一 ・ ・ 〔 ・,

3.IS/S－ ハ ー ド ウ ェ ア/ソ フ ト ウ ェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ7,FM－ フ ァ シ リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト

4.SS－ ソ フ ト ウ ェ ア ・ サ ー ビ ス 可',

●
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表2 主 要NIS企 業 の 参 入 市 場

・

製 卸 小 金 保 医 州 連 輸 公 教
o、

フ ヨネ そ

主 要NI .S企 業 売 売

融

/
市

銀

.

◆

/

地

方,

政

邦

政'

共

事

ロナス
■

フル サ

エ'1
"

ツヒ ビ

の
'

造 り り 行 険 療
尺

府 府 送 業 育 シジス 他

ADP㊨ ○○ ○ ○. ○○ a

'

EDS ○○ ○○○ ○○○
』○ ○

' b

GErSCO ○○ ・ ○' ○ ○○○ ○ ○ ○ , ○

TYMSHARE ○○○ ○○ ○ C

SDC ○ ○○ ○○○

CSC
『○ ○ ○○○ ○○○ 一 〇 d

McAUTO ○ ○○ ○○○

UCS ○
≠ e

REYNOLDS&REYNOLDS αD ○○

NCSS ○ ○ ○

SHAREDMEDICAL ○○○

BRADFORDNATIONAL ○○○ ○ ○

UCC ○

COMSHARE ○09 ○○○

FIRSTDATARESOURCES ○○

SUNINFORMATION ○○ ○○○

IDC ○○○

NDC ○○○
、

PLANNINGRESEARCH ○○

MDSI ○○○

参 入 度 ○ 低 い.

○ ○ 中程 度

○ ○ ○ 高 い

a=給 与 サ=ビ ス..

b=ス モ ー ル ・ビ ジ ネ ス ・ タ ー ン キ ー

c=Tymnet

dFエ ン ジ ニ ア リ ン グ

e=通 信
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,,8億600万 ドル18億 ドル

図5ア メ リカ の フトシ ラ ィ ン ・ デ ー タ ベ ー ス
、・サ 〒 ビ ス 市 場(1980'一'1985)

}、

lt

次 に,主 要 な デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス会 社 につ い て,そ の活 動 分 野 を ま とめ

る と 図6の よ う に な う 。 多 様 な 文 献 デ ー タ ベ ー ス の デ ィ ス ド リ ビ ュ ー タ に な っ

て い るLockheedとSystemDevelopmentCorp .は,図 に 明 ら か な よ う に,か な

り の 分 野 に 参 入 し て い る 。 ま た,InteractiveDataCorp .(IDC)やQuotron

は,参 人 分 野 は ひ と つ し か な い が,前 者 は 金 融 ・財 務
,後 者 は 株 価 と い っ た 具

合 い に 特 化 し た サ ー ビ ス に 努 力 を 傾 注 し て い る 。

(1)ビ ブ リ オ グ ラ7ィ ッ ク ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー… ビ ス 会 社 ト ッ プ3

市 場 規 模 と い う点 か ら み れ ば,経 済 ・財 務 な ど の 数 値 デ ー タ を 売 り も の に

し て い る 分 野 が 大 き い が,こ の 分 野 ぼ 同 時 に 競 争 も激 化 し て い る ご 一 方,文

献 デ 一 夕 ベ ー'ス ・V－ ビ ス 分 野 で は ・L・ ・kheed・Sy・t・mD・v・1・pm・ntC・ ・p・

:(SDC)
,BibliographicRetrievalServicgs(BRS)の3社 が,ア メ リ カ

全 体 の 大 半 を 押 え 込 ん で い る 。

提 供 デ ー タ ベ ー ス の 数 で は,LockheedのDialogueServiceが132で,
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SDCOrbitの70,BRSの60を か な り 上 回 っ て い る 。 し か し,ユ ー ザ ー

数 で は3社 と も3500～4000で ほ ぼ 均 衡 し て い る(表3)。

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス会 社

DATARESOURCES

LOCKHEEDDIALOGUE

IN'r[ERACTIVEDATACORP.

BIBLIOGRAPHICRETRIEVAL

SERVICE

D&B/NCSS

TRW

MEADDATACENTRAL

QUOTRON

I.P.SHARP

SYSTEMSDEVELρPMENTCORP.

NEWYORKTIMES

浮織 蕊 ㌣

図6主 要 デ ータ ベ ース ・サ ー ビス会社 と そ の活 動 分 野

表3ナ メ リ カ の3大 ビ ブ リ オ グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 会 社

会 社 名 サ ー ビス 名 称 デ ー タベ ー ス 数 ア ブス トラク ト数 ユ ー ザ ー 数

Lockheed Dialogue 132 4000万 4000

SDC Orbit 70 2500万 4000

BRS 一 60 2200万 3500
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3・DonnelleyMarketing

調 査 先:

所 在 地

調査期 日:

面 接 者:

DonnellyMarketing

TheDun&BradstreetCor'poration

825ThirdAvenue&'50thStreet,

NewYork,N.Y.

1981年10月16日

Mr.GaryHill

Manager-AdvancedDemographicSystemS、

InformationServicesDivision

♪ ♂

概 要"∵ 『.

Dun&BradstreetCorp.(DBC)は ビジ ネス 情報 サ ー ビス,出 版 事 業,市

場 サ ー ビス,放 送等 の 事業 を,25,000人 の従 業 員に よp世 界規模 で展 開 し てい る企

業 で あ る。 同社 の1980年 の売 上 高 は,1,176百 万 ドル(約2,600億 円)で,

USA企 業 の うち446位 に ラ ンク され てい る。

わ れ わ れ が 訪 問 したD。nnelleyMarketingは,同 社 の市 場 サー ビス事 業

を担 当 し てお り,と くに各 種 の クー ポ ンや 製 品 の見本 を用 い て市 場 の調 査 開発

を 行 うほ か,市 場 に 関 す る各 種 デー タや 情報 を整 備 し,自 社 開発 の ソ フ トウ

エ ア に よ り市 場サ ー ビス活動 を積 極 的 に進 め て い る。 今 回は,市 場 サ ー ビス に

お け るデー タベ ー ス の構 築 とそ の利 用 状 況 につ い て の ヒ ア リング を 目的 と し た。

詳 論

事 業 内容

(1)ダ イ レク ト ・メー リン グサ ー ビス

DBCは,1922年 か ら ダ イ レ・ク ト ・メ ー リングサ ー ビス を行 って きた。

①CaralWrightCoop… …郵 便 に よ り広 告 の クー ポ ンを各 家庭 に 送 るサ ー
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ビ ス 。 ま た,DBCの よ うな 消 費 者 サ ー ビ ス 会 社 の 広 告 の 目 的,内 容,効

果 な ど の 調 査 。

②SoloMailing… … 特 定 企 業 の 依 頼 に よ る ダ ィ レ ク1ト.・ メ ー リ ン グ

サ ー ビ スo

これ ら のサ ー ビス の ため,最 近1年 間 では4億1200万 件 の郵 便 と50億 枚

の ク ー ポ ン を 扱 っ た 。(ク ー ポ ン の 例 図 一1参 照)

(2)フ ィー ル ド調 査

直接訪問や店蜘 おいち 面調 査樋 品を消費者醜 虜 誠 を行 う・

この よ うな 調 査 の ため7000万 にの ぼ る世 帯 の住 所 や 家庭 の状況 に関 した

デー タ を所 有 してい る。

(3)ク ー ポ ン買戻 しサ ー ビス

消 費者 が 使 用 した クー ポ ン の処 理 。 これ に よ り顧 客 の家計 や市 場 メ カ ニズ

ム が把 握 で き る。

(4)市 場 情 報 サ ー ビス

市場 に 関す る統 計 や 情報 サ ー ビス。1980年 国 勢 調 査 を使 用 して作成 した

AmericanFileを 作 成 。

デー タベ ー ス

(1)家 族 関係 DQI2

デ ー タベ ー ス を作 るた め の 情報 ソー ス と して は,出 生届,子 供 の本 を買

って い る家庭,各 種保 証書 の 住所 な どが使 わ れ る。 これ らの情 報 を世 帯 別

に分 け,家 族 構 成,所 得 な どを 整理 す る。 現 在,6500万 世 帯 の情 報 を整

備 してい る。 これ はDQI2-TheDonnelleyQualityIndex－ と呼

ぶ デー タベ ー ス で,表 一1に 示 す マー ケ ッテ ング ・ター ゲ ッ トで構成 され

る。

これ ら の情 報 は,市 場 開拓 にお け る意思 決定 の た め の土 台 とな る。 例 え

ば,幼 児用 商 品 を新 た に市場 に 出そ うとす る場合,0才 か ら5才 までの 精
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表1 DQI2の デ ー タ 構 成

Marketing

τargets Desc巾tion
1

MTO1 Children5Years&Under

MTO2 Children6-11YearsOld

MTO3 Females12・17YbarsOld

MTO4 Males12-17YearsOld

MTO5 AllTeenagers12-17Y已arsOld'

MTO6 Females18-34YearsOld

MTO7 Males18-34YearsOld

MTO8 Adults18-34YearsOld

MTO9 Females35-44YearsOld

MT10 Males35-44YearsOld
ぷ

MT11 Adults35-44YearsOld

MT12 Females45-54YearsOld*

MT13 Males45-54YearsOld*

MT14 Adults45-54YearsOld*

MT15 Fernales55Years&Older*

MT16 Males55Years&Older*

MT17 Adults55Years&O|der*

MT18 ChildrenllYbars&Under

MT19 Teenagers/Children6-17YearsOld*

MT20 Teenagers/Children17Years&Under

MT21 Females12-34YearsOld*

MT22 Females12-44YearsOld*

MT23 Females18-44YbarsOld*

MT24 Males18-44YearsOld*

MT25 AduIts18-44YbarsOld*

MT26 Females35-54YearsOld*

MT27 Males35-54YearsOld*

MT28 Adults35-54YearsOld*

MT29 HouseholdSize:1-2*

MT30 HouseholdSize:3+*

*Availablewith1981falirelease
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報(表 一1で は,MTO1)を 使 用 し て 購 入 者 層 の 状 況 を 把 握 す る こ と が で き,

適 確 な 対 象 へ の ダ イ レ ク ト ・ メ ー ル が で き る の で あ る。 な お,ア メ リカ で は,

12才 ～17才 の 若 者 が 最 も 購 買 力 が 強 い 。

(2)地 理 的 情 報 －ZIPCodeDifinitions

地 域 コ ー ド(ZIPコ ー ド)の メ ン テ ナ ン ス 及 び 地 域 内 に 関 す る デ ー

タ を 整 備 し て い る も の で,USA内 で も 定 評 が あ る 。 現 在25人 の ス タ ッ フ

に よ り メ ン テ ナ ン ス さ れ る 。

(3)住 所 情 報TAddressC.oding,Guide

国 勢 調 査 の デ ー タ を も と に し て,住 所 の コ ー デ ン グ を 行 っ て い る 。,、,

(4)人 口 統 計 －CensusDemography
.、,、

198・ 年 の醐 調査が最 近のデー タぱ るが・ 現在80億 の人 口頒 ㌃

・が用意 され てL'る ・ この8・億個のデータを利肌 て必要 な噸 哩 難

作 り出す こ とが 可 能 で あ る。

(5)世 帯 別 フ ァイル ーDemographyUpdates=DQI2

7000万 世 帯 の デー タ。 地 域別 に居 住 者 の予測,同 一 地 域 の 同二 家 屋 に

お け る住 人 状況,例 えば 同 家 族 か,別 家 族か な どを把 握 レ,別 家族 で あれ

ば 新 しい 市場 サー ビス情 報 として重 要 とな る。 また,世 帯 デ ー タ を毎 日更

新す る こと に よ って,あ る地 域 の世 帯 の動 勢を把 握 す る こ とが で き,新 し

い 市場 が開 拓 で き る。

毎 日の更 新 は,電 話帳,自 動 車 登録 情 報 な どが デ ー タ源 で これ らは,引

越 の都 度必 らず報 告 され るデー タであ る。

(6)地 域 情報 －GeographicControled

1980年 の最 新 の地 域 情報 は,人 口,性 別,教 育,年 令 な どり情 報 を地

域 単 位 で ま とめ た も の で,例 え ば新 しい 店舗 建設 の場 合 に お け る立 地 の 評

価,同 じ条 件 を持 った 地 域 のサ ンプル,同 じ町 の東 と西 に お け る人 口,所

得,年 令 構成 な どを数 分 間 の うち に端末 機 を使 用 して.入手 で き るρ

このデ ー タベ ー スは そ の ほか,施 設 の企画,商 業 圏 の、設定 な ど多 くの用
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途 が考 え られ る。

顧 客分 野

有線 テ レ ビ,外 食 産 業,石 油製 糖,小 売業,金 融 業,チ ェー ンス トア,政 府機

関 な ど

新 しい事 業 一情報 の販 売

最 近,新 事 業 と して,デ ー タベ ー ス を利用 した 情 報 の販 売 を開始 した 。 この

事 業 は,新 し くAdvancedDemographicSystems(ADS)部 門 が担 当 して

い る。 この 部 門は,プ ロ グ ラマ,人 口分析 学,統 計 学,経 済 学,地 理 学 な どの

専 門 ス タ ッフで,70%以 上 が修 士号,博 士 号 を保 持 して お り,こ の グル ー プは,

Donnellyの 頭 脳 部 と考 えて い る。

(1)ADS部 門 の 目標

高 品質 で 高 度 な デ ー タベ ー スの 提供 と,市 場 の現 状 が速 み や か に把 握 可

能 な ソ フ トウ ェア の開 発 と提供,を 目標 とし てい る。

(2)デ ーータベ ・・一一・ス ーAmericanProfile

こ のデ ー タベ ー ス は,ServiceBureauCorp.の ネ ッ トワー クを通 じ

てサ ー ビス して い る。1980年 の地 域 情報 を オ ンラ イ ンで 提供 して い るの

は,こ の デー タベ ー スが 最 初 で あ る。

また,1970年 と1980年 の国 勢調 査 デ ー タ を どの地 域 につ い て も提供

され るの で,あ る地 域 の10年 間 の推 移 や動 向が 把 握 され る。 地 域 の区分 け

は,州,郡,市,カ ン トリ,セ ンサ ス トラ ク トとな ってい る。USAに は

4万 枚 にのぼ る地 図 が あ るが,経 度 と緯 度 に分 け た30万 の単 位地 域 がわ か

るデー タがマイ コンに入力 され てい る。(図 一2参 照)

(3)ADS/CordinateDataBase

標 準化 され な い地 域 のデ ー タ 提供 を行 うもの で,例 えば,図 一3に 示 す

よ うな 鉄道 か ら1マ イ ル離 れ た 地 域 の人 口や 世 帯 デ ー タ,あ るい は,ス ー
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パ ー を 中 心 に し て 高 速 度 道 路 沿 消 の 消 費 者 情 報,な ど で あ る 。

(4)X/Profile-ZIProfile

ZIPコ ー ド39,000地 域 を カ7〈 一一し た デ ー タ ベ ー ス で,あ る 特 定 地 域 を

抽 出 す る の に 利 用 さ れ る 。ZIProfileの 収 容 項 目 を 表2に 示 すQ.

表2ZIProfne項 目

例 え ば,1970年 の 国 勢 調 査 デ ー タ,社 会 福 祉 を 受 け て い る 世 帯 数,人

口,年 令,性 別,教 育 程 度,人 種 な ど をZIPコ ー ド単 位 で 検 索 可 能 で あ

る 。

(5)ネ ッ ト ワ ー ク,コ ン ピ ュ ー-!9,端 末 機

サ ー ビ ス し て い る ネ ッ ト ワ ー ク は,NCSSを 使 用 し て お り,そ の ホ ス ト

コ ン ビ ュ ー一夕 は
,IBM370/168,ま た 端 末 機 は テ キ サ ス イ ン ス トル メ ン

ト,ヤ コ ブ ソ ン な ど の 機 器 が 接 続 可 能 で あ る 。

そ の 他

① 国 勢 調 査 デ ー-fiは,磁 気 テー プベ ー ス で 入手 して お り,そ の価 格 は,15

万 ドル 。

デー タは,サ マ リデー タで あ る。

② デ ー タ蓄 積 は,1925年 か ら殆 ん ど自前 で整 備 し て お り,毎 年1億 ド

ル を投 資 してい る。"`

③ デー タ の 入 力,更 新は,中 西 部 の ネ ブラス カ州 にお い て行 って い る。 地

域 情 報 の メ ンテナ ンス には 約200人 が従 事 し てい る。
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4・MEADDATACENTRAL

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日:

面 接 者:

MEADDATACENTRAL

200ParkAvenue,NewYork

N.Y.10166U.S.A.(212)883-8560

1981年10月16日

Mr.CarlFisher,

VicePresident,ProductDevelopment

概 要

MeadDataCentra1はMEADCorp.(本 社 オ ハ イ オ 州 デ ー ト ン)の 部

門 で あ り,法 律 デ ー タ ベ ー ス で は 世 界 最 大 規 模 を 誇 るLEXISの 運 用 業 者 と し

て 知 ら れ る 。MEADCorp.ほ1930年2月 に 創 立 さ れ た 紙,パ ル プ,繊 維,

包 装 用 品,ボ ー ル 紙 な ど の メ ー カ ー 。1980年 の 総 売 上 高 は27億 ドル で,フ ォ

ー チ ュ ン 誌 の 鉱 工 業500社 リ ス トで は,'144位 に ラ ン ク さ れ る 大 手 企 業 で あ る 。

こ の よ う な 企 業 の 中 に,法 律 デ ー タ ベ ー ス を サ ー ビ ス す る 部 門 が あ る の は 一

見 奇 異 な 印 象 も 受 け る 。 し か し,石 油 ジ ャ イ ナ ン トのExxonに よ る オ フ ィ ス.

オ ー トメ ー シ ョ ン 分 野 参 入 や,フ ラ ン ス の 建 設 資 材 メ ー カ ーSGPM(Saint・

Gobain--pont-a-Mousson)に よ る コ ン ピ ュ ー タ ・ ビ ジ ネ ス 進 出 を 想 起 す れ

ば,そ う奇 妙 な こ と で も な い 。

事 実,MEADCorp.は1980年 の年 次 報 告 書 の 中 で,将 来 の 情 報 化(デ ィ ジ タ

ル 化)さ れ た 世 界(ttIn'tomorrowきdigitalworld")を 対 象 に し た 戦

略 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 こ の 一 環 と し て,MeadDataCentralに よ る

法 律 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 他,イ ン ク ジ ェ ッ ト ・ プ リ ン タ ー を 手 が け る

MeadDigitalSystems,あ る い は 特 殊 な 化 学 分 析 サ ー ビ ス を 売 り も の と す

るMeadCompuchemな ど,多 彩 な 事 業 を 手 が け つ つ あ る 。ExxonやSGPM
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同様,資 源 消 費型 の企 業 か ら省 資源 型 企業 へ の脱却 を め ざ してい る とい うこと も

もで き よ う。

この中 で も,MeadData・CentralのLEXISと 言 えば,法 例 デ ー タベ ー

ス として は全 米 のヵ ス トマ ー を独 占的 に カバー して い る状 況 にな って い る。 ま

た,最 近 で は,NEXISと 称 す るニ ュー ス ・デ ー タベ ー ス も提 供 して お り,使

い易 さ とい う利 点 を生 か して,こ の部 門 で も勢 力 を拡 大 して い る、。

詳 論

MeadDataCentralの デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に は,法 律 ・判例 デー タ

ベースのLEXISと,ニ ュース・デ ー タベ ース のNEXISが あ る。LEXISに は,米

国連 邦政 府 は も とよ り,州 政 府 の法 律,判 例,規 制 な どが フル ・テキ ス.ト(全

文)の 形 で収 録 され てい る。 法律 や判 例 情報 は,利 用者 側 の要 請 か らみ て も,

抄 録 よ りも全 文 に対 す る ニ ー ズが圧 倒 的 に多 い。 この点 で は,科 学 技術 関係 の

文 献 情報 に対 す るニー ズ とは 大 い に異 な っ てい る。LEXISは 米 国 の フル ・テ

キ ス ト ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス市 場 の75%ま どを 占有 して い る とも言 われ,

独 走 態 勢 を築 い て い る。・

LEXISお よ びNEXIS相 方 と も,利 用 上 の特 色 と,して,

① エ ン ド.ユ ー ザ ーが 容 易 に 自分 で ア クセ ス して デー タ を入手 で きる。
● ● ●

② コ ン ピ ュ一一タとの会 話(や りと り)は 通 常 の言 語 でOK。

③利 用 者 側 の ミス(誤 り)を 訂 正 して くれ る機 能 も含 め,極 め てユ ー ザ ー ・フ

レ ン ド リィな シス テ ム に な ってい る。

の3点 があげ られ る。 事 実,NEXISの デ モ ンス トレー シ ョンを見,実 際

に利 用 させ て も ら った が,マ ス ターす る まで にわ ず か な 時間 しかかか らなか った。

LEXIS

(1)デ ー タ ベ ー ス

LEXISの デ ー 、タ ベ ー ス ・ ラ イ ブ ラ リ ィ に は,米 国 の 連 邦 お よ び 州 の 法 典 や
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判 例 は も とよ り,イ ギ リス お よび フ ラ ンスの法 律 や 判例 も入 ってい る。 また,

後 述 す るニ ュー ス ・デ ー タベ ー ス,NEXISラ イ ブラ リィも利 用 で きる。

ち な み に,連 邦法 の 分 野 だ け をみ る と,① 一般 ② 税 ③ 証券 ④ ビジ ネ ス取 引 ⑤

破 産 ⑥ 特 許,商 標,著 作 権 ⑦ 通 信 ⑧ 労働 とい っ た各 部 門 の法 律,規 制,訴 訟 事

件 の判 例 を網 羅 してい る。 この うち,① の一 般 とし ては,④ ア メ リカ法典 ◎ 連

邦公法 ◎ 連 邦 規 制◎ 最 高 裁 ブ リー フ㊤ 判 例(最 高裁,控 訴 裁,地 方 裁,Court

ofClaims)が カノミー され てい る。 特 に 最高裁 の判 例 につ い て は,1925年

以 来 の全 て の判 例 が デ ー タベ ー ス化 され て い る。

② マ ー ケ テ ィン グ

'1'
,t・EXISで 興 味 深 い の は,そ の 特 異 な マー ケテ ィング戦 略 。一 言 で 要約 す れ

ばジ 「無 料 」 で訓 練 し て,有 料 で デー タベ ー ス を利 用 させ よ うとい うもの。

「ガ ミ'1ゾリ.をタ ダで与 え て刃 を買 わ せ る」 とた とえて い た が,い わ ば コ ダ ック

戦 略 と同 じ部 類 に入 る。

LEXISサ ー ビスは,10年 前(1971年)に 開 始 され た が,当 初 ユ ー ザー と

して見 込 ん だ のは,弁 護 士 と公 認 会 計 士 。 この た め,100人 以 上 の弁 護 士 を持

つ 法律 事 務 所 や 大手 の会 計 事 務 所(全 米 で第12位 まで に入 る所)、を対 象 に,無

料 でLEXIS利 角の訓 練 を 申 し入 れ た。 最 初は,ニ ュー ヨー ク,ワシントンDC,

シ カ ゴの3都 市 に限 定 して い た が,そ の 後は 主 要15都 市 に訓 練 セ ンタ ー,そ の

他地 域 には 臨 時 の訓 練 セ ンター を設 置 した 。 これ まで に,訓 練 を受 け た 弁 護士

の数は10万 人 に達 してい る(ち な み に,全 米 の弁 護 士 総数 は25万 人)。

LEXISの 利 用 の仕 方 は 極 め て 簡単 な た め,マ スター す る ま でほ ん の 数 時間

で済 む(平 均3時 間)。 こ のた め,ニ ュー ヨー クの訓 練セ ンター では,1日 平

均100人 もの 人 々がLEXISを マ ス ター して い る。 この結 果,全 米 の主 要 な法

律事 務 所は 全 て,LEXISの ユ ー ザ ー に な って い る とさ え言 わ れ る。

無料 訓 練 と並 ぶ も うひ とつ の特 色 は,連 邦裁 判 所 と提 携 し,全 て の 連邦 裁 に

LEXISタ ー ミナル を設 置 してい る こと だ。 このた め,判 事 は 必 要 な 情 報 を
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LEXISか ら入手 してお り,対 抗 上 弁護 士 もLEXISを 利 用 せ ざ るを得 な くな

っ てい る。 、

も うひ とつ の特 色 は,法 科 の あ る大 学 に,LEXISを 無 限 に使 え るサー ビス
● ■ ◆ ● ●●

を提 供 してい るこ と。 大 学 を特 別 扱 い した のは,① 法科 の 学 生 はLEXISの 潜

在 ユ ー ザ ー で あ る こと② 法科 学 生 の数 は 余 りに も多 くて,MeadDataCen-

tra1が 直 接 養成 訓練 す る のは 不可 能 とい う理 由に よる。 こ のた め,大 学 には

年間1万 ドルで ・LEXISタ ー ミナル を1台 設 置 し・ こ 『 用 だ け 撫 制PRt「c

LEXISへ の ア クセ ス を許 容 して い る。 条 件 と しては,.LEXIS利 用 の ピ「 ク

時間(1日 の うち3時 間 の み。 例 えば 東 部 時 間 の午 後2時 ～5時)だ けは 使 用

で きな い とい う項 目 しか な い。 この 時間以 外は,学 生 達 は 自 由 にLEXISタ ー

ミナル をた た け る訳 で,卒 業 す る まで には 当然LEXISを マ スター してし ま う。

2年 前 よ り海 外 進 出 に も力 を入れ 始 め て お り,ま ず イ ギ リス の法 律 関係 の 出

版 社Butterworthと 提 携 し,ロ ン ドンに拠 点 を立 てた。 これ に よ りイ ギ リ、ス

の弁 護 士は,1年 前か らイ ギ リ.ス/フ ラ ンス の法 律 ・判 例 デ ー タ ベー ス の利 用

や 研 究 が可 能 にな った。 また,フ ラ ン スで は,1980年10月 に大手 出 版 社Ha-

chetteと 提 携 し,フ ラ ン ス 語 で も オ ペ ヒー シ ョン で き る よ う に し
、て い る 『,日 本

へ の進 出につ い て は,現 時 点 では 考 え てい ない との ことで あ った。

な お,無 料 で の養 成 訓 練 サ ー ビスは,当 初 の 目論 見 が成 功 し,LEXISサ[

ビス が全 米 に広 く浸透 し た こともあって,1981年 末 で打 ち切 るとの『 とであ?た 。

NEXIS

NEXISはMeadDataCentralが2年 前 か ら始め た デー タ ベ ー ス ・,サー

ビスで,新 聞,雑 誌,通 信 サー ビス な どを ソー ス文 献 と した ニ ュー ス ・サ ー ビ

ス で あ る。 通 常,ニ ュー ス記 事 の デー タベ ー スは,ア ブス トラ ク ト(抄 録)の

形 で提供 され てい るが,NEXISは フル テキ ス ト(全 文)の 形 で提供 してい る

の が大 きな特 色 にな って い る。

この場合,当 然 著 作 権 の問 題 が発 生 して くる。Meadで は 各 文 献 の 発 行 者
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(著 作 権 者)と 契 約 を結 び,① マ シ ン ・ リー ダ ブル な 形 でMeadに デー タ を提

供 して も ら うこ と と②Mead側 は ライセ ンス料 金 を支 払 うこと を取 決 め てい る。

また,NEXISか ら デ ー タベ ー ス と して 二=一 ス記 事 が提 供 され た場 合,出

版元 と して は オ リジ ナ ル文 献 の売 れ 行 きが悪 くな るの で は な いか とい う懸 念 も

あ るが,こ の問 題 は 目下 の と ころ表 面 化 してい な い 。 とい うの も,現 段 階 で は

オ リジ ナル を購 入 した 方 が コス ト的 には安 い か らだ 。 さ ら に,Meadで は,こ

の点 に関す る 出版 元 の不 安 を解 消す る ため,オ リジ ナル が 出て か ら1週 間後 に

NEXISデ ー タベ ー ス に入 れ る よ うに してい る。
　

NE文ISもLEXIS同 様,操 作 の 仕 方は 極 め て簡 単 で あ る。 例 えば,』 「ブ リ

ジ ス トンのタ イ にお け る活 動 状況 と米 国企 業 との 競 争 状 況」 に つい て 情報 を入

手 した い場 合 には,キ ー ワー ドと してttBridgeston"と"Thailand"を 入 力

すれ ば よい。 こ の二 つ の 単 語 が 両方 とも入 ってい る ニ ュー ス記事 が全 て 出て く

る訳 だ。 勿論,も っ と対 象記 事 を しぼ りこみ た けれ ば,"Goodyear"と か

"Fi
restone"な どの キー ワー ドを与 えて やれ ば,こ れ らが 全 て 同 時－va入っ

てい る記 事 だ け が と り出せ る。 また,あ る二 つ の キ ー ワー ドが,例 え ば25語 以

内 に 出て くる記事 の み を取 り出 す とい う指 示 もで き る。

(1)マ ー ケ テ ィ ング'

NEXISは 当初,LEXISの カ ス トマ ー のみ を対 象 に販 売 して い た。 現 在 で

も,NEXISはLEXISラ イ ブラ リィに入 ってい る。 しか し,NEXISが 好 評

な こ と もあ って,1年 半 前 か ら,個 別 サ ー ビス と して販 売 され てい る。

NEXISの 主 要 カ ス トマ ー と して は,

○放 送 会 社

o報 道 機 関

o広 告 会 社

○経 営 コ ンサ ル テ ィ ング会 社

o政 府 機 関
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o－ 般 企業

な どが あ る。 こ の うち,一 般 企業 では,ス ピー チ,・ライ ター(経 営 幹 部 用 の

ス ピー チ を書 く部 門),企 画 部 門,情 報 セ ンタ ー,製 品 開発 研 究 部 門 な どが 主

な 利 用 者 とな ってい る。 業 種 と しては,特 に金 融,石 油,天 然 ガ ス な どの企 業

を売 り込 み の重 点 目標 に して い る。

マー ケ テ ィ ングは 当初 は ボ ス トン,ニ ュー ヨー ク,ワ シ ン トンD.C.に 限定

して い た が,現 在 で は全 米規 模 で行 な っ てい る。 しか し,海 外 で の 売 り込 み は

まだ 行 な ってい な い。

なお,NEXISデ ー タベ ー ス に入 ってい る ソー ス文 献は 表1の とお り。

表1NEXISの ソー ス文 献

AmericanBanker

BBCSSu㎜aryofWorldBroadcast&

MonitoringReport

JapanEconomicJournal

TheWashingtonPost

AviationWeek&SpaceTechnology

BusinessWeek

ChemicalWeek

CongressionalQuarterlyWeeklyRep-

ort&EditorialResearchReport

DunsBusinessMonth(DunsReview)

TheEconomist

Newsweek

U.S.News&WorldReport

1980年6月

1977年1月1日

1975年1月

1975'年1月

'1975年1月

1975年1月

1975年1月

1975年1月

1975年1月
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区分 文 献 名

TheAssociatedPressworld,national

&businesswires

JijiPreS'sE'conomicN6wsServi・ce'

KyodoEnglishI.anguageNewsService

PRIN・evナswir6

「lrhきRご
ut6fsGeneralNewsReport

TheUnitedPressInternationa1

"
wo壬1d'natioha1,buslnesS&sports

信TheUnitedPr=es菖lnternatironA1

8tateswlre.S

ス

レ

タ

・

渓 迦 。。IN。wChi・ ・)N・w・A。 ・n・y

tLatifiAmericanRegionalReports

L・tinAmeri・anP・liti・alR・p・'・t

LatinAmericanWeeklyReport

Latin"AmericanCommoditiesRep`ort

tれinAinericanBookNews

LatinAmericanEcon6micRepOrt'

DISCLσ

ENC『YCLOPAEDIABRITANNICA

FEDERALREGISTER

収録開始時期

1977年1月1日

1980年1月'4日

1980年12月"1日

1980年1月22日

1979年4月15日

1980年9月26日

1980年11月1日

19 .77年1月1':日

1'980年

1'967年

1980年 ・

1967年

1979年

1973年

1`981年 ・

1980年7月
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5・ カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学

調 査 期 日:1981年10月19日'

面 接 者:Prof.HaroldBorko

GraduateSchoolofLibrary

&1'nformat'ionScience

UniversityofCalifornia

概'要 ・

ア メ リ カ に お け る デ ー タ ー ベ ー ス ・ サ ー ビ ス の 現 状 と 動 向 に つ い て ∴ カ ル フ

ォ ル ニ ア大 学(UCLA)教 授 ハ ロ ルF"・ ボ ニ コ(HaroldBorko)氏 に 講 義

を 受 け た 。

同 教 授 は,RANDCorp.で1956年 よ り,大 型 ・,1ンピ ュ 一 夕 を 使 用,そ の

後SystemDevelopmentCorp.に て 情 報 検 索 た つ い て の シ ス デ ム 開 発 に

従 事 し た 。 現 在 は,UCLAに て,図 書 館 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス に つ い て

の 研 究 を 行 っ て い る 。 「'∨"`・

詳 論

デ ー タ ベ ー ス の 定 義 と 分 類

デ ー タ ベ ー ス と い う用 語 は,大 変 広 範 囲 な 意 味 を も つ 言 葉 で あ る 。 こ こ で 使

用 す る デ ー タ ベ ー ス は,機 械 が 読 取 可 能 な デ ー タ ベ ー ス(machinereadable

database)を 対 象 と す る 。

デ ー タ ベ ー ス に は,「 組 織 化 す る(オ ー ガ ナ イ ズ)」 と い う こ と が 重 要 で あ

る 。 デ ー タ ベ ー ス は,単 に 沢 山 の 情 報 を 集 め れ ば よ い と い っ た も の で は な く,

情 報 の 種 類 や 形 式 な ど 一 定 の ル ー ル に も と つ い て,情 報 を を 収 集 し,そ の 情 報

を 如 何 に 貯 蔵 す る か,ま た,ど の よ う に 情 報 の イ ン デ ッ ク ス 化 を す る か,と い

っ た こ と,す な わ ち 組 織 化 さ れ た も の で な け れ ば な ら な い 。 抄 録 や イ ン デ ッ ク
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スは,二 次情 報 サ ー ビス と呼 ば れ て い る。

大 半 の デ ー タベ ース は,あ る仕 事 の 副産 物(by-product)と して作 られ て

い る。 当 初 は 出版 会 社 に よっ て作 成 され た。 これ は,コ ン ピ ュー タ を使用 して.

出版 物 を編 集作 成 す る ため,そ の 副産 物 と して抄 録 や イ ンデ ック ス とと もにデ

ー タベ ー スが 作 られ る。

次 に,デ ー タベ ー ス を 分類 す る と,2つ の カ テ ゴ リに分 け られ る。 デ ー タベ

ー ス の 分 類 方 法 に は,各 種 あ る が,考 え 方 は 変 ら な い 。

第1の カ テ ゴ リは,リ フ ァ レ ン ス ・デ ー タ ベ ー ス で.何 か の 目 的 に 必 要 な 文

献 を さ が す た め に,こ の デ ー タ ベ ー ス を 使 う も の で.文 献 の 抄 録 や イ ン デ ッ ク

ス が デ ー タ と な る 。 こ の カ テ ゴ リ に 属 す る デ ー タ ベ ー ス は,現 在 多 種 類 に わ た

っ て い る 。

例:Chemica1AbstragtsCondensates

ChemicalAbstractsIndex

国 会 図 書 館MARCテ ー プ

他 の1つ の カ テ ゴ リは,リ ソ ース ・デ ー タ ベ ー ス と 呼 ば れ る も の で.情 報 に 意

味 の あ る デ 一 夕 ベ 「 ス を い う。

例:NewYorkTimesのlnformationBank

MeadDataCorp.の 法 律 関 係 デ ー タ ベ ー ス

法 律 関 係 の デ ー タ ベ ー ス は,ア メ リカ で も 多 数 あ っ て,弁 護 士 や 司 法 士 な ど

の 調 査 の た め に サ ー ビ ス す る も の で,各 種 の 法 令 や 判 例 を デ ー タ ベ ー ス と し て

い る 。 例 え ば,ASPENCorp.が 提 供 す る デ ー タ ベ ー ス は,憲 法 や50の 州

の 法 令 を 揃 え て お り,公 害 規 制 に つ い て,ど の よ う な 法 令 が あ る か と い う 問 い

合 せ に 対 し て,直 接 デ ー タ ベ ー ス か ら 引 き 出 す こ と が で き る の で あ る 。

リ ソ ー ス ・ デ ー タ ベ ー ス の 大 き な 分 野 と し て,数 値 デ ー タ ベ ー ス が あ

る 。 例 え ば,DowJonesの 株 式 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス は,日 常 の 株 の 売 買 に

お け る 値 動 き や 取 引 き 株 数 な ど の 数 値 情 報 を 提 供 す る も の で あ る 。

ま た,非 常 に よ く 使 わ れ る .リソ ー ス ・デ ー タ ベ ー ス と し て 各 種 の 統 計 デ ー タ
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ベ ー ス が あ る 。 政 府 の 国 勢 調 査 は,10年 に1回 行 わ れ る が.こ の 統 計 は.学

会 や 社 会 な ど 広 い 範 囲 に 利 用 さ れ て い る 。

な お.こ の 数 値 デ ー タ ベ ー ス に つ い て は,文 献 デ ー タ ベ ー ス と 区 分 す る と い

う こ と か ら リ ソ ー ス ・デ ー タ ベ ー ス の カ テ ゴ リか ら は,分 け て 考 え る こ と も で

き る 。

リ フ ァ レ ン ス ・ デ ー タ ベ ー ス … … … 抄 録,イ ン デ ッ ク ス

例:ChemicalAbstractsCondensates

ChemicalAbstractsIndex

リ ソ ー ス ・デ ー タ ベ ー ス 原 情 報(文 献)

例:新 聞 記 事

法 律,規 則

判 例'

数 値 情 報 … … 例 え ば 株 価

統 計 情 報 … … 国 勢 調 査 統 計

図1デ ー タ ベ ー ス の カ テ ゴ リ

デー タベ ー ス供 給 のた め の組 織

デ ータベ ー スを供 給 す るた め に,現 在.政 府 機 関,公 共 機 関,民 間企 業 体.

な ど様 々の機 関 が あ る。 これ を分 類 す る と.デ ー タベ ー ス を開発 ・製 作 す る組

織,こ れは,プbデ ュー サ(producers)と 呼 ば れ る。 また.デ ー タ ベ ー ス を

提供 配 布す るデ ィス ト リビ ュー タ(distributers)と 呼 ばれ る組 織 が あ る。

デ ィス トリビ ュー タは,ベ ンダ ー と ブ ロー カ の2つ の グル ー プ に分 け られ る。

{1)プ ロデ ュー サ ・… ・ デ ー タベ ー ス製作 者

① 連 邦政 府

どの 国 にお い て も,最 も情 報 を も ってい るの は政 府機 関 で あ る。 アメ リ

カ にお け る最 大 の プ ロデ ューサ は,連 邦 政 府 で ある。 例 え ば,商 務 省 セ ン

サ ス局 は.国 勢調 査 の 多数 の統 計 デ ータ を製 作 し,提 供 して い る。 また.

一179一



国 立医 学 図 書 館は 医学 文 献 デ ー タベ ー スを 作 成 し,医 学 者 や 医者 にサ ー ビ

ス して い る。 そ の他,エ ネル ギー 関 係,石 油 の規 制 に関す る もの,女 性 の

権 利 に関 す る もの,な ど多 数 の デ ー タベ ー スが政 府 の 各 種機 関 や研究 所 に

よ って毎 月 開発 され て い る。

② 学 会

プ ロデ ューサ と して,ア メ リカ に おけ る各 種 の 学会(Societies)は,

重 要 な役 割 を 果 して い る。 と くに,研 究 論 文 や レポー トの デ ー タベ ース を

製作 す る の に,学 会 の会 員 が 多大 な 努 力 を 払 って お り,そ の 費用 を計 算 す

る と莫大 な もの とな ろ う。 しか しな が ら,学 会 として も,増 大す る論 文 の

量 に対 処 す るた め に頭 を 痛 め て もい るの が 実 情 で あ るρ

③ 産 業 分 野(industrialorganizations)

一 般 企 業 の 産 業 活 動 に お い て,そ の 副 産 物(by-product)と し て 製 作

さ れ る デ ー タ ベ ー ス は,種 類.量 と も 多 数 に わ た ・?て い る 。 副 産 物 と し て

作 成 さ れ た デ ー タ ベ ー ス は,当 初 か ら 外 部 提 供 を 目 的 と す る も の と,社 内

利 用 を 目 的 と す る も の と に 分 け ら れ る 。

こ の カ テ ゴ リ の 例 と し て,石 油 研 究 所,エ ッ ソ,AT&T,Exsson,

Burroughsな ど が 開 発 し て お り,エ ッ ソ は:社 内 向 け と し て 抄 録 デ 一 夕 ベ

Lス を作 成 し て い る 。'・

④ 商 業 分 野(・ ・㎜erci・1・ ・gani・ati・n・)

デ ニ ク ベ ー ス を 企 業 の 主 要 な 製 品 と ・し て 製 作 販 売 を 主 目 的 と し て い る 企

・業 が あ る1
。 そ の 典 型 と し て,出 版 会 社 が あ げ ら れ る ・ 例 え ば ・H・W・ ・ ウ

'イル シ ン 社 ,パ ー ガ モ ソ6プ レ ス 社 な ど で あ る 。 、

⑤ 機 関(institution),

大 学,図 書 館 も デ ー タ ベ ー ス の 開 発 を 行 っ て い る 。 例 えe!,二;L－ ヨー ク

公 ・姻 書 鯉 ク ウ 〃 モ リ ア ・レ ・ イ ソ ス 才 ・ チ ㌻ ト・ カ リ ㍗ ・レニ ア 大

学(UCLA)な ど で あ る り

以.ヒ,テ ー グ ー ス の プ ・ デ ・ 一 サ に つ い て 慨 助 述 べ た が ・ ・ れ ら の 分 野 に
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お け る開 発 の割合 を 示 した の が図 一2で あ る。

情 報 量 か らみ た デ ータ ベ ース作 成 の比 率が最 も高い の が,学 会 で58%,次

い で政府 機 関(連 邦 政 府 及 び 州政 府)21%,商 業 分野8.5%.産 業 分野8%,

機 関4.5%で あ る。

② デ ィス トリビ ュー タ

① ベ ンダ ー

ベ ンダ ー とい うの は,プ ロデ ュー

サが作 成 した情 報 を 購入 や リー ス し

て 卸 売 り と し て サ ー ビ ス す る も の で

あ る 。 主 要 な 例 と し て,・Lockeed社

のDIALOGやSystemDevelopme

ntのORBITが あ げ ら れ る 。

特 に,数 多 く の デ ー タ ベ ー ス を 同

じ コ マ ン ド に よ っ て 使 う こ と が で き

る と い う こ と が 利 用 者 に と っ て 便 利

に な っ て い る 。 こ の た めLockeed

社 やSDCで は,文 献 検 索 に 適 し た

会

%8

×
戸

5

政 府機 関

21%

図2プ ロデ ューサ別 開 発 の 割 合

(情 報 量)

コ7ン ド言 語 と サ ー チ の た め の ソ フ トウ エ,ア を 開 発 す る と と も に, .自 社 シ

.ス1テ ム に 適 合 す る よ う デtタ ベ ー ス の 変 換 を 行 っ て い る 。 す な わ ち,
t毎

週 プ ロ デ ュ ー サ か ら 届 け ら れ る 新 し い デ ー タ ベ ー ス を,,自 社 の ジ ス 、

テ ム や デ ー タ ベ ー ス に 合 わ せ て サ ー ビ ス しや す い よ う に 変 換 を 行 っ て い る ・

殆ん どのデータベースは ・出版物の印刷の冨1睦物 として陶 パ ㌃ 元

適 した形 歓 な っていない・ このよ うにDIALgGやORBITは ㌘

・ウ・アを醒 し多纐 のデータ㌻ スを年1流す る醐 鮪:す 葱 、

こ れ に 対 し,1つ の デ ー一 夕 ベ ー ス に ア ク セ ス す る ベ ン ダ ー が あ る 。 例 え

ば,NewYorkTimesの 記rnを サ ー チ す る 場 合 にNewYorkTimes・

NewYorkInformationBankに ア ク セ ス す る こ と と な る 、,最 近 こ の 分 野 が
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非 常 に伸 び て い るの が 特 微 で あ る。

② ブ ロー カ

大 企 業 や 大 学 ・研 究 所 の 図 書館 は,デ ータベ ース をサ ー チす るため にベ

ンダー の シ ス テ ム に加 入 し,多 額 の 費用 を 支払 い利 用 す る こ とが可 能 で あ

る。 しか し,余 り多 くの 費用 をか け る ことが で きな い 個 人.例 え ば,研 究

者 が 博 土号 取 得 のた め に文 献 を さが さな けれ ば な らな い が,そ の と きに シ

ス テ ムの 加 入 費 を支 払 うこ とは 困難 とな る。 ブ ロー カ は.こ の よ うな 需要

に応 じるた め に登 場 して きた 情 報 の流通 業 者 で あ る。 ア ー タベ ー ス の プ ロ

デ ューサ や ベ ンダー との間 でシステムの加 入 契約 を結 び.ユ ーザ の 要求 に応

じて,デ ータベ ー ス のサ ー チ を代 行 す る もので あ る。 場 合 に よって は,ユ

ーザ が ,ブ ロー カ の店 頭 にお く端 末 を 直 接 使用 して,デ ータベ ー スをサ ー

チ す る こ とも あ り得 る。 ブ ロー カ の役 を果 す もの として は.'大 学 の図 書 館

な どが教 授 や 学 生 に対 し てオ ン ライ ン でサ ー チ ・サ ー ビスを行 うもの,書

籍 小 売店 のサ ー ビス,ま た,別 掲 のNIACの よ うに ブ ロー カを 主要 業 務

と して い る機 関 が あ る。

ユ ーザ か らみ た得 失

デ ー タベ ー ス の サ ー ビ ス 組 織 に つ い て,概 観 した が,こ れ ら の組 織が,機

械 読取 可 能 デ ー タベ ー ス を オ ン ライ ンで利 用 す る上 で,ど の よ うな得 失 が あ る

か につ い て検 討 してみ る。

〔利 点 〕

a.迅 速 性

b.エ ン ド ・ユ ーザ が 直 接 サ ーチ で き る。

c.適 切 な応 答va'よ っ て.サ ーチ で き る。

d.費 用 の 節 約

〔欠 点 〕

a.デ ー タ蓄 積 に費 用 を要 す る。
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b.シ ス テ ム運用 に 金 を要 す る。

c.通 信 コス トが大 きい 。

d.シ ス テ ムの利 用 に対 す る・一・一ザ の納 得。

(費 用.検 索 時間)

迅速 性.即 ち.情 報 が早 や く入 手 で きる,と い うメ リ ッ トは 大 きい。 印 刷 さ

れ た イ ンデ ックス か ら,何 年 も前 の記 事 を さが し.収 集 す る とな る と長 時 間 を

要す る。 オ ン ライ'ソに よ り情 報 を得 る場 合,機 械 やデ ータベ ー ス の大 き さに も

よ るが.キ ー ・ワー ドを入 力 してか ら,2～3秒 で情 報 が 得 られ る。

次 に,ユ ーザ が シ ス テ ム と端 末 を 介 して,直 接 デ ー タベ ー ス をサ ーチ で き る

こ とは,自 分 の 目的 に適 した 情 報 を 入手 す る こ とが で き る こ とに な る。 そ のた

め に,シ ス テ ム側 にユ ーザ が 機械 操 作 を容易 に し.目 的 を 遂 げ る ことが で き る

よ うた会話 形 式 で問 答 を しな が ら,サ ごチ で き る よ うに,ソ フ トウ ェアを用 意

してお く必 要 が あ る。

費用 の考 え 方 は,使 用 目的 と得 られ た結 果 に よ って比 較 され るが,良 く作 ら

れ た デ ータベ ー スを効 率 の よい シ ステ ムで利 用 す る ことが で き る組 織 の場 合 は,

人 手 で さが す 場 合 よ りも節 約 され る こ とは 言及 す る まで もない。 研 究 のた め に,

必 要 な文 献 を 洩 れ な くサ ー チ し よ うとす る場合 とか,多 くの な か か ら目的 に合

致 した文 献 を さが し出す 場 合 には,人 手 でサ ーチ す る こ とは 困難 な こ とで あ る。

以 上 の よ うな利 点 に対 して,機 械可 読 なデ ー タベ ース を芽 ゾ ライ ンでサ ーチ

す るシ ス テム を もつ た め に は,相 当 な 費用 を有 す る とい うこ とで あ る。

そ め第1は,デ ー タ の入 力,蓄 積 の 問題 で あ る。 ハ ー ドウ ェアゐ発 展 は 目覚

し く.'コ ス トの低 下 も著 しい が,1つ のデ ー 汐ベ ース の た め にfoO万 桁 か ら

10億 桁 の デ ー タ を蓄 積 す る とな る と多 くの労 ガ と時 間 を 要 す るの で あ6。 個

人 的 には,ビ デ オ ・デ ィス ク の登場 が,こ め 問 題 を解 決 して くれ るので はな い

か と期 待 して い る。

次 の問題ぽ 直 接kは ベ ンダー側の問題があるがオン ライ ン.シ ステムを設

置 し,運 用 す る に は,多 額 の 費 用 が か か る こ と で あ る 。 ハ ー ド ウ ェ ア.コ ス ト
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が.安 く な っ た と 言 っ て も ・ デ ー タ ベ ー ス を サ ー ビ ス す る た め の シ ス テ ム ↓‡,

大 規 模 で高性 能 なハ ー ドウ ェア ・シ ス テ ムを 必 要 とす る し,オ ン ライ ンでサ ー

ビス をす る とな る と.全 国 的 な ネ ッ トワ.一クを構 成 す る こ とに な るか らで あ る。

ユ ーザ に と って,シ ス テ ムへ の加 入 費や利 用 費用 として..こ ので・一 ドウ ェア ・コ

ス トを負 担 しな けれ ば な らな い。 、1

また,通 信 コス トが 高 い のは,ユ ーザ に とっ て も大 きな 負担 で あ る。 デ ー タ

ベ ー ス は,・ つ の場 所 嗜 積 され て い るのカ:通常 で あ る・L・ ・keedのDIALOG

の場合,カ リフ 。,、ニ ア州 噛 潰 され てお り,二 一 ・一 ・か ら使 用 す る場 合 ・

通 信 事業 者 の通 信回 線 を 利 用 しな け れ ば な らな い の は言 うまで もな い。

最 後 に,構 築 した シ ス テ ムを ユ ーザ にい か に受 け入 れ て もら え るか ・ とい う

こ とであ る。 当然 の こ とな が ら,研 究 者 が図 書 館 で 文 献 を さ が す よ りは,速

姫 利で あるが・燗 が図 書館で ・時間をかけてさ汎 て も受け入れて も競

るの に,端 末 機 の 前 で さが す とな る と,30秒 も経 過 す る と,い らだ って くる

の で あ る。

デ ー タ ベ ー ス ◎サ ー ビ ス の 将 来

デ ー タベ ーZの サ ー ビス が ・今 後 と も擁 してい く.eと は 言 うまで もな いr

とで あ る・・,、糠 の 見通 し揃 明 す 訓 に 現 在 論 じ られ て い る デ ー タの醜

外流 出(t・a,n・b・rd・rd…f1・w)の 問 馴 つ いて鯨尺 お きた"9

デー物 嘩 外流 出の問題は ・多醗 鱗 カミ・物 の靴 に魁 て ・デー殉

他 鯛 頑 送 は うとす る場合 に・そのデータの安 全性(セ キ ユリテパ ィ ン

テ 列 テの やプライ・・シーが問題 とな?た もの陥 る。 この問題は醐 的媚

題なので弔 決す るのには困難 でやフか"な 爬 で ある・

デ}久 ベ ー ス ・サ ー ビ ス の将 来 につ い て は,

(。)明 らか 確 実 な こ とは,オ ン ラ イ ン ・デー ・ベ ー ス の サ ー 『ス量 が増 射

る こ とで あ る。 この ・年 間 オ ンライ γ ・サ ーチ の た めDIALOGやORBIT

のデ ータベ ー ス の数 が25%も 増 加 した。 これは.か な りの高 い ぺ ご スで あ

一184一



る。 最 近 の カ タ ログ に よれば,現 在960種 の デ ータ ベ ー スが あ る。

(b)デ ー タベ ー ス の分 野 が 増大 して い る。 数 が 増 加 す るば か りでは な く情 報 の

分 野 が拡 張 して い る 。 と く に,従 来 は 科 学 ・技 術 が 多か った が ・芸 術 ・音

楽,人 文科 学 な どが 新 規 分 野 とな っ てい る。

(c)オ ン ラ イ ン ・サ ー ビスの ベ ンダ ーが 増 大 す る もの と見 られ るe'

(d)オ ンラ イ ン ・ユ ーザ が 増 加す る。 マイ コ ンの普 及 に よ っぞ,安 価 な 端末 機

が普 及 す る こ とが そ の要 因 と して あ げ られ る。

(。)個 人 フ 。イルの所有.。 れは,自 分の継 しは 献や翻 調 入事務 所の

デ ー タ の蓄 積,な どを個 人 フ ァイル と して.デ ータサ ー ビス業 務 の フ ァイル

)'i

の 中 に保 有 し よ うとす る もの であ る。

(f)判 例 デ ー タ ベ ース の拡 張,特 に技 術 分野 の訴 証 例 が増 す もの と考 え られ.

これ らの判 例 デ ー タベ ー ス の 需要 が 増 す もの と見 られ る。

～
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6・SDC

調 査 先:

所 在 地:

調 査 期 日:

面 接 者:

SystemDevelopmentCorporation(SDC)

2500ColoradoAvenue

SantaMonicaCalifornia90406

1981年10月20日

Dr。ElizabethA.Ashton

概 要

SDCは,25年 前 にRANDCorp.よ りシ ステ ム開 発 を専 門 に行 う企業 と

し て独 立,1981年 次 報 告 書 の 売 上 高2億600万 ドル(約400億 円),従 業 員

約4,200人 の規 模 を 有 す る ま で発 展 した ア メ リカ国 内 は もち ろ ん の こと世 界 で

も有数 の企 業 で あ る。

SDCを 訪 問 の 目的 は,文 献 情 報 サ ー ビスSearchServiceと 最 近 の話 題

コ ン ピ ュー タ ・メ ーカ のBurroughs社 との関係に つ い ての動 向 を把 握 す る こ と

で あ っ た 。

詳 論

企 業概 要

売上 高 の 推 移は,図1に 示 す とお り

で,1981年 次 報 告(6月 度)は.2億

"600ド ル で対 前 年 比 で26%増 で あ
っ

た。 また,利 益 は,950百 万 ドル で 前

年 の700万 ドル に対 し,35%の 増 加

を示 した 。

SDCの 顧 客 は,売 上 高 比率 で 国 防

省 関 係 が40%,そ の 他 が60%と な

って お り,非 軍 事 関係 の ウエ イ トを 高 図1 SDCCorp.の 売 上 高 推 移
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め る た め に,産 業 や 国 際 活 動 や 他 政 府 機 関 へ の 拡 張 を 進 め て い る 。

事 業 活 動 に つ い て,年 次 報 告 か ら ト ピ ッ ク を 紹 介 す る 。

① シ ス テ ム 開 発 関 係

○ ア ル ゼ ン チ ン に お け る 宇 宙 管 理 シ ス テ ム の 設 計 ・開 発 ・設 置 ・運 用

○ イ ン ド政 府 が1982年 初 期 打 上 げ るINSAT-1か ら 受 信 す る 気 象

観 測 デ ー タ の 処 理 と 分 配 を 行 うMeteorelogicalDataUtiliza-

tionCenter(MDUC)

oロ ス ア ン ゼ ル ス 警 察 局 のEmergencyCommandControlCommu-

nicationSystems(ECCS)

oMarineCorp.のTacticalAirOperationsCentra1-85の

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ エ ア の 開 発,TAOC-85は,防 空 シ ス テ ム

WEAPONSの 従 事 者 が 容 易 に 使 用 で き る よ う に 移 動 性,操 作 性 を 考 え

た 自 動 指 命 制 御 シ ス テ ム 。

○ 空 軍WEAPONS研 究 所 に お け る ス ーパ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 提

言 を 行 っ た 。

o日 本 の 宇 宙 開 発 事 業 団 に お け るSearchService及 びSTARD

YNEに よ る 構 造 解 析 シ ス テ ム を 日本SDCを 通 じ て 技 術 供 与 を 行 っ て

い るo

② サ ー ビ ス

政 府 機 関 に お け る エ ン ジ ニ ア リ ン グ,ソ フ ト ウ エ ア,オ ペ レ ー シ ョ ン 等

の 支 援 を 行 うサ ー ビ ス は,SDCの 収 益 を 高 め る 主 要 な 事 業 と な っ て お り ,

売 上 高 増 の34%に,ま た,利 益 増 加 の56%に 寄 与 し て い る。

主 要 な サ ー ビ ス は,教 育 省 の 大 規 模 な 学 生 支 援 プ ロ グ ラ ム(処 理 量8百

万 件/年),ニ ュ ー ヨ ー ク 市 の ク レ ジ ッ トカ ー ド ・テ ク ノ ロ ジ ー(処 理 量

18百 万 件/年),フ ロ リ ダ 州 及 び ア イ オ ワ 州 の 健 康 管 理 シ ス テ ム(処 理

量]7百 万 件/年),そ の 他 と し て,海 軍,NASA,運 輸 省,国 防 省

な ど,ま た,環 境 保 護 庁 の コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー(IBM370/168)と
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国 立 遠 隔 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トが あ げ ら れ る 。

以 上 の セ ン タ ー を サ ポ ー トす る た め に,UNIVAC11/44及 び11/82の

,コ ン〈ピ ュ ー テ ン グ シ ス テ ム を 常 時 準 備 し て い る。

⑥ 商 用 ナ ー ビ ス ・,.、 ・ltt.、

..2r主 要 ,樋 鱗 あ?r1つ,}㍉ ・C《1・il・s,.Administ「ationOystem

(CAS)・1つ はSDCSearchServi・ パ あ ラ ・
,.、,

い 垣 騨 ρ 保 障 求 相 動 即 処 酎 る シ ス テ ム す な わ ちCAS暢 で は ・

SDCが 第1位 □ る ・ サ ー ビ ス 及 ㌣ フ ト ウ 干 ア パ ・・ ㌃ ジ の 庭 に よ

pte,年3.・%と.・)う 急 成 勘 示 し てL'る ・1981鞭 に は40以 上 の 駆

.噂 し て い る ・1・

.S,DCS・a・ ・hServi・eは ・ オ ン ラ イ ン で 検 索 が 可 能 な 嬬 デ ー

タ ベ ー ス を,世 界 中3000の 顧 客 に 行 っ て い る サ ー ビ ス で あ る。(詳 細 別

わ 項 参 照)

④ 研 究 開 発

SDCの 研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク トは,情 報 シ ス テ ム の 分 野 に お い て 技 術 的

な リ ー ダ シ ッ プ を 有 し て い る 。

対 象 技 術 と し て は,コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク,情 報 及 び デ ー タ ・マ ネ

ー ジ メ ン ト
,シ ス テ ム ・セ キ ュ リ テ ィ,シ グ ナ ル 処 理 な ど で あ る 。

BurroughsCorp.と の 新 し い 関 係

§DC.は,RANDCorp.の 一 部 門 か ら 独 立 し て 以 来25周 年 を 迎 え た が,

1981年1月5日 に 発 表 さ れ たBurroughsCorp.に よ る 買 収 はttこ の 年

の 大 き な 事 件 で あ っ た 。

SDC側 の 発 表 に よ れ ば,SDCは,独 立 以 来 ソ フ ト ウ エ ア の 開 発,シ ス テ

ム の 設 計 を 事 業 と し て,政 府,エ ネ ル ギ ー,研 究 開 発,国 防 な ど 適 用 分 野 を

拡 大 す る に と も な い 企 業 も 発 展 し て き た 。 し か し,シ ス テ ム 設 計 だ げ で は 今

後 の 新 し い 市 場 の 要 求 に 応 じ る こ と が 十 分 に で き な い,と い う判 断 の も と に,

ハ ー ド ウ エ ア の 分 野 で 先 導 的 な 立 場 に あ るBurroughsCorp.と 協 力 関 係
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を と る こ と と な っ た 。

Burroughsの バ ーb"ウ エ ア{術 とSDCの ソ フ ト ウ エ ア 技 術 が 結 合 し(,

需 要 に 応 じ た 適 切 な シ ス テ ム を 融 す る ・ と カ・で さ る ○ に な っ た ・ さ ら に ・

Burroughs・ は,メ モ リ ー 専 用 会 社 のMemorex社 を 買 収 す る計 画 を 進 め て お

り,こ れ に ょ り,ハ ー ド ウ エ ア,ソ フ ト ウ エ ア,ス ト レ ー ジ の3つ の シ ス テ

ム を 揃 え て サ ー ビ ス が 可 能 と な る ・ と 新 し い 市 場 開 拓
.に熱 意 を 燃 や し て い た 。

⊇rし.;C,'B・}・ ・ugh・C・rp.のW.Mi・haelB1・ni6nth・1会 長 は,

rBurrough・sとSDCと の 関 係 は,企 業 合 併 事 業 の 理 想 的 モ デ ル で あ る 。 」

と 述 べ て い る 。'

SDCSearchService

(1)デ 一夕ベ ー.ス

SDCのSearchServiceは,文 献 情 報サ ー ビス を行 う もの で,学 者 や

研 究 者 が 情 報 を さ がす た め の 情 報 を オ ンラ イ ンで提 供 す る もの で,完 全 な テ

キ ス トは 提 供 しない。

現 在,自 然科 学,社 会 科学,産 業な どの各分野 にわた って表1及 び巻末資料4

に示 す デ ータベ ース にア クセ ス で きる。 しか しなが ら,こ の うち,90%は,

ア クセ ス 方法,料 金 等 に特 別 な 制 限 はな いが,残 り10%に つ い ては利 用 制

限が あ り,デ ータベ ース ・プ ロデ ュ ーサ と契 約 を必要 とす る。 加 入 料 金 は年

間50ド ル か ら3万 ドル ま で と,デ ータベ ース ご とに異 ってい る。

SearchServiceの た め の デ ータは,SDC自 身 が 作 成 す るわ けで な く,

他 企 業 が 作成 した デ ータ を 購入 また は リース とい う形 態 で入 手 す る。 また,

デ ータ保 有者 に対 し て ロイ ヤ リテ ィを 時 間 当 り接続 料 金 に 応 じ て支 払 っ てい

るo

デ ータベ ースの 作成 につ い て は,以 前 に 自分 自身が 開 発 し製 作 し て きた が,

レフ ァレ ンス数 が5,000万 件 に も達 し,製 作 す るため の 要 員 が 多数 必要 とな

っ て きた の で,デ ータ 保 有者 よ り磁 気 テ ープベ ース で提 供 し て もら うこ と と
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表1 SDCSearchServiceデ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

デ ー タ ベ ー ス 名

A瑠 畷TAMs'

AGRICOLA

APILIT 、

APIPAT

ASI

BIOCODES

JBIOSIS&BIO6978.

CAS??&CAS?276

CBPI

CDI

CHEM7071

CHEm庇X

CIN

CISINDEX

CNI

◎OMPENDEX

CONFERENCEPAPER
INDEX

J*CRDS

*CRECORD

ENERGYLINE

E】WIROLINE

ERIC

FEDREG

JFSTA

GEOREF

GRANTS

INFORM

INSpEC&INS6976

1SMEC

*LABORDOC

*LIBCON

LISA

MANAGEMENT

NEW$PAPER・INDEX

NTIS

OCEANIC

*PAPERCHEM

*P/ENEWS

J*PESTDOC

POLLUTrON

PROMT

PSYCHABSTRACTS

J*

J*

QUEBEC--ACTUALITE・

RINGDOC

SAEABSTRACTS

SAFETYSCIENCEAB.

SSCI

SSIE

TITUS

TULSA

981fUOII査T68さ{㎞NT,
J*VETDOC

J*WPI

×

X

×

X

X

X

×

×

X

×

×

*lSDCの 独占提供オンライン検索 データベース

」:サ ーーチ ・Jで ご利 用 下 さ い.

収 録 範 囲

74

72

?5

70

?2

74

70

?3

75

76

?1

71

?◆

76

一

?

5

7

7
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し た 。 こ の た め,SDCは,デ ー タ 提 供 者 か ら 送 付 さ れ て くる様 々 の 磁 気 テ ー

プ に 収 容 さ れ た デ ー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト をORBITフ ォ ー マ ッ ト に 合 わ せ る 変

更 作 業 を 行 な い,利 用 者 に 特 別 な 負 担 を か け な い よ う に し て い る 。

(2)ORBIT

ORBIT(OnlineRetrievalofBibliographicInformation

Timeshared)は,SDCが 開 発 し た 情 報 検 索 シ ス テ ム で あ る 。1963年 に ア

メ リカ 国 防 省 の プ ロ ジ ェ ク トARPA(AdvancedResearehProjectA-

gency)ネ ッ ト ワ ー ク の 一 環 と し て 開 発 さ れ,SDCのSearchService,

国 立 医 学 図 書 館 のMEDLINEサ ー ビ ス の 検 索 シ ス テ ム と し て 使 わ れ て い る 。

現 在 のORBITシ ス テ ム は,ア ル フ ァ ベ ッ ト文 字 を 扱 う こ と と な っ て い る 。

デ ー タ に つ い て は,ア メ リカ 国 内 の ほ か,カ ナ ダ,フ ラ ン ス,イ ギ リス か ら

送 ら れ て い る も の をORBIT7ォ ー マ ッ トに 変 更 を 行 な っ て い る が,近 い 将

来 に は,日 本 か ら の デ ー タ に つ い て も 取 り扱 う こ と を 考 え て い る 。 し か し,

検 索 の 場 合 は,英 語 ま た は フ ラ ン ス 語 に よ ら な け れ ば な ら な く,大 き な 需 要

を 有 す る 日 本 市 場 へ の サ ー ビ ス を 行 う に は,日 本 語 に よ る ア ク セ ス が 必 要 と

考 え,開 発 計 画 を 進 め て い る 。 日 本 へ の 進 出 に つ い て は,既 に 日 本SDCを 設

立 し,サ ー チ ・Jサ ー ビ ス と 呼 ぶ 商 品 に よ っ て,特 許 ・文 献 情 報 オ ン ラ イ ン

サ ー ビ ス を 行 っ て い る 。 提 供 中 の 特 許 ・文 献 情 報 は,Derwent出 版 社 の 編

集 に よ る 世 界 主 要 工 業 国 の 最 新 特 許,各 国 の 医 薬 品 専 門 誌 の 情 報,最 新 の 農

薬 情 報,有 機 合 成 反 応 情 報,獣 医 薬 文 献 情 報,BisScienceInforma-

tionServiceの 編 集 に よ る 生 物 学 ・生 物 医 学 情 報,International

FoodInformationServiceの 編 集 に よ る 食 品 科 学,Thehstitution

・fElectricalEngineersの 編 集Uaよ る 物 理 学 ・電 気 工 学 ・電 子 工 学 情

報 な ど で あ る 。

(3)国 際 化

SDCで は,SearchServiceを 国 際 的Va拡 張 す る 政 策 を と っ て き て い

る が,日 本SDCに よ る サ ー チJサ 『一 ビ ス は,日 本 に コ ン ヒ'ユ ー タ を 設 置 し
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て,こ れ にSDCの デ ー タ ベ ー ス を 移 し .てサ ー ビ ス す る 方 式 で,こ れ は,

SDCで は,リ モ ー ト ・ フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン と 呼 び,世 界 的 な 実 験 で あ っ た 。

従 来,SDCSearchServiceは,本 社 の あ る カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ モ

ニ カ に 置 か れ る セ ン タ ー へ 遠 隔 地 か ら ア ク セ ス す る 方 式 が と ら れ て い た 。 日

本 を 対 象 と し た リモ ー ト ・ フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 方 式 は,最 初 の 実 験 と し て 成

功 した:こ の成 功 によ り,ロ ン ドンで 同様 な 方 式 に よ りサ ー ビス を開 始 した 。

ロン ドンの サ ー ビス は,今 の とこ ろ,特 許 情 報 に限 られ てい るが,こ のサ ー

ビスは ヨ ーロ ッパ 各 国 へ の発 展 も考 え られ てい る。

将 来 の構 想 と し ては,サ ンタ モ ニ カ,東 京,ロ ン ドンに 設置 され てい る コ

ン ピ ュ ータ の ネ ッ トワ ーク化 を計 り,国 際規 模 の情 報 サ ービス を 展開 す る考

え で あ る。 この考 え に 対 す る最 大 の 問題 とし ては,技 術的 な 問題 よ りは 各 国

政 府 の制 度 的な 問題 が あ げ られ,多 くの 支援(各 国 政府)が 必 要 で あ る。 例

え ば,イ ン ドか ら の ア クセ ス が で きな いが,現 在 イ ン ドで は新 しい 政策 を と

りつ つ あ る。 日本 につ い て 見 る と,日 本 か らORBITの デ ータベ ースへ の ア

ク セ ス は可 能 で あ るが,SDC側 か ら サ ーチJに 対 し て毎 日デ ータの テ ス ト

を 行 な お うとす る とで きない 。 現 在 これ につい て,電 電 公 社 お よび 国 際電 電

と折 衝 中 で あ る。

デ ータベ ース の国 際 ネ ッ トワ ー ク化 に お け る最 近 の 問題 と し て,西 欧 に 見

られ るデ ータ の越 境 問 題 が あ る。 発 展途 上 国や デ ータベ ース流 通 の 遅れ て い
ヒ ト ぞ

る国 ほ ど,情 報 が 国外 に 出 る こ とに 対 す る反対 が強 い,が,国 際 ネ ッ トワ ー

ン の形成 によって先進 国よ り発展途上国が受 け る利益が大 きい と考 えられ る。

(4)稼 動 時間,接 続 可 能 タ ー ミナル

現 在 一 日のサ ー ビス 時 間 は22時 間 で,残 り2時 間 は メ ンテナ ンス時 間 と

し てい るo

メ ン テ ナ ンスは,良 い サ ービス を 行 うた め には 欠かせないことである。具 体

的 に は,デ ータ の ロ ーデ ングを 行 っ てい る もの で,ORBITサ ー ビス 中に

メ ンテ ナ ンス す るの は効 率 が 悪 い の で時 間 を と ってい る。 この メ ンテ ナ ン ス
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時 間 帯 は,日 本 や オ ー ス ト ラ リ ア の オ ペ レ ー シ ョ ン 時 間 と な っ て い る の で,

需 要 を 失 っ て い る 結 果 と な っ て い る 。 ・.'

SDCのORBITコ ン ピ ュ ー タ に 接 続 可 能 タ ー ミ ナ ル は,ASCII使 用 で

は110か ら1200ボ ー の も の が,ま たEBCDICコ ー ド使 用 の もの で は134.5

ボ ー の み と な っ て お り そ の 主 な 参 一 ミ ナ ル 機 器 は,表 一2の と お り で あ る 。

表2主 な 接 続 可 能 タ ー ミ ナ ル

8AUO

1

・ 8AUO

RAi「ε RATE
MANUFACTURεR MODεL (SPEεD} DISPLAY MANUF《CTUREn MODEL (SPEεD) OISPLAV

And8rsonJacobson AJ630 110/300 Thermal LearSiegler
.

ADM1 110∫300
.
CRT

AJ832 "0/1200 lmpact Electronic ADM2 110/1200 CRT

mstrumgntation ADM3 110'1200 CRT

Divisbn '

ComputerDevioeslnc. 1bleterm103 1†0/300 Thermal

Miniterm†20 110/300 Thermal 「

Logabax 180/KSR 110/1200 lmpact

F

DatapointCorporatbn 3000 110'1200 CRT
3300 11011200 CRT

3360 "0/1200 CRT 旛|gtypeCorporation 33 1101300 lmpaα

40 110/1200 CRT

DigitalEquipmentCorp. Decwriter
LA36 110/300 |mpact

LA120 1毛0/1200 lmpact 1bxashstrume川s 725 110/300 Therma|
.

しA180 110/1200 lmpad 730series』 110'300 Thermal

745 110'300 Thermal

760series 110/1200 Thermal
・

ComputerWansceiver Execuport 110/300 Thermal 800series 110/1200 lmpact

300

Univacαvisbn, ㏄T500 110/300 lmpact

' SperryRand .

GeneralE|ectric 而rminet
Communication 300 110/300 lmpad

Systems 1200 300/1200 lmpad

120' 30011200 lmpact

WesternUnion KSR33 110 lmpact

HazgltineCorporation 1200 110/1200 CRT

2000, 110/1200 CRT

8tc. XeroxCorp. 1700 110/300 lmpad

1720 110/300 |mpact

lBMCorporation 2741 134.5 lmpact

参 考 資 料

1.AnnualReportofOperationsofEmployees1981
,SDC

2.SDCSearchService

3.SDCサ ー チ サ ー ビ ス(日 本 エ ス ・ デ ー ・ シ ー ㈱)

4.サ ー チJサ ー ビ ス(同 上).
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・7 ・NissanMotorCorporationinU.S.A.

調 査 先:

所 在 地:

調 査 期 日:

面 接 者:

NissanMotorCorporationinU.S.A.

18501SouthFigueroaStreet

CarsonCA90248

(213)532-3111

1981年10'月20日

Mr.H.Koseki,Vicepresident,Marketing.

Mr.Wo .11Hbpkins,'DatabaseManager

Mr.MarkStarkandプComputerOperationManager

Mr.J.』Cola,Director,
.Informati.onSystem.、

概 要

同社 は アメ リ カに お け るニ ッサ ンの販 売拠 点 で あ る。 同 社 のデ ー タ処 理 お よ

びデ ータ ベ ー ス関 連活 動 は,全 て 独 自で行 な って い る。 情 報処 理部 門 の専 門要

員は127名,メ イ ン プ ロセ ッサ に はIBM3033を 導入 して お り,規 模 の上

で もか な り大 きい。 デ ー タベ ー スで は,1978年 に開発 した販 売 シ ステ ム を持 ・

って お り,目 下 そ の フ ェーズllを 開発 中 で.ある。 ま たNissanDataNetと 称す

るデ ィー ラー加 入網 の 開 発 を計 画 して い る。

詳 論

情 報 処 理 部 門 の 概 要

同 社 の 情 報 処 理 部 門 は,中 央 コ ン ピ ュ ー タ と し て.IBM3033を 導 入 し て

お り,デ ー タ 処 理 網 も 全 米 規 模 に お よ ぶ 大 規 模 な も の で あ'る 。 デ ー タ 処 理 専

門 要 員 は127名 に 達 し,① コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン ② コ ン ピ ュ ー タ ・

テ ク ニ カ ル ・サ ポ ー ト③ コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム ズ ④ デ ー タ ・ ア ド ミ ニ ス ト
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レ ー シ ョ ン の4つ の セ ク シ ・ ソ に 分 れ て い る 。 こ の う ち ① の オ ペ レ ー シ ョ

ン に46名,③ の コ ン ビ ュ ー ・タ ∴ シ ス テ ム ズ に52名 の 要 員 が 集 中 し て い る

(同 部 門 の 組 織 概 要 お よ び デ ー タ 処 理 網 に つ い て は,図1';一 図3参 照)。 ・

`

'

VicePresident,Marketing

InformationSystemsDirector

.
唱 、

Quality 介
A8suarauce

Ad加nistration

Support

、

「

.

A

`

C。mputer

Operation

(46名)

C。mputer

Technical

Support

Computer

Systems
'

(52名)

Data

Administration

| 1
イ

C。mputer

Oper飢 。r3

DataControl

Seetion

Data

Eutry
Sale8

Service/

Engineering
Parts

Finance/

Administration

〉

図1NMCの 情 報 シス テ ムズ部 門組 織 図

/

Lノ メ

MSSANMOTORCORPORATIONinU.S.A.
DATAPBOCESSINGEOUIPMENTCONFIGURAT|ON

図2NMCの デー タ処 理 ハ ー ドウ ェア機 器構 成(1981年2月 現 在)
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:NISShaN'SDATAPReCESS:NG
COMMUN!CATIONNETWORK

特 徴

0300～400台 のIBM3270を サ ポ ー ト

"○ 米 国 内 は4800b'
psめ 専 用 回線

o東 京←・米 国 はGEのMarkfi利 用 .

○ダ イ ヤ ルバ ック ア ッ7[,7ア シヅ テ ィ(災 害 回復 シ ス テ ム)採 用

図3NMCの デ ー タ処 理 ネ ッ トワー ク 』

デ ー タベ ー ス関 連 活 動,1・

NMCの デ ー タベ ー ス関連活 動 は,1978年 の秋 に販 売 シ ステ ム の開発 に

着 手 す る こ と に よ っ て 開 始 さ れ た 。 デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジメ ン トシ ス テ

ム(DBMS)と して は,SoftwareAGのADABASを 採 用 して お り,全

米 の ダ ッ トサ ンのデ ィ ー ラ ーを 含 め た在 庫 管 理 の デ ータ ベ ー ス を作 成 し,フ

ァイ ル数 は45に 達 して い る。

現 在 進 行 中 の デ ー タベ ー ス開 発 プriジ ェ ク トは大 き く分 けて 次の二 つ が あ

る。
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第1は 既 存 シ ス テ ムの グ レー ド ・ア ップで,こ の中 で最 も重 要 な のは 上記

販 売 シ ス テ ムの フ ェーズ 皿開発 。 これ は全米8ヶ 所 の主 要 港 湾 にIBM8100

を設 置 し,こ れ を中央 のIBM3033と 連 結 す る計 画 で あ る。 こ れに よ って,

車 が 港 に到着 した時 点 で,港 と中 央 コン ピ ュー タの 間 が オ ン ライ ンで処 理 さ

れ,デ ィー ラ ーへ よ り迅速 に車 を移送 で き るよ うにな る。

第2はNissanDataNetの 開 発 。 これ は 「デ ィー ラー ・シ ップ ・シ ス テ

ム」 と呼 ば れ るもの で,ダ ッ トサ ンの デ ィー ラ ーに対 す るサ ポー ト・システム

で あ る。 ア プ リケ ー シ ョン と して は,ま ず,保 証(Warranty)ク レ ームの処

理 か ら手 をつ け る予 定 で あ る。

これ はDigita1Equipment社(DEC)のDEC10を ベ ー スに した シ

ステ ム で,NissanDataNetに 加 入 を希 望 す るデ ィ ー ラ ー は 各 々 独 自 で

DEC10を 購 入 す る。 各 デ ィー ラーは,昼 間 は各 々のDEC10を 独 自の

デ ー タ処 理 マ シ ン と して利 用 す る。 夜 間 は ポー リン グ ・シ ス テ ム と して の

DEC1134を 介 して,NMCの 中央 コ ン ピ ュー タ(IBM3033)に 結

ばれ る。DEC1134は 各DEC10に 対 し,IBM3033に 送 付 す るデ

ータ が あ るか ど うか問合 せ ,あ れ ば中 央 コン ピ ュータ に情 報 が ス トアー され

て行 く仕 組 み に な って い る。

当面 計 画 して い る保 証 シス テ ム は,車 に関 す る トラ ブル の 際,デ ィー ラ ー

か らメ ー カ ーに 対 して行 な われ る支 払 い 要 求 を 処 理 す る も の で あ る。 この

他,ア プ リケ ー シ ョン と して は,

① 会計

② 部 品 発 注

③ 車 の発 注

④ 小 売 り販 売 報 告

⑤ 部 品在 庫 管 理

な ど が検 討 さ れて い る。NissanDataNetに は,月 間300台 以 上の 販 売

実 績 の あ るデ ィー ラー が 関心 を寄 せ て い るとお もわ れ るが,NMCと して は
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月 間100台 程 度 の デ ィ ー ラ ー の 加 入 に も 力 を 入 れ て い く意 向 を 持 っ て い る 。

デ ィLラ ー が 同 シ ス テ ム に 加 入 す る こ と で 支 払 う 基 本 コ ス トは,月 間300～

400ド ル 程 度(DEC10の コ ス トは 除 く)で あ る 。 な お,全 米 の ダ ッ トサ

ン ・デ ィ ー ラ ー 数 は,・1,106社 で あ る 。
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8.AtlanticRichfieIdCompany(ARCO)

調 査 先:

所 在 地:

調査期 日:

面 接 者:

AtlanticRichfieldCompany

515SouthFlowerStreet,

LosAngeles,C.A.90・051

(213)486-2400

1981年10月21日

Ms.FrancesBowman

Ms.MerylSwanigan

概 要

AtlanticRichfieldCompany(ARCO)は,石 油 ,天 然 ガ ス製 品 の 開発,

製 造,販 売 を主 要 な業 務 に しで い る。 フォ ーチ ュ ン誌 の 米鉱 工 業 大 手500社

ラン クに よれ ば,1980年 で11位 とな って お り,ア メ リカ を代表 す る大手 企

業 で あ る・今 回訪 問 した の は・ARCの ライ ブラ リ・で あ るが,こ れ は単 な ゑ

図 書 館 と は一 味 も二 味 も違 う。蔵 書 の カ タ ロ グ情 報 の整 備 は も とよ り,外 部 デ

ー タベ ースへ の ア クセ スや電 子 郵 便 な ど
,い わば,ARCグ ル ー プ の情 報流 通

の 中枢 的 役 割 を果 して い る。

詳 論

ARCOは 石 油や ガ ス を始 め,多 様 な 自然 資源 をベ ー ス・に して い るた め,研

究/開 発/企 画 とい った 活 動 が特 に重 要 な意 味 を持 って く る。 このた め ,世 界

に お け る技 術,経 済,市 場 の 動 向や 開発 に関 す る情 報 は ,同 社 活 動 に は不 可 欠

に な って い る。ARCOラ イ ブ ラ リィは,ロ ス ア ンゼ ル ス ・ダ ウ ンタ ウ ン最 大

の ビジネ ス図書 館 と い われ,ARCOお よ び同 社 の 全 て の 関 連会 社 に オ ー プ ン

され て い る。
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ARCOラ イ ブ ラ リ ィ は,同 社 の あ ら ゆ る部 門 か ら の 要 請 に も対 応 で き る よ うに,

蔵 書 の カ タ ロ グ 情 報(所 在 デ ー タ な ど)の 整 備 の コ ン ピ ュ ー タ 化 を は じ め,外

部 の 多 様 な デ 一 夕 ベ ー ス ヘ ア ク セ ス す る 端 末 を 装 備 し て い る 。 図 書 館 自体 の ス

タ ッ フ は,高 度 に 自 動 化 さ れ て い る こ と も あ っ て 人 数 自 体 は 少 な い が,何 れ も

情 報 検 索 の プ ロ フ ェ ッ シ.ヨ ナ ル に な っ て い る 。

ARCOラ イ ブ ラ リ ィ は,大 き く ① レッフ ァ ラ ソス ・サ ー ビ ス 部 門 と ② テ ク ニ カ

ル ・サ ー ビス 部 門 に 分 か れ て い る 。,

レ ッ フ ァ ラ ン ス ・サ ー ビ ス 部 門

同 部 門 は,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 部 門 と言 い か え る こ と もで き る。ARCO

の 事 業 内 容 を 象 徴 す る よ う に,利 用 し て い る デ ー タ ベ ー ス も,

④ ビ ブ リ オ グ ラ フ ィ ッ クDB(N.Y.TimesInfobank,Lockheed,SDC・,

∵:BRSな ど)・..る 』 二.''"

・◎ フ ル ・テ キ ス トDB(DowJones,Loekheedな ど)

.◎ 数 値DB(IPSharpPetroservice,.BusinessInternationalな ど)

と あ ら ゆ る タ イ プ に わ た っ て い る 。 オ ン ラ イ ン に 限 定 し て も,200種 以 上

の デ ー タ ベ ー ス を サ ー チ し て い る と 言 わ れ る 。 ま た,ARCOが 独 自 で 構 築

し.て い る 数 値 の デ ー タ ベ ー ス と,例 え ばBusinessInternationalな ど 外 部

の 数 値 デ ー タ ベ ー ス を 組 み 合 わ せ て 利 用 す る こ と も で き るg

ち な み に,利 用 頻 度 の 高 い デ ー タ ベ ー ス は,

①

②

③

④

⑤

⑥

Predica日t

NTIS(NationalTechnicalInformationServices)

NewYorkTimesInformationBank

P.E。News

PetroSeries

DRI(DataResources)

の6種 で,1980年 に,1,200件 の オ ン ラ イ ン ・サ ー チ が 行 な わ れ た 。

噂
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ま た,ARCOグ ル ー プ内 の エ ン ド ・ユ ー ザ ーの 内 訳 で は,

④"ゲ ー ト ・キ ーパ ー"(ト ップへ の情 報 提供者)

◎ 企 画担 当者

◎ 地 質 学 者(石 油 の探 査,ド リ リン グ な ど)

e毒 物 学 者(政 府 規 制 へ の 対応 な ど)

な どが デ ー タベ ース の ベ ス ト ・ユ ーザ ー にな ってい る。

な お,ARCOラ イブ ラ リィは,ロ ス7ン ゼ ル ス地 区 の他 の図 書館 と緊密

な連 携 を と って い る。例 えば,ロ ス アンゼル ス公立図書館( 、thρLosAngeles

PublicLibrary)やUCLAの 図 書 館 と電 話 によ る連絡 網 を持って おり,各 々

の蔵 書 の不足 分 を補 って い る。 この他,全 米規 模 の 図書 館 ネ ッ.トワご ク と し

て知 られ るOCLCカ タ ・グ網 に参 加 してい る。従 って・ た とえA
,R・COの

図書 館 に はな くて も,エ ン ド ・ユ ー ザ ーが 本 当 に見 た い もの で あ れば,全 米

の ど こ かの 図書 館 か ら入手 で き る訳 だ 。

カ リフ ォル ニア地 域 に限 定 す れ ば,も うひ とつの特 別 な サ ー ビスに も加盟

して い る。 これ はCLASS(CaliforniaLibraryAuthorityforSystems

&Services)と 称 され る機 関 が 運営 して い るサ ー ビ スで,現 在85社 が加 入 し

て い る。 同 サ ー ビスは電子 郵 便 サ ー ビスで,図 書 館 同 士 で他 の 図 書館 に あ る

情 報 の サ ー チに利 用 で き る。

テ ク ニカル ・サ ー ビス部 門

この部 門 の役 割 を一 口で言 え ば,レ ップ アラ ソス ・サ ー ビス部 門 の バ ック

ア ッ プに あ る。ARCOラ イ ブラ リィで は,書 物,研 究 報 告 書,政 府 刊 行 物,

新 聞,雑 誌 な ど,全 部 で22,000種 の文 献 を入手 してい る。・これ らの 目録 を

つ く り(カ タ ・グ化),フ ァイル す るの が この部門 の任 務 で あ る。

目録 づ くりは コン ピ ュータ を使 って行 なわ れ て い る。 この た め に,同 部 門

のWa㎎2200ミ ニ コン ピュー タ とARCOのIBM370/168メ イ ンフ レ

ー ムが 使 用 されて い る。 メイ ン フ レー ムは,月 間 ベ ー スで 収 集 した文 献 の カ
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夕 日 グ情 報 を ス トアー,プ リン トア ウ トす るの に利 用 さ れ る。 ミニ コ ンの 方

は,発 注,購 入,目 録 化 な どの 多様 な業 務 に利 用 され て い る。

メ リル ・ス ワニガ ン女 史 に よ れ ば,今 後 の 目標 と して は,9ヶ 所 に あ る

ARCOグ ル ー プの 図書 館 の横 の連 絡 を も っ と密 接 な もの にす る予 定 。 ロス

ア ンゼ ル ス のARCO本 部 ライ ブ ラ リィは,全 体 の 中枢 機 関 と して この ま ま

発 展 させ,他 の地 区 の ライ ブ ラ リィは各 々 の企 業 の 特 色 を前 面 に 出 した専 門

色 の 強 い もの にす る方針 の よ うだ 。

最 後 に 同女 史 は,次 の よ うに締 め く くって い る。

「我 々の仕 事 は,情 報 を提供 す るこ とだ 。 この情 報 に は,幾 らい く らとい

う具 体 的価 値 をつ け るの は難 しい。 しか し,こ れ な く して は,ARcbが 現

在 の 競 争 力 を維 持 す る こと は不 可 能 に な る。 」
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9・NlAC/USC

調 査 先:

所 在 地:

調査期 日:

面 接 者:

NASAIndustrialApplicationCenter/USC

UniversityofSouthernCalifornia

DenneyResearchBuilding,ThirdFloor

IＬosAngeles,California90007

1981年10月21日"、

Dr.RobertM量xer,Director

Dr.DavidKomoto

概 要,・ 』1.、

NASAIndustrialApplicationCenter(NIACと 略)はiア メ リカ全 土

にわた っ て7ヵ 所 設 け られ てい るが,今 回 訪 問 したNIACは,南 カ リフォヒル ニ

ア大 学 の附 属機 関 と し て活躍 し てい る もの であ る。NIACは ,NASA(航 空

宇 宙局)が ス ポ ンサ ーと な って1976年 に 設 立 され た もの で,こ の セ ン タ ー

は,NASAの 様 々 の プ ロジ ェク トに よ り開発 され た技 術 の産 業 界Aの 移 転 を

計 る た め に,情 報 サ ー ビス と移転 実行 に ともな う技 術 的な 支 援 ・コ ンサ ル テ ー

シ ョンを 目的 と してい る。

わ れ わ れ は,デ ータ ベ ース の仲 介業 を行 っ てい る機 関 につ い て,別 掲 カ ル フ

ォル ニ ア大学H.Borko教 授 に 紹 介を 依 頼 して いた と ころ,本NIACを 推薦

いた だ いた もの であ る。 本 セ ンタ ーを 訪 問 して,NASAが 全 米 内 に この よ う

な 大 が か りな 組 織 の も と に,情 報 サ ー ビス を行 っ てい る こ とを知 り,改 め て,

国 家 プ ロジ ェク トの成 果 の 民 間へ の移 転 に つい て積 極 的 に推 進 し てい る こと に

感心 した 次第 で あ る。

わ が 国 にお け る現 状 と比 較 す る と,デ ータベ ース の 開発 作成 に関 す るプ ロジ

ェク トが少 な く,ま た,民 間へ の 開放 も積 極 的 でな い こ とを 思 うと,情 報 提 供
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サ ー ビスに つ い ては 彼 我 の差 が ます ます 開 くば か りでは な いか,と 通 感 ず るば

か りで あ る。 特 に最近 の情 断 とい う危機 意 識 に対 処す るた め に も,既 存 の国 家

プ ロジ ェク トのな か か ら,日 本 とし ての デ ータ ベ ース の開 発 を行 な い,国 際 的

なデ ータ ベ ース流通 ネ ッ トワ ーク に提 供 し利 用 を促 進 す る政 策 を進 め る こ とが,

彼等 に対 し てGiveandTakeの 精 神 に応 え る こ とにな る もの で あ ろ う。

詳 論

NIACは,前 述 の とお り,1976年 に最 初 のセ ン タ ーが 設 立 され,現 在7

っ のセ ン タ ーが あ る。 この うち,6ヵ 所 は大 学 の 附属 機 関 とな ってい る。 資金

は,NASAの 援 助 を 得 てい る他,大 学 とク ライ ア ン トか らも拠出を得 てい るが

非営 利 団 体 の扱 い を受 け てい る。

南 カル フ ォル ニ ア大 学 のNIAC(以 下NIAC/USCと 略)の 場 合,組 織 は

図1,に 示 す とお りで あ る。

全 体 の 責任 者 は,所 長(DIRECTOR)が あ た っ てお り,こ れ を支援 す る

経 営 管 理 補 佐 役が お か れ てい る。 所 長 の も とに業務 を 統括 す るア ソ シエ イ ト ・

マ ネ ジ ャと5つ の業 務 部 門か ら な り,各 部 門 の主 な業 務 は 次 の とお りであ る。

O技 術 指導 スタ ッフ

ク ライ ア ン トか ら の 問 い合 わせ に応 じて,技 術的 指 導 を行 うもの で,実

践 的 な経 験豊 富 な 人 が 選 ばれ る。 現 在 は,カ リフ ォル ニ ア工 科 大 教 授,宇

宙 開 発 会社 役 員 な ど11名(な お 南 カル フォル ニ ア大 教 授 は任 命 され てい

な い。)。

ONASA-SBAプ ログ ラ ム部

技 術 の 開発 ・利 用 ・普 及 等 の諸 問題 を解 決 す るため の教 育 訓 練 プ ログ ラ

ムを担 当す る。

○ 特 別 プ ロジ ェク ト部

NASAプ ロ ジ ェ ク トに よ り開発 さ れた技 術 を,他 分 野 に お け る利 用 お

よ び技 術 の発 展 の た め の特 別 プ ロジ ェク トの 実 施。
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所 長

経営 管理補佐

ア ソ シ エ イ ト ・

マ ネ ジ ャ ー

「

技術 指導 スタッフ
NASA-SBA

プログラム部 特 別プ・ジェクト部 情 報 サ ー ビス 部 技術調整部

図1NIAC/USCの 組 織

O情 報 サー ビス部

文 献 資料 の 収 集整 備 及 び 提供 サ ー ビス

o技 術 調 整部(テ ク ニカル ・コー デ ィネー シ ョン・)

「TECH.SEARCHES」 担 当。 特 定 の技 術 に関 して専 門 家 を紹 介 す る

業 務 で あ る。 そ の ため には,あ らゆ る分 野 にわ た って専 門家 の研 究 内容 ま

で を 良 く知 ってお く必 要 が あ る。

事 業 内容

現 在,NIAC/USCが 行 ってい る事業 は,次 の とお りで あ る。

)

)
'
)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

(

(

(

(

(

(

SEARCHES… … 科 学 技 術 文 献 情報 の検 索 サー ビス

TECH.SEACHES… … 研 究者,技 術 者 の選 定 サー ビス

DOCUMENTS・ … 文 献,資 料 の提 供 サ ー ビス

SPECIALPROJECT… … 特 別 プ ロジ ェク トに関す る情報 サー ビス

NASATECHNOLOGY… …NASA技 術 情 報サ ー ビス

ノ

UniversityConsultantsdPatents 大 学 研 究 者 に よる コン

サル タ ン ト及 びパ テ ン トに関 す る情 報 サ ー ビス

,1'㌍ 、

一205一



(1)SEARCHES

「SEARCHES」 は,特 許 の 申請 ・異 議 申立 て等 を行 う弁 理 者(法 律 上

の代 理 人)の た め に,特 許公 報 等 の文献 以 外 で,根 拠 が 明 らか で重要 な科 学

技 術 文献 を費 用 効 率 良 く検 索 サー ビスす る こと を 目的 と して い る。'

具 体 的 には,次 の3つ の場合 に援 助 で き る。

a.特 許 権 の侵 害 訴 訟 のた め に根 拠 の明 らか な証 拠 を さが す場 合

b.権 利 を取 得 す る ため に,必 要 な 試験 を行 う場 合

c.ね つ造 され た発 明 につ い て,何 らか の 決定 を行 う場 合

「SEACAES」 が検 索サ ー ビスす る情 報 の期 間 範 囲 は,質 問 者 の希 望 す る

期 間 を カバ ー す る よ う設計 され てい る。 この期 間 は,通 常,技 術 の 始 めか ら

特 許 が告 示 され た 日まで が対 象 とな る。 この 「SEACHES」 では,150以

上 の コ ン ピ ュー タ利 用 可 能 デ ー タベ ー スに ア クセ ス で き る。 この デー タベ ー

スの 範 囲は,工 学,技 術,物 理,ビ ジネ ス,生 命 科 学,社 会科 学 な どに関す

る文 献 で,ア メ リカ国 内は もち ろん の こ と海 外 の もの も含 まれ る。 ア クセ ス

で き るデ ー タベ ー ス の例 は,次 の とお りで あ る。

化 学文'献抄 録

工 学 イ ンデ ックス

科 学文 献 抄 録

METADEX(金 属 関係 文 献DB)

FSTA(食 品 関 係 文 献DB')

NASA(航 空 宇 宙 局DB)、

NTIS(国 立 技 術 情報 サ ー ビス局DB)』

ISMEC(機 械 工 学 関係DB)

また,主 要 な デー タベ ー ス の収 録 時期 は,表 一1K示 す とお りであ る。

(2)TECH.SEARCH

産 業 界 へ の技 術 移 転 の1つ の手 段 と して,民 間 の技 術 コー デ ィネ ー タか ら

の要 請 に応 じて 専 門 家 を さがす 調 査 プ ロジ ェク トで あ る。
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表1NIACSEARCHES用 デ ー タ ベ ー ス

AppliedScience&Technology

Index1924todate

・ChemicalAbstra6ts1907to1969

'

EngineeringIndex1896to1969

ScienceAbstracts

SectionA-Physics1898to1969

SectionB-Electrical&

'El
ectronics1898to1969

SectionC-Computer&

Controll966to1969 升

U.S.BureauofMines'1960to1972

U.S.GovernmentResearch'

Reports』1961to1964

』Bibli
ographyofU.S.Technical

Reports1946to1961

U.S.Superintendantof

DocumentsMonthlyCatalog 1935todate
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一 般 的 に,技 術移 転 は,図 一2に 示 す ス テ ップ を とる こ と に よ って行 わ れ

る。 す な わ ち クライ ア ン トが持 つ 問題 や ニー ズ に応 じ,ど の よ うに して ニー

ズ に適 合 させ るか,あ るい は 問題 の解 決 法 につ い て研 究 す る。 適 切 な 方 法 を

見 つ け る こ とが で きな い場 合 や 新 た な問 題 が 生 じた場 合 には,こ の流 れ を繰

り返 す こ と に な る 。 そ して解 決 法 が 見 つか った 場 合 には 実験 を して み る。

この よ うな方 法 を展 開 す る こ と に よ って技 術が 移 転 し てい くの で あ る。

こ こで重 要 な こ とは,ク ラ イ ア ン トが サ ー チ す る前 に問題 を細 分 化 して,

広 範 囲 な情 報 の なか か ら適確 な キー ・ワー ドを選 択 す る ことで あ る。 技 術 に

関 す る トピ ックス を表 わ す レ フ ァレ ン スデ ー タは,マ ニ ュアル 時 代 に比 較 し

て,最 近 の コン ピ ュー タ ・デー タベ ー ス時 代 に 入 って急 増 してお り,そ れ だ

け に適 確 な キー ・ワー ドを選 ぶ こ とに よっ て入 手 で き る情 報が そ れ だ け解 決

策 を見 出す に適 す る ものが 得 られ る よ うにな っ て きてい る。

専 門家 サ ー チ は,技 術 コー デ ィネ ー タを支援 す るも ので あ るが,サ ー チ す

る対 象は,NASAプ ロジ ェ ク トに参 画 した技 術 者 の な かか ら1プ ロ ジ ェク ト

に最 低3～4人 選 択 す る。 も し,NASAに 見 つ け る こ とが で き ない 場 合 に は,

研 究 機 関 か ら,さ ら には 民 間 企 業 か ら,と い うよ うに選択 の領 域が拡 げ られる。

サ ーチ 結 果 を報告 す る レポー トは,問 題 に 応 じ専 門 家 に接触 して意 見 を

聞 き ま とめ る。 こ の レ ポー トは,専 門 家 を通 して得 られた 情 報 内容 に よ り公

開 され る も の と非 公 開 とな る も の と に分 れ る。

TECH.SEARCHの 料 金 は,250ド ル/日 とな ってい る。

また,TECH.SEARCHを 利 用 した 効果 につ い てNASAの 一般的 な クライ

ア ン トの例 につ い て評 価 した と ころ,新 製 品開 発 の場 合 効 果 が あ った,と い

う報 告 が 出 てい る。
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//

/
/

問 題 の 発 生

問 題 の 細 分 化

コ ン ピ ュー タに

よ りサ ー チ

(デ ァ タ ベ ー ス)

他 の リ ソ ー ス

の サ ー チ

参 考 文 献 の レ ビ ュ ー

必 要 情 報 の レ ビ ュ ー

適 応 性 の 検 討

解 決 策 の 利 用

図2技 術 移 転 の ア プ ロー チ
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表2TECH.SEARCHの 効 果

'76～'77 '77 ～'79

新 製 品 開 発 15% 62%

従 来 製 品 開 発 10% 14%

時 間 節 約 30% 14%

計 55% , 90%

サ ン プ ル ・

ク ラ イ ア ン ト数
71 49

フ ァ シ リ テ ィ

NASAコ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー と は,図3に 示 す よ う な 接 続 形 態 を と っ て い

る 。 ク ラ イ ア ン トは,NIACの タ ー ミ ナ ル を 利 用 し て,イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な

情 報 サ ー チ を す る こ と が で き る 。

デ ータベ ー ス

NASAタ ー ミナル

NIACタ ー ミナルl

L________」

図3NASAコ ン ピ ュ ー タ の 利 用 形 態

ま た,情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 者(流 通)の コ ン ピ ュ ー タ は,図4に 示 す 形

態 で 利 用 し て い る 。 こ の 場 合,NIACの ス タ ッ フ と7ラ イ ア ン トの ス タ ッ フ が

連 絡 を と り な が ら リモ ー トサ ー チ を 行 う こ と が で き る 。
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「 一 一 ー ー ー 一 寸

情 報 サ ー ビス 業 者

の コン ピ ュータ

「一 一 ー ー ー 一 「

巴竺 二二コトーL-⊃L竺 塾_一」

図4情 報 サ ー ビス業 コン ピ ュー タの利 用 形 態

サ ーチに要す る時間及 び料金
(

平 均的 な各 サ ー チ に要 す る時 間及 び 料金 は 次 の とお りで あ る。

料 金 表(1981年2月 設定)

oInformationS ,earches

サ ー ビス 料 十 コ ン ピ ュー タ費 用 。

サ ー ビス料 は最 少 時 間2時 間 と して,1時 間30ド ル 。

コン ピュー タ 費用 は ,接 続 時 間,印 刷 及 び郵 送料 。

また,.ク ライ ア ン トとの折 衝 の ため の旅 費等 の 費用 は 実 費が 付 加 され る。

産 業関 係 で3～4の 異 った デー タベ ー ス をサ ーチ す る場 合 は,お お よ そ

150ド ル の 費用が かか る。

oCAS(Curren ,tAwarenessSearches)

デー タベ ー ス を使 って,指 定 され た 戦略 に関 す る参 考 文 献 を1年 間 常 時 サ

ーチ す るサ ー ビス。
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料 金 は,戦 略1件 に つ き60ド ル 。

oLibrarySearches

マ ニ ュアル に よ るサ ー チの 料 金,1時 間 当 り15ド ル 。

oNASASearches

NASAの デ ー タ ベ ー ス を サ ー チ す るInformationSearches。 料 金 は,サ

ー ビ ス 料 の み30ド ル
。 コ ン ピ ュ ー タ 接 続 料 は,200行 ま で 無 料 。

oDocumentAcquisition

ドキ ュ メ ン ト の 入 手 。 料 金 は,取 得 の た め の 費 用+郵 送 料+サ ー ビ ス 料 。

サr-一・u"ス 料 は,ド キ ュ メ ン ト1件 当 り6ド ル

oSEARCHESは,購 入 の 申 込 み を 受 け て か ら7日 間 以 内,料 金 平 均150

～200ド ノレo

oTECH.SEARCHは,2～4週 間 を要 す る。 電 話 依 頼 を受 け て か ら専 門

家 との 電話 連 絡 な ど を行 うが,不 在 だ った り,休 暇 を取 って い る場 合 が あ

って時 間 を要 す る こ とがあ る。 料 金平 均250ド ル。

oDOCUMENTSEARCHは,2～8週 間。 目的 の ドキ=メ ン トが カ リフ

ォル ニ ア に あ る場 合 は 早 い が,東 海 岸 や,場 合 に よ って は 海 外 に問 い 合

tわ せ る必 要 があ る と長 時 間 を要 す る。 料 金 は平 均10ド ル/件 。

oPRIORARTSEARCHは,2～4週 間。 料 金 は300～800ド ル。

そ の 他

各 種 のサ ー チ に あた っ ては,見 積 書 を提 出 して契 約 す るが,見 積 金 額 は,実

費+サ ー ビスチ ャー ジ とな る。 サー チは 見 積 額 を越 さない よ うに して い るが,

越 え る場 合 には,ク ライ ア ン トに事 前 に伝 え相談 す る方 式 で あ る。

ま た,コ ン ピ ュー タ サ ー チ につ い て,SDCのORBITとLockheed社 のDIA

LOGの 利 用 比率 は1対10でDIALOGの 方 が多 い 。 これ は,ソ フ トウ ェア の

違 い に よる もの と思 わ れ る。
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10・UrbanDecisionSystem's,lnc.

調 査 先:

所'在 地:

調査 期 日:

面 接 者:

UrbanDecisionSystems,Inc.

2032ArmacostAve.

LosAngeles,'CA90025

(213)826-6596

1981年10月22日

Mr.Larry'Evans,DirectorofDatabase

・
,Development

M・ ・EdH・ghes・S。ni。rM。,k。ti。g

Representative

Mr二JamesA.>Paris'

DirectorσfCorporate

Co㎜unications

概 要

UrbanDecisionSystems社(UDS)は,商 務 省 統 計 局 の人 口統計 調

査 を もとに,ユ ニ ー ク なデ ー タベ ー スを売 りもの に して い る6同 社 によ れ ば,

商 務 省 の磁 気 テ ー プ(MT)は 誰 で も購 入で き るが,エ ン ド'ユ ー ザーが 自 ら

購 入 して直接 利 用 す るの は難 しい。

UDSで は,こ の点 に 目 をつ け,商 務 省 のMTを 誰 で も利 用 しや す い フ ォ ー

マ ッ トに転換 し,特 に オ ン ライ ン ・モ ー ドにす れ ば ビジネ スに な る と考 え た
。

現 在 で は,統 計 局 よ りも付 加価 値 の 高 い統計 を完 成 して い る と 自負 して お り,

地 域 情 報 の デ ー タベ ー ス ・プ ロデ ュー サ と して特 異 な存在 に な って い る。
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詳 論

UrbanDecisionSystems.の 歴 史

同 社 は 企 業 と し て は 創 立 後 数 年 に す ぎ な い が,技 術 お よ び ノ ウ ハ ウ に

関 す る 限 り20年 と い う 蓄 積 を 誇 っ て い る 。 つ ま り,現 在 のUDS社 長.ブ

ラ ッ ド ・ ア ル メ ン デ ィ ン ジ ャ ー(VladAlmendinger)氏 は,1961年 に

商 務 省 統 計 局 以 外 で は 初 め て 同 局 の デ ー タ を テ ー プ ・ フ ォ ー マ ッ トで 利 用 し

た 人 物 だ か ら で あ る 。 同 氏 は 当 時,Penn-JerseyTransportation

Studyの 研 究 デ ィ レ ク タ ー を 務 あ て い た 。 同 氏 は,Penn-Jerseyが 行 な

う大 規 模 な 調 査 あ る い は そ の 統 計 デ ー タ の 作 成,更 新 を 担 当 し な が ら,ひ と

つ の シ ス テ ム を 想 定 す る よ う に な っ た 。 即 ち,多 数 の 変 数 を 持 つ 大 量 の デ ー

タ ・マ ト リ ッ ク ス の 分 析 な ど を 行 な う 際 に,フ ァ イ ル 処 理 と 多 変 数 分 析 を 統

合 し た 機 能 を ユ ー ザ ー に 提 供 で き る シ ス テ ム で あ る 。

同 氏 は1963年 にSystemDevelopmentCorp.(SDC)の 都 市

シ ス テ ム ・ プ ロ ジ ェ ク ト(UrbanSystemsProject)に 参 加 し た 。

同 氏 の ア イ デ ィ ア は こ こ で 高 く 評 価 さ れ た 。 ブ ラ ッ ド がSDCに 入 っ た 丁 度

同 じ 時 期 に,近 く のBATSC(BayAreaTransportationStudy

Commission)の 技 術 担 当 デ ィ レ ク タ ー,ジ ェ イ ・ マ ク ブ ラ イ ド(Jay

McBride)氏 は,旅 行 調 査,土 地 利 用,統 計,そ の 他 都 市 デ ー タ の 分 析 に

ま つ わ る 問 題 に 頭 を か か え て い た 。 マ ク ブ ラ イ ド氏 は,そ の 問 題 を 解 決 す る

た め,SDCの ブ ラ ッ ド氏 に コ ン サ ル テ ィ ン グ 業 務 を 依 頼 し た 。 ブ ラ ッ ド氏

の シ ス テ ム はBATSCで 開 花 し,同 コ ミ ッ シ ョ ン は 大 量 デ ー タ の 大 規 模 分

析 を 行 な う一 般 的 な ツ ー ル を 初 め て 持 つ 機 関 と な っ た 。 マ ク ブ ラ イ ド氏 は 現

在,UDSの 副 社 長 に な っ て い る。

当 時,も う ひ と り の 人 物 が,サ ン フ ラ ン シ ス コ 湾 で 都 市 開 発 計 画 の 研 究 に

従 事 し て い た 。 現 在,UDSの も う ひ と り の 副 社 長 に な っ て い る ケ ン ・ニ ー

ダ ム(KenNeedham)氏 で あ る 。1司 氏 は 大 学 卒 業 後,研 究 プ ロ ジ ェ ク ト

と し て サ ン タ ク ラ ラ 郡 の1965年 統 計 デ ー タ を 処 理 し て い た が,こ の 時,ブ
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ラ ッ ド お よ び マ ク ブ ラ イ ド両 氏 に め ぐ り 会 っ た 。 ブ ラ ッ ド氏 は,1967年 に

SDCの 都 市 シ ス テ ム ・プ ロ ジ ェ ク トの 責 任 者 に な っ て い た 。1969年,ブ

ラ ッ ド氏 は マ ク ブ ラ イ ド お よ び 二 一 ダ ム 両 氏 をSDCに 招 い た 。 ブ ラ ッ ド氏

の グ ル ー プ は,・ 商 務 省 統 計 局 の 要 請 を 受 け て,1970年 統 計 サ マ リ ー テ ー プ

(CST)の フ ォ ー マ ン ト設 計 な ど を 手 が け た 。

1970年,ブ ラ ッ ド,マ ク ブ ラ イ ド,= .一 ダ ム の3名 はSDCを 去 り,John

Wiley&Sons社 の 子 会 社,BeckerandHayesの 中 にUrbanSys-

temsDepartmen・tを 設 立 し た 。そ の 数 ヶ月 後,今 回 我 々 も 面 接 し た ジ ム ・

パ リ ス(JimParis)氏 がSDC統 計 サ ,一 ビ ス 部 門 か ら 合 流 し た 。

1971年,UrbanSystems部 門 は,カ リ フ ォ ル ニ ア州 議 会 上 院 の代 表 議

員 数 の 再 配 分 の た め の デ ー タ ベ ー ス を 作 成 し た 。 こ の 過 程 で 全 州 規 模 のDI

ME(DualIndependentMapEncoding)フ ァ イ ル が,各 ブ ロ ッ ク

あ る い は 境 界 領 域 毎 に 作 成 さ れ た 。 こ こ で は 全 州 を カ バ ー す る30万 の セ グ

メ ン トが,730の 地 図 フ ァ イ ル に 分 割 さ れ,各 地 図 に は 境 界 毎 に 独 自 の ネ

ッ ト ワ ー ク が 備 え ら れ た 。 こ れ に よ っ て,訂 正 が あ る 場 合 に は,地 図 毎 に 独

立 し て 行 な う こ と が で き る よ う に な っ た 。

こ の 時 の 成 果 を 生 か し て,ブ ラ ッ ド氏 は,ODE(OnlineDIMEEdit)

と 称 す る シ ス テ ム を 開 発 し た 。 こ れ は 地 形 上 の 正 確 さ を 導 き 出 す た め に,

DIME地 図 フ ァ イ ル の 会 話 型 編 集 を 行 な う も の で あ る 。

1972年6月,ブ ラ ッ ド氏 は 他 の ス タ ッ フ と 共 に 独 立 し,現 在 のUrban

DecisionSystemsを 設 立 し た 。当 初 は,公 共 機 関 に 対 す る サ ー ビ ス や コ

ン サ ル テ ィ ン グ を 売 り も の に し て い た が,人 口 統 計 学 的 プ ロ ダ ク ツ に 対 し て,

銀 行,ス ー パ ー ・マ ー ケ ッ ト,あ る い は フ ァ ス ト ・ フ ー ズ ・ レ ス ト ラ ン な

ど か ら の 問 合 せ が 殺 倒 し た 。

UDSで は 当 初 の2カ 年 を,こ う し た ニ ー ズ に ど う応 え て い く か と い う 研

究 に 費 し,CENSAC,ONSITE,TELE/SITEと 称 す る3種 の サ ー ビ

ス を 開 発 し た 。 こ れ ら は 現 在 で もUDSの 主 力 サ ー ビ ス に な っ て い る 。
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CENSACお よびONSITE

1970年 の 国勢 調査 の サ マ リー ・テ ープ(CST)の 流通 に伴 な い,あ る

特 定 地 域 の特 質 を表 で 示 す デ ータ ベ ー スを オン ライ ンで安 く作 成 で きな い か

とい う考 え 方 が 出で きた 。UDSで は,ブ ラ ッ ドお よ びジム両氏 がCENSAC

(theCensusAccessSystem)と 称 す るシ ス テ ム を開発 し,1972年

以 降商 用 べ'≒ ス・で 提供 して い る。CENSACに は1970年 セ ンサ ス ・デ ー

タの ケ ち,ト ラ ク トお よ び プ ロ ッ、ク ・グル ー プ/エ ニ ュメ レー シ ョン ・デ ィ

ス ト リク'ト ・レベル(表1参 照)の デ ー タが網 羅 さ れ てお り,National

CSSの タ イ ム シ ェア リン グ網 を通 じて アクセ スで き るよ うに な って い る。

.CENSACに 引 続 き,あ る一 定 の 地 域 内 を指 定 し,そ の 中 の様 々 なデ ー

タ を取 り出す シ ステ ムの開 発 に取 りか か った。最 初 は,ト ラ ク ト ・・ア ウ トラ

イ ン いマ.ップ を用 い て,あ る地 域 内 に ど の トラ ク トが入 って くるか に よ って

デ ー タ を取 り出す単 純 な シ ステ ム を 開発 した。

↓;"・;これ は,TELE/SITEと 呼 ばれ た 。 次 い で,あ る一 定 地 域 の データに

関す る レポ ー ト作 成 を よ り効 率 化 す るた めの,対 象 地 域 の地 理 的統 計 デ ー タ

を 自動 的 に検 索 し,詳 細 な レポ ー トを迅 速 に提 供 で きるよ う に した 。 この シ

・.スデム は▲ONSITEと 称 され現 在,UDSの 売 上高 の90%を 占め て い る。

ノ

ONSITEに は,人 口統 計,所 得 デ ー タ な どの セ ンサ ス ・デ ー タの 他 に,緯

度 およ び経 度 とい った 地 理 デ ータ も入 っ て い る。即 ち,あ るカ ス トマ ーが,

、い・あ る地 域 に新 店 舗 を開 店 した い場 合,そ の地 点 か ら一 定 半径 以 内の エ'リアの

デ ー・タは,新 店 舗 の売 上 高予 測 を行 な う際 に不可欠の ものに な る。 まず,'緯 度

,と経 度 を指定 し,次 に半 径 を指 定 す ると,そ の 円 の 中 に幾 つ の トラ ク トが 入

って く るか とい う情 報 が 出て く る。 各 トラ ク トの デ ー タ をその ま ま取 り出す

こと もで き るが,よ り詳 細 な(各 トラク ト毎 に290項 目)ブ ロ ック に分 割

した デ ー タ を取 り出す こ とも で き る。 通 常,こ の 詳 細 ブ ロ ックが カ ス トマ ー

へ の レポ ー トに な る。 ・

な お,カ ス トマ ー と し ては,① 小 売 り業 ② 銀 行 ③ 市 場 調 査 会 社

一216一



④AT&T⑤ 国 防 省 な どか らの需 要 が 多 い との こ とで あ る。特 に,ス ーパ

ー ・マ ー ケ ッ トな どが新 店 舗 を出す 場 合 に は
,UDSへ の問 合 せ が 多い とい

う。

また,利 用 の方 式 と して は,大 手 ユ ーザ ーの場 合 に は,UDSと ライ セ ン

ス契 約 を結 ん で,自 分 で 端末 を設置 して オ ン ライ ン利 用 して い る(ラ イセ ン

ス料 は年 間2万500ド ル)。 中規模 の ユ ーザ ー は,NationalCSSを

通 じて入 手 で き る。 さ らに,小 規模 ユ ー ザ ーは,UDSへ 電 話 で 問合 せ て く

る。 この場 合 に は回答 も郵 送 によ るな どバ ッチ方式 とな る。

1980年 セ ンサ ス ・デ ー タ

米 国 の 国勢 調査 は10年 に1度 行 なわ れ,最 近で は1980年 の ものが最新

とな って い る。従 って,現 在,こ の80年 統計 結果 が 出 回 り つ つ あ り,セ ン

サ ス ・デ ー タ を利用 して い る とこ ろは そ の大幅 な更新 が可 能 にな る。 も っと

も.小 規 模 な ア ップ デ ー トは毎 年行 な わ れ てい る。

アメ リカ全 土 の分 け 方 は,表1の と お りで あ るが,こ こで レベ ル とい うの

は,全 国 を幾 つ か の地 域 に区 分 した そ の分類 の 度合 い を意 味 して い る。 即 ち,

アメ リカ全 土 か らは じま り,各 州,郡 を経 て,ブ ロ ック に至 るま で ,次 第 に

その 中 に含 蜘 る繊 の数 も増 大 し頂 く・また・例 えば 九 一ス(Pla 、ce)

レ ベ ル は 市(city)を 示 し て い る が,こ の 場 合,あ る ブ レ ー ス は
,カ ウ ン テ

ィ}と カ ウ ン テ ィ2に ま たが っ て,入 って い る場 合 もあ る。

M'CD

County1

〃

County2

@
＼
Place

Place
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表11980年 セ ン サ ス ・デ ー タ の レ ベ ル と 区 分 数

レ ベ ノレ 区分(ブ ロ ック)数

全 米 土 1

各 州 50

郡(County) 3,400

MCD

(MinorCivilDivision) 40,000

Place(exCity) 40,000

CensusTracts※1 45,000

BlockGroup&

EnumerationDistricts※2
390,000

※1各 ブ ロ ッ ク は8,000人 都 市 郡 の み

※2各 ブ ロ ッ ク は800人

ま た,1980年 セ ン サ ス ・デ ー タ は,サ マ リー ・ テ ー プ ・ フ ォ ー マ ッ ト

を 使 用 し て お り,こ れ は デ ー タ ベ ー ス ・プ ロデ ュ ー サ が 最 大 の 関 心 を 寄 せ て い る

も の で も あ る 。 サ マ リ ー ・ テ ー プ ・フ ァ イ ル(STF)に は4種 類 あ っ て,

大 き く100%の デ ー タ を 盛 り 込 ん だ も の と,サ ン プ ル ・デ ー タ を 抽 出 し た

も の に 分 か れ て い る 。STFの 種 類 を ま と め る と,図 一1の よ う に な る 。

〔100%デ ー タ 〕 〔サ ン プ ル ・デ ー タ 〕

STF1(大 ま か な デ ー タ)

年 令

人 種

性 別

所 帯 構成

住 宅

〈1981年 秋～ 年 末 に提供 〉

STF3(大 ま か な デ ー タ)

所 得

職 業

教 育

既 婚 ・未 婚

etc

〈1982年 末 に提 供 予 定〉

STF2

(よ り詳 細 なデ ー タ)

〈1982年 中 に提 供 〉

STF4

(よ り詳 細 な デ ー タ)

〈1982年 ～83年 初 め に提供 予 定 〉

図11980年 セ ン サ ス ・ デ ー タ のSTF構 成
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な お,統 計 局 が 販 売 す る セ ン サ ス ・ デ ー タ の 入 っ た 磁 気 テ ー プ(MT)は

誰 で も 購 入 で き る 。 ち な み に,MT1巻 は11'0ド ル で あ る 。 ま た,サ マ リ

ー ・ ア ー フ ・ フ ァ イ ル(STF)1を ま と め て 購 入 す る 場 合 は9
,000ド ル と

な る 。
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資 料1.lNFO,81基 調 講 演(抜 粋)

1981年10月12日,ニ ュ ー ヨ ー ク

講 演 者:Xerox社 副 社 長

同 社 オ フ ィ ス ・ プ ロ ダ ク ツ ・ デ ィ ビ ジ ョ ン(OPD)部 長

DonaldJ.Massaro氏

Arnold氏 か らの御 紹介 有 難 う御 座 い ま し た。私 がXerox社 オ フ ィス ・プ ロダ

ダク ツ ・デ ィ ビジ ョン(OPD)の 社 長 であ る とい うこ とは,様 々な観 点 か ら私

に と って も挑戦 を意 味 し ます 。 とい い ます の も,Xeroxが オ フ ィス ・オー トメ

ー シ ョンの リー ダー で あ るが 故 に,ま ず私 自身 が そ の道 の専 門家 と見 な さ れ る

か らです 。 カ ク テル ・パ ー テ ィ で人 々は,弁 護 士 に法律 的 助言 を,そ して医 者

には 健康 上 の助 言 を求 め ます が,私 に対 して 人 々は,未 来 オ フ ィス の設 計 につ

い て尋 ね ま す。

人 々が今 切 実 に求 め て い るの は,彼 等 の イ ン フ ォメ ー シ ョン ・マ ネ ジ メ ン ト

課 題 の全 て を解 決 して くれ る製 品 です 。 つ ま り 「ブラ ック ・ボ ックス」 な らぬ

「エ ブ リシ ン グ ・ボ ック ス」 な の です 。 そ の理 由 は明 白 です 。 即 ち オ フ ィス生

産性 を 向上 させ る ことに よ って,企 業 をそ の末 端 に至 るまで 活性 化 させ よ うと

い う訳 です 。 良 い情報 管 理 シ ステ ム が生 産 性 を向 上 させ る ことは 自明 の こ とだ

か らです 。

さて この オ フ ィス の生 産 性 とい うの は,ユ ニー クな 機 会 とな り得 る と同 時 に,

失 敗 の可 能性 をは ら んだ 挑 戦課 題 で もあ り ます 。 テ クノ ロジー は 既 に素 晴 しい

地 平 に到 達 し,そ れ 自体 には何 の 問 題 もあ りまぜ ん。 今 回 の展 示 場 を見 て も ら

えぱ 判 る こ とで す し,我 々 の周辺 に あ る多種 多様 な情 報処 理装 置 群 もそ れ を立

証 して い ます 。 と ころ が この よ うな先 進 テ ク ノ ・ジー は,現 在 適 切 に利 用 され

て い る とは 申せ まぜ ん し,こ の現 状 につ い て は全 く異 論 の ない と こ ろです 。
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問題 の 中心 は,こ の よ うな テク ノ ロジー を駆 使 して よ り高 い効 率 そ し て よ り

高 次 の効 果 をあ げ る こ とです。

確 か に我 々は,秘 書,デ ー タ処理 要員,ワ ー ド ・プ ・セ シ ング ・セ ンター の

ス タ ッフな ど 日常業 務 に情 報処理 装 置 を利 用 して い る熟 練 職員 を擁 して い ます

が,そ の数 は僅 か な もの です。

情 報処 理 テ クノ ロジ ー を発展 させ て来 た過 程 の 中 で,現 行 装置 の先 代 マ シ ン

は,企 業 の事 務 分 野 で か な り利 用 さ れ る よ うに な りました が,そ れ に し て もオ

フ ィス 関 係 者 の20%程 度が 関与 した だけの 状 態 で した。

もし我 々が真 の生 産 性 向 上 を達 成 しよ うとす るな ら,専 門 職 員(プ ロ フェ ッ

シ ョナル)や 企 業幹 部 が情報 処 理 装置 を受容 し利 用 す る状 態を 創 り出 さね ば な

りませ ん。 とい うの も こ の グルー プが オ フ ィス人 件費 の80%あ ま りを 占め て

い るか ら です。(中 略)

私 が 言 う 「企 業 幹部(executive)」 とは,意 志 決定 を下 す た め に情 報 を利用

す る人 々 を指 し ます 。 こ うした幹 部 層は,情 報 処 理装 置 を意 志 決 定 の サ ポー ト

・ツー ル と して 使用 し ます。 また専 門 家(プ ロ フェ ッシ ョナル)と は ,「 知 識

労働 者」 あ るい は 「独 立 した 貢 献 者」 とで も呼 ぶ べ き層 の人 々 です 。彼 等 は,

デー タ と と もに働 き,そ れ を操 作 し,処 理 し,そ して企 業 幹 部 が 利 用 出来 る よ

うな形 に構成 す るた め に,常 時 デ ー タ に アクセ スす る必 要 が あ り ます。

皆 さん御 存知 の よ う に我 々は,イ ンフ ォメー シ ョン ・マ ネ ジメ ン ト装 置 を企

業 ピラ ミ ッ ドの下 位 か ら導 入 しな けれ ば な りませ ん。 次 に専 門 家 層 そ し て企 業

幹部 とい う順 で す 。 とい うの も,も し経営 幹部 が専 門 家層 よ りア クセ ス す べ き

情報 を多 く持 つ な らば,経 営 が ス ムー ズ に行 な わ れす 意 志 の 疎通 を欠 く結 果 と

な るか らで す。 シ ス テ ム導 入 の順 序 に配慮 しな い プ ロ ジェ ク トは そ のス ター ト

か らつ まず くこ とに な る で し ょ う。

我 々 には失 敗 す る余 裕 な どあ りませ ん。最 近 の調 査 に よれば,も し専 門 家 層

や経 営幹 部 が情 報 処理 装 置 を活 用 す るな ら,そ の生 産 性 は 約15%も 向 上す る

とい う結 果 が 出 て い ます 。
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この こ とは,彼 等 にデー タベ ー ス とそれ に アクセス す る手段 を与 え る だけ で,

オ フィス の生 産 性 が 著 し く上 昇 す る こ とを意 味 してい ます 。 この よ うに顕著 な

効 果 をあ げ られ る単 独 の要 素は 他 に見 出 せ な い で し ょ う。 しか し,専 門 家層 は

全体 と して,そ の労 働環 境 の 中 に この種 の装 置 を受 け容 れ るまで に至 って い ま

せ ん。 そ し て これ には 明確 な 理 由 もあ る ので す。

問 題 は,装 置類 が 学 習を 必 要 とす る点 にあ ります 。

(中 略)

専 門家 層 の 場合,情 報 処 理 装 置 を た えず使 用 す るわ け では あ り ませ ん。 そ し

て この種 の人 々は,機 器 を利 用 す るた め の訓 練 な ど眼 中 に な い とい っ た態 度 を

と りが ちな ので,全 く違 った種 類 の製 品 を提 供 す る必 要 が あ ります。

テ クノ ロ ジー を人 々の前 に提 示 す るだ けで は 何 の意 味 もな く,テ ク ノ ロジー

を人 々 に利 用 させ る一 これ が我 々 の1980年 代 におけ る挑戦 課 題 な の です 。

い くらそ れ が安 くて も,人 々 が そ の ツール を利 用 しなけ れば提 供 す る意 味 が

あ りません 。 現在,市 場 で入手 可 能 な ツール は 多種 多様 です カ㍉ 残 念 な が ら専

門 家 の大 部 分 は,ま だ こ うした機 器 類 へ の志 向 を見 せ て い ない の が 実状 です 。

巧 妙 な装 置 を作 り出す だ け で は不 充分 なの で す。楽 しい,そ して 直観 的 に理

解 で き操 作 も容 易 な 装 置 を作 り出 さね ばな り ませ ん。 何故 な ら,如 何 に その装

置 が高性 能 で あ ろ うと,そ れ だ け では 人 々の コン ピュー タ に対 す る不 安 は消 え

ませ ん。安 心 して頼 れ る と い っ た存在 では ない の です 。前 述 の要 素 を満 た して

は じめて情 報 処理 装置 は 普 及 し始 め る の です 。

さて意味 論 に と らわ れ て い て も進 歩 は あ りませ ん。 具 体的 に考 え てみ ま し ょ

う。貴 方 が た の中 には,専 門 家 層 のた め の情 報 処 理 装置 を,「 プ ロ フェ ッシ ョ

ナル ・ワー クス テー シ ョン」 とか 「小 型 ビジネ ス ・コン ピュ一一タ(SBC)」 と

呼 ぶ人 々 もお られ るで し ょ う。

私 の場 合,専 門 家 向 け の 「情 報 処理 装置 」 は,彼 等 の ワー ク ・フ ロー を 円滑

にす る狙 い を持 った テ クノ ロジー の全 て を意 味 し ます 。我 々 に よ9多 くの,そ

して よ り正 確 な情 報 を持 た せ,適 切 な時 に適 切 な人 の手 に送 れ る テ ク ノ ・ジー
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と言 い換 え られ まし ょ う。

専 門家層 に この テ クノ ロジー を 使用 させ る こ と,つ ま り旧来 の万 法 に代 え,

この魅 力あ る新 しい作 業 形 態 を認 知 させ 利 用 して もら うこ とが重 要 な の です。

我 々は1980年 代 に,旧 式 な紙 と鉛筆 中心 の方 法 を使用 す る時 間的 余 裕 も資 金

もな い はず です。

だ が私 達 は 現在,逆 説 的 状 況 に直 面 して い ます。 マ シ ンが 高度 にな り,処 理

出来 る幅 が広 が るにつ れ,複 雑 化 も また進 んで い ます。 そ うで す。 先 に述 べ た

「エ ブ リシ ン グ ・ボ ッ クス」 は,使 用 す る には余 りに も複雑 にな って い る の で

す 。 この まま では,人 々に ツー ル使 用 を 断念 させ,オ フ ィス生 産性 の 向上 は 足

踏 み し てし まい ます。

我 々は 失 敗 す る余 裕 は あ りませ ん し,企 業 も また,オ フ ィス のオ ー トメ化 で

失 敗 は許 さ れ ませ ん。 も しこ の テ クノ ロジー の導 入 に し くじれ ば,オ フ ィス ・

オー トメー シ ョンは10年 後 退 す る ことで し ょ う。 何 故 な ら我 々は,コ ン ピュ

ー タ ・テ クノ ロジー を充 分 消 化 した 次 の世 代 の製 品 登 場 を 待た ね ば な らな い か

らで す 。'

(中 略)

我 々は まず,人 々 にマ シ ンを 好 きにな って も らわね ばな らな い の です。

WestCoastの 我社 の研究所 で は,ユ ー ザ を対 象 に延 べ12年 間 ヒューーマ ン ・

　

イ ンタ フ ェー スだ け に絞 った テ ス トを行 って来 ました 。 そ して この特 殊 なユ ー

ザ で あ る専 門 家 層は,一 定 の基準 を満 たす ワー クス テー シ ョンを必 要 と してい

るこ と が判 明 しました 。

まず こ う した製 品 に はi親し さ(friendliness)が な け れ ば な りま せ ん。 ただ

この 親 しさに も問 題 が あ り,余 りに も様 々飾 り立 て られた ため,混 乱 を起 こす

言葉 にな ってい ます。 誰 もカ㍉ 親 しみ の あ る装 置(friendlyequipment)を 作

って い る とは 言 い ます 。 だが,こ の 「親 しみ が あ る」 とい う言 葉 は 何 を意 味 し

てい るの で し ょ う。

第 一 に親 しみ とは,魅 力的 で あ る こと です。 私 が 言 お うと してい るの は,親
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しみ を感 じさ せ る装 置 は,使 わ ず には お れ な い とい うこ とです。 子供 に と って,

どん な装 置 もそ れが そ こ にあ るだけ で魅 力 を感 じ る わ け で す が,大 人 の場 合,

それが 魅 力的 で好奇 心 を そそ る製 品 で あ る必 要 が あ ります 。 我 々は この よ うな

人 々の関心 を 引 くこ とが 課題 な の です。

彼 等 の 関心 を ひ くだけ では駄 目です。 そ の製 品 の 有用性 も また重 要 です 。即

ち,そ の装 置 に人 々 が 仕事 上 必 要 とす る多種 多様 な 機 能 を統 合 させ る こ とが大

事 で,そ の 装置 があ る場 合 は端 末 と して,ま た あ る場 合は,ワ ー ド ・プ ロセ ッ

サー や パー ソナ ル ・コ ン ピュー タ として 機 能 で きね ば な りませ ん。

・・我 々は
,丁 度 「私 を選 ん で使 って!」 とい う宣 伝文 句 に ある よ うな魅 力あ ふ

れ るマ シ ン を設 計 す る こ とは 出来 ます。 しか し,そ れ があ る ニーズ を 満 た せな

か?た り,「 この 装置 は私 に何 を し て くれ ます か」 とい う質 問 に積 極 的 に回答

できな か った9す れ ば,そ れ は も う 「フ レン ド リー 」 で は な い の です。

さて,次 に製 品 は直 観的 な もの でな けれ ば な りませ ん。 換 言 すれ ば,そ れ を

使 用 す る際,途 方 に くれ る よ うな ことが あ っ ては な らな い の です。 例 え ば,非

常 に素 晴 し い小 型 の オ フ ィス ・デ ィク テー シ ョン装 置 を 注文 した時 の こと です 。

それ は ク ロー ム色 の ボ タ ンを備 え た黒 光 りす る装置 で した。

ところが,手 には入 った もの の そ の使 い方 が私 に は 判 り ません で した。 テー

プ の取 りは ず し方 す らす ぐには 理解 出 来 な い の です 。私 は 座 った まま暫 くそれ

を眺 め てい ま した。 そ して,「 い ず れ に せ よ,ど れ か を押 さな けれ ば何 も始 ま

らない」 と つ ぶや い た 後,ボ タ ン類 を5つ も押 して み た の です 。 だ が何 も起 こ

りませ ん で した 。

従 って私 は,こ の装 置 が 「親 近感 を持 て る」 もの とは思 え ませ ん で した 。魅

力あ る外観 を 備 え,結 局私 が オ フ ィス ・デ ィク テ「 シ ョン装 置 に求 め た ニー ズ

を満 た して ぐれ ま した が,決 して直 観的 に理解 でき る もの では なか ったの です。

「直観的」 とい う条 件 に次 い で問 題 とな る のは,「 学 び やす さ(easyto

learn)」 で す。 だ が こ とで も逆 説 が生 じてい ます 。 即 ち装 置 が複雑 化 す れ ば,

それ だけ学 び や す い もの にな る必 要 が あ るの に,現 状 は正 反対 だか ら です 。
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また,一 端 そ の装 置 の 利用 法 を体 得 したな ら,「 使 い や す さ(easytouse)」

が重 要 とな ります 。前 に使 ってか ら長 期 間 が経 過 し てい て も ,あ るいは,利 用

者 の技能 レベ ル に差 異 が あ ろ うと も,そ の装 置 の前 に座 れ ば す ぐに 使 用 を 開始

で きな けれ ば な らな い の です 。

つ ま り,利 用 す る貴 方 の オ プシ ョンは何 か ,次 の ス テ ップは偶 力㍉ どの よ う

な代 りの方法 が あ るカ㍉ 前 に 間違 った の は何 か 等 をす ぐに 思 い 出 させ ,必 要 に

応 じてそ れ まで 以上 の助 力 を.与え られ る そ うい う装 置 であ る必 要 が あ ります。

この よ うな条 件 を満 た せ ず,し か も使用 す る に当 って手 引書 を ひ っ くり返 さね

ば な らな い と した ら,も うそ の装 置 は フ レン ド リー とは 言 えな い ので す。 人 々

が気 楽 に使 え る装置 を 送 り出 しては じめ て,一 般 大 衆 の支持 が 得 られ る の です。

人 間 は物 事全 て に安 心感 を求 め ます。衣 類,住 宅,付 き 合 う人 々 ,い ず れ を

と って も気 軽 に入 って 行 け る もの を好 む のです 。 情 報 処 理 装置 につ い て も勿 論

これが あて は ま ります 。 気 のお け な い装 置 が登 場 して は じめ て,人 々は 日常生

活 の一 部 と して そ れ を受 け容 れ るの です 。

この よ うに今 迄述 べ て きた要 素が 揃 えば,後 は 「利 用 す べ き価値 」 が あ ると

の印象 を与 えれ ば,製 品 として完 成 です 。 使 うに当 って何 の抵 抗 も生 じな い で

し ょ う。

親 近 感 の持 て る装置 が,魅 力的 で直観 的 に理 解 で き,使 用法 も容 易 で,し か

もそ の時 点 にお け る ニーズ を適 切 に満 た して くれ る もの な らば,誰 もが使 い た

い と思 うはず で す。 そ の装 置 の利用 にそ れ ほ どの好 感 が生 まれ れば,そ れ な し

で仕 事 を す すめ る こと は 出来 な い とい った感 情 す ら生 み 出 す に違 い あ りませ ん。

この よ うな製 品 に対 す る印象 こそ,我 々が カ ス トマー に持 って もらわね ば な

らな い要 件 で す 。 親 近 感 に富 む装 置 を作 るとは,こ うい うこ とだ と考 えます 。

さて我 々が 親 近 感 の 持 て る装 置 を作 り上 げ る際,ま ず ユ ー ザ ・イ ンタ フ ェー

ス に重 点 を置 い た 設計 に留意 しなけ れば な りませ ん。 人的要素(H㎜anFactor)

に着 目し.,そ して そ れ らを加 味 した設 計 に進 む わ け です。

しか し従 来 私 達 は装 置 の設 計 を終 え てか ら人 的 要 素 に眼 を向 け,利 用 者 に喜

一225一



一 一
ば れ るた めの最 後 の仕 上 げ とい った把 え方 を し て き ま した。見 学者 が 素速 くテ

ス トで き,し か もそ こか らす ぐ立 ち去 れ る よ うな装 置 が望 ましい の です 。

操 作 が容 易 な 装置 を製 作 し よ うとす る場 合,我 々が 陥 りが ち な 盲点 が こ こに

あ るのです 。 ユー ザ ・イ ンタ フ ェー ス を あ くま で 「菓 子 の糖衣 」 とい った眼 で

とらえ てい る限 り,我 々 の製 品 は 一般 の支持 を受 け られ な い で し ょ う。 だ が操

作性 に秀 れ た設 計 を初手 か ら心 懸 け るな ら,利 用 者 か ら広 汎 な支 持 を 受 け られ

るは ず です 。

つ ま り我 々は情 報 処 理 シス テ ム の製 作 に当 って逆 転 の発 想 を採用 す べ きな の

です。

そ れ は,日 本 で人的 要 素 と呼 ん でい る特 性 を持 つ ことを 意味 し ませ ん。 む し

ろ製 品 設計 の範 疇 に入 り ます 。 従 って 人的 要 素(HumanFactor)の 専 門 家 や

人 間 工学 のス ペ シ ャ リス トの 介 在 が 問 題 で は な い ので す 。一 般 的 な製 品 設 計

者 やエ ンジ ニ アの領 域 の問 題 で す 。彼 等 は心 理 学 的 な訓練 を特 に受 け て い るわ

け では あ り ませ んが,「 まず使 い 易 く,そ し て よ く機 能 す る もの で あるべ きだ」

とい うス ロー ガ ンの中 で育 って い ます 。

我 々は こ の教 訓 を,我 社 のPaloAltoリ サ ー チ ・セ ン ター(PARC)に お

け るAlto計 画 の体験 か ら学 び ました。 こ こで はあ る1種 類 の製 品 だ け が対 象

とな った の で は あ りま せ ん。Altoは,よ り包 括的 な 内部 実 験 計画 を意 味 して

い る のです。

しか し私 達 は,フ レ ン ド リー な 特質 を全 て備 えた マシ ンの製 作 だ け を念 頭 に

置 い た ので は あ りませ ん。 こ こで はPARCの 従 業 員 の声 を 引用 した 万 が 良い で

し ょ う。 「我 々 は,ネ ッ トワー ク の 一部 を構成 で き,誰 もが情 報処 理用 と して

使 え る非 常 に斬 新 な コ ン ピュー タ の設 計 を志 向 して い る。 」彼 等は 前 進 し,そ

して この 目標 を達 成 し まし た。

Altoが1973年 に 登場 した 時,こ れは 当時 の水準 か ら5年 も進 んだ もの で

した。世 界 の どこを探 し て も この 種 の ものは あ りませ ん で し た し,以 後PARC

は,こ の プ ロジ ェク トの推 進 に全 力 を注 い で来 ま した 。
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現 在,ア メ リカ,カ ナ ダ,イ ギ リス,ス ウェー デ ンの 各 国 に1,000を .超す ワ

ー ク ・ステー シ ョンが 設 置 され ,企 業,大 学,政 府機 関 に まで 利 用 の輪 が 広 が

って い ます。

PARCは,こ の間Altoが 人 々 に どの よ うに 使わ れ,ま た どの よ うな 印 象 を

与 え て い るか につ い て記録 を蓄 積 して来 ま した。 一 方,利 用 者 が トレー ニ ン グ

に どんな反 応 を示 す か,ま た レポー ト作 成 時 にグ ラ フ ィ ック ス を ど の よ うに利

用 す るかに つ い て も,調 査結 果 を ま とめ て い ます。 、

さ ら に,ワ ー ク ・ス テー シ ョンを形 成 す る全 て の物 理的構 成 要 素 を テス トす

るた め,パ ロ アル ト,エ ルセ グ ン ド,ダ ラス にそ のセ ンター が 設 け ら.れま した 。

この よ うな セ ンター では,キ ー ボー ド上 の キー は幾 つが 妥 当 か,ど の タ イ プ

の キー がユ ー ザ に安 心 感 を与 え るか,デ ィス プ レイ の大 きさは どれ 位 が 適 当か

等 につい て研 究調 査 が 行 なわ れ てい ます 。 また,眼 にち か ちか せず 見 や す い 操

作 環 境 を得 るた め には,ど んな テク ノロ ジー を応 用 す べ き か に つい て も,研 究

が進 ん で お り,ユ ー ザ が希望 す る もの全 てが研 究対 象 に組 み入 れ ら れ て い るの

で す。

我社 の研 究 陣 は,ユ ー ザの 大部 分 が イ ンス トラ ク シ ョンを マ シ ンに タ イ プ で

打 ち込む こ とに不快 感 を抱 い て い る こ とを知 り,調 査 を積 み重 ねた 結 果,「 マ

ウス」 と呼 ば れ るポ イ ンター を 開発 し まし た。10種 類 のマ ウスが作 られ,利

用 者 が これ を どの よ うに使 うか に つい ての テ ス トも済 んで い ます 。

さてAltoの テ ス ト結果 は 既 に5,000ユ ー ザ ・年 以上 の 記 録 として 蓄積 され

て い ます。 これ らの結 果 は 非 常 に重 要 な事 実 を我 々に教 え て くれ ます が,と り

わ け人 々が情 報 処 理 装 置 に どの よ うな感情 を抱 い てい るか を 明 らか に し ま した。

PARCはAltoに 関 連 す る全 て の シス テ ム,全 ての ソ フ トウ ェア の製 作 ・テ

ス トを継 続 す る中 で,人 々が違 った タ ス ク を実行 す る際 あ るモ ー ドか ら他 のモ

ー ドに移行 す る のを嫌 う傾 向 を持 つ こ とを発 見 しま した。 つ ま りモー ドは, 、ユ

ー ザ に と って透 過 性 を持 つ もの で なけ れ ば な らな い の です 。

現 在 もし貴 方 が あ る ワー ド・ プ ロセ ッサー で3270タ ー ミナル の エ ミュ レー
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シ ョンを実 行 させ たい と考 えた時,こ の エ ミュ レー シ ョン は その装 置 全 体 を引

き継 がね ぱ な りませ ん。即 ち装 置 が まるで 「ジキ ル博 士 と ハ イ ド氏 」 的 な性 格

を持 たね ば な らな い こと にな ります。 突 然 そ れ は ワー ド・プ ロセ ッサ ー では な

くな り,3270タ ー ミナ ル に変身 す る心 要 が あ る とい うわ け です 。

仮 りに この エ ミュ レー シ ョンが完 了 した と して も,こ の 装置 は 目を覚 ま した

時 こ うい うで し ょ う。 「一 体全 体,私 は3270タ ー ミナル とし て何 をや った ん

だ ろ う」 … … と。

そ こでPARCは,こ の種 の問 題 やユ ー ザ 側 の ニー ズ の理 解 に全 力 を集 中 し,

数 々の手直 しを行 って来 ま し た。

人 間が機 械 と どの よ うに 相互 作 用 す るか につ い て一 応 の結論 が得 られ た 段階

vC"1'pARC内 にチ ームが形 成 され ,製 品 の設 計 作 業 が 開始 され ました 。

関 連 す る あ らゆ る人 間及 び ア イデ ィア を様 々な 角 度 か ら テス トす る とい う意

味 ぞ,設 計 作 業 と ・・う も の は 興 味 深 ・・も'の で す し,我 々 に はAlt・ 関 係 の5・…

ユニ ザ ・年 の 経 験 と,そ れ を め ぐる設 計 の蓄 積 が あ ります 。 そ して,慎 重 な テ

ス トの結 果,人 間 とマ シ ン の間 に介 在 す る物 理 的 イ ン タフ ェー ス総 体 を変 更 す

べ き で あ る との判 断 が生 まれ た のです 。

我 々が 「フ レン ド リー 」 とい う視 点 を 重視 してい る こ とは先 に も述 べ ました 。

我 社 は この ほ どデ ス ク ・ トップ型 の端 末 を開 発 し ま した が,こ こ では フ ァイ

ル され て い る ドキ ュメ ン トを入 手 す るた め に ワー ドを タ イ プで打 ち込 む代 りに,

フ ァイル の引 出 し を図案 化 した絵(イ コン と呼 ぶ)で 指 示 を与 え る形 を と って

い ます。

絵 が,人 間 とマ シ ンの コ ミュニ ケー シ ョ ン手 段 と して最 も効 果 的 手 段 だ とい

う判 断 が そ の底 に あ ります。 古 代 エ ジプ ト人 は 意 思 疎通 の手 段 として 絵 を用 い

ました し,日 本 人 も図 案 の よ うな アル フ ァベ ッ トを持 ってい ます。絵 は,増 々

国際 性 を帯 び つ つ あ る言 語 と言 え ま し ょ う。 道 路 の標 識 を 見 て もら って も判 る

通 りです 。

た だ この ヒ ュー マ ン ・イ ンタ フ ェー ス には どの 企 業 も積 極 的 な取 り組 み を見
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せ てい るの で,マ シ ン と人間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン形 態 と して別 な発 想 が 今 後

必 ず 登 場 す るで し ょ う。 しか し,イ コン が,非 常 に効率 に秀 れ 直観 性 に富 ん で

い る点 は実 証 済 み の事 実 です 。 ユー ザ に と って非 常 に魅 力的 な 座 って デ ス ク ・

トップ ・ター ミナ ル を利用 し た い とい う欲 求 は不 可避 の もの です。

一 方我 々は
,人 々は 前 にそ の情 報処 理 装 置 を使 用 してか ら長 期 間 が経 ってき・

よ う と,そ して その ユ ー ザ の技 能 レベ ル が どの よ うな もので あ ろ うと,常 に 座

った ま まそ の装 置 を利 用 で き な け れば な らな い と感 じて い ます 。

もち ろ んCAI(C・mp・t・ ・T・id・dinst・u・ti・n)が 学 習 ツrノ の 中心 となO
.

ます が,使 用 時 に機 械 が利用 者 を助 け る別 な 方法 も存在 す るで し む う? .例え,ば・

キー ボー ド上 の 「HELP!(ヘ ル プ)」 とい うボ タ ンを押 す よ うな .方;式も考 え

られ ます。 、.,.,

究 極 的 な イ ンフ ォメー シ ョン ・プ ロセ ッサー は極 め て有 用性 に富 んだ も、の で

なけ れ ばな りませ ん。 それ は,利 用者 の た め に情 報 を収 集 し,処 理 し,.グ ラフ

ィ ック機 能 を持 ち,そ の シス テ ム に接続 して い る他 の リソー ス を彼 た共 有 させ,

そし て電子 郵 便 機 能 を組 み 込 ん で い る とい っ た様子 を示 す で し ょ う。 しか も

「ジキル 博士 とハ イ ド氏 」 的 な転 換 を必 要 と しない もの であ るは ず です 。

また この よ うな 装置 は 使 う上 で楽 しい も の で あ るべ きです。 先 に述 べ た 親近

性 に富 ん だ製 品 の基準 とい う所 で私 は この点 に触 れ ませ ん で し たが,そ れ は,

情報 処 理装 置 は 楽 し く使 え る もの でなけ れ ぱ な らな い と誰一 人言 った こ とが無

いか らにす ぎ ませ ん。 た だ,楽 し く使用 す る な どとい うこ とは あ り得 な い と言

った者 もお りませ んの で,一 言 付言 した か った の です。

た だ 最 も重 要 な の は,人 々のた め の マシ ン設計 を開始 し なけ れば な らな い と

い うこ と,そ して人 々が 使用 した い方法 で 利 用 され,何 の 不安 もな く受 け 容 れ

られ る とい う こ とで す 。 キー ポ イ ン トは,'そ の マシ ンが 人 間 と どの よ うに意 思

を通 じ あ え る(interact)か とい うこ とで し ょ う。

これ が実 現 出 来 ぬ理 由は何 もあ りませ ん し,取9組 まね ぱな らな い我 々 の課

題 です 。
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メー カ と して の立 場 か ら我 々は全 製 品 につ い て こ うした 視点 で検 証 し,「 エ

ブ リシ ング ○ボ ックス」 の機 能 を与 え る必 要が あ ります。 そ して顧 客 が 親 しみ

.を持 て る装 置 を 創 出 せね ぽ な'り ませ ん。

さて聴衆 の皆様 の多 ぐも既 に1980年 代 の展望 を構築 されつ つあ るはずです

し,そ の故 に こそ こ こ に居 られ る の だ と思 い ます 。

しか し,生 産 性 の向 上 の た め に貴 方 が必 要 と され てい る もの が,従 業 員 の技

能 を補 完 す る情 報 処 理 装置 で あ る『とい う前 提 で 一 致 を見 て も,コ ス ト面 か ら逡

巡 され る万 も1おられ る で し ょ う'。そ の 事情 は よ く理解 で き ます。

た だ 忘れ て な らな い のは,新 市 場 で あ るが た め に,ど の よ うに回収 で き るか

見 当 が つ き に くい 点 です。 従 って投 入 しなけ れば な らな い 費用 ば か りに注意 を

集 中せ ず,ど の よ うな資 本 回収 が可 能 とな る か に眼 を向 け るべ きで し ょ う。

現 在,'売 価 が3,000ド ル で 回収期 間が ほ ぼ2年 のパ ー ソナル ・コ ンピ ー.'一夕

や,2万 ドル の プ ロフェ ッシ ョナ ル ・ ワー ク ス テー シ ョン で同 じ く1年 半 で 資

本 回収 が始 ま る もの もあ り ます 。従 って投 資 だ け に眼 を奪 われ ず に投 資 に 対す

る見 返 りを 重 視 すべ きで し ょ う。 こ の見 返 りの評価 に も幾 つ か の方法 が あ りま

す 。

貴 方 の場 合,価 格 と機 能 と較 べ られ る か も知 れ ませ ん。 買 って も滅 多 に使 わ

ない10ド ル の4機 能 付 き電 卓 と,日 常的 に使 用 す る40ド ル の10機 能 電 卓

とで は,ど ち らが よ り良 い買 物 だ ろ うか … … と。

あ るい は,価 格 とパ フ ォー マ ンス を比較 す るや り方 もあ ります。 よ り正 確 な

情 報 を時機 に合 った そ して 利用 しや す い形 で入手 す るには,ど れ ぐらい の費 用

が かか るか とい った見 方 が これ です。 また そ の導 入 に よ り貴方 の会社 の利 益 に

どの よ うな 影 響 が 出て くる か も考 慮 され るで し ょ う。

他 方,少 々評 価 が難 し くな ります が,専 門職,管 理 者,経 営 者 に よ り多 くの

考 え る時 間 を生 み 出す 費用 の算 定 も一 つ のや り万 で す。 創 造性 を発 揮 し,よ り

適切 な意 思 決定 を行 な うた め の時 間 を重 視 した ア プ ロー チ です。

さて も う一 つ 考 慮 に入 れ る必 要 が あ る のは,時 と とも に価 格 が 下降 す る こ と
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です 。 オ フ ィス の誰 の机 に も この よ うな能 力を備 え た装 置 を設 置す る ことは,

当 初 不 可能 か も知れ ませ ん 。 しか し この装置 市場 が確 かな 形 成 過程 を歩 め ば,

価 格 の低 下 は充 分 期待 出来 る こ とです 。

そ して こ うした装 置 を,高 い 資本 回収 率 が見 込 め る分 野 に導 入す る こと も大

事 な問 題 です 。 貴社 の専 門 家達 に機 器 導 入 の真 価 を理解 させ る絶好 の機 会 にな

るか らです。"

現状 では恐 ら く,2万 ドル の ワー ク ・ス テー シ ョ ンを オ フ ィ スの どの机 に も

設 置す るこ とな ど出来 な い相 談 だ と思 わ れ る でし ょう。 しか し2万 ドルの装 置

を導 入 して1年 乃 至 半 年 で 資 本 回収 で き る ア プ リケー シ ョ ンが ある ことを も っ

と理 解 す べ き で は ない で し ょ うか。 しか も先 程述 べ た よ うに,今 後 の あ る時点

で必 ず価 格 の低 下 が起 こる の です 。

聴 衆 の 方 々 の 中 には 既 に,基 礎 調 査 を終 え られ た方,こ うし た テ ク ノ ロジー

の価値 を充分認識 してお られ る方 もあ りま し ょ うし,人 々が この種 の装置 を どの

よ うに受 け止 め,ど の よ うに 利 用出 来 るか につ い て一応 の結 論 をお持 ち の方 も

お られ るで し ょ う。

1980年 代 オ フ ィス の 挑戦 課 題 が,こ うした テ クノ ロジ ー の効 果的 な 実用 化

に あ る とい う点 に賛 同 し て戴 けれ ば,も う外 に何 も言 うこ とは あ りま せ ん。

我 々は 四 六 時 中 この よ うな シス テ ムを思 い め ぐら さねば な らな い立 場 にあ る

た め,ヒ ュー マ ン ・イ ンタ フェー ス重視 の結 論 を得 た の で す 。 人 々が こ うした

製 品 を気 軽 に安 心 し て使 え る こ とこそ,我 々ベ ンダー の責 任 な のです 。

企 業 に とっ て将来 計 画 の策 定 は 不可 欠 です。 従 って私 達 も また,最 大 の 資本

回収 が得 られ る形 で,こ の テ ク ノ ロジ ー利用 の最 も効果 的 方 法 を追求 す る プ ラ

ン ニ ングを行 な わね ば な りませ ん。

だ が繰返 し言 うよ うです が,最 重 要 課題 は一 般 の人 々 に,情 報処 理 装 置 が親

しみ の あ る もの であ る と同時 に,そ れ が彼等 の技能 を補 完 向 上 させ生 産 性 を 高

め得 るマ シ ンで あ る こ とを認 識 して も ら うこ とです 。 イ ン フ ォ メー シ ョン ・マ

ネジ メ ン ト ・ツー ル を 理解 しそ して 実用 して も ら うこ とこ そ,我 々業 界 の死 活
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に関 わ るこ とな の です 。 もは や失 敗 は 許 され ませ ん。

1980年 代 の挑 戦 を勝 ち抜 くた め に,我 々e:一ーー一致協 力 しな け れば な りませ ん。

そして この協 調 が 実 現 出来 て こそ,生 産性 にダ イ ナ ミ ック な影 響 を与 え,コ ン

ピュ ー タ業 界 の未 来 に明 るい展 望 を切 り拓 け るの です 。

この よ うな講 演 の機 会 を与 え て下 さ った皆様 方 に深 く感 謝 致 します。 御清 聴

有難 う御 座 い ました。
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資 料2.LEXIS料 金 体 系 概 要

LEXISの 料 金 一 覧は 添 付 書 類Aに 記載 され てい る。 こ こ で の概 要 は,料 金

体 系 の ア ウ トライ ンを述 べ た もの で あ り,よ り詳 し くは,御 手 元 のLEXIS営

業 案 内(MarketingRepresentative)を 参照 され たい 。

定額 料 金(非 反 復 的 料 金)

・装 置 設備

LEXISの 新規 加 入 者 は,最 初 の標 準 型 また は デ ラ ックス型 端末 装置 の 設備

料 と して350ド ル を支 払 う。 以 降 の標 準 型 または デ ラ ックス型 端 末 装置 の追

加設 備料 金 は1台 につ き250ド ル とす る。UBIQ(パ ー ソナル ・デ ス ク トッ

プ型 端末 装 置)の 設備 料 は,一 時 に導 入 され る台数 を基準 にし て算 定 され る

(添 付 書類A参 照)

・講 習(イ ンス トラ ク シ ョン)

LEXIS利 用 の た め の講 習料 金 は,当 該 会 社 がLEXISに 加 入 し た 時点 で,

そ の 会社 の利 用 者(弁 護 士,会 計 士 また は 司書)1人 当 り75ド ル とす る。 た

だ し最 高限 度額 は,2,250ド ル 。(LEXIS加 入後 に当該 会社 に入 社 した従 業

員 に つ い ては,追 加講 習 料を 徴 収 しな い。)

月 間 料 金(MonthlyCharges)

・加 入 基本 料 金 及 び ライ ブラ リー ・ア クセ ス料 金

料 金体 系 一 覧 表 に記 載 す る通9,月 間加 入 基本料 は50ド ル で,ラ イ ブ ラ リ

ー ・アク セ ス料 金 は ,端 末 装 置 が設 置 され た最 初 の建 物 に対 しては350ド ル,

端 末 装 置 が設 置 され た5番 目以 降 .op建物 に対 し ては無 料 とい うス ラ イ ド制 が適

用 され る。

・月 間 装 置料 金
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標準 型 端 末装 置 の 月 間使 用 料 は95ド ル,ま た デ ラ ックス型端末 装 置 の そ れ

は150ド ル で あ る。UBIQに は スラ イ ド制が 採 用 されて お・り,加 入 会 社vate

け る利 用台 数 に よ り55～20ド ル/月 の ひ ら きが あ る。

・構 内設 置 高 速 プ リンター(In-firmHigh-SpeedPrinter)

構 内 設置 の 高 速 プ リン ター は,建 物 一 棟 に対 す る設 置 台数 に よ り150ド ル

か ら無 料 ま で の ス ライ ド制月 間 利 用 料 金 とな っ てい る。・

使 用 料

LEXISの 平 均 リサ ー チ ・セ シ ョン では加 入 者 は,使 用 時 間1分 当 り1ド ル

～1 .5ド ル を 課 せ られ る。 従量 料 金 は以 下 の算 定基 準 に従 うもの とす る。・

・接 続時 間

加 入 者 がLEXISサ ー ビス 』を利用 す る場 合,料 金 は ス ライ ド制 を適 用 され る。

ピー ク時(週 日の地 方 時 午前8時 か ら午 后7時30分 まで)の 接続 時 間料 金 は,

90ド ル(最 初 の5時 間)か ら最 低21ド ル の 間 で あ る。 ピ'ク 時以 外 の 接続

時 間料 金は,30ド ル 以下 で あ る。 現 在LEXISは1週 間 に134時 間 利 用 出

来 るが,"こ の 半 分以 上 は ピー ク時外 利 用 だ。

・・サー チ 付加 料 金

上 記 接続 時 間 料 金に加 え て,サ ー チ 付加 料 金 制 が 導 入 され てお り,こ れ は リ

サー チ が 実施 され る フ ァイル 内 で,各 サ ー チ に よ り出現 す る ワー ド総 数 をベ ー

ス と してい る。 サ ーチ ・ワー ドが2万5,000回 出現 す るこ とに,サ ー チ単 価

(O.45ド ル)が 課 せ られ る。 』lCt

プ リン ト料 金

標 準 型 また は デ ラ ック ス型 端 末装 置 に付属 す る プ リンタ ー に つ い ては,そ の

プ リンテ ィ ング に追 加 料金 は 不 要。MDC設 備 あ るい は企 業 内 に設 置 され た高

速 プ リンター で行 な われ る遠 隔 プ リン テ ィ ングは,1行 当 り1セ ン ト～0.5セ

ン トで,こ の料 金 の 開 きは,印 刷物 の量 及び 印刷 フ ォー マ ッ ト,印 刷 位 置 に よ
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っ て 決 ま る 。

註 記

1.こ こ で述 べ る全 て の料 金 は ,ア メ リカ本 土48州 また は ワ シ ン トン特別 区

に設 置 され る リサー チ端 末 を対 象 とした もの。

2.加 入 者 に送 付 され る納品 書 の適 用期 間が1ヵ 月以 内 な ら,全 て の 月 間料 金

の比 例 配 分 額 が この期 間 に割 り当 て られ てい る。

3.こ の料 金 は,加 入 者 が 端 末 装 置 を設 置 して い る建物数 をベ ース と して算 定

され る。 この場 合,各 建物 内 にあ る端末 装 置数 は考 慮 す る必 要 は ない。

4.設 置 場所 の如 何 に かか わ らず全 てのUBIQは,装 置料 金 の算定 時 にお け る

台数 を ベー ス とす る。

5.「 接続 時 間」 とは,リ サー チ ャー がMDCの セ ン トラル ・コ ン ピュー タ と

接 触 を持 つ 総 時 間数 を言 い,リ サー チ ャー が その 識別 番 号 を送 信 してか ら,

コ ンピ ュー タ との交信 が 中断 す る までを 含 む 。

6.「 ピー ク時 」 の規 定 は以 下 の通 り。

月 曜 日か ら金 曜 日まで

午 前8時 ～午 後7時30分

東 部,中 央 部,山 地 及 び太平 洋 各 標 準 時

土 曜 日ま た は 日曜 日以 外 の曜 日に あ た る元 日及 び ク リスマ ス(12月25日)

午 前10時 ～ 午後7時30分 東部 標 準 時

〃9時 ～ 〃7時30分 中央 〃

〃8時 ～ 〃7時30分 山 地 〃

〃8時 ～ 〃7時 太 平洋 〃

7.「 ピー ク時 外 時 間」 とは,ピ ー ク時 に か か らな い全 て のサ ー ビス利 用 可 能

時 間 を意 味 す る。

8.ピ ー ク時 外 接 続 時 間 で の 全 て の利 用 は,1時 間当 り30ド ル,ま た は こ

の よ うな 全 て の 利用 を ピー ク時 接続 時 間利 用 として み な し,か つ他 の ピー ク
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時 接続 時 間利 用 と累 計 した時 適 用 され る料 金 の,ど ち らか低 い 方 を課 され る

こ とに な る。

9.サ ー チ付 加 料金 は,リ サー.チが 実 施 され る フ ァイル 内 で各 サー チ(初 期 リ

ク エ ス ト ま た は そ れ 以 降 の サー チ ・レベ ル)に よ って 出現す る ワー ド総 数

をベ ー ス と して算 定 され る。 各2万5,000回 の 出現(ま たは そ の一 部)が

「サ ー チ単 位(ユ ニ ッ ト)」 で あ る。

加入 者 側 の利用 者(ユ ー ザ ー)は,端 末 利 用 に当 って,ど のサ ー チ ・ リク

エ ス トが指 定 サ ーチ 単 位数 を 超 過 す るか 事前 に判 断 で き(MDCが フ ァイル

ご と に時 々行 な うよ うに),こ の よ うな サ ー チ を そ の ま ま実 行 す るか ま たは

サ ー チの 組 み換 え をす るか の選 択 が で きる よ うにな ってい る。 こ うした場 合,

ユ ー ザー が もしサー チ を実 行 しな い な ら,加 入 者 は3サ ー チ単 位 と して課 金

され る。

ま た,も しユ ーザ ー がサー チ を 自発 的 に中断 し た よ うな場 合,加 入者 は,

3サ ー チ 単 位〔a,または 中断 時 ま で の累計 サ ー チ単 位数(b)の い ずれ か大 き い方

を 基準 に して 料 金 を課 され る。 リクエ ス ト処 理 の 中断 を招 く よ うな 間違 った

サ ー チ ・リクエ ス トに対 して は,1サ ー チ 単位 として課 金 され る。

10.設 備 料 の最 高限度 額 は,1つ の建 物 に一 時 に設 置 され るUBIQグ ルー プ別

に適 用 され る。

11.月 間 装置 料金 を課 せ られ な い ほ ど充 分 な台 数 のUBIQが 設 置 さ れ てい て,

しか も プ リン ター が 同 時 に設 置 され て い る な ら,こ の プ リンター には 設 備料

は課 せ られ な い。

12.こ の料 金 は,加 入者 に よ ってサ ー ビス利 用 講 習 を受 け る よ う選 抜 され た加

入 者 オ フ ィス 内の個 々人 に対 す る基 礎 講 習 と,加 入者 側 の随 意 に任 せ られ て

い る1～2ケ 月後 の復 習 セ ミナー を カバ ー して い るρ さ らに この 料 金 には ・

講 習対 象者 の 個 々人 が 使用 す るサ ー ビス利 用 教材 や参 考 資料 も含 まれ てい る。

また以 下 に記 載 した制 限 期 間 内 にMDC基 礎 教 習 プ ログラ ムを完 了 した弁

護 士,会 計 士 及 び司 書 は(臨 時 被 雇用 者 を除 く),そ の技 能 向 上 のた め2時
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間 の 自由利 用 権 が 付 与 され る。専 門家 助手 教 育 を受 けた 者 や 夏期 会 員 を含 む

他 の利 用 者 に も講 習 料 金は 課 せ られないが,講 習後の自由使用権は与えられていない。

(1)導 入 時 に当 該 企業 の従 業 員 で あ った者

設 置 後60日 以 内

② 導 入 時以 降 に 当該 企 業 に勤 務 し始 め た者

勤 務後60日 以 内

この よ うな 自由使 用 の1時 間は,基 礎 講 習終 了後14日 以 内 に利 用 しな け

れ ば な らず,単 独 セ シ ョン また は累計 ベー スで利 用 され る こ とに なろ う。 一

方 も う1時 間 は,講 習終 了後60日 以 内 に利 用 しな けれ ば な らず,1両 者 で合

意 をみ た 時間 にMDCス タ ッフの監 督 を受 け 単 独 セ シ ョンの形 で 利 用 され る。

ユ ーザ ー は,こ の よ うな 「自由」 リサ ー チ ・セ シ ョンを開 始 す る に当 づそ,

指 定 コー ドを 入 力 し,そ の 自由時 間 利用 を通 告 しな けれ ぱ な らない 。 また こ

の よ うな 自 由利 用 の特権 は,加 入 者 へ の各 月 納 品 書 で通 知 され るが,所 定 月

の加 入者 総 利用 料金 には 加算 され な いは ずだ 。

13.加 入 者 との 契 約 が発効 す る時点 で,加 入者 企 業 内 の弁護 士,会 計 士 及 び 司

書 の総数 が30人 に満 た ない 場 合,MDCは 各 弁護 士,会 計 士 ま たは 司 書1

人 当 りについ て75ド ルを 課 す る。

14.こ の料 金 は,印 刷 さ れ る場所 とは関係 な く,あ る 日あ る個 人 に よ りオ ー ダ

ー された オ フ ライ ン ・プ リン ト総 数 を対 象 に して算 出 され る。

15。1回 の取 扱 手 数 料 は,あ る 日あ る個人 に よ りオー ダー され た全 て の オ フラ

イ ン ・プ リン トが,MDCの コ ンピュー タ ・セ ン ター か ら何 処 か の建 物 に配

送 され た場 合 に適用 さ れ る。

16.MDCは,こ の種 の プ リンタ ー で印 刷 され た個 々の テ キ ス トの全 コ ピー を

対 象 として,1行 当 り0.5セ ン トを課 して い る。 各 テキ ス トの最 高 限 度額 は

10セ ン トだ。一 万,こ の プ リンター で行 な わ れ るMAIL-ITプ リンテ ィ ン

グ に対 して は,取 扱 手 数 料 が不 用 な 場 合 を 除 い て,『MAIL-ITプ リン ト料

金 』で規 定 さ れた料 金 が適 用 され る こ とにな っ てい る。
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資 料3.NEXISラ イ ブ ラ リー に 関 す る質 疑 応 答集

本 資 料 に登 場す る対 話 は,様 々な 機 会 に交 され た会 話,ま た そ こ で提 起 され

た意 見 を総合 して作 成 された もの で あ る。NEXISラ イ ブラ リーに関 す るこ うし

た疑 問は,こ れ まで に も繰 り返 し出 され てお り,そ の幾 つ かは 貴 方 自 身 の疑 問

で もあ ろ う。 逐 一 示 され る 回答 は 大 い に役立 つ に違 い な い。

(以 下 一 問 一 答 形式)

Q:NEXISラ イ ブ ラ リー は 何 故 ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ とウ ォー ル ・ス ト リ

ー ト・ジャー ナル の2誌 を含 ん で いな い の か?

A:NEXISに 所 収 され た記 事 及 び論 説 は全 て,発 行 者 に所 有権 が あ る こ とは

言 うまで もな い。 従 ってMDCは,こ うした発 行 者 か ら非 占有 ラ イセ ンス を

取 得 し,そ の出 版物 の利 用 に対 して 著作権 使 用料 を支払 ってい る。個 々 の ラ

イセ ンス契 約 は 個別 に交 渉 され るが,条 件 は全 て 同一 であ る。現 在,MDC

は 上記2誌 の発行 者 とラ イセ ンス契約 を結 ん で いない の でNEXISラ イ ブラ

リー に収 蔵 で きな い が,将 来必 ず含 め られ るは ず だ。

Q:総 合的 な情 報 サー ビス を キ ャ ッチ ・フ レー ズ に してい な が ら,こ の2誌 の

欠 落 は重 大 な欠 陥 とは考 え られ な いか?

A:勿 論我 々は この2誌 と提 携 したい と考 え て い る。 しか しな が ら,NEXIS

ライ ブ ラ リー は,こ の2誌 他 の殆 ん どの 詰紙 につ い て も同 じ こ とが 言 え

るが が情 報 の多 くを 得 て い る同 じ情 報 源(ソ ー ス)を 包 含 して い る。 そ

し て,NEXISが どれ 位 多 くの こ うした情 報 源 を包括 し,か つ こ うした情 報

源 が殆 ん ど全 て新 聞 に どれ 位 重 要 な位 置を 占 めて い るか 是 非 考 え てほ しい。

Q:判 った。 まだ私 には耳 新 しい こ とが あるか も知 れ な い ので,も う少 し詳 し

く説 明 して ほ しい。

A:NEXISラ イ ブラ リーは,主 要 な英語 に よる配信 サー ビス,つ ま りAP

(AssociatedPress),UPI(UnitedPressInternationa1)及 び ロ イタ
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一 の全 てを 網 羅 して い る
。APで は 編 集 ス タ ッフ と して1,500人 以 上 が 活 躍

し てい る し,193の 拠 点 か ら ニュー ス を集 め てい る。 一 万UPIも ほ ぼ 同

数 のス タ ッ フを抱 え て177ケ 所 の拠点 を擁 してい る。 また ロイ タ ー は,

1,500以 上 の編集 ス タ ッフ と90余 ケ所 の拠 点 を持 って い る。NEXISは,

こ うした 配 信 サー ビス が提 供 す る国 内,国 外 の ニ ュー ス を乗 せ て い るだ け で

は な く,そ の上APとUPIが 提供 す る ビジネ ス ・ニ ュー ス ・サ ー ビスの 内

容 も収 め て い る。新 聞 の主 要 紙 が,こ うしたAP,UPIあ るい は ロイタ ー

と特 約 し,非 常 に深 く依存 して い る こ とは,周 知 の通 りだ。

加 え てNEXISラ イ ブ ラ リー は,共 同 と時 事 の英 語 サ ー ビス も情 報 源 に し

てい る。 共 同は 日本 の総合 通 信 社 であ り,時 事 の経済 ニ ュー ス ・サ ー ビ スの

質 の高 さは よ く知 られ てい る。 この両社 の サ ー ビス は全 世 界 に支 局 を持 って

い る し,両 社 の英 語 配信 サー ビスの アメ リカ に おけ る主 要情 報供 給 源 が

NEXISで あ る こ とに も留意 して ほ し い。

Q:了 解 した。 だ が新 聞 は,通 信社 の配信 二=。'一ス以上 の もの を持 ってい る。

新 聞社 の ニ ュー ス編 集 室 で書 か れ る記 事 につ い ては ど う考 え てい るか?

A:我 々は,新 聞が独 自 の もの を生 み 出 さない と言 って い る訳 では な い。 だ が,

こ の よ うな記 事 の多 くが,通 信 サ ー ビスか ら提 供 を受 け た情 報 をベ ー ス に し

て い る こ と もま た事 実 な のだ。

NEXISラ イ ブ ラ リーは,通 信 社 の サ ー ビス に加 え て,新 聞 が 情 報 を入 手

す る他 の ソ ース と も提 携 してい る 。 た とえばNEXISに は,議 会 四半 期 週

期 レポ ー ト(CongressionalQuarterlyWeeklyReport)ば もち ろん の こ と,

議 会 四半 期 サ ー ビス(CongressionalQuarterlyService)が 刊 行 す る数 種

類 の 編 集 レ ポ ー トが 含 ま れ て い る 。 こ の 種 の編 集 リサ ーチ ・レポ ー トは,

海 外事 情,国 防,経 済,労 働,科 学,厚 生,芸 術 な ど幅広 い分 野 を カバ ー し,

新 聞 に対 す る情 報 サ ー ビ ス源 と して機 能 す る とと もに,背 景 情 報 の ソ ース と

して も高 い信 頼 が寄 ・せ られ てい る。 上 述 したCQWRは,新 聞 に対 す る ニ ュー

ス ・ソー ス だ け でな く,ビ ジネ ス マ ンに とっ て も貴 重 な 情報 源 とな っ てい る
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レポ ー トだ 。'

この 他 に,貴 方はPRNewswir'eを 知 ってk・ られ る だろ うか 。 これ も数

多 くの新 聞 が情 報 の提 供 を受 け てい る ソー ス な の だ。

Q:PRNewswire?一 寸 判 らな い の で説 明 して ほ しい6

A:PRNewswireは,主 要 企 業 が発 行 す る広 報 資料 を配送 す る会社 だ。数

千 の会社 が,こ のPRNewswireを 通 じて,二=.一 ・一ス ・メデ ィア に ビジネ ス

情 報 を流 し て い る。ColumbiaJournalismReview(1980年3-4月 号)

が あ る 日の ウ ォー ル ・ス トリー ト・ジ ャー ナル を対 象 に無作 為抽 出調査 を行

っセい る が,こ れ に よ る と,そ の 日記 事 に され た ニ ュー ス 項 目の45%以 上

が,こ うし た ニ ュー ズ ・レ リー ス を基 礎 に した もの で あ る ことが 判 明 し てい

る。主 要 新 聞,通 信 社,ラ ジオ ・テ レ ビ局,経 済 金融 雑 誌社 な どの ニ ュー ス

編 集 室 に置 か れ たAP,UPI及 び ロイ ター の テ レプ リンター を,こ のPR

Newswireの テ レプ リンター が支 援 して い る とい うわ けだ。

PRNewsvvireは,新 聞主 要 紙 の記 事 の 背後 にか くれ たそ して 頻繁 に利 用

さ れ る情 報 源 を,NEXISが 如 何 に加 入 者 に提 供 して い るか を示 す 好例 で あ

'る と言 え よ う。

Q:新 聞 は,地 方 支 局 の記者 が書 い た ロー カル ・ニ ュ'一ス に関す る記 事 を盛 り

沢 山 に載 せ て い る。LouisvilleCourier-Journal,St.LouisPost-

Dispatch,NewOrleansTimesPicayuneな どの地 方 紙 と提 携 して いな い

と した ら,こ うした貴 重 な 側 面 が見 逃 され るこ とにな らな い か?

A:我 々は新 聞 が網 羅 す る全 て をNEXISで カ バー す る とは 言 って いな い。 だ

が,我 々はUPIの 州配 信 網 の サー ビス を受 け てい る。UPIは 全 米108

ケ所 の地 方支 局 を持 ち,地 域,州,都 市な どの重 要 ニ ュース を レポー トして

い る。 確 か に地 方 記事 には 国 家 利益 と密 接 な 関 係 を持 つ ものが少 な くない し,

こ うした記 事が 国 内通信 網 や そ の他 の 全 国 サ ー ビス に乗 せ られて い る こ とに

も注 目す べ き であ ろ う。 見 方 を変 え て,前 述 したPR'Newswireが 全 米 に散

らば る主 要 企 業 や 労働 団体 の ニュー ス ・レ リー スを流 し て い る こ とに も注意
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してほ しい。 これ らは勿論NEXISに よ って カバ ー され て いる。

.Q:NEXISラ イ ブラ リー の方 が,主 要新 聞 よ り守備 範 囲 の点 で よ り包 括的 だ

と言 って い るのか?

A:そ うだ 。数 社 の主 要新 聞 を併 せ た もの よ り二: .一ース守 備範 囲 は 広 い。

NEXISラ イ ブ ラ リー が全 米50社 の声 望 の高 い新 聞 と提 携 して いた とす

れ ば,取 材 範 囲の重 複 は甚 大 な もの とな ろ う。 あ る所 定 の 日に,同 一 の重 大

ニ ュー ス を カ バー す るた め だ け に,新 聞 各 紙 が主 要通 信 社 の配信 記 事 を一 斉

に載 せ る こ ともあ るの だ 。' ."'一"

また,こ うした新 聞 社 の記 者 が,通 信 社 やCongressionalQuarterlyや

PRNewswireの よ うな ソースから記事の背景情報 を得ている ごとを考 え るな ら

多 くの記事 は}同 一 ソースか ら得 られる同一 の情 報 を もとに してい る こ とにな る。

だ が,こ れ はNEXISの カ バー す る範 囲 に限 界 が あ る と とを意 味 して い る

のでは な い 。 アメ リカの新 聞 が通常利用 しない情報源 もNEXISは 活用 してい る。

Q:一 体 ど うい うふ うに?

A:我 々 は既 に共 同 と時 事 との提携 につ い て触 れた 。 共 同 が アメ リカに送 信 す

る英 文記 事全 て を収 容 して いる のはNEXISだ け だ 。一 方,時 事 通信社 は,

NEXISを 除 け ば,ワ シ ン トン の 日本 大 使 館 と 二=一 ヨー ク にあ る国連 あ 目

木 代 表部 にだ け 配信 して い る。 この よ うな 緊密 な 関 係 がな け れ ば,ア メ㍉ ヵ

の 時事 の英 語 ニ ュー スを入 手 出来 な い点 を銘 記 して ほ しい6"

'さらにNEXISはBBC(英 国 放送 協 会)の 世 界放 送 サ
マ リー(SummarY

ofWorldBroadcasts)と モ ニタ リジグ ・レポー ト(MonitoringRepoit)

の双 方 の 内 容 を収 容 してい る。 このBBCモ ニタ リング ・サ ー ビス↓ま,第2

次 大 戦 中 に開 始 され た もの で,イ ギ リス 政府 が枢 軸 国側'の放 送電 波 を監視 し

た こ とに端 を発 す る。 今 日;こ のBBCモ ニ タ リン グ ・サLビ ス には,400

人 の数 ケ国 語 に堪 能 な ス タ ジフが配 置 され,120ケ 国,50言 語 に及 ぶ ラ

'
ジ オやTVの 放 送 を モ ニター し てい る。 世 界 放 送 サ マ リー の方 は,日 曜 祭 日

を 除 く毎 日発 行 され てお り,放 送 内容 め要 旨,抜 粋 な ど で構 成 されs'時 には
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重 要 ス テー トメ ン トの全 文 を掲 載 す る。 世 界放 送 サ マ リー の一 環 と して,経

済,技 術,科 学 等 の分 野 の情 報 を所 載 す る経 済週 刊 レポー トも発 行 されて い

る 。 モ ニ タ リ ン グ ・ レ ポ ー トは,世 界 放 送 サ マ リー か ら 抽 出 さ れ た ハ イ ラ イ

トが 中 ・心,にな っ て い る 。

Q:こ の よ うな ニ ュ ー ス ・ ソ ー ス は,私 が 知 りた い こ と を レ ポ ー トし て い る の か?

A:こ の世 界放 送 サ マ,リー(SWB)は,世 界 で進 展 す る重 大事 件 に つ い て,唯

一 の情 報 源 とな った実 績 を何 度 も持 ってい る。BBCが モ ニ ター す る主 要4

、地 域 は,ソ 連,東 欧,極 東,中 東 及 び アフ リカで あ るが,と りわ け モ ニ タ リ

ング ・サー ビス部門 は,こ うし た地 域 の各 国 が その海 外 向 け放 送 で伝 え てい

る内容 だけ で な く,そ の 地 方 局 が 地域 住 民 に伝 え てい る内容 に も聞 き耳 を立

て てい る。

また,論 争 を呼 ぶ 国際 問 題 に対 し てあ らゆ る陣営 の 声 に も注意 して い る。

一 例 を挙 げ る とザ イー ル の銅 鉱 山 を攻 撃 した 反 乱軍 の意 図 につい て,ザ イー

ル広報 局,南 ア フ リカ の放 送 局,ア ン ゴラか ら電波 を流 し てい る反 乱軍 放 送

局 な どは,そ れ ぞ れ全 く異 な る立場 か ら論 評 し てい るの だ 。

BBCの モ ニ タ リン グ ・サ ー ビスは,ア ル バ ニア やモ ン ゴル の よ うな 国 々

か らの放 送 電 波 に も注意 を向 け てい る。 この サ ー ビス の活 動 が な け れ ば,こ

うした 国 々 の情 報 は全 く入手 出来 ない のが現 状 だ。正 に世 界 の情 報 聴 取 所

(listeningPost)と い うわ け だ 。

Q:私 はNEXISが ワ シ ン トン ・ポス トと提 携 し て い るこ と.は知 っ てい るが,

最 近,他 の新 聞 との 関 係強 化 に乗 り出 してい るとの噂 を 聞 い た のだ が?そ

れ は事 実 か?

A:イ エ ス。 我 々は,ポ ス ト紙 をNEXISに 加 え られ て非 常 に心強 く思 ってい

る。誰 もが 知 って い る よ うに,ポ ス ト紙 は,行 政 や国 家 政 策 の動 向 を完 全 に

把 握 して い るの で有 名 な新 聞 だ。 貴重 な情 報 源 だ し,NEXIS加 入者 に も こ

の ソー スを 利 用 出来 る こ とに満 足 して い る もの が 多 い。 また も う一 つの質 問

だ カ㍉ 確 か に我 々は今,他 の発 行 者 と交 渉 を進 め てい る。NEXISラ イ ブ ラ

一242一



リー に優 秀 な主 要 新 聞 を加 え られ る 日 も近 い。

Q:雑 誌 の領 域は ど うか?ま た雑 誌 はNEXIS計 画 に どの よ うに適 応 で きる

と考 え てい るか?

A:一 般的 に言 って,雑 誌 記 者 が他 の媒体 で知 ら され な い 事実 を発 見し た り報

道 した りす るこ とは 珍 しい こ とで は ない に して も,雑 誌 の性 格 自体,ニ ュー

ス の速 報 よ り解 説 及 び 分析 の情 報 源 と し て の 色 彩 が 強 い 。 と くにDun's

Reviewは,産 業 界及 び 官界 の 動向 予 測 で著 名 だ し,Newsweek誌 の分 析 予

測 も評 価 が高 い 。 両誌 は,ト レン ドが姿 を現 わす 前 に そ れ を察知 す る記 事 を

常 に追 求 して い る と言 え よ う。

Q:U.S.News&WbrldReport誌 とは提 携 し てい るか?

A:し て い る。 そ れ とEconomist誌 もだ。U.S。News&WorldReportは,

硬 派記 事 を売 物 に して お り,ナ ンセ ンス ・ス タイル を取 らな い雑 誌 として知

られ てい る。一－fi,EcOnomist誌 は 言 うまで もな く,ア メ リカ ・イギ リス 両

国 を中心 に世 界各 国 の政 治,経 済,産 業,科 学 の動 向を詳 細 に把握 してい る。

Q:現 在 以上 の雑 誌 を 加 え る予 定 は ある か?

A:現 在 数社 と話 し合 い を進 め てい る。 近 い将 来,ア メ リカ 内外 の総 合 誌,専

門 誌 の い くつ か を追 加 出来 る と思 う。

Q:こ れ まで の説 明 で は,あ た か もNEXISが 豊 かな将 来 性 を秘 め て い る よ う

に受 け取 れ る。 逆 に 言 えば,私 が加 入す る まで,も う少 し待 った 方が 良 い の

では ない か?

A:い やNEXISは グ レー トな現 在 を持 ってい る。 もし貴 方 が待 つ な ら,そ れ

は,貴 重 な 情報 を満 載 した 総 合 電子 ラ イ ブ ラ リー の利用 を延 期 す る こ とにな

り,極 め て効 率 的 か つ便 利 な ア クセス機 会 を失 な うことに な る。NEXISラ

イ ブラ リー が今 後 も成 長 し続 け る こ とは 自 明だ が,既 に過去 の経 緯 が,他 の

如 何 な る ソー スか ら もこの よ うに安 価 で容易 に利 用 で きる情 報 源 を得 られな

い ことが判 明 して い る と言 え る。.

Q:し か しニ ュー ヨ ー ク ・タ イ ムズ紙 の イ ンフ ォー メー シ ョン ・バ ン クや,
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Lockheed社 のDIALOGシ ス テ ムが提供 して い るNewsearchデ ー タベ ー ス

な どは,非 常 に沢 山 の出 版 物 を カバー してい る。 貴 社 のNEXISと これ らを

ど う対 比す る の か?

A:我 々 は敢 え て これ らと比 較 し よ5と は思 わ ない 。 とい うの も・ そ れ は・ リ

ン ゴとオ レ ンジ を較 べ る よ うな もの だ か らだ 。NEXISは,フ ル ・テ キス ト

中心 の情報 サ ー ビス で あ り,一 方NewYorkTimesの イ ン フ ォメ ー シ ョン

.バ ンクは記 事 の 要 約 だ けを 扱 って い るにす ぎな い。 し か も このバ ンクは,

あ る出版物 の全 記 事 を網 羅 し てい るの で はな く,精 選 し た数 記事 を採 用 して

い るだけ で あ る。 またNewsearchは,書 誌 目録 サー ビス だ。 入 力 で帰 っ て来

る回答 は,著 者,表 題,発 行 者 及 び発 刊年 月 日だ け だ 。

フル ・テ キ ス ト ・サー ビス が極 め て価 値 の あ る情 報 提 供 形 態 で あ る こ とは

論 を待 た ない 。 要 約(ア ブス トラク ト)や 書誌 目録 をベ ー ス と したサ ー ビス

が 見逃 しが ち な 貴重 な情 報 を一 貫 し て提供 で き る のが,こ のサー ビスの 特徴

で あ り,過 去 の経験 もそれ を靴 てい る.確 かにN・wsearchは ・NEXISが 含

まな 、、特 殊 分 野 の専 門 出 版物 を カ・・一 して・・るの で・NEXISで は 利用 し得

な 、、特;,」の 照 会 は 可能 とな ろ う.だ ・㍉NEX・S・ 現 在 力・・一 し て・・る一 般

的 な 二.一 ス 権 業 繍 の分 野 を考 え る と・NEX・Sの サー チは ・ 極 め ㌣

括 的 な 長 所 を 持 っ て い る と 言 え よ う。

Q:是 非 加 入 し て ほ し い と い う示 唆 と も 受 け と れ る が ・ 加 入 の 申 込 み は ど こ に

す れ ば 良 い か?

A:照 会 先 は 以 下 の 通 り で あ る 。

M。adD。f。C。 。t。al,1・ ・.H・n・yE.H・ilesen副 社 長

HenryE.Heilesen副 社 長

(マ ー ケ テ ィ ン グ 担 当)

10166ニ ュ ー ヨ ー ク 市ParkAvenue200

電 話(212)883-8560

一244一



資 料4. SDCサ ー チ ・サ ー ビ ス ・デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

SDCSearchSe四ice

竃 ・;DATABASES

●

冥 朋`■APIPATX」調 ■ACCOUNTANTSINDEX
石油化学特許情報

情 報 源 ア メリカ,カ ナ ダ,フ ランス,ド イツ.イ ギ リス,オ
ランダ,ベ ルギ「 イタ リー,南 アフ リカお よび 日本

の石油 化学特許。

収録主題 石 油精製,石 油化学 石油の輸送 ・備蓄,石 油代用品

汚染対策 など

収録期間1964年1月 以降

収 録件数 年8,400件

更新頻度 毎 月(年12回)600件/回

発行機関Amerie8nPetroleumIn8titute

(注)CentralAb8tr8ctingandIndexingServi¢e
の会 員のみ ご利 用になれます。

(注)SDCの 独占提供 オンライン検索デー タ ・ペース

会計,財 務情 報

情 報 源 アメ リカ,カ ナダ,イ ギ リス,オ ース トラ リア,南 ア
フリカ,日 本,そ の他の専 門誌,単 行書,パ ノフレ ッ

ト,政 府 刊行物,そ の他

収録主題 会計,会 計監 査 税務,投 資,財 政,財 務報告,経 営,

情報処理

収録期間1974以 降

収録件数 年12,000件

更新雛 毎 四半期(年4回)3.00姥/回

発行機関AmericanInstituteofCertifiedPublic

Aceountants

刊 行 物Aceount8nts'lndex

(注)SDCの 独 占提 供オンライン検索 デー タ・ペース

S」={・1旧ASI醸 綾瀬 棉 報

情 報 源 ア・リカ政府発行の統計に蹴 る定期刊行物 ご 報
隔年報,調 査報 告 分折報告,各 種統計等'

収録 主題 アメ リカお よび 国際間の 社会,経 済,人 口統計(雇 用,

政府財政,産 業 別統計 デー タ,輸 送,住 宅 厚生等)

収録 期間1973年1月 以降
1960年 代 の刊行物 も一部含み ます。

収録件数 年9.600件

更新頻度 毎 月(年12回)1.000件/回

発行機 関Congres8ionalInform8tionS;rvice81nc.

刊 行 物AmericanStati8tic81ndex

眠 」;1、1旧AGRICOLA 農林,畜 産情報

情 報 源 世界 の定期刊行物,研 究論文 および政府刊行物 など

収録主題 農業 社会学,農 業経済,農 業工学,農 学 林学,植 物

学,食 品科学,栄 養学,璽 物 学 獣 医学,獣 医薬,農
薬,混 史学その他農林全般

(註)三 個のサブ ファイルよ り構成されています。
.CAIN(CAtalogingandINdexingd8ta

base)
・FNC(Food8ndNutritionCollection)

・AgriculturalEeon㎝ics

収録期間1970年1月 以降

収録件数 年144.000件

.更 新頻度 毎月(年12回)12 ,000件/回

発行機関U.S.NationalAgricultur81LibrOry

刊 行 物BibhographyofAgriculture

Sl計;ハ`■BlOCODES

苫1二1引■AP|L|T

BlOSlS検 索補助デー タ

情 報 源BIOSISPREVIEWSよ り抽出

収録主題BIOSISPREVIEWSの カテゴリー コート;分 類

コー ド,コ ー ドのフル ・ネームお よび そのク ロス ・リ

ファレンス,生 命科学 に関する用語の選出に利用 でき

ます。特 にBIOSISコ ー ド の相 互関連 が判 る様 に設

計 され ています。

収録件数1,200

更新頻度BIOSISフ ァイルで,新 しいコート"有効(な鰯 噺され就 。

発行機 関Bio8cienceInformationService提 供デー タ

より抽出

石油化学情報

情 報 源 世界の貿易関連雑誌 技術 関連 刊行物,会 議録,政 府

刊行物など

収 録主題 石油 精製,石 油化学,.石 油 の輸送備蓄.石 油代 用品,

汚染対策な ど

収 録期間1964年1月 以降

収録件数 年18,000件

更新頻度 毎月(年12回)2,000件/回

発行機関 ㎞erieanPetroleumIn8titute

(注)発 行機 関が提供 しているCantralAb8traeting8nd

IndexingServjeeの 会員のみ ご利用になれま す。

(注)SDCの 独 占提供 オンライン検索 デー タ・ベ ース
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'
・;BIOS|S/BIO6975 生物学.生 命学情報

情 報 源 定期刊行物8.000誌 単行本,研 究論文,会 議録,
通報等

収録主題 生物学 生物医学分野での独創的研究の論文 生物学
での独創的研究についての調査報告,生 物学・生物医

学分野での歴史または哲学 生物学・生物医学関連情
報の文書化かよびその検索に関するもの

2っ の サプファイルから構成されてお り生 命科学全般

をカバー しています。

①BiologicalAb8tracts(BA)

②BioResesrchIndex(BioI)

収録 期間BIO69731969年 以降19?3年 まで
BIOSIS19?◆ 年以降

収録件数 年200,000件

更新頻度BiologicalAbstraets

隔週(年26回)6.000件/回
BieResearchIndex

毎 月(年12回)8、qoO件/回

発 行 所Biescien℃eIntermatienService

刊 行 物BielogicalAbstracts(BA)

Biorese8rchIndex(BI)

※(注)Biosisは サ ーチ ・Jサ ー ビス提 供 の オン ライン検索

デ ータ ・ベース

、
.;C《77/CA7276/xCA6771 最も広範な化学情報

情 報 源ChernicalAb8trac↓sSibjectIndexAlert(CASIA)

Chemie81Ab8tractsCondensates(CAC)

CASearch

収録主題 定期 ・不定期刊行物12.000誌,26ケ 国の特 許,

及び 単行書,学 術会議報告書,政 府鯛査報告書 より

生化学,有 機化学,高 分子化学,応 用化学,化 学工学.

物理,分 析化 学を含む80分 野を収録。

収録期間

収録件数

更新頻度

発行機関

Cム67?1:

CA72?6:

CA7?:

CA67?1:

CA7276:

CA?7:

1967年i月 ～19?1年12月

19?2年1月 ～1976年12月

1977年1月 以降

年6.000.000件
2.500,000件

年390.000件

CA??:隔 週(年26回)12.OOO件/回

ChemicalAbstractsService

刊 行 物Chernica1Abstrscts及 びその各種索 引紙等 多数

団CBP・
情 報 源

収録主題

収録期間

カナダに関する商業経済情報

CanadianGroeer,GlobeandM己iLFinaneial

Postを 始 め 約150の 英語 定 期 出版 物 よ り

カナ'ダに本拠 を置 く産業 を主 とした国内,国 際情 報 で

政治,経 済,技 術 開発,人 名履歴情報,法 人の年次総

会,財 務報 告,新 製品紹介,屈1用 動向等

1975年1月 以降'

収録件数 年53,000

更新 頻度 毎月(年12回)4、 十〇〇件/回

発行 機 関InformationAcces8。fTorento

刊 行 物CanadianBusinessPeri。dicslslndex

(注) SDC独 占提供オ ンライン検索 デー タ ・ベース・

医締CDl

情 報 源

(ComprehensiveDissertationlndex)

博士 論 文

アメ リカの大学お よび122の 諸外国大学で認 められ

た博士論文

収録主題 人文科学 社会科学,自 然科学,工 学等

収録期間1861年 以降

収録件数 年46.000件

更新頻度 毎月(年12回)3、000件/回

発行機関xeroxUniveisityMicrofilms

刊 行 物 DissertstionAbstractsInternationsl

AmericsnDectoralDissertations

・;CHEMDEX 化学物質辞書 フ7イ ル

情 報 源CA化 合物登録命名 システ ム

収録主題 化合物名 ない し物質名及びその一部分 分子式及びそ
の一 部分,周 期華表の周期或 いは族,環 構造,登 録番

号等 を任 意に組合わせ て検索出来る ように設計 され て
い ます。各 レコー ドは登録番号,分 子式,環 系の記述,

CASの 定め た化合物 の正式名称,及 び同義語 の一覧

表 を収録 しています。CHEMDEXよb検 索 された

登録番号はCAS?2?6及 びCAS77を 検索する
際の検索語 として使われます。

収録期間1972年 以降(ケ ミカル ァプス トラクッに掲載され
た物質全て。.)

収録件数+OO,OOO件

更新頻度 毎月(年12回)30.000件/回

発 行機関ChemicalAbstraetsService

刊 行 物ChernicelSubstancelndex,CARegistry'

Handboek,CAIndexGuide,CAForrnula

IndexIndexefRingSysterns
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情 報 源

収録主題

収録期間

収録件数

更新頻度

発行機関

CIN化 学 関連産業情報

80誌 以上の米国内外の刊行物

化学工業,製 薬,石 油,製 紙 農義 倉品等の産 業に

かけ る製品,価 格,販 売,施 設,製 造工程,経 営,政

策,企 業活動等

1974年12月 以降

年52.000件

毎週(年52回)1.000件/回

ChemicalAbstractsService

、
・:

4情 報 源

CISINDEX 米国国会議事録及び国会文書

収録主題

収録期間

収録件数

更新頻度

発行機関

刊 行 物

国会審問報告書,各 委員会報告,上 院 下院の議事録鉛

よび報告書,上 院代表団報告

国内,国 際政 治 経済,社 会 法 律,公 共事業,資 源,

等,国 会審議の 対象 となるあ らゆ る問題

1970年1月 以降

年12.000件

毎 月(年12回)1,000件/回

但 し立法化 された法律は毎年追録 されます。

CengressionslInfermatienServices,Inc,

CISIndex

・:CN1 カナダの新聞記事情報

情 報 源 カ ナ ダの 主 要 新 聞5誌 一 ㌦ntrealStar ,Toronto

Globe&Msi1,TorontStar,VanceuverSun,
ノWinnipegFreePreSs

収録主題

収録期間

収録件数

更新頻度

発行機関

(注)

政 治 ・社 会 ・国 際 ・国 内 ニ ュ ース,社 説.労 働,書 評,

ス ポ ー ツ,人 物 往 来

197?年1月 以 降

年72,000件

毎 月(年12回)6,000件/回

'lntormationAe
eessofTorento

SDCの 独 占 提 供 オ ン ラ イ ン検 索 デ ー タ ・ペ ース

、

・;COMPEト 江)EX 工学,技 術情 報

情 報 源

収録主題

収録期間

収録件数

更新頻度

発行機関

刊 行 物

世 界の主な工 学文 献・・定期 刊行物 約1,500誌,単 行

書や学術会議の報告書等 及び 専門 書900種 以上

±木,建 築,資 材 及び資材 テス ト,自 動車.鉄 道,輸

送,石 油,金 属,鉱 業,機 械,物 理工学,衛 生工学,

公害,給 水,海 洋技 術,食 糧,電 気,電 子工学,熱 力

学,光 学,宇 宙工 学,音 響工学,コ ミニケー シ.ン,
コンピュー ター ,そ の他工学,技 術全般

19?0年1月 以降

年84.000件

毎月(年12回)6,000件/回

EngineeringIndex,lnc.

EbgineeringIndex.

」.;;`(X]NgERErgCEPAPERSINDEX 学 術会議報告書...

情 報 源

収録主題

収録期間

収録件数

更新頻度

発行機関

刊 行 物

地域,国 内,国 際会議,年 次会議,総 会を含め て約.
1.000の 学術会議に提出された科学技 術報告書ttt・

ノ

地球科学,宇 宙科学,天 文学,生 化 字"生 物学,動 植

物学,化 学、 ±木 ・機械 工学,電 子工学,数 学,物 理,

等 に関する最新 の調査研究'「

1973年 以降

年108.000件

毎月(年12回)9,000件/回

DatsCourier,Inc.

ConterencePaper81nder

'
・エCRDS 有機合成反応情報

情 報 源SYNTHETICMETHODSOFORGANIC
CHEMISTRY学 術雑誌及び特許(24カ 国)

収録主題 有機化学 全般

収録期間19?5年 以降

収録件数 年約6000件

更新頻度 毎四半期

発行機関DEmaqlrPUBLICATIONSLTD.

(注)SDCの 独 占提供 オンライン検索 デー ターベ ース

、※(注)サ ーチ ・」サー ビス提供オ ンライン検索 データ ・ペース
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Sl、1・1」`CREOORD米 国船 院内情報 医術 ロERIC

'情 報 源Congre88ion81Record(米 国会に関する公式刊

行物)

収録主題 上下両院の本会議議事録.委 員会 ・小委 員会報告書.

委員会及び議員席のスケジ ュール,フ ロァァク シ日ン,

議 員演説'討 論,及 び議 員の提 出資料

資料は2?5の 立 法分野 に分類されている。

収録期間19?6年 以後(第94国 会,第2開 会以 降)

収録件数 年40.000件

更新頻度 毎週(年52回)1,?50件/回

発行機関CapitoIServiee5'Inc.

刊 行 物Feder81Ab8tract8(Congre88inalRecord
Sect▲on)

(注)SDCの 独占提供オ ンライン検索 デ ータ ・ベース

1

教育問題

情 報 源CIJE(伽rrenthdextoJouma18in田ucation)

教育関係の定期刊行物約700種 を収録

RIE(ResourcesInEducation)

教育関係の単行書,報 告書,研 究論文等 を収録

収録主題 職業訓練,カ ウンセ リング,幼 児教育.障 害児 ・英才

教 育,高 等教育,僻 地教 育,教 科カ リキュラム,社 会
語,コ ミ^ニ ケーシ ・ン

収録期間1966年1月 以降

収録件数 年30,000件

更新頻度 毎月(年12回)2.500件/回

発行機 関U.S.NaUonalIn8tituteofEducation

刊 行 物CIJE,RIE

囚 ・1・1■ENERGYLI・Eエ ネ・・ギー照
鷲 掴 ■FEDREG

情 報 源 主要刊行誌200誌 以上,そ の他精選され た刊行諾約
2,000誌.及 び調査報告書,研 究論文 ・学術会議資

料,新 聞記事

収録主題 エネル ギー経 済,米 国 エネル ギー政策,国 際政治 ・経

済問題,R&D,資 源 と備蓄,環 境,電 力の送電 と備

蓄,燃 料生 産,燃 料輸送原子力 ・エネル ギー消費(産

業,輸 送,住 宅)

収録期 間1971年1月 以降

収録件数 年4,800件

更新頻度 隔月(年6回)800件/回

発行機関Enviro㎜enしInformationCenter・Inc・

刊 行 物EnvironmentAb8tract8(1971-?5)掲 載
のエネルギー問題か ら抜粋

EnergylnformationAbstract8(1976年

以降)

米 国政府公報

情 報 告FederalRegi8ter(米 国政府が毎 日発行する刊行

物 で新規及び懸案 規制,政 府通知.会 合,聴 聞会,大

統領声明,公 法通知等について掲載)

収録主題 農業,産 業経.済,貿 易,財 務,税 務,消 費者問題,防

衛,外 交,エ ネルギー問題,資 源,輸 送 環 境,住 宅

厚生,労 働,福 祉,政 府間の約定.コ ミュニケーシ ョ
ン等

収録期間1977年8月 以降

収録件数18.000件

更新頻度 毎週(年52回)1.500件/回

発行機関CapitolService8.Inc

刊 行 物FederalRegi8terAb8tract8

(注)SDCの 独 占提供 オン ライン検索デー タ ・ざ一ス

、23FSTA食 品関連情報一
=%131;1`目ENVlROL|NE

情 報 源 世界の食品及び食品製造工程に関する文献及び特許 ・

規格 ・単行書

収録主題 食品科学,微 生物学,衛 生学,毒 物学,食 品統計 及び

経済学,食 品工学,包 装,ア ル コール及び非 アルコー
ル飲料,生 鮮食料品,食 品添加物 及び香 辛料,食 品規

制

収録期間1969年 以降

収録件数 年17,000件

更新頻度 毎 月(年12回)1.500件/回

発行機関internationalFoodInformationService

刊 行 物FoodScienceandTechnologyAbstracts

※(注)サ ー チ ・Jサ ー ビス提供 のオンライン検査 索データ・(←ス

環境問題

情 報 源 環境問題に関する調査 ・研究全般,主 に英文専門誌.

政府の調査報告,研 究論文,学 術会議資料

収録主題 環境汚染,エ ネルギー,環 境 設計.都 市生態学,飲 食

物 ・薬物公害,国 際問題,土 地利用,資 源,江 湾 ・河

川 ・海洋,人 口計画,地 球物 理学,野 生生物

収録期間1971年1月 以降

収録件数 年10.000件

更新頻度 毎 月(年12回)800件/回

発行機関Enviro㎜entInformaUonCenter・Inc・

刊 行 物Enviro㎜entAb8tracts.
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、
.:GeoRef 地質学情報

情 報 源 刊行SS3.000誌 から地球科 学に関する文献を抜粋。

学術会議,シ ンポジウムの報告書.研 究論文

収録主 題 地質学,経 済地 質学,環 境地質学,地 球化学,地 球年

代学,地 形学,火 成 ・変成岩石学,地 球物理学,層 位

学等,地 球科学 の29分 野を収録

収録期間1967年1月 以降

収録件数36,000件

更新頻度 毎月(年12回)4,000件/回

発行機関TheAmerieanGeologiealInstitute

刊 行 物

(注)

B輌bliographyandIndexofNbrthAnerican

Geo▲ogy(1061-70)BibliographyandIndex

ofGeo】ogyExelusiveofNorthAmerica

(1967-68)

Geophy3icalAbstraet8(1966-71)

BibliegraphyofThe8esin(≧ology(1965-66)

BibliographyandIndexofGeology

(1969以 降)

SDCの 独占提供オ ンライン検索デ ータ・ペース

、
・;GRANTS 助成金・奨学金制度

情 報 源 米 国連邦政府 ・州政府 ・地方 自治体 ・企業 ・協会 ・私

設財団等が中心とな つセ設立 しているL500種 の助
成金及び奨学金制度

収録主題 自然科学 ・社会科学 ・法律 ・芸術 ・建築 ・成人教育 ・

農業等 約88分 野

収録期間 現行制度のみ

収録件数 約1,500件

更新頻度

発行機関

刊 行 物

)

)

注

注

(

(

毎月(年12回)現 行制度のみ を収録 するため毎月最

新デー タと入替えます。

OryxPress

GrantInformationSystem(GIS)

SDCの 独 占提 供 オ ン ライ ン検 索 デ ー タ ・ベ ース

FacultyAlertBullet輌n

¶ ・; 1NFORM 経営・経済情報

情 報 源 経営,経 済に関する定期刊行物300誌 以上

収録主題 経営管理,経 理,経 済,財 務,保 険,金 融,不 動産,

税務.経 営法規,国 際貿易,社 会情 勢,労 使関係,統
計,宣 伝,情 報処理,教 育 ・訓練

収録期間1971年8月 以降

収録件数 年14.400件

更新頻度 毎月(年12回)1,200件/回

発行 機 関ABI,adivisionofDataCeurier,Inc.

■; 1NSPEC/INSP6976 物理及び電気 ・電子工学情報

情 報 源

収録主題

収録期間

主に定期刊行誌。政府報告書,特 許,研 究論文等 も収

録

物理学,電 気 ・電子工学,
一 タ制御

コ ン ピュー タ及 び コ ン ピュ

INSPEC1977年 以降

INSP69?61969年 ～1976年

収録 件数 年?2,000件

更新頻度 毎 月(年12回)6,000件/回

発 行 機 関Institute。fElectricalEngineers

刊 行 物PhysicsAbstracts

Eleetrical&ElectronicsAbstracts

Cemputer&ControlAbstracts

(注) INSPECは,・ サ÷ チ ・Jサ ー ビ ス提 供 の オ ン ライ ン

検 索 デー タ ・ペ ー ス

、
・;|SMEC 機械工学情報

情 報 源'定 期刊行誌,技 術報 告書,学 術会議提出書.、単行書

収録主題 生産工程,機 械設備,エ ネル ギー 輸送,操 縦,生 産

管理,機 械工学,生 産工学,経 営工 学,測 定 ・.管理,

機械学,材 料 ・装置等

収録期間1973年 以降

収録件数 年15.000件

更新頻度

発行機関

毎月(年12回)L200件/回

ヂ
DataCourierInc.

刊 行 物lsmecBulletin ～.

、

・ 二 LABORα ℃ 国際労働機構(1LO)の 刊行物情報

情 報 源 国際労働機構(ILO)の 主な刊行物。

単行書,定 期刊行物.学 術会議報告書,技 術文書

収録主題 労使関係,社 会 ・経済発展,経 営,社 会保障,人 権,

化学 ・電気 ・ホテル産業.財 務,税 制,職 場安全,労
働 力の動向,職 業訓練

収録期間1965年1月 以降

収録件数 年7,000件

更新頻度 毎月(年12回)600件/回

発行機関 国際労働機構(ILO)

刊 行 物Internati .onalLab。urDocumentation.

(注) SDCの 独占提供オ ンライン検 索デー タ ・ベース

ト
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S,、{、…、.LIBC・Nl米 国姻 書館の図舶 鮪 報 S、 調`・NEWSPAPERINDEX新 聞情報 「

情 報 源 米国会図書館 の研究論文及びM-ARC(コ ンピュー タ
可読の 目録テープ)及 びMET(著 者 ・文献名)等,

及び一部非印刷物 資料。

情 報 源 米 国 主 要新 聞7紙

TheSanFranciscoChroniele,TheDetroit

News,TheChicagoTribune,TheLo8Angeles

Times,TheHoustonPost,TheNewOrleanls

収録主題 あらゆ る分野に渡る英文の文献。1678年1月 以降
TimePicayune,The碗shi㎎tonPost

の フ ラ ンス 語,ド イ ツ語,ポ ル トガ ル語,ス ペ イ ン語

の文 献 。 ロー マ 字 綴 り のMETレ コ ー ド。. 収録主題 国内 ・国際時事問題,社 説,論 説.人 物 往来映画.書

籍,写 真,そ の他娯楽に関する論評等9

収録期間MARC-1968年 以降
MET-1969年 以降 収録期間1976年 以降

20世 紀以前 の出版物 も含み ます。
収録件数 年1,200.000件

収録件数 年198,000件
更新頻度 毎月(年12回)100,000件/回

更新頻度 毎週(年52回)3,800件/回
.

発行機 関Bell&Howell「

発行機関SDCSearchService
(注)SDCの 独占提供 オ ンライン検索 データ ・ベース

1

(注)SDCの 独 占提 供 オ ンライン検索デー タ ・ベース

Sl、{、1h.NTIsl米 国締 鯖 の科学技術 レポー ト.
1

民"汕uSAI図 書僻 ・噺 科学
情 報 源200以 上の米国政府機関の調査研究及び技術報告書,

情 報 源 定期 刊行誌300誌,学 術会議報告書,単 行書,研 究

報告書等,20ケ 国語以上に渡 る印刷物

主要技術分野における外国語の(英 語以外の)文 献及
び翻訳書(英 語)

収録主題 図書館学,情 報科学分野における専門処理 ・サービス

技術,図 書館利用の推進,組 織管理,図 書館蔵書及び

資料,病 院図書館,子 供図書館,図 書館員の職務,出

版,書 籍販売,読 書複写等.

収録主題 航空学,天 文学,天 体物理学,宇 宙工学,行 動 ・社会

科学,生 物学,医 学,化 学,地 球科学,農 学,海 洋学,

電子工学,工 学,エ ネルギー学,数 理科学,軍 事科学,
コ ミュ三ケーシwン

収録期間1969年 以降
収録期間1970年1月 以降

収録件数 年4.000件
収録件数 年60,000件

更新頻度 隔月(年6回)700件/回 更新頻度 隔週(年26回)2.300件/回

発行機関LβarnedInformationLtdl
発 行 機 関NationalTechnicalInformationService

(NTIS)oftheU.S.Dep8rtmentofComer㏄

刊 行 物Libraryandl㎡omationSeienceAb8tract8
刊 行 物W6eklyGovemmentAb8tract8

Gover㎜entReportsAnn。uncement8

囚 ・…MANAG・MENTI経 営・経済欄

情 報 源 米国内外の定期刊行誌,議 事録,会 報 国 用 …C・AMC矧 ・関す・隔
,

収録 主題 経理,金 融,商 品,経 済 ・財務,法 規,人 的資源開発,
労使関係,経 営管理,販 売,企i画;製 造,産 業情報

情 報 源 米国及び米国以外の定期刊行誌,学 術会議報告書,政
府刊行物,機 関誌を含む。世界の海に関する技術文献

声

(航 空'電 子等),専 門職,社 会問題
収録主題 生物学 ・水産学,地 質学,気 象学,音 響学,光 学,法

収録期間lp?4年9月 以降.

,

律問題,公 害,沿 岸資源,リ モー ト・センシング,脱

塩,潜 水,航 行船,潜 水艇,浮 標
ゴ

収録件数 年12,000件
収録 期間1964年 以降

更新頻度 毎月(年12回)1,000件/回
収録件 数 年12.000件

発行 機 関ManagementContent8,Ine.
更新頻度 隔月(年6回)1,000件/回

L`
刊 行 物M8nagem⇔tC。ntents,

発 行 機 関DataCour}er,Inc.

刊 行 物OceanicAbstracts
'

'
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医};1・n・PAPERCHEM撫 関係欄 医 」:1・ll■POLLUT|ON公 害調査 ・防止情報

情 報 源 総合 して20ケ 国語以上で書かれた約1,000種 類の 情 報 源 米国及び米国以外の調査報告書,2.500種 の刊行誌,

定期刊行誌,主 要6ケ 国の特許紙,シ ンポジウム報告 学術会議 ・シンポジウム報告書,契 約と特許,研 究論

書等より精選された科学技術文献 文,政 府文書

収録主題 特許.紙 ・パル プ・ボー ト=製造.関 係業界 収録主題 大気汚染,水 質汚染,産 業廃棄物,騒 音,農 薬汚染,

放射線,及 び環境全般の公害調査1防 止
収録期間1968年1月 以降

収録 期間19?0年1月 以降
収録件数 年12.000件

収録件数'年6,000件

更新頻度 毎月(年12回)1.000件/回

更新頻度 隔月(年6回)LOOO件/回
発行機関In8tituteofPaperChemi.try

発行機関D8t8Courler,he.

刊 行 物Ab8tr8ctBulletinoftheln8tituteof

PaperCh㎝i8try 刊 行 物PolluいonAb8tr8ct8

(注)SDCの 独占提供 オンライン検索デ ータ・ベース

Sl21、鴻PROMTI鯉 願 分析データ4

7

芯1;1;lh■P/ENEWS石 油 ・エネルギー 業界誌 、
情 報 源 新聞 ・定期刊行物及びプレスリリース,会 社年報,事

業 概 日各書,、去髭剃,CurrentIndu8tri81Rebort

情 報 源 石油 ・エネルギー業界の主要刊行物7誌Platt8 等の官報 より収録。
OngramNew8Service,MiddleE8st
'EconomieSurve

y.PetroleumIntelligenee 収録主題 産業 ・経済動向,製 品 ・技術開発.販 売 ・収益,投 資,

W㎏ekly,ThePetrole㎜Economi8t,The 需要 と供給.生 産 と消費.流 通,輸 出と輸入,新 規 プ

OilDaily,OilandGa8Journ81, ラン ト.政 府規制,GNP,人 口統計.R&D

Nation81Petroleum

企業名,個 人名,所 在地,主 題に よる索引 収録期 間1972年 以降

収録主題 石油 ・エネルギー業界ニュース 収録 件数 年50.000件
'

収録期間1975年1月 以降 更新頻度 毎週(年52回)1,000件/回

収録件数 年26,000件 発行機 関Predica8t8,Inc.・

更新頻度 毎週(年52回)500件/回
7

苫 」;1;旭■PSYCHABSTRACTS心 理学 ・行動科学情報
発行機関Centr81Ab8traeting&IndexingService

ofthe㎞ericanPetroleumIn■titute 情 報 源 主に定期刊行誌に掲載されている心理学及び行動科学
に関する文献

(注)SDCの 独 占提供 オンライン検 索デ ータ ・ベース
収録主題 精神測定学と統計学,知 覚と運動学習.認 知過程と動

一 、
・:PESTDOC 良薬文献情報

情 報 源 世界の著名農薬文献等200種 の学術雑誌

横づけ,神 経学,生 理学,精 神薬理学,発 達心理学,

生理学的心理学,動 物心理学,文 化の影響と社会問題,

言語 と伝達,人 間性,肉 体及び精神障害.処 置と予防,

教育心理学,応 用心理学

収録主題 薬学(農 薬) 収録期間196?年 以降

収録期間1968年 以降 収録件数 年25.000件

収録件数 年約8,000件 更新頻度 毎月(年12回)2.100件/回

更新頻度 報四半期(年4回) 発 行 機 関AmerieanP8ycholbgiealAsseciationInc・

発行機 関DERWENTPUBLICATIONSLTD, 刊 行 物PsychelegicalAbstacts

(注)SDCの 独占提供 オンライ ン検索 データベース
※(注)サ ーチ ・Jサ ービス提供 のオンライン検索 デー'タベース
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、
・;QUEBEC-ACTUALITE

カナダ ・ケベ ック州の

新聞情報

情 報 源 カ ナ ダ,ケ ベ ック州 の 新聞8紙(LeDevoir,La

Presse,LoSolei1)よbの ロ ー カル,地 域,国 内,

国際 時 事 問題

収録主題 社説,論 説,読 者か らの手紙,批 評,ニ ュース報告,

政治問題の分析,経 営 ・財務,立 法,政 治家 ・会社役

員等名士の人物往来

収録期間197B年 以降

収録件数 年25,000件

更新頻度 毎月(年12回)2,000件/回

発行 機 関Microt。r,Inc,

刊 行 物Indexde1'sctvslite

(注)フ ラ ンス語 の データ・《←ス

'
.エRlNGDOC 薬学情報

情 ・報 源

収録主題

薬学情報を掲載す る世界の科学雑誌400誌 以上

薬学検索語及び〔ルチパンチコー ドデ一夕(化 合物 な

い し物質の一部分)等 をキ・一に して検索出来ます。

収録 期間1964年?月 以降

収録件数 年50,000件

更新頻度

、発行機関

毎 月(年12回)4,000件/回

DerwentPublications,Ltd.

(注)SDCの 独 占提供オンラインデー タベ「ス

(注)RINGDOC会 員のみ使用 出来ます。

※(注)サ ーチ・Jサ ービス提供のオンライン検 索デ ータ ・ペ ース

懸 盤SAE ABSTRACTS 航空機 ・自動車情報

情 報 源

収録主題

産業界,政 府,大 学,研 究機関等か ら集収 した航空機

及び車に関す る世界の報告書,研 究論文等

飛行機,ミ サイル機 器,宇 宙船,地 上機 器,自 動車,

電気自動車,軍 事設備,エ ネルギ ー変換,燃 料及び滑

滑,製 造 及び制作,輸 送 システム,エ ミ。シ。ン,安

全工学,騒 音,管 理,テ ス ト及び計装

収録 期間 は965年1月 以降,

収録件数 年800件

更新頻度 毎四半期(年4回)200件/回

、 発 行機 関Sogietyof.AutomotivgEngineerp,Inc.

(注)SDCの 独 占 提供 の オ ン ライ ン検 索 デ ー タ ・ペ ー ス

※(注)サ ー チ ・Jサ ー ビス 提 供の オ ン ラ イ ン検 索 テLタ ・一← ス

、

冥雨 圖SAFETYSCIENCEABSTRACT-S 安全工学情報

情 報 源 定期刊行物,特 許,学 位論文,政 府報告書,法 人調査
報告,学 術会議報告書,単 行書

収録主題 公害,火 災,廃 棄物処理,自 然 災害予知 と報告,法 規

制 とその影響,都 市開発,放 射線,薬 物投与,犯 罪

(放 火,幼 児虐待等),流 行 病,殺 虫剤,教 育,安 全

対策,安 全に関す る心理的要 因

収録期間

収録件数

主な主題別の安全工学の収録範囲は
産業及び職業
輸送
航空 ・宇宙
環境 ・生態学
医療
その他一般

1975年6月 以降

年15.eOO件

更新頻度 隔月(年6回)3.000件/回

発 行 機 関CambridgeScientificAb8tracts,Inc.

刊 行 物SatetyScienceAbstractsJournal

熟 田 江IAL鋤E陀ECITAI(rv INDEX 社会科学情報

情 報 源 社会科学に関する世界の定期刊行誌L600誌,及 び

必要 に応 じて,自 然科学,物 理科学,生 医学分野に関

連 した定期刊行誌2,460誌 か らも収録。

収録主題 人類学,地 域学,経 営 と財務,伝 達,公 衆衛生,犯 罪

学,経 済学,人 口統計学,教 育,少 数民族に関す る研

究,地 理,歴 史,情 報,及 び図書館科学,国 際関係,・

法律,言 語学,哲 学,政 治科学,心 理学,精 神医学,

社会学,統 計,都 市計画

収録 期間1977年 以降

収録件数 年125,000件

更新頻度 毎月(年12回)10,000件/回

発 行 機 関InstituteforSc .ienti.tieIntormation

'
・;SSIE 進行中の研究 ・調査情報

情 報 源

収録主題

収録期間

連邦政府,州 政府,地 方政府,非 営利団体,大 学,調

査機関,企 業等を含むL300以 上 の基金団体

農芸科学,行 動科学,生 物科学,地 球科学,化 学,化

学工学,電 子 工学,工 学,材 料,数 学,医 学,物 理学,

社会科学等に関する現在進行中の,乃 至は最近完成 し

た研究 ・調査 L
l974年4月 以 降tt、.'.

、

収録件数 年108,00.0件

更新頻度 毎月(年12回)9,000件/回

発行機関 SmithsonianSciencelnformation

ExehangeInc、
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S」=1;1・■TITUS識 樋 新 報 罰 二1・1日VETD。C獣 医薬文献情報

情 報 源 定期刊行誌800誌(科 学 ・技術雑誌),技 術報告 書, 情 報 源 獣医薬関係学術雑誌150種
特許,規 格,科 学論文,学 術会議報告書,法 規

収録主題 薬学
収録主題 繊維,接 着,分 解,重 合,特 性,作 用剤,テ ス ト,処

置,織 り,化 学 合成 収録期間1968年 以降

収録期間1970年1月 以降 収録件数 年約6,000件

収録件数 年18.000件 更新頻慶 毎四半期

更新頻度 毎月(年12回)1.500件/回 発行機関DerwentPubUc8tion8,Ltd.

発行機関In8titutoTextiledeFr8nce (注)SDCの 独占提供 オンライン検 索デー タ ・ベース

(注)SDCの 独 占提供 オン ライン検索 データ ・ベース ※(注)サ ーチ ・」サービス提供のオン ライン検索 データ ・ベース

圏;1・lh■TULSA融 醐 ・鵬 ・生醐 遠隔 講WPI世 界の特許情報

情 報 源 石油及び天然 ガスの採掘 ・開発 ・生産に関す る世界の 情 報 源 主要24ケ 国の特許庁が発行する特許情報
文献及び特許 主要12ケ 国:

、

ア メ リカ ・イギ リス ・オ ラ ン ダ ・カナ ダ ・ス イス ・

収録主題 石油地質学,地 球物理学,地 球化学,油 井掘削 ・工程 ソ連 ・日本 ・西 ドイ ツ ・東 ドイ ツ ・フラ ンス ・ベ ル

日誌,石 油 ・ガス生産,貯 蔵 タンク及び埋立工法,公 ギ ー ・南 ア フ リカ

害,代 用燃料及びエネルギー資源,石 油輸送 と備蓄 その他12ケ 国1

イ ス ラ エル ・イ タ リー ・オ ース トリー ・ス ウ ェー デ

収録期間1965年 以降 ン ・チ ェコ ・デ ン マ ー ク ・ノル ウ ェー ・ハ ン ガ リー ・

フ ィン ラ ン ド ・フ'ラ ジ ル ・ポル トガ ル ・ルー マ ニ ア

収録件数 年18,000件

収録主題 医薬,農 薬,高 分子,化 学全分野,食 品,プ ラスチ タ
更新頻度 毎月(年12回)1.500件/回 ク,繊 維,印 刷,写 真,機 械,電 気等の特許,及 びそ

の他の特許全般
発行 機 関Univor8ityofTuls8,Information

ServiceDepartment 収録期間 医薬:1963年 以降

農薬:1965年 以 降
刊 行 物PetroleumAb8tract8 プラスチ7ク:1966年 以降

化学全分野:19?0年 以降
(注)SDCの 独 占提供 オンライン検索 データ ・ベース 機械 ・電気 ・その他一般:1974年 以降

国;1・II■頃 、旺ITI㎝LSCIE配E㎜MEMS畷 ⌒
収録件数 年285,000件(原 特許)

年264.000件(対 応特許)

情 報 源 米国の政治科学関連の刊行誌120誌 更新頻度 毎月(年12回)
:

原特許19,500件/回
収録主題 海外情勢,国 際関係,国 防及び戦略研究,地 域学(ラ 対応特許22,000件/回

テンアメリカ,ア フリカ,中 近東等),都 市及び政府

情勢,投 票,政 権,合 法性 発 行機 関DerwentPubli¢ation8,Ltd.

収録期間1975年 以降 刊 行 物CentralP8tentIndex,WorldP"ent
「

Index
収録件数 年3,000件

(注)SDCの 独占提供 オンライン検 索デー タ・ベース
更新頻度 毎四半期(年4回)750件/回

※(注)サ ーチ ・Jサ ービス提供のオン ライン検 索デ ータ ・ベース
発行機関UniverityofPitt8burgh

サーチ'Jに 加入L・ ダー ウ・ン ト社のデータ ・ベースを検索される培 徽 ダーウ・ン ト社あ会員であることが前提条件 とu封
。

,
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【ピ「可汗 ■FOREST
一
31:1CI`■SPORT木 材 資 源 製 材 情 報

情 報 源 政府の調 査報告書.技 術 及び商業 専門誌,Forest

ProductsResearchSociety及 びSociety

。fWoodScienceandTechnology発 行の論

文.予 稿等

収録主題 林学及 ひ.パ ルフ'加工,製 紙関係以 外 の木材.製 材情

報,材 質,木 材 の加工.乾 燥等の製材工程.合 板.加

工物の性質及びそれ らに関連す る経営.経 済情報

収録期間194?年 以降

、

収録 件数 年2,000件

更 新頻度 年2回LOOO件/回

発行機 関ForestProductsResearchSociety

(注)SDCの 独 占提供オンライン検索 データ.ベ ース

ス ポ ー ツ,体 育学 情 報

情 報 源 ニュース レター,定 期刊行物,研 究論文,学 位論文,

会議録等,北 米を主な情報源 とする。

収録主題 スポーツの実技,ト レーニング及び各 種器具,設 備,

レク リェーシ.ン.ス ポーツ医学,体 育学,ス ポーツ

関連機関及ひ体育史

収録期間19?5年 以降(研 究論文は1949年 以後 も含む)

収録件数 年10,000件

更新頻度 毎四半期2,500件/回

発行機関SportInformationResourceCemre

刊 行 物SportandRecreati卯lndex ,

'

(注)SDCの 独占提供オン ライン検索デー タ.ベ ース

閣:1・1・■NDEX 因:1・1■USCA.米 国 新 聞 情 報,

情 報 源SanFranclscoChronicle

TheChicagoSun-Times

TheChicagoTribune

TheDenverPost

TheDetroitNews

TheHoustonPost

ThとLosAngelesTimes

TheNewO川eansTime-picayune

TheWashingtonPost

収 録 主 題 上記 新 聞 か ら の世 界 で発生 した 事件 報道 か ら米 国 内.

州.各 都 市 レ ベ ルに 至 る 日常 発 生 す る出 来 ご と.解 説,

催 物.本 の レ ビ ュー 等 あ らゆ る分 野 の情 報 を収 載

囎 期 間1976年 以降 .

収 録件 数 月20,000件

更 新 頻度 毎 月(年
.12回)

発行 機 関Bel1&Howel!

米 国 契 約 締 結 情 報

情 報 源Co㎜erceBu8ine88D8ily(セ 〃9ンA.H,U)

収録主題 各種事業,契 約書

収録期間19?8年 以後

収録件数 年12.000件

更新頻 度 毎月(年12回)1.000件/回

発行機関WashingtonRepresentativeServices

刊 行 物U.S.ContractAwards

(注)SDCの 独 占提供オンライン検索デ ータ.ベ ース

、

'

E 米国統 治下 の太 平洋諸 島に関 す るは1;】旧PlE

情報

情 報 源 主に英文 の定期刊行物,雑 誌,研 究論文,非 刊行の調

査報告書.学 位論文,技 術報告書,文 献目録,環 境調

査書等

収録主題 ハ ワイ,サ モア,グ アム諸 島及ひその他の米国信託統

治下の太平 洋諸島(太 平洋 以外の信託統治下諸 島 も含

む)に 関す る生物学.生 態学.物 理学.社 会学 及び経

済的主題

収録期間1927年 以降,一 部は19世 紀 の資 料 も含 む
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◆

1・;BUSINESSカ ナ ダの産 業 及 ぴ政府 情 報

情 報 源 カナダの主要新聞14紙(TrontoStar.Tronto

Globe&Mai1,FinancialPostそ の他)

収録主 題 経済.エ ネル ギー.環 境,財 政,産 業,労 働,税 金 ,

商業問題を含む新聞記事

収録期間1979年 以降

収録件 数 年43,200件

更新頻度 毎月(年12回)3.600件/回

発行機関INFOMARTSouthe「nInc/To「sta「Co「pe-

ratien

刊 行 物BusinessandGovernmentNews

(注)SDCの 独 占提供オンライン検 索デー タ.ペ ース

S扁CAB 農業情報

情 報 源3?ケ 国に渡る定期刊行物8,500誌,単 行本,会 議

録,調 査報告書,研 究論文,特 許,抄 録誌等

収録主題 農業及び農業に関する生物学,経 済学,社 会学.農 業

技術.遺 伝学,分 類学等

収録期間1972年 以降

収録件 数 年125,000件

更新頻 度 毎月(年12回)

発行機関CommenwealthAgriculturalBureaux'

刊 行 物AgricultilralEngineeringAbstracts

AnimalBreedingAbstracts

その他,計25種 の抄録誌

'
・;COLD 低温及び極地方に関する科学情報

情 報 源 世界の研究論文.技 術報告 書,記 事,会 議録,特 許,

地図等

収録主題 極地方に 関す る各種科学技術,雪 氷,凍 土 ,氷 洋航海,

低温に関する各種科学技術.低 温 下の物質,器 材 の性

質

収録期間

収録件数

更新頻度

発行機関

1962年 以降

年S,400件

毎四半期

C・ldR・gi・n・R・ ・ea・ch・ndE・ginee・i。g

LaboratoryU・S・ArmyCorpsofEngineers

'
・:ELCOMコ ン ビiー タ 技術 及 び産業情 報

情 報 源 世界の定期刊行物,会 議録,予 稿,政 府 調査報告書,

特許.論 文.単 行本な ど約8.500種 の情報

収録主題 コン ビ.一 タのソフ トウ ェア,ア フ'リケーシ 書ン,ハ
ー ドウェア 、プライバシー,電 子機器及ひ コンビ。一

タメー カー動向.電 子物理.電 子工 学 ,電 子回路及ひ

素子,通 信

収録期間19?7年 以降

収録件数 年36、000件

更新頻度 毎月(年12回)ECA部 分

刊 行 物EietronicsandCommunicati。nsAbstrats

ComputerandInformationSystems

Abstracts

(注)SDCの 独 占提供オ ンライン検索 チータ ・ベース

、
・;FEDEX 米国政府関連情報

情 報 源

収録主題

収録期間

収録件数

更新頻度

発行機関

次 の米 国政 府 公報 及 ひ新 聞 を主 な 情 報 源 とす る

CongressionalRecord

FederalRegister

WeeklyCompiIationofFederal..

Documents

CommerceBllsinessDaily.＼

WashingtonPost_、

立 法.司 法.行 政 府 の動 向.議 会演 説,公 聴 会.議 決 輌

予算.条 約 、教 書,綻,CodeofFederal

Regulations.U.S・Code

1976年10月 以 降

年6LOOO件

毎週(年52回)3.000件/回

Pred▲casts.lnc

刊 行 物Federallndex

－255一



資料5 NIAC/USCサ ー チ 可 能 デ 一 夕 ベrス

DATABASES

SociとlSciencesandHumanities

AHL-America:HistgryandLife.Currentperiodical

literatureon『AmericanandCanadianhistory,1964to

datel

AIWARM-lnstructionalandresearchmaterialsin

vocationalandtechnicaleducation,1967todate,

ArtBibliographies-Modernartanddesignliterature,

1974todate.

ASI－AmericanStatisticslndex,1973todate.

ChildAbuseandNeglect-Prolectdescriptions,bib-Philosopher's

li・g・aphic・efe・encesandse・vicep・ ・g・amlisti・gsi・metaphysics'1940 .t・dat・ ・

thefieldofchildabuse・1965todate・ θopulationBibliography-Databaseofpopulation

CIS-Congressionalpublications,1970todate・topics'1966todate・ 「

CNI_CanadianNewspapers,1977todate.PsychAbstracts-PsychologicalAbstracts'1967to

CRECORD_C。,g,essi。nalRec・ ・dl1976t・d・tedate・

DATRIx-・ ・sse・…i・・A・…a…,1861・ ・d・…3:需 弍:鴇ll霊=:ruagenewspap－

瓢 艦 ξ罐 漂 鵠;=s'|nvest－ ㍗㌫ 、麗 ・na…na・…e・ag・ ・fmuslcl・t・・at・・e'

瓢 罐d㌫ 鑑 漂 二 。6㌫gi=漂tS・CABS-・ ・・・…g・ca・A・…ac・・'1963・・d…
safety,

ERIC-Educa…na・i・u・na・ ・a・d・esea・ch・ep・ ・t・・…鑑Y、 二。.lndust「ial,gene「al&pe「sonal

NEWSEARCH-Re6entN,N.1.additions,current

monthlyonly.

NICEM-Non-printeducationalmaterials,1964to

date.

NICSEMINIMIS-Descriptionsofmediaforuse

withhandicappedchildren,1974todate.

P.AＬS.-PublicAffairslnformationService,1972to

date.

lndex-Philo'sophy,ethics,and

1966todate..

G・・-M・ ・…yC・ ・…9,1976・ ・d・・e§ 霊 講 蒜 鵠8罐 盟tt蒜 艦nian

犠 「罐t「acts-Wo「ldhis`o「yexclusingAHL'蕊 。煕r=譲 …1・pP・ ・IE・・・…f・・U・S・

罐 詰 蹴 「=;2:「omNYTime$蕊 …ac・Aw・・d・一 …e・nmen…n・ ・ac…1978

LIBco'N-Lib・a・y・fc・ ・g・essm…9・aph・'1969tou,it,dst。t。 、P。liti、a|s、ienceD㏄ 。ment,_F。,eig,

date・policy
,internationalrelationsandlaw,1975todate.

LISA-LibraryandlnformationScienceAbstracts,

1969todate.

LLBA-LanguageandLanguageBehavior

Abstracts,1973todate

MagazineIndex-Generalandpopularmagazines,

1976todate.

MLABibliography
－ModernLanguageAssociation

researchonliterature,languagesandfolklore,1976to

date.

NationalNewspaperlndex-NewYorkTimes,Wall

StreetJournalandtheChristianScienceMonitor,Jan.

1979todate,

●
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DATABASES'

BusinessandManagement

Accountantshdex-lnternationalaccountingandGrantslnformationSystem-Grantprogramsofgov-

finance,1974todateernments,commercialorganizations,andlou∩da-

ASIrAmericanStatisticslndex,1973todate.tions'

§ご 二 留 二・;』二dg・ve・nmen・p・bllcatl・nsl黒瓢 三溜9・lte「atu「ecove「lngbuslnessand

DBPI-CanadianBusinessPeriodicallndex,1975tolnformationBank-Currentevents,biographicalin-

dateformationandsocialalfairsやmNewYorkTimesand

CIN-ChemicallndustryNotes,1974todate.

CIS-Congressionalpublications ,1970todate.

CNI-CanadianNewspapers,1977todate.

otherpublications,1969todate.

lPA-lnternationalPharmaceuticalAbstracts,1970

todate.

LABORDOC-lnternat沿nalLabourDocumentation,

ConferencePaperslndex-Papers:presentedat1965todate .
majormeetings,1973todate

CRECORD-CongressionalRecord,1 ,976todate.
DATRIX-DissertationAbstracts ,1861todate,

LIBCON-LibraryOfCongressmonograpbs,1968to
date.

MagazineIndex-General,popularmagazine

Disclosure-Publiccompanies'SECreports,1979'tocoverage11977todate・ 、 ・・.,・,

date.ManagementContents-Bysinessandmanagement

DMMS-U8.Dept.ofDefensecohtractawards,topics'1974todate・

1975todate・NationalFoundations-DescriptionofU
,S,、founda-

Ec…micAbst・actslntemati。nal_Ma,ketsゴ,Vest-ti・ns・Late'stavailablei・f。 ・mati….:

mentclimateandeconomics,1974todateNationalNewspaperIndex-NewYorkTimes ,・Wail

瓢 ご:i巴 麟 証。呂:・㌫=・ …lng鵠tt;6㍑landtheCh「lstlanSclenceMonlld「'

自二。蕊 ㍑,ll濡 臓=。9,=:職 ㌫ ・191㌫e㍑・・盟r繋 ・n蒜.f「.'n:tりe
mation.PharmaceuticalNewslndex-DrugResearcb.Re-

EncyclopediaofAssociations-Americannationwideports,FDCReport・PMANewsletter,andWashingtoh

nonprofitmembershiporganizations ,currentyear.Drug&DeviceLetter・1974todate.

FandSlndex-Domesticandinternationalcorpora-PIRA-Paperandprin!ingindustrybbstraCts,1975 ,

ti・ns,i・dust・ies,P・ ・ductsandse・vices,1972t。date.t。date・"
、F.∵ 魑

Federallndex_CurrentFederalGovernmentac-PopulationBibliography-Databaseちofpopu|ation

tivities,October1976todate,topics,1966tσ1Present.、 ・ 、 『 』.・・..'.。1 .

FederalRegister-Federalgovernmentactivities,Predicasts,U・S・Statistics-Reportedstatisticsdnd

March1977todate,forecastsfordomesticindustries,1971『to'date.'… 　ガシじ
ForeignTraderslndex-ListsfirmsimportingU.S,PTS-tnternationalStatistics-ReportedsしatisticS

goodsorwantingtorepresentU.S.exporters,last5andforecastsforinternationalindustries,1972tσ

yrS.ofinformation,date.・:・
シヒ

F・ ・est-W・ ・dp・ ・duct・i・d・st・y,1947t・d・t・ ・PTSP・ ・tt't二M・ ・k・t・,・ ・mpa・i・ ・a・dte・h・bl・gyi・

F。und・ti。nDi・ect・ ・y-Desc・iptb・,。ff。und・ti。ns.mostindust「ies・1972toda!e・ .

Latesta・ailablei・f・ ・mati・ ・.TechnOtec-Req .・6stsf・ ヒn6wtebhn。16gyan.d・ffe・s』

F・und・ti・ ・G・ant・1・dex-1・f・ ・m・ti・ …g・ant・ofnewt・rhn・1ρgyaV・il・b邑 ・

awardedbymorethan400majorAmericanphilan-TradeOPportUnities-"Ex'pott'opportunitiesforU.S.>

thropicfoundations,1973todate.businesses,,1976todate:.、 『 士,,.

GPO-MonthlyCatalog,1976todate.U.S.ContractAwards-Governmentcontracts ,1978

todate,・',..、'馳
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DATABASES

LifeSciences

AGRICOLA-NationalAgricultureLibrary,1970toMEDLINE-NationalLibraryofMedicineIiterature,

date,1966todate .

ASFA-AquaticSciencesandFisheriesAbstracts,NASA-Biomedicalinstrumentationandresearch,

1978todate.1962todate.

Aviline-Audiovisualmaterialsinthehealthsci-NTIS-GovernmentsponsoredreportsfromtheNa-

ences,current,tionalTechnicallnformationService,1964todate.

Bioethicsline-LiteraturecoveringethicalissuesinOceanicAbstracts-Oceanographyandmarine-

Iifesciences,1973todate,relatedliterature,1964todate,

BIOCODES-DictionaryfilefortaxonomicandPharmaceuticalNewslndex-DrugResearchRe'

categorycodesusedinBIOSIS,1969todateports,FDCReports,PMANewsletter,and

BlOSiS-Bi。1。gicalAb,t・act,andBi。 ・e・eai・hln-W・ ・hi・gt・・D・ug&D・ ・icesLette「,1974toda}e・

dex,1969todate
.'SciSearch'-ScienceCitationlndex,1974todqte.

CABAbstracts-Agriculturalandbiologicalinforma-SSIE-ResearchinprogressformtheSmithsonian

tioncompiledbytheCommonwealthAgriculturalSciencelnformationExchange,1974todate

Bureaus,1973todate・TOSCA _ToxicSubstancesControlActCandidate

CANCERLIT-Cancerresearch、1963todate,List,current.

CANcERPRoJ-summariesofongo'inginterna-Toxline-Toxicity&adverseeffectsofdrugs,1950to

tionalcancerresearch,1974todate.date、

CATLINE-CatalogingfromtheNationalLibraryofU.S.ContractAwards:GovernmentContracts,1978

Medicine,1965todlltei'todate,

CLINPROT-SUmrhariesofclinicalinvestigationsofUSDA/CRIS-Agriculturallyrelatedresearchpro-

antトcanceragenls,1977todate.jectssponsoredorconductedbyUSDAorstate

Dataりase・fP・ ・g・amEvaluati・n-Evaluati・ns。fagencies,currentlyacti"ep「olects・

programsinthefieldofmentalhealthandsocialpbl--

icy,1969todate.-・

DATRIX'一 ■.Dis.sertationAbstracts,1861todate.

Drug/AlcoholUse⇔Abuse-Literatureondrugand 、
alcoholabuse,1979todate,

EncyclopediaofAssociations:Americannationwide

nonprofitmembershiporganizations,currentyear.

EpilepsyAbstracts-A‖aspectsofepilepsy,1945to

date.

ExcerptaMedica-・Internationalbiomedica川itera-

ture,1975todate,

FoodsAblibra-Food・industrydevelopments,1974

todate,

FSTA-FoodScienceandTechnologyAbstracts,

1969todate,

HealthPlanningandAdministration-Healthcare

planningandmanagement,1979todate.

Histline-Historyofmedlcine,1970todate.

UBCON-LibraryofCongressmonographs,1969to

date,

LithiumLibrary-Allaspectsoflithiumresearch.
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DATA8ASES

PhysicalSciences

APIUT-lnternationalrefiningandpetroleumlitera-

ture,1964todate...・

APIPAT-Petroleumrefiningpatentsfiom10coun-

tries,includingU.S,1964todate.'
ヒ　ンツ コ コ コ

APTIC-Allaspectsofairpollutidn,'1966.tO・1978.

AQUACULTURE-Marine,brackish「&'fteshwater

organisms,1970todate.

CAPatentConcordance-Nonoriginating"60untrシ

patents,1972todate.

CASEARCH/CHEMCON-Chemicalabstracts

Condensates,1967todate.

CHEMNAMES-ChemicalAbstractsChemical

NameDictionary.

CLAiMSICHEM-Chemicalandchemically-related

patents,1950to1970,'・,

CLAIMS/U.S.PATENTS-Chemical,scientificand

technicalpatents,1971todate .

COLD-Interdisc
.iplinarycoverageofArtic,Anarctic

andcoldregions,1962todate・

COMPENDEX-Engineeringlndex,1970todate.

ConferencePaperlndex-Paperspresentedat

majormeetings,1973todate.

DATRtX-DissertationAbstracts,11861todate.

DMMS-US.Dept.ofDefensecontractawards,

1975todate.

DOE/STOR-EnergystoragetechnolOgy,1977to

date.

ELCOM-Electronicsandcomputers,1977todate,

EncyclopediaofAssociations-Americanhationwide

nonprofitmembershiporganizations,・currentyear、

ENERGYLINE-Technicaland・socialcoverageof

energyandreiatedtopics,1971todate,

ENVtROLINE-EnvironmentAbstracts,1971to

date.

EPB-EnvironmentalPeriodicalsBibliography,1974

todate.

FoodsAdlibra-Foodindustrydevelopments,1974

todate.

FSTA-FoodScienceandTechnologyAbstracts,

1969todate.

Geoarchives-Geology,paleontologyandmineral

production,1974todate.

GEO-REF-GeologicalinformationfromtheAmerトWorldAluminum

canGeologicallnstitute,1961todate.

INSPEC-Electrical,Electronic&ComputerWorldTextiles_Textile

AbstractsandPhysicsAbstracts,1969todate.

IPA-lnternationalPharmaceuticalAbStracts,1970

todate,

ISMEC-Mechanicalengineeringandengineering

management",1973、todate.・}

LIBCON-Library.ofCongress 、monographs,1969to

date...

Metadbx-MetalsAbst・rd6{sfrom'itieAmericansoci-

etyforMetals,1966todate.'

MeteOrologicalAbstraCtsL.'.Meteorologicaland

GeoastrophysicalAbstracts∴1972寸odate.

MRIS
.二 物 「it.ime「eseq「ch,、.1970,.tqd・t・ ・

NASA-Aerospace,energy,pollutionahdothersub-

jects,1962todate,

NTIS-GovernmentsponsOredreportsformtheNa-

tionalTechnicallnformationSerVice,1964todate.

OceanicAbstracts-Oceanographyandmarine-

relatedliterature,1964todate .

PAPERCHEM-lnternationalcoverageofpulp
,

paperandpaperboard,1969todate,

Patents-WorldPatentlndex,1963todate.

PollutionAbstrqcts-Pollutionandenvironment,

1970todate.

Rapra-Commercialandtechnicalaspectsofthe

rubberandplasticsin〔 戊ustries ,1972todate

SAE-lnformationonse!f-propelledvehiclesform

SocietyofAutomotiveEngineers,1965todate.

Safety`SafetyScienceAbstracts,1975todate.

SciSearch-ScienceCitationlndex,1974todate.

SPIN-Abstra.ctstomajorinternationaiphysicsjour-
nals,1975todate,

SSIE-ResearchinprogressfromtheSmithsonian

SciencelntormationExchange,Fiscalyear1974to

date,

TechnotecrRequestsfornewiechno「ogyandoffers

ofnewtechnologyavailable.

TITUS-Textileindustry,1967todate.

TULSA;petroleumAbstractsfromtheUniversityof

Tulsa,1965todate.

USDA/CRIS-Agricu
.lturallyrelatedresearch,cur-

rentproiects.`『

U.S.Contract'Awards-Governmentcontracts
,1978

todate,

Weldasearch-lnternationaliiteraturecoveringall

aspectsofthejoiningofmetals&plastics
,1967to

present.

-WorldAlumninumAbstracts
,

1968todate,

materialsandindustry

abstracts,1970todate,
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ADDITIONALOATA8ASES

BusinessandManaement

BANICER-AIlarticles&newsit㎝s-一 楡 訂

theAmericanBanker・1979

todate.』

800ksiwfo-Databaseof800,000--5δ δ1只
」rrentlyinprinton

alltopics.

Clalms/C{tation-Allpatentnum-

erscltelnU.S.patentsfいom

1947-1979.

=、:,矯u㍑ 識c'
marketing・1977todate.

EP!A-AIlaspectsofelectric

powerplants&relatedfaci1-

ities,1975todate..・

InfoGlobe・Fulltextofa11.・

artcesfrom2majorCanadian

newspapers・1977todate.'

1,'1NPADOC-InternatfonalPatent

DocumentationCenterfileofnew,

patentsiSsuedin47countries.
Containslatest6weeks.Re-

PIaCesCAPatentConcordance・

.LealResourcesIndex●Comprehen●

svelnextoart1Ces,CO㎜en-

taries,reviewS&othermaterial.

of・5ubsもapceg1980;odate・

HON:TOR●IndextotheChristian-■「9ETEiT
ceMonitor,1979一 モδ一日信↑E言ご・ 、.,

2工8』」● しiteratureontheprintlng●

paper&boaγ'd&packagingindus-

tries・1975…todate.1'

P†SPREDALERT・ トbstrecentnews

「 … 「&compqnies・.・

SEID8.SolarEnergyInformation■一τ嵩]》

aBank.Reports,calendarD-

inSolationgcontacts,projeCts・

manufacturers&niodels・1950-date.

SSCISocSalScisearch・Social

cenceltatonndex●

Standard&Poor'sNews

:'6¥:"29:,ol。1呂s蒜1,,es

TECHNET-Industrial-一 －
s,industrycodes&stds.,

federal&militaryspecs⑨

dingtheVSHFcollection.

1972-date.

rExtenslve

newson

,1979●.

P7roducts&

inclu－

ADOITIOnALOATABASES

LlfeSciences

幽"Wat・erResea7℃hCentre・
・wastewater&Waterreseat・ch

theaquaticenvironment,1974

todate.

Books{nfo●Databaseof800・000-1-
urrentlyinprlntonall

topiCS.・

ClaimsCitatSvn-Allpatentnum-
'b

erscitlnU・S.patents

from1947●1979.

00ANEIDICIS-Agriculturalprac-

tlce・produ(Ltiongproducts&

marketing.1977 .todate・

INPAOOC-Internat†onalPatent--i嚥
ntationCenterHleofnew

,patents†ssuedfn47countrieS・C
ontainslatest6weeks.Re・ ・

placesCAPatentConcordance●'

,IRLLifeSciePcesCollection－

ResearcrtrmeratUreool。gy.

medicine,biochemlstry,ecology

...・&migrobiolagy・1978todate..

NARIC-Natior・alRehabilitation-一τ〒吊
》rmatfonCenterdata・base.

1956todate.

PIE-Multidisciplinarydatabase--ii
nthePacificIslands・1927

todate.

PREMED-NationalLibraryof・

.Medicine.

SEIOB-SolarEnergyTnfermatton

DataBank.Reports,calendar・

insolation,contacts,pr℃jects・

manufacturers&models・1950●date●
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